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リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 


は じ め に 


PC-9800 シリ ー ズ パー ソナ ルコ ンピュータ に は 標準 プロ グラ ミン グ 言 語 と し て Na』。-BASIC 
(86) が 用 意 き れ て いま す . 

Na。-BASIC(86) 言語 で 記述 され た プロ グラ ム は , 本 体 ROM あ る い は 各種 イン タフ ェ ー ス 
ボー ド に だ 搭載 され て いる N。a-BASIC(869 イ ンタ プリ タ に より 解釈 実行 され ます . 

また , Na- 日 本 語 BASIC(86) シ ステ ム デ ィ ス ク を 使用 する こと に より , ROM に 搭載 され て い 
る Naa-BASIC(86) イ ンタ プリ タ の 持つ 機能 に 加え , さま ざま な 機能 を 利用 する こと が で きま 
議 


本 書 は , N。。-BASIC(86) 言語 が 持つ 機能 を , 命令 ・ 関 数 単位 で 詳細 に 解説 し た 文法 説明 書 で 
す . 

Nss-BASIC(86) イ ンタ プリ タ の 操作 法 , 動作 環境 , ある い は 応用 的 な 操作 に つい て は ,『Nas- 
日 本 語 BASIC(86) ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 』 (以下 『BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル 』 と 略し ます ) 
を 参照 し て くだ さい . 

具体 的 な プロ グラ ミン グ の 方 法 に つい て は 「『N。。- 日 本 語 BASIC(86) 入門 』」 を ご 覧 くだ さい . 

日 本 語 入 力 の 具体 的 な 方 法 に つい て は 「『 日 本 語 入力 ガイ ド 」 を 参照 し て くだ さい . 


(③) 


こ ご の マニ ュ ア ル の 構成 


本 書 は , 次 の 4 章 お よび 付録 か ら 構成 され て いま す . 


第 1 章 Na。-BASIC(86) に つい て 
N。。- BASIC(86) の 特徴 , 主 な 機能 の ほか , ROM モ ー ド BASIC と DISK モ ー ド BASIC の 違い 
や 。 プロ グラ ム の 作り 方 な どの 基本 的 な 事項 を 解説 し て いま す . 


第 2 章 BASIC の 文法 
N。。- BASIC(86) 言語 の 文法 ・ 規 則 に つい て の 解説 で す . 本 BASIC を 利用 する 前 に は 必ず 本 章 
を 読み , その 内 容 を 理解 ・ 把 握 し て お いて くだ さい . 


第 3 章 命令 リフ ァ レ ンス 
N。。- BASIC(86) で 使用 可能 な 命令 ・ 関 数 を アル ファ ベッ ト 順 に 並べ , 個々 に 詳細 な 解説 を し 
て いま す . 本 BASIC の 詳し い 辞書 と し て 利用 し て くだ さい . 


第 4 章 サン プル プロ グラ ム 

相互 に 関連 の ある 命令 ・ 関 数 を 使用 し て 作成 し た サン プル プロ グラ ム 集 で す . 実際 に プロ グ 
ラム を 作成 する 際 の 参考 に し て くだ さい 、。 
付 録 

エラ ー メ ッ セ ー ジ と その 対策 .。 キャ ラク タコ ー ド 表 , 予約 語 一 覧 な どの 付加 情報 ・ 資 料 で す 。 
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命 令 
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TIME$ ON/OFF/STOP……… の li の 178 | TIME oo 
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機能 別 索 引 


ライ トペ ン 制 御 


命 令 
ON PEN GOSUB の reeeent123 0 PEN hh 
PEN ON/OFF/STOP…… iiii… 


I/0 ポー ト 入 出力 制御 
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ROOTEYYYEYYEYKYKEYEYEEKEKKEKEKEKKKX 
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サウ ンド 制御 


命 令 
ONIPEAY'GOSUB に ーッ se 
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COURSEEK は SI 
DOLCELSY 
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ERROR ON/OFF/STOP 
LINE CLOSE 
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MODE CUT 

CMD ON ERROR GOSUB 


機能 別 索 引 
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第 1 章 Nss-BASIC(86) に つい て 


1. ROM モー ド BASIC と DISK モー ド BASIC 


PC-9800 シリ ー ズ パー ソナ ルコ ンピュータ に は ,。 標準 プロ グラ ム 言 語 と し て N。。- BASIC 
(86) が 用 意 き れ て いま す . 

N。。-BASIC (86) に は , DISK モー ド BASIC と ROM モー ド BASIC の 2 つの モー ド が あり 
ます: 

ROM モー ド BASIC は ,。 コン ピュ ー タ 本 体 の ROM に 組み 込ま れ て いる 基本 機能 だ け を 使 
っ た シス テム で す . シス テム ディ スク を 使用 し な いで , 電源 を ON に する と 起動 し ます . 

DISK モー ド BASIC は , ROM モー ド BASIC に , ディスク ファ イル に 対す る 入出 力 や AI か 
な 漢字 変換 に よる 日 本 語 入力 な どの 機能 を 拡張 し た も の で す . DISK モー ド BASIC を 起動 す 
る に は , 本 体 の 電源 を ON に し た 後 , Nas- 日 本 語 BASIC(86) シ ステ ム デ ィ ス ク を フロ ッ ピ ィ デ 
ィ ス ク 装 置 に セッ ト し て リセ ッ ト ス イッ チ を 押し ます . 

ROM モー ド BASIC で も プロ グラ ム の 入力 お よび 実行 は 可能 で す が , 実際 の プロ グラ ミン 
グ に は DISK モー ド BASIC が 適し て いま す 。 


注 )BASIC の 起動 方 法 に つい て 詳し く は , BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


2. N。。-BASIC(86) の 主 な 機能 
N。。-BASIC(86) に は , 次 の よう な 特長 が あり ます . 


(1) グラ フィ ッ ク 機 能 の 充実 
@ 最大 640X400 の 高 分 解 能 , 最高 4096 色 中 16 色 の カラ ー 表 現に よる グラ フィ ックス . 
@ 強力 な グラ フィ ッ ク 命 令 . 
@ テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 . 
@ パ レッ ト の 導入 に よる 多彩 な カラ ー 表 示 . 


(2) プロ グラ ミン グ の し や すさ 
@ プロ グラ ム 中 の 飛び 先 指 定 と し て ラベ ル 名 の 使用 が 可能 . 
@ BASIC 実行 時 で も , 大 容量 の ユー ザー メモ リ を 確保 し て いる た め 。, 大 規模 な プロ グラ 
ム の 作成 が 可能 . 
@ 各種 ハー ドウ ェ ア か ら の 割り 込み を BASIC 中 で 操作 可能 . 
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@ IF…THENELSE や , WHILE-ーWEND な ど に より , 構造 化 され た プロ グラ ム の 作 
成 が 可能 . 

@ CHAIN に よる プロ グラ ム 連 結 機能 (DISK モー ド の み ). 

@ 変数 名 と し て , 最長 40 文 字 ま で 使用 可能 . 


(3) フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク , 固定 ディ スク の 使用 が 可能 (DISK モー ド の み ). 


(4) Al 逐次 変換 , Al 連 文 節 変換 , 逐次 変換 , 連 文節 変 換 あ る い は 上 単 文節 変換 に よる 日 本 語 入 力 
の 機能 (DISK モー ド の み )、. 


(5) 電話 機 の 制御 機能 (DISK モー ド の み ). 


⑥) 倍 精 度数 値 関数 の サポ ー ト (DISK モー ド の み )、. 


3. BASIC の 動作 モー ド 
BASIC を 起動 する と , 画面 に は , 
How many files (0 一 15) ? 


と いう 文字 が 表示 され ます . この メッ セー ジ は 同時 に いく つの ファ イル を 使用 し ます か ? と 
尋ね て いる も の で す .。 ここ で 数 を 指定 する と , その 数 だ け の ファ イル を 同時 に 開く こと が で き 
る よう に な り ま す 。 詳し く は , 第 3 章 中 の OPEN の 項 を 参照 し て くだ さい . 

ここ で 。 数 を 指定 し て か ら リ ター ン キ ー を 押す か , また は た ん に リタ ー ン キー を 押す と, 
BASIC の バー ジョ ン な ど を 示す メッ セー ジ が 表示 され ます . メッ セー ジ 中 最後 行 の YOk? と い 
う 文字 は BASIC の 命令 を キー ボー ド か ら 入 力 す る こと が で きる こと を 示し て いる も の で , バ プ 
ロン プ ト ” と 呼ば れ ま す . 

BASIC の 命令 は , ダイ レク トモ ー ド と プロ グラ ム モ ー ド の 2 つの 動作 モー ド で 実行 され ま 
す . 


3.1 ダイ レク トモ ー ド 

BASIC の 命令 を , 単独 で 実行 きせ る モー ド を ダイ レク トモ ー ド と いい ます . ダイ レク トモ ー 
ド で の 命令 の 実行 は , 命令 を キー ボー ド か ら 打 ち 込み . リタ ー ン キー を 押す と いう 動作 (これ 
を 命令 の 入力 と いい ます ) に よっ て 行わ れ ま す . 

た と えば , 「PRINT 21 十 6 一 5」 と キー を 打ち 込み , 終わ り に リタ ー ン キー を 押し て みて く 
だ さい . 


PRINT 21 十 6 一 5 


22 
Ok 


3 . BASIC の 動作 モー ド 


と な り ま す . PRINT は \ 画 面 に デー タ を 出力 せよ ? と いう 命令 で すか ら , この 場合 に は , 21 十 
6--5” の 計算 結果 と し て ^22” が 表示 され ます . 

この よう に , ダイ レク トモ ー ド で BASIC の 命令 を 実行 する ときには, 命令 の 最後 に リタ ー ン 
キー を 押 き な けれ ば な り ま せん . リタ ー ン キー を 押す こと に よっ て ,。 初め て 命令 が コン ピュ ー 
タ に 送ら れる の で す . 

ダイ レク トモ ー ド て や 入力 され た 命令 は コン ピュ ー タ の メモ リ に 格納 され ませ ん の で , その 場 
限り の 計算 や 記憶 する 必要 の な い 命 令 を 実行 する の に 使い ます . 

な お ,。 ダイ レク トモ ー ド で , マル チ ス テー トメ ント ((「 第 2 章 2. 行 」 参照 ) を 使用 し て も 
か まい ませ ん . 


3.2 プロ グラ ム モ ー ド 
BASIC の 命令 を 続け て 実行 きせ る た め に は , プロ グラ ム を 作る 必要 が あり ます . プロ グラ ム 
を 入力 し , 実行 する モー ド を プロ グラ ム モ ー ド と いい ます . 


田 プ ログ ラム の 作り 方 

プロ グラ ム を 作る と き に は 。 命令 の 先頭 に 数 字 を つけ て 入力 し て いき ます 。 各行 の 終わ り に 
は 必ず リタ ー ン キー を 押し ます . する と , 行 は 数 字 と と も に メモ リ に 格納 され ます . この 数 字 
を 行 番号 と いい ます . 

プロ グラ ム を 実行 する に は , プロ グラ ム を 入力 し た 後 で , RUN を 入力 し ます . プロ グラ ム は 
行 番号 の 小さ いも の か ら 順 に 実行 きれ ます . 


10 A 三 2 

20 B ニ ー5 

30 PRINT A 十 B 
RUN 

ー3 

Ok 


メモ リ に は いち ど に 1 つの プロ グラ ム し か 格納 する こと は で きま せん 。 メ モリ に 古い プロ グ 
ラム が ある と き は , 新しい プロ グラ ム を 入力 する 前 に , 必ず NEW を 実行 し て , 古い プロ グラ 
ム を 消し て お か ね ば な り ま せん . 

な お , プロ グラ ム モ ー ド では, マル チ ス テー トメ ント (人 [第 2 章 2. 行 ] 参照 ) を 利用 する 
こと が で きま す 。 


較 プ ログ ラム の 修正 

(1) 行 の 追加 
プロ グラ ム は 行 番号 の 小さ いも の か ら 実 行 さ れ ま す . し た が っ て , 新しく 行 を 追加 し た い 
場合 は , 追加 し た い 所 の 行 番号 (前 後 の 行 番号 の 間 の 番号 ) を つけ た 命令 を 入力 し ます . た 


5$ 
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と えば 前 記 の プロ グラ ム の 20 行 と 30 行 の 間 に 命 令 を 入れ る と き に は 21--29 ま で の 行 番号 を 
つ サ ひる こと が で きま す 。 


(2) 行 の 削除 
削除 し た い 行 の 行 番号 だ け を 打ち 込ん で リタ ー ン キー を 押せ ば , その 行 は 削除 され ます . 
まとめ て 削除 する と き に は 。 DELETE を 使い ます (第 3 章 中 の DELETE の 項 参 照 ). 


(3③) 行 の 置き 換え 
訂正 し た い 行 の 行 番号 と 新しい 内 容 を 打ち 込ん で リタ ー ン キー を 押せ ば , 古い 行 の 内 容 は 
自動 的 に 新しい も の に 変わ り ま す . また , LIST を 使っ て プロ グラ ム を 画面 に 表示 し 。 カー 
ソル を 直し た い 所 に 移動 し て 直接 書き 換え て か ら リ ター ン キ ー を 押し て も , その 行 は 訂正 
され ます (第 3 章 中 の LIST の 項 参 照 ). 


(4) 行 番号 の つけ か え 
行 番号 を つけ か えた いと き に は , RENUM を 使い ます (第 3 章 中 の RENUM の 項 参 照 ) 


田 プ ログ ラム の 保存 (セー プ ブ ) と 読み 込み (ロー ド ) 

BASIC で 作成 し た プロ グラ ム は , 本 体 の 電源 を 切る と 消え て し まい ます . その た め 。 必要 な 
プロ グラ ム は ,。 ファ イル と いう 形 で ディ スク に 書き 出し , 保存 (セー プ ) し て お か な けれ ば な り 
ませ ん . 

プロ グラ ム を セー プ ブ す る に は , SAVE を 用 いま す . プロ グラ ム は 一 度 セ ー プ し て し まえ ば 
あと は いつ で も メモ リ に 読み 込み (ロー ド ), 使う こと が で きま す ,. プロ グラ ム を ロー ド す る に 
は , LOAD を 使い ます . 

機械 語 プ ログ ラム を セー プ ブ , ロー ド す る た め の , BSAVE と BLOAD も 用 意 き れ て いま す 。 
詳し く は 第 3 章 の 各 命 令 の 項 を 参照 し て くだ さい . 

な お , ディ スク に 対す る セー プ ・ ロ ー ド は , DISK モー ド で の み 可 能 で す 。 


4 . 使用 機種 に よる 相違 


4. 使用 機種 に よる 相違 


PC-9800 シリ ー ズ で 提供 きれ る 機能 は , 機種 や 接続 機器 の 有無 に より 多少 異な り ま す . その 
た め , Na。-BASIC(86) で 実行 で きる 命令 も 機種 や 接続 機器 の 有無 に より 異な る 場合 が あり ます 
の で ご 注意 くだ さい . 


機能 使用 上 の 注意 
・PC-9801 プ E ン ドン M で は 使用 で きま せん . 


拡張 グラ フィ ッ ク 機 能 ・PC-9801U プ VF グ VM0 プ VM2 プ VM4 で は 16 
色 グ ラフ ィ ッ クボ ー ド が 別途 必要 で す . 


・PC-9801 UV プ UX プ CV/EX 以 外 の 機種 で は サ 


サウ ンド 制御 機能 ウン ド ボ ー ド が 別途 必要 で す . 


・PC-9800 本 体 に モノ クロ ディ スプ レイ 用 コネ 


ライ トペ ン 機 能 クタ が な い 機 種 で は 使用 で きま せん . 
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| 


文 は , BASIC が 行う 手続 き (すなわち コン ピュ ー タ に 実行 きせ る べき 処理 ) を 記述 する 最小 
単位 で す . 

文 は 1 つの 命令 か ら な り ま す . そし て 命令 は , 命令 の 名 前 と , 命令 に 与え る 情報 (パラ メー 
タ ) と か ら な り ま す . パラ メー タ に は に 定数, 変数 , 関数 (「 第 2 章 10.4 関数 ] 参照 ) の ほか , 
これ ら を 組み 合せ た 式 な ど を 指定 する こと が で きま す 。 


PRiI NT 人 に ) 


命令 の 名 前 パラ メー タ 


命令 文 


2。、 邦 


行 と は ,。 プロ グラ ム モ ー ド で 実行 する 場合 に お いて , メモ リ 中 に 格納 (記憶 ) され る プロ グラ 
ム と し て 書か れる , 行 単位 の 文 の 集まり の こと で す . 

行 の 先頭 に は 行 番号 を つけ ます 。 1 行 ( 行 番号 も 含め て ) に は 255 バ イト の 範囲 で 文 の 記述 が 
可能 で す . 

行 は , 基本 的 に は 1 つの 文 か ら な り ま す が , 複数 の 文 を 記述 する こと も 可能 で す .。 1 行 に 複 
数 の 文 を 記述 する 場合 , 各 文 を コロ ン ( : ) で 区 切り ます . これ は 複 文 (マル チ ス テー トメ ント ) 
と 呼ば れ , 1 行 の 範囲 内 で 任意 の 数 の 複 文 が 記述 で きま す . 


3. 行 番号 


行 番号 は 1 か ら 65529 ま で の 整数 で 指定 し ます . 

行 番号 は 行 を メモ リ に 格納 し た り デ ィ ス ク に セー ブ し た りす る 場合 の 格納 順序 を 示す も の で 
7 

行 番号 を つけ た 行 は , リタ ー ン キー の 入力 と と も に メモ リ に 格納 され ます . この 方 法 で 1 行 
以上 の 行 を メモ リ に 格納 し た も の が プロ グラ ム で あり , RUN な ど を 使っ て 実行 きせ る こと が 
で きま す 。 
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この よう に , 行 番号 を と も な っ た 行 を 入力 する 方 法 が パプ ログ ラム モー ド ” で す . これ に 対 
し , 行 番号 な し で 命令 を 入力 する こと に よっ て た だ ち に 実行 を 行う 方 法 が \ ダ イレ クト モー ド ? 
で す ((「 第 1 章 3. BASIC の 動作 モー ド 」 参照 ). 

プロ グラ ム の 実行 は 行 番号 の 小さ いも の か ら 行 われ ます . 

行 番号 は 分 岐 (プロ グラ ム の 実行 順序 を 変え る こと ) の 場合 の 分 岐 先 と し て 使用 きれ る ほか , 
LIST, DELETE な ど < 行 番号 > を 対象 と する 命令 の パラ メー タ (引数 ) と し て 使わ れ ま す . 


4. BASIC で 使用 で きる 文字 と 特殊 記号 
使用 で きる 文字 は 次 の と お り で す . 


文字 1 バイ ト 系 文字 英 大 文字 


特殊 記号 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ 
コン トロ ー ル キャ ラク タ 
日 本 語文 字 2 バイ ト 系 全角 文字 
( 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 ) 2 バイト 系 半角 文字 
2 バイ ト 系 4 分 の 1 角 文 字 
利用 者 定義 文字 


1 バイ ト 系 の 英 大 文字 と 英 小文字 は ,。 キー ボー ド 上 か ら 入 力 で きる 通常 の 英文 字 で す . 
BASIC で は , 特定 の 場所 (た と えば 文字 型 定 数 の 中 … 文 字 型 定数 に 関し て は 「 第 2 章 5.1 文 
字 型 定数 」 参照 ) を 除き , 英 大 文字 と 小文字 と は 同じ 意味 に 解釈 され ます . 

コン トロ ー ル キャ ラク タタ は 。 スクリーン エディ タ に 直接 指示 を 与え を る た め に 使う も の で ,。 キ 
ー ボ ー ド 上 の | CTRL | キー を 押し な が ら 英 文字 1 文字 の キー を 押す こと に よっ て 入力 し ます . 

日 本 語文 字 は , 日 本 語 処 理 シ ステ ム に よっ て 入力 する 文字 で す . 命令 に よっ て は 使え な いも 
の も あり ます の で 注意 し て くだ さい . 

これ ら の 文字 の 詳細 に つい て は , 「 付 録 B. コン トロ ー ル コー ド 表 」, 「 付 録 じ C. キャ ラク タコ 
ー ド 表 」, ある い は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル , 日 本 語 入力 ガイ ド な ど を 参照 し て くだ さい . 


圏 特殊 記号 の 使い 方 
算術 演算 子 ( 十 , 一 。 *,) な どの 他 に も 特別 な 意味 を 持つ 記号 が あり ます . ここ で その 意 
味 を まとめ て 説明 し て お きま す . な お , ここ で 説明 し て いる の は 1 バイ ト 系 の 特殊 記号 で す . 
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4 . BASIC で 使用 で きる 文字 と 特殊 記号 


2 バイト 系 日 本 語文 字 の 中 に も 同様 な 記号 が あり ます が , それ ら は 文字 型 定 数 と し て の み 使 え 
る も の で , 特殊 記号 と し て 使う こと は で きま せん . 


(1) 


⑨ 


ピリ オド (.) 

最後 に BASIC の 処理 の 対象 と な っ た 行 (現在 行 , 着目 行 な ど と いう ) の 行 番号 の 値 を 示す 
記号 で , 命令 中 の < 行 番号 > の 代わ り と し て 使用 する こと が で きま す .。 た と えば , 新しい 
行 を 挿入 し た , エラ ー が 発生 し た な どの 行 で す . 

例 ) LIST 


マイ ス バー) 

LIST, DELETE な ど で 行 の 範囲 を 指定 する とき, 何 行か ら 何 行 ま で と いう 場合 に 使い ま 
す . 算術 演算 子 の 負 号 と 同じ 記号 で す . 

例 ) DELETE 100200 


回 (29) 
マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使い ます . 
例 ) A=B 十 C:PRINT A 


ey 天 に ) 
パラ メー タ が 並ぶ 場合 その 区 切り と し て 使い ます . 
例 ) INPUT A, B,C 
COEOR 7, ,.。0 


本 回 多 (75) 
PRINT な どの 出力 文中 で パラ メー タ が 並ぶ 場合 その 区 切り と し て 使い ます . 
例 ) PRINT "A=":A 


アポ スト ド ロラ ィ (") 

REM (第 3 章 中 の REM の 項 参 照 ) の 代用 と し て 使い ます . 

クエ ッ シ ョ ンマ ー ク ( ?) 

PRINT の 代用 と し て 使い ます . 

アス タリ スク (*) 

ラベ ル 名 の 先頭 に つけ ます ((「 第 2 章 13. ラベ ル 名 」 参照 ). 

スペ ー ス 

原則 と し て 文字 型 定数 に 含ま れ て いる スペ ー ス 以外 の スペ ー ス は 無視 され ます が , 命令 の 
名 前 の 直後 に は 必ず スペ ー ス を 入れ な けれ ば な り ま せん . 
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5. 定数 


定数 と は , それ ぞ れ 固有 の 値 を 持っ た デー タ の こと で ,。 プロ グラ ム 中 な ど に 直接 表記 され る 
も の で す 。 定数 は , 次 の よう に 分 類する こと が で きま す 。 定 数 の 表記 法 は , 型 に よっ て それ ぞ 
れ 異 な り ま す . 


文字 型 文字 列 (日 本 語文 字 も 含む ) 
8 進 形式 
定数 we nm 
ee MM 
| 名 
ーーー | 。 
の 倍 精 度 実数 弄 
5.1 文字 型 定数 


文字 型 定 数 と は , 255 バ イト 以内 の 文字 を つなぎ , その 前 後 を ダブ プル クォーテーション (") 
で 囲ん だ , 文字 列 デ ー タ の こと で す . 文字 列 中 に は , 1 バイ ト 系 の 英 数 字 。 カナ 文字 , 特殊 記 
号 。 グ ラフ ィ ッ クキ ャ ラク タタ なら びに 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 な ど を 使用 で きま す (混在 も 可能 
生け 。 

BASIC の 命令 の な か に は , 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 が 使用 で き な い も の も あり ます ( 各 命 令 参 
照 )、 ま た, (") を 文字 型 定 数 中 に 直接 記述 する こと は で きま せん . (") を 文字 型 定 数 と し た い 
場合 。 CHR$ を 用 いて , 例 の よう に CHR$( 科 H22) と し ます . 

な お , 文字 型 定数 を 算術 演算 に 使う こと は で きま せん . 

例 ) "Good Morning" 

2 8 5 6 7 あの 

"パー ソナ ル コン ピュ ー タ " 

"日 本 語 BASIC" 

CHR $ (&H22) 十 "TEST" 十 CHR $ (&H22) 


5.2 数 値 型 定数 
数 値 型 定数 と は 。 算術 演算 を 行う こと の で きる 数 値 デ ー タ を 直接 表記 し た も の で , 大 きく 分 
け て , 整数 型 と 実数 型 と が あり ます . 


5.3 整数 型 定数 
整数 型 定数 は , 表記 上 の 観点 か ら , 8 進 ・10 進 ・16 進 の 3 つの 形式 に 分 類 さ れ ま す . 


還 10 進 形式 
ー32768 か ら 十 32767 ま で の すべ て の 整数 で す . 負 の 整数 の 場合 , 数 値 の 前 に は 必ず マイ ナス 
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5 . 定数 


符号 を つけ な けれ ば な り ま せん が , 正 の 数 の 前 の 符号 は 省略 で きま す . また , 同じ 範囲 内 の 実 
数 の 後ろ に % を つけ る と , 小数 点 以下 は 四捨五入 され , 整数 型 の 定数 と みな され ます . 
例 ) 32767 

ー123 

+5 

31100.59%6 一 整数 を 表す . 


画 8 進 形式 
頭 に &O また は 層 を と も な っ た , 0 か ら 7 まで の 数 字 の 並び . &0 一 巡 177777 の 範囲 内 で す . 
例 ) &12345 
&O7777 


圏 16 進 形式 
頭 に &H を と も な っ た , 0 か ら F まで の 並び . &H0--&HFFFF の 範囲 内 で す . 
例 ) &H100 
&HCFFF 


注意 : 8 進 形式 また は 16 進 形式 で 入力 され た 数 値 は , PRINT な どの 出力 文 で は 10 進 形式 で 出 
力 さ れ ま す . 10 進 以外 の 形式 で 出力 する と き は , それ ぞ れ OCT $, HEX $ を 使っ て 文字 
列 と し て 出力 し て くだ さい 、。 


5.4 実数 型 定数 
実数 型 定数 は , 単 精度 実数 型 と 倍 精度 実数 型 に 分 けら れ ま す . 


5.5 単 精度 実数 型 定数 

有効 桁 7 桁 の 精度 を も つ 実 数 の デー タ で す 。 出力 の と き は 7 桁 目 が 四捨五入 され , 6 桁 以下 
で 表示 され ます . 単 精度 型 実 数 の 値 の 範囲 は , 一 1.70141E 十 38 一 1.70141E 十 38 で す . 

単 精度 実数 型 の 定数 に は , 表記 上 の 分 類 に より , 次 の 3 つの 形式 が あり ます . 


@ 7 桁 以下 の 実数 
@ 最 後に! を と も な っ た 数 
@ E を 使っ た 指数 形式 
例 ) 3525.68 
3.14 ! 
ー7.09Eー06 
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5.6 倍 精度 実数 型 定 数 

有効 桁 1 桁 の 精度 を も つ 実 数 の デー タ で す . 出力 の と き は , 16 桁 以下 で 表示 され ます . 倍 精 
度 型 実 数 の 値 の 範囲 は , 一 1.701411834604692D 二 38 一 1.701411834604692D 十 38 で す . 

倍 精度 実数 型 の 定数 に は , 表記 上 の 分 類 に より , 次 の 3 つの 形式 が あり ます . 


@ 8 桁 以 上 の 実数 
@ 最後 に は を と も な っ た 数 
@ D を 使っ た 指数 形式 
例 ) 1234567.890 
56789.0# 
ー1.09432D 一 38 


6. 変数 


変数 は ,。 プロ グラ ム 中 で 使う デー タ を し まっ て お く こ と が で きる 入れ 物 の よう な も の で , 1 
バイ ト 系 の 英 数 字 で 名 前 (変数 名 ) を つけ ます . 変数 は , 演算 , 参照 な ど に 使う こと が で きま す . 
な お , 変数 に 値 を 格納 する (入れ る ) 前 は , 数 値 変数 の 値 は 0 , 文字 変数 は メル スト リン グ ( 空 
の 文字 列 ) で ある も の と みな され ます . 


6.1 変数 名 

変数 名 は 長 さ 40 文 字 以 内 の , 1 バイ ト 系 英 数 字 と ピリ オド (.) の 組み 合せ で 表 さ れ ま す .。 た 
だ し , 変数 名 の 初め の 1 文字 は 英字 で な く て は な り ま せん . この 規約 に し た が っ て 名 前 を つけ 
られ た 変数 は すべ て 区 別 き され ます . 

た と えば , 次 の 2 つの 変数 は 異な っ た 変数 名 と し て 解釈 され ます . 


COUNTER . OF . TABLE . DATA . 999888777666555 . 01 
COUNTER . OF . TABLE . DATA . 999888777666555 . 02 


変数 名 は 予約 語 ([ 第 2 章 8. 予約 語 ]」「 付 録 E. 予約 語 一 覧 」 参照 ) で あっ て は な り ま せ 
ん が , 予約 語 を 含ん だ も の は か まい ませ ん . た だ し , FN で 始ま る 変数 名 は 許さ れ ま せん (第 3 
章 中 の DEF FN の 項 参照 )、 ま た 英文 字 に お いて 大 文字 , 小文字 の 区 別 は あり ませ ん . 


6.2 変数 の 型 

変数 に も , 定数 と 同様 , 格納 する デー タ に 応じ た 型 が あり ます . 

変数 に 値 を 格納 する た め に は 。 代入 文 や INPUT な ど を 用 いま す が , いずれ の 場合 に も 変数 
の 型 は , 格納 され る デー タ の 型 と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . 
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7 . 配列 変数 


文字 型 
ma 整数 弄 
sam 
実数 弄 単 精度 実数 弄 
間 PMP 


変数 の 型 は , 変数 名 の 最後 に 型 宣 言 文字 を つけ る こと に よっ て 区 別 し ま す . 型 宣言 文字 の 種 
類 は 次 の 4 つ で す . 


$ 文字 弄 
% 整数 型 
og | 単 精 度 実数 弄 
# 倍 精 度 実数 弄 
馬 代 は 。 型 宮前 文 字 を 省略 する と 。*1* が つい て いる と みな され ます ( 音 精 度 実数 弄 変 数 と 
な る ). 
例 ) Al 
A# 
これ ら は 区 別 き され る が , AI! と A は 同じ . 
A% 
A$ 


た だ し , 型 宣言 命令 (DEFINT, DEFSNG な ど ) を 用 いて 一 括 指 定 を 行っ た 場合 。 型 宣言 文 
字 省 略 時 の 型 は , 型 宣言 命令 に よっ て 宣言 され た 型 と な り ま す . た と えば , 次 の 例 で は , AーC 
で 始ま る 変数 は , 型 宣言 文字 を つけ な いと みな 整数 型 と な り ま す . 

例 ) DEFINT A-C 

! 
C=A 十 B ー A,。 B,。C は , 型 宣 言 文 字 を つけ な けれ ば 整数 型 
L ニ M*N で AーC 以外 は , 型 宣 言 文字 を つけ な けれ ば 単 精度 実数 型 


7. 配列 変数 


配列 変数 は 。 た くさ ん の デー タ を 変数 に 代入 し た り , 参照 する 場合 に 使い ます . た と えば 
デー タ の 数 が 100 個 ある と き , 100 個 の 別 の 変数 を 用 意 す る の は た い へ ん で す 。 この よう な と き 
に , A(0) て A(99) の よう に 変数 名 の 後に カッ コ つ き の 番 号 を つけ た 形 で 配列 と し て 扱う と , 
100 個 の デー タ を 1 つの 変数 名 で 処理 する こと が で きま す . 

カッ コ 内 の 番号 は 添字 と いい , 配列 の な か の 何 番目 の 要素 で ある か を 表し ます . た と えば ぱ , 
A( 0 ) は , A と いう 配列 変数 の 0 番目 の 要素 と いう 意味 に な り ま す . 添字 に は 整数 定数 。 また 
は 整数 型 の 変数 を 使う こと が で きま す . 
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配列 変数 の 型 ( す な わ ち 配列 変数 内 の 各 要 素 の 型 ) は , 通常 の 変数 と 同様 , その 配列 変数 名 の 
最後 (カッ コ の 直前 ) に つけ られ た 型 宣言 文字 に よっ て 決ま り ま す . た だ し , 型 宣言 命令 で 一 括 
指定 を 行っ た 場合 は , この 限り で は あり ませ ん . 詳し く は ,「 第 2 章 6.2 変数 の 型 」 を 参照 
導く だ さい 

プロ グラ ム 内 で 配列 を 使う に は , あら か じ め DIM に よる 配列 の 宣言 ” が 必要 で す . 配列 の 
宣言 と は , 変数 の 名 前 と 配列 に 入れ る 要素 の 個数 を 決め て や る こと で す . 

DIM で は 次 の よう に , その 配列 で 使用 可能 な 添字 の 最大 値 を 指定 する こと に より , 要素 の 個 
数 を 決め ます . 


DIM A(5) 添字 の 最大 値 が 5 で , 名 前 が ^A” と いう 配列 変数 を 宣言 


添字 は , 原則 と し て 0 か ら 始 まり ます の で , 実際 の 要素 数 は 添字 の 値 寺 1 と な り ま す . この 
例 で は , 5 十 1 で , 要素 数 は 6 個 と な り ま す . 

* 添 字 が 0 か ら 始ま る ” と いう こと を , “添字 の 最小 値 (OPTION BASE) が 0 で ある ” と 
いい , BASIC の 起動 時 に は この 状態 に な っ て いま す . な お , OPTION BASE と いう 命令 を 使 
うこ と に より , 添字 の 最小 値 を 1 に する こと も で きま す . 

また , DIM 中 で 配列 変数 を 宣言 する 際 , 複数 の 添字 を コン マ で 区 切っ て 指定 する と , その 配 
列 変数 は , 添字 の 個数 に 応じ た 次元” 数 を も つこ と に な り ま す . 

た と えば , 添字 の 最小 値 が 0 で ある と し て 次 の よう な 配列 を 宣言 し た 場合 の , 各 配 列 の 次 元 
数 お よび 要素 の 合計 数 を 示し て み ま す . 


DIM A(10) 1 次 元 配 列 , 要素 数 は 11 
DIM TA(2, 3) 2 次 元 配列 要素 数 は 3 X 4 三 12 
DIM NAMAE $ (2, 5, 3) 3 次元 配列 、 要素 数 は 3X6 メ 4 三 72 
2 番目 の 例 の 場合 , 次 の よう な 2 次 元 ( 縦 方 向 と 横 方 向 の 2 次 元 ) の 配列 が と られ ます . 


TA(0, 0) TA(0, 1) TA(0,。2) TA(0。 3) 
年 A(。 0) TA 1 TAGQ。 2) TA 3) 
TA(2,. 0) TA(2, 1) TA(2。 2) TA(2, 3) 


配列 変数 の 次 元 お よび 添字 の 最大 値 は , メモ リ 容 量 や 変数 の 型 に よっ て 制限 が あり ます の で 
注意 し て くだ さい (第 3 章 中 の DIM の 項 参照 ). 


な お , 添字 の 最大 値 が 10 以 下 (添字 の 最小 値 が 0 で も 1 で も か まわ な い ) の と き は , DIM に 
よる 宣言 を 行わ な く と も , 配列 変数 を 用 いる こと が で きま す . 
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8. 予約 語 


N。s-BASIC(86) は , 命令 (関数 も 含む ) の 名 前 演算 子 の 名 前 な ど を , 処理 上 , 特殊 な も の と 
し て 扱い ます 。 これ は ` 予 約 語 ” と 呼ば れ , 文字 どおり BASIC に よっ て その 使用 方 法 を 予約 き 
れ て いる も の で す . し た が っ て , 予約 語 を その まま 変数 名 と し て 使用 し た りす る こと は で きま 
せん . 

予約 語 を 使用 する 場合 に は , BASIC が その 語 を 予約 語 で ある か 否 か 認識 で きる よう に する 
た め 。 語 の 前 。 後ろ の 。 ま た は その 両方 に , BASIC 文法 上 で 許さ れ た , ある い は 規定 され た 特殊 
文字 (スペ ー ス , ダブ ルク ォ ー テ ーション ("), ナン バー 記号 (), コロ ン (: ) な ど ) を 挿 
入 し な く て は な り ま せん . 

BASIC の 予約 語 は , 「 付 録 E. 予約 語 一 覧 ] に 掲げ て あり ます . 


9. 型 変換 


数 値 デ ー タ は , 必要 に 応じ て 他 の 型 に 変換 する こと が で きま す . 型 の 変換 は 次 の 規則 に し た 
が っ て 行わ れ ま す . 

な お , 文字 型 と 数 値 型 の 聞 で は 型 変換 を 行う こと は で きま せん が , 数 値 表 記 の 文字 列 に 限り , 
数 値 と の 相互 変換 を 関数 に よっ て 行う こと が で きま す ( 第 3 章 中 の STR$ VAL の 項 参照 ). 


(1) ある 型 の 数 値 デ ー タ が , 違っ た 型 の 数 値 変数 に 代入 きれ た 場合 , 数 値 は , その 変数 名 に 
よっ て 宣言 され た 型 に 変換 され ます . 
例 ) 10 ABC% ニ 1.234 
20 PRINT ABC% 
RUN 
1 


(2) 精度 の 違う 数 値 間 の 演算 の 場合 , 精度 の 高い 方 に 変換 され て , 演算 が 行わ れん ます. た と 
えば , 10#/3 の 場合 。 10 を 3# と し て 演算 が 行わ れ ま す . 
例 ) 10 A#ー10# ン 3 
20 B#ー10# プ 3# 
30 PRINT A# れ B# 
RUN 
3.333333333333333 3.333333333333333 
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(3③) 


(④⑭) 


20 


論理 演算 の 場合 , 扱わ れる 数 値 は すべ て 整数 に 変換 され , 結果 は 整数 で 与え られ ます . 


例 ) 10 A12.34 


20 B=NOT A 

30 PRINT B, A 
RUN 

ー13 12.34 


実数 が 整数 に 変換 され る 場合 は , 小数 点 以下 は 四捨五入 され ます . この と き , 整数 型 で 
扱え る 範囲 を 超え た 場合 は エラ ー が 起こ り ま す . 


例 ) 10 A%=34.4 10 A#ー1.234E 十 07 
20 B%=34.5 20 B% ニ A# 
30 PRINT A%, B% 30 PRINT B%⑳, A# 
RUN RUN 
34 35 Overflow in 20 


倍 精度 実数 型 変数 が 単 精度 実数 型 変数 に 代入 され た と き は , 変数 の 値 は 有効 数 字 7 桁 に 
丸め た も の と な り ま す . 単 精度 実数 型 変数 の 精度 は 7 桁 で あり , も と の 倍 精度 の 数 値 と 
の 誤差 の 絶対 値 は , 5.96Eー 8 以下 と な り ま す . 

例 ) 10 A# ニ ー1.23456789# 


20 B! 三 A# 
30 PRINT A# B! 
RUN 


1.23456789 1.23457 


倍 精度 実数 型 変数 (ある い は 倍 精 度 実数 型 定数 ) と 単 精度 実数 型 変数 (ある い は 単 精度 
実数 型 定 数 ) を 混合 し て 演算 し た り , 単 精度 の 値 を 倍 精度 実数 型 変数 に 代入 し た りす る 
と , 単 精度 値 に 変換 する 際 , 有効 桁 以降 の 桁 に 変換 誤差 が 混入 し ます の で 注意 し て くだ 
さい 。 

例 1) 精度 の 異な る 数 値 に よる 演算 

@ 好 まし く な い 例 (演算 結果 に 変換 誤差 が 混入 する ) 
A#ー1.41421356# 十 0.12 

@ 改 良 例 
A#ー1.41421356# 十 0.12# 
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例 2) 精度 の 高い 変数 に 対す る 精度 の 低い 値 の 代入 
@ 好 まし く な い 例 
A#ー3.1415 
@ 改 良 例 
A#ー3.1415# 


10. 式 と 演算 


式 と は , 定数 や 変数 を 演算 子 (計算 に 使う 特殊 記号 の こと ) で 結合 し た 一 般 的 な 数 式 を は じ 
め , た ん な る 文字 列 や 数 値 , 変数 だ け の も の , また は 関数 の 総称 で す . た と えば 次 の も の は , 
すべ て 式 で す . 

例 ) 10+3 ノ 5 

A 十 BCーD 
"BASIC" 
3.14 

A$ 
TAN(D) 


演算 は , 演算 子 ま た は 関数 を 用 いて 行う 式 の 操作 の こと で , 次 の 5 つ に 分 類 さ れ ま す . 


算術 演算 
関係 演算 
論理 演算 
関数 
文字 列 演算 


CC 届く も や 


以下 に , それ ぞ れ の 演算 に つい て 説明 し ます . 


10.1 算術 演算 
算術 演算 子 に は 次 の よう な も の が あり , 示さ れ た 順序 に も と づい て 演算 を 行い ます . な お 。 
算術 式 の 中 に 文字 定数 や 文字 変数 が 入っ て は いけ ませ ん 。. 


算術 演算 子 演算 内 容 例 
実 e 指数 (べき 乗 ) 演 算 ”。 XY 
内 ー 2 を 
序 *。 ノ 乗算 , 実数 の 除算 X*Y,。X ノ Y 


ae * 加算 , 減算 X 十 Y。 メーY 
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演算 の 実行 順序 を 変更 する 場合 は , カッ コ を 使用 し ます . カッ コ の 中 の 演算 子 は 他 の 演算 よ 
り 先 に 実行 さき れ ま す . カッ コ 内 に お いて は 通常 の 実行 順序 に 従い ます . 


代数 表記 BASIC の 表記 


1) 2X+Y 2 *X 十 Y 

2) +2 X ノ Y+2 

5) で す 7 (x+YZ2 

4) XX2 十 2X 十 1  X 2 十 2*X 十 1 
oO だ X~(Y"2) 

9) 6 XY 2 

7 っ ー 和 り Y*※ーX 


な お ,。 演算 の 実行 順序 に つい て の 詳細 は , 「 第 2 章 10.6 演算 の 優先 順位 ] を 参照 し て くだ 
さい 。 


画 整数 の 除算 と 剰余 の 計算 
整数 の 除算 は 壮 に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 が 実行 され る 前 に 
小数 点 以下 が 四捨五入 され ます . 商 は 小数 点 以下 が 切り 捨て られ た 整数 と な り ま す 。 
例 ) 10\3 つ 3 (10 エ 3=3・・・1 
23.75\5 つ 4 (24 エ 54・・・④) 


剰余 の 演算 は MOD に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 が 実行 され る 
前 に 小数 点 以下 が 四捨五入 され ます . 結果 は 整数 の 割り 算 の 余り で す . 


例 ) 13.3 MOD 4 1 (13= テ 43・・・1) 
25.68 MOD 6.99 つ 5 (26 こ 7=3・・・5) 
田 0 で の 除算 


式 の 実行 時 に 0 で の 除算 が 行わ れ た 場合 は , バン 0” (Division by zero) エ ラー を 出力 し ま 
す が , 数 値 の 型 に 応じ て BASIC が 扱う こと の で きる 最大 の 数 を 結果 と し て 処理 を 続行 し ま 
9 

また , 0 に 対し て 負 の べき 乗 演算 を 行っ た 場合 も 同様 に な り ま す . 


例 ) PRINT 2# ン 0 PRINT 0 一 1 
グ 0 0 
1.701411834604692D 十 38 1.70141E 十 38 


弄 桁 あ ふれ (オー バー フロ ー) 
代入 や 演算 の 結果 が その 変数 の 型 内 で 表現 する こと の で きる 範囲 を 超え た 場合 , 桁 あふ れ が 
発生 し ます 。 
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桁 あ ふれ が 起こ っ た 場合 , バ OV? (Overflow) エ ラー を 出力 し , 最大 の 数 を 結果 と し て 処理 を 
続行 し ます 。 
例 ) PRINT 3"300 

OV 

1.70141E 十 38 


10.2 関係 演算 

関係 演算 子 は 2 つの 数 値 を 比較 する と き に 用 いま す 。 結果 は 。 真 (一 1)。 偽 (0 ) で 得 られ 。 条 
件 判定 文 な ど プ ログ ラム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま す (第 3 章 中 の IF…THEN-ELSE 
の 項 参 照 ). 


関係 演算 子 演算 内 容 例 

三 等 し い X ニ Y 

ぐ く ラ ェ ッッ で 等 し く な い 炎 ベ ジジ WP X2SEY 
く 小さ い を る 4 

> 大 きい X>Y 

く =。 三 ぐ 小さ いか 等 し い X く =Y。X ニ < く Y 
> 三 , ニ > 大 きい か 等 し い X> ニ Y。X ニ = ッ >Y 


注意 : は 代入 文 に も 使う の で 注意 する こと . 


IF…THEN-ELSE の 中 で の 使い 方 の 例 を 次 に 示し ます . 
例 ) IF X=O THEN 1000 
IF A 填 B く >0 THEN XX 十 1 : Y ニ Y 十 1 


10.3 論理 演算 

論理 演算 子 は , ビッ ト 操 作 や ブー ル 演 算 ( 2 進 演算 ) を 行っ た り , 複数 の 関係 演算 式 を 結合 し 
て 複合 条件 を 判定 し た りす る の に 用 いら れ ま す . 

論理 演算 子 は , 扱う 数 値 を 一 32768 か ら 十 32767 ま で の 2 の 補 数 表示 の 整数 に 変換 し て か ら , 
演算 を 行い ます . 変換 時 に この 範囲 外 と な れ ば “OV” (Overflow) エ ラー と な り ま す . 

各論 理 演算 の 内 容 は 次 の と お り で す . 論理 演算 は , 扱う 整数 値 の 2 進 表 記 (16 ビ ッ ト 分 ) に 対 
し て ビッ ト ご と に 行わ れ ま す . 次 に 示す の は , 単 一 の ビッ ト 又 , Y に つい て の 演算 結果 を 表し 
て いま す . 


NOT : not (否定 ) * 
X NOT X 
1 0 
0 1 
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AND : and (論理 積 ) 
間 X _ AND Y X AND Y 


OR : or (論理 和 ) 


XOR : exclusive or (排他 的 論理 和 ) 
NA X XOR Y X XOR Y 


1 0 X 況 
0 1 
1 1 
0 0 


IMP : implication (包含 ) 
Y X IMP Y X IMP Y 


1 1 X Y 
1 1 
0 1 
EQV= ニ equivalence (同値 ) 
X メ  Y  X MY X EQV Y 


0 1 
1 0 0 
0 1 0 
0 0 1 
論理 演算 を 利用 する こと に より , バイ ト デ ー タ を ある ビッ ト パ タ ー ン に 照ら し 合わ せ て 調べ 


る こと が で きま す . 
た と えば , AND 演算 子 は 機器 の 入出 力 ポ ー ト の ステ ー タ スバ イト の 必要 な ビッ ト 以 外 の す 


つら ら ビービー ロビ 


つら らら ビビ ピロ 
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べ て の ビッ ト を マス ク す る の に 使え ます . また OR 演算 子 は ある 2 進数 を 作る た め に 2 つの ビッ 
ト パ タ ー ン を 混合 する の に 使う こと が で きま す . 

以下 に , 論理 演算 子 が どの よう に 働く か の 例 を 示し ます 。 演算 が ビッ ト ご と に 行わ れ て いる 
よう す に 注意 し て くだ さい 、。 


OR 0 ーー】 


15 


17 


28 


AND 


XOR 


EOV 


IMP 


NOT 23 


ーー QR 


24 一 16 


48 AND 


60 51 


15 XOR 


12 ユー30 


17 EQV 


9 ユー21 


ー1 三 (1111 1111 1111 1111) 。 


0 三 (0000 0000 0000 0000)。 
0=(1111 1111 1111 1111) 。 


48 三 (0000 0000 0011 0000)。 
24 三 (0000 0000 0001 1000)。 
24 三 (0000 0000 0001 0000)。 


15 三 (0000 0000 0000 1111)。 
60 三 (0000 0000 0011 1100)。 
60 三 (0000 0000 0011 0011) 


17 三 (0000 0000 0001 0001)。 
12 三 (0000 0000 0000 1100)。 
12 三 (1111 1111 1110 0010)。 


28 三 (0000 0000 0001 1100)。 
9 三 (0000 0000 0000 1001)。 


28 IMP 9=(1111 1111 1110 1011) 。 


ーー24 
NOT 


23 三 (0000 0000 0001 0111)。 
23 三 (1111 1111 1110 1000)。 


論理 演算 に お いて , も し , 0 ( 偽 ) と 一 1 ( 真 ) し か 与え られ な か っ た な ら , 扱う 整数 値 の 16 
ビッ ト 全 部 に つい て 同一 の 演算 が 行わ れる こと に な り , 演算 の 結果 は 0 か ー1 の どちら か と な り 
ます (前 例 の 一 1 OR 0 を 参照 したがって, 論理 演算 子 で 2 つ 以 上 の 関係 演算 を 結ぶ よう に 
し て 使用 する こと に より , 複合 条件 に よっ て プロ グラ ム の 流れ を 変え る の に 用 いる こと が で き 


まま 。 
例 ) IF 


X< く 0 OR 99< く X THEN 1000 
X が 負 ま た は , 99 よ り 大 きけ れ ば , 行 番号 1000 へ 飛ぶ . 


0 く <X AND X<100 THEN X=0O 
X が 正 で か つ ,。 100 よ り 小 さけ れ ば , X に 0 を 代入 する . 


NOT (A=0) THEN 20 
A が 0 で な けれ ば , 行 番号 20 へ 飛ぶ 。. 
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10.4 関数 

関数 と は , 指定 され た ある 値 ( こ れ を 関数 の 引数 (ひき すう ) と いう ) に 対し て , ある 決ま っ た 
演算 を 行い 。 そ の 演算 の 結果 を 得る こと が で きる も の で す ( た だ し , 関数 に よっ て は , 引数 を 必 
要 と し な いも の も あり ます ). 

関数 は , 演算 子 を 使用 する 他 の 演算 と は 異な り , 実行 後に それ 自身 が 値 を も つ , 一 種 の 命令 
と し て 扱わ れん ます. し た が っ て , ふつ う の 命 令 の よう に 機能 別に 決め られ た 名 前 を も ちっ て いま 
落 

Naa-BASIC (86) に は , SIN (正弦 )、 SQR (平方 根 ) な どの 数 値 関数 や CHR $, LEFT$ な 
どの 文字 列 関数 と いっ た “組み 込み 関数 ” が 用 意 き れ て いま す . これ ら の 関数 に つい て は 。 第 
3 章 で 通常 の 命令 と と も に 詳し く 説 明 さ れ て いま す . 

また , ユー ザー 定義 関数 ? と と し て ユー ザー が 自由 に 定義 で きる 関数 機能 もち あります. これ は 
第 3 章 DEF FN の 項 で 説明 し ます . 

な お 。 初等 関数 (SIN 関数 な どの 数 学 関数 ) で は , 引数 が 整数 や 単 精度 の と き は 単 精度 の 結 
果 が 得 ら れん ます が , 引数 が 倍 精度 の と き は 倍 精度 の 結果 を 得る こと (DISK モー ド の み ) が で き 
ます 。 

例 ) A=SIN(3.1416) 十 COS (3.1416) 

PRINT 2, 2*2, SOR(2) 


10.5 文字 列 の 演算 
BASIC で は , 文字 列 に 対し て , 演算 を 行う こと が で きま す . 
文 字 列 の 連結 
文字 列 は , 演算 子 “+” に よっ て 連結 する こと が で きま す . 
例 ) 10 A$="SUPER" : B$ ニ "PERSONAL" : C$ ="COMPUTER" 
20 D$= ニ A$ 二 "ー" 十 B$ 二 "ー" 土 C$ 
30 PRINT D$ 
RUN 
SUPER 一 PERSONAL 一 COMPUTER 


田 文 字 列 の 比較 
文字 も , 数 値 の 比較 に 用 いら れる も の と まっ た く 同 じ 関 係 演算 子 を 用 いて 比較 する こと が で 
きま す 。 


三 , Se の に ンー 3 く 三 , 三 く , ッ >, ニッ 


文字 列 の 場合 それ ぞ れ の 文字 列 の 最初 か ら 1 文字 ずつ , 文字 の 比較 を 行い ます 。 も し 相互 に 
まっ た く 同 じ 文 字 列 の 場合 は ,。 その 2 つの 文字 列 は 等 し く な り ま す が , 1 個所 で も 違っ た 場合 
は , その 文字 の キャ ラク タコ ー ド ((「 付 録 C キャ ラク タコ ー ド 表 」 参照 ) の 大 きい 方 の 文字 列 
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が 大 きく な り ま す . 文字 列 の 片方 が 短く て 比較 が 途中 で 終わ っ た 場合 は , 短い 文字 列 の 方 が 小 


きぐ な り ま す 。 


文字 列 の 比較 に お いて は , 空白 な ども 意味 を も ち ま す か ら 注 意 し て くだ さい . 


次 の 例 は , すべ て 真 (一 1) と な り ま す .。 
例 ) "AA" く "AB" 

"BASIC" ニ "BASIC" 

"XP" > TX お 

JPEN > み 3PENP 

"cm"> "CM" 

"DESK" く "DESKS" 


文字 列 の 比較 は , 文字 列 の 内 容 を 調べ た り , 文字 を アル ファ ベッ ト 順 に 並べ た り ( ソ ー ト ) す 


る の に 使う こと が で きま す . 


10.6 演算 の 優先 順位 


種々 の 演算 に は 優先 順位 が あり , 実行 時 に お いて 次 の 番号 順に 処理 され ます . 


1 カッ コ で 囲ま れ た 式 9 
2 関数 10 
3 (指数 ) 11 
4 一 (人 負 号 ) 12 
5 *,/ (乗算 , 実数 の 除算 ) 13 
6 \ (整数 の 除算 ) 14 
7 MOD (整数 の 剰余 ) 15 
8 ,ー (加算 , 減算 ) 
11、 ファ イル 


3。 1 プア ァイル と は 


ファ イル と は , 意味 を 持つ 情報 の 集まり で す . 


関係 演算 子 (<, >, ニ な ど ) 
NOT 
AND 
OR 
XOR 
IMP 
EQV 


ディ スク に 保存 し た プロ グラ ム や デー タ は 。 


ファ イル と し て 扱わ れ ま す . また 他 の 周辺 機器 と の 入出 力も , まとまっ た デー タ の 入出 力 と ぃ 
う 意 味 で 。 フ ァイル と いう と ら え か た で 扱う こと が で きま す . 

Na-BASIC(86) では, この と ら え か た に も と づき , ディ スク 装置 を は じ め と し て , その他 の 
周辺 機器 を も 一 括 し て ファ イル と し て みな すこ と に より , 統一 され た 入出 力 操作 が 可能 と な っ 


て いま す . 


ファ イル は “ファ イル ディ スク リプ タ ? と いう 


っ て 区 別 き され ます . 


一 定 の 規則 に し た が っ て つけ られ た 名 前 に よ 
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11.2: テラ ァイル ディ スウ リプ タタ 
ファ イル ディ スク リプ タ は , 周辺 機器 を も 含む ファ イル を 区 別 する 名 前 で 。 次 の よう な 構成 
の 文字 列 で 表 き され ま す . 


"(< く デ バイ ス 名 > : 〕] < ファ イル 名 >" 


ファ イル ディ スク リプ タ は 文字 列 で すか ら , 必ず , 文字 の 並び を ダブ ルク ォ ー テ ーション 0『) 
で 囲ん だ 文字 定数 , また は 文字 列 を 代入 し た 文字 変数 の 。 い ずれ か で な けれ ば な り ま せん . 


園 デ バイ ス 名 
く < デバ イス 名 > は ディ スク 装置 や 他 の 周辺 機器 (まとめ て 入出 力 機器 と いう ) の 名 称 を 表す も 
の で ,。 アル ファ ベッ ト 4 文字 もしくは アル ファ ベッ ト 3 文字 と 数 字 1 文字 に ,":” (コロ ン ) 


を つけ た も の を 原則 と し て いま す . た だ し , ディ スク 装置 に つい て は , ドラ イブ 番号 を 示す 数 
字 に ":” を つけ た 形 が 用 いら れ ま す 。 
N。。-BASIC(86) で 定義 きれ て いる デバ イス 名 は , 次 の と お り で す . 


Lemp: lcwcF  、 ol 


1 ディ スク ドラ イプ ュ 

に アル ペク ドジ イダ 。 2 
) 

ディ スク ドラ イブ 30 

RS-232C 第 1 回 線 

RS-232C 第 2 回 線 

RS-232C 第 3 回 線 


注意 : 

@ KYBD : お よび SCRN : は , DISK モー ド BASIC で の み 指 定 可能 で す . 

@ 1 :ー30 : は ,、 ディ スク 装置 の 実装 数 分 だ け 指 定 可能 で す . 

@ COM2 : , COM3 : は , 専用 の RS-232C イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 実装 し て いる 場合 の み 指 定 
可能 で す . 
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3 オフ ァ 小 ルル 


く < デバ イス 名 > : は 次 の 場合 に 限り , 省略 する こと が で きま す . 
・DISK モー ド BASIC の 場合 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 1 (1:) 


な お 。 RS-232C 回 線 (COMn : ) を ファ イル と し て 指定 する 場合 は 。 OPEN に より , デー タ 
ビッ ト 長 や パリ ティ チェ ッ ク の 有無 な どの , 種々 の モー ド を 設定 し な けれ ば な り ま せん 。 詳し 
く は 第 3 章 中 の OPEN の 項 を 参照 し て くだ さい . 

デバ イス 名 に つい て の 詳細 は , BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


圏 ファ イル 名 
く フ ァイル 名 > と は , プロ グラ ム フ ァ イル や デー タフ ァイル に つけ る 名 前 で . これ は ユー ザー 
が 指定 し ます . ファ イル 名 を 必要 と する の は , ディ スク 装置 と の 入出 力 を 行う 場合 の み で す . 
ファ イル 名 は 次 の よう な 書式 を と り ま す . 


< ファ イル 名 > 〔. 〕 〔< 拡 張子 >〕 


最初 の < ファ イル 名 > は 6 文字, ピリ オド に 続く < 拡張 子 > は , も し あれ ば 3 文字 まで の 文 
字 列 より 構成 され ます . それ ぞ れ の 文字 数 が それ 以下 の 場合 に は 空い た 部 分 に 空白 が うめ られ 
ます . 一 般 的 に は , < ファ イル 名 > が ファ イル の 名 前 を , < 拡張 子 > が ファ イル の 性 質 を 表す よ 
うに し ます が , と くに これ に こだわ る こと な く 自 由 に 名 前 を つけ て か まい ませ ん . 

ふつ う フ ァイル 名 と 言う 場合 は , < 拡張 子 > まで 含ん だ も の を 意味 し ます . 

ファ イル 名 に は 1 バイ ト 系 の 英 数 カナ 文字 を 使用 で きま す が , コロ ン (:) お よび キャ ラク 
タコ ー ド 0 と 255 で 表 さ れる 文字 は 使え ませ ん . 

最初 の < フ ァイル 名 > が 6 文字 を 超え て 指定 され た 場合 , 先頭 か ら 6 文字 目 ま で の 6 文字 が 
< ファ イル 名 > と し て , 続く 9 文字 目 ま で の 3 文字 が < 拡張 子 > と し て みな され ます 。 10 文字 目 
以降 の 文字 は 無視 され ます . 


11.3 デー タフ ァイル と ファ イル 番号 

プロ グラ ム 中 で , デー タフ ァイル を 扱う と き に は , まず , OPEN に よっ て ファ イル の 使用 を 
宣言 し ます 。 

OPEN で は , 扱う ファ イル を < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 し て , < ファ イル 番号 > を 割り 
当て ます . ファ イル 番号 は 入出 力 の た め に 必要 な メモ リ 領 域 ( パ バッ ファ ) に 対し て つけ る 固有 の 
番号 で あり , 以後 , OPEN され た ファ イル へ の 入出 力 は この ファ イル 番号 を 指示 する こと に よ 
っ て 行い ます . 
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N。。-BASIC (86) が 起動 し た と き に 最初 に 指定 する ファ イル 数 (「 第 1 章 3. BASIC の 動作 
モー ド 」 参照 ) は , 同時 に OPEN する こと の で きる ファ イル の 数 を 意味 し ます が , この と き に 
指定 し た 数 の 範囲 内 で ファ イル 番号 を 指定 する こと が で きま す . 

デー タフ ァイル の 種類 や その 使い 方 な ど に 関し て は , 第 3 章 の ファ イル 関連 命令 の 各 項 。 お 
よび BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


12. 割り 込み 


コン ピュ ー タ の 頭脳 で ある CPU (Central Processing Unit) は , 一 般 に 同時 に 2 つ 以 上 の 処 
理 を する こと が で きま せん . し た が っ て , 1 つ 仕 事 を 処理 し て いる 間 は 他 で 何 が 起こ ろう と, 
CPU は その 処理 に 移る こと は で きま せん し , それ を 知る こと さえ で き な い の で す . この こと は , 
1 つの 決ま っ た 一 連 の 流れ を 頭 か ら 処理 する よう な プロ グラ ム の 場合 , さほど 問題 に は な り ま 
せん が ,。 1 つの プロ グラ ム の 処理 中 に , 即 実行 し な けれ ば な ら な いよ うな 特別 な こと が らい ` 事 
象 ” と 呼ぶ ) が 起き た と き に , その 処理 を 先 に 実行 させ る よう な プロ グラ ム を 必要 と する 場合 が 
あり ます 。 

* ゞ 割り 込み / と は , この よう な 処理 を 実現 する た め の 手 段 で す . た と えば , CPU が ある 処理 を 
実行 し て いる と き , ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た な どの 特別 な 事象 が 発生 し た と し ます . こ 
の よう な 場合 , 専用 の ハー ドウ ェ ア は CPU に その 事象 が 起き た こと を , ハー ドウ ェ ブ ア 的 手段 で 
伝え を ます . そこ で CPU は , 現在 実行 中 の 処理 を 一 時 停止 し, 特別 な 事象 の 処理 を 優先 的 に 実行 
し , その 処理 の 終了 後 , 元 の 処理 に 復帰 する の で す . 

以上 の よう な 流れ を , “割り 込み / と 呼ぶ わけ で す が , PC-9800 シリ ー ズ で は ,。 多く の 周辺 装 
置 で この 割り 込み を 使え る (すなわち , 割り 込み の 事象 を 発生 きせ る こと が で きる ) よう に な 
っ て お り , Nss-BASIC(86) も これ ら の 割り 込み を サポ ー ト し て いま す . 

次 に 。 N。。-BASIC が サポ ー ト し て いる 割り 込み 機能 を 示し ます . 


作 ) STOE キー (ON STOP GOSUB 参照 ) 

(2) HELP キー (ON HELP GOSUB 参照 ) 

9) デリ グイ な ゃ み ダイ マ (ON TIME$ GOSUB 参照 ) 

(4 ワ ァ アジ ク ショ シン キー (ON KEY GOSUB 参照 ) 

(5) RS-232C 回 線 (ON COM GOSUB 参照 ) 

(6 ライ トペ ン (ON PEN GOSUB 参照 ) 

7 サウ ンド (ON PLAY GOSUB 参照 ) 

(8) 電話 機 (CMD ON LINE GOSUB 参照 ) 


(9) 通信 エラ ー (CMD ON ERROR GOSUB 参照 ) 


30 


13. ラベ ル 名 


13. ラベ ル 名 


Na-BASIC(86) で は , プロ グラ ム の 分 岐 先 や プロ グラ ム の 編集 時 な ど に 利用 する 行 番号 の 代 
わり と し て , “ラベ ル 名 ” を 用 いる こと が で きま す . 


ある ルー 


チン の 始ま りな ど に 意味 の ある ラベ ル 名 を つけ て お け ば 。 い ちい ち 行 番号 を 覚え て 


お か な く と も よく , また RENUM で 行 番号 の つけ 替え を 行っ て も その た びに 新しい 行 番号 を 
確か め る 必要 も な く な る た め 。 プロ グラ ム の 作成 を 非常 に 楽に 行う こと が で きま す . 後 で プロ 
グラ ム の 修正 な ど を 行う と き に も た い へ ん 有利 で す . 


まず , ラベ ル 名 を 使わ な いで ,。 ふつ うに 行 番号 を 分 岐 先 と し て 用 いた プロ グラ ム を 例 と し て 


示し ます . 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 


これ は , 


INPUT A 
IF A く 0 THEN 80 
IF A>0 THEN 60 


PRINT "zero" 
GOTO 90 
PRINT "plus" 
GOTO 90 
PRINT "minus" 
END 


10 行 で 入力 され た 値 が 正 か 負 か 0 か を 調べ る プロ グラ ム で す . ここ で 処理 の 流れ を 


変え る 命令 が 20, 30, 50, 70 行 で 使わ れ て いて , その 分 岐 先 の 指定 は すべ て 行 番号 に な っ て い 


> 
これ を , 


10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 


ラベ ル 名 を 使っ て 書き 換え る と 次 の よう に な り ま す . 


INPUT A 

IF A く 0 THEN ※*MINUS 
IF A>0 THEN ※*PLUS 
PRINT "zero" 

GOTO ※*EXIT 

*PLUS : PRINT "plus" 
GOTO *EXIT 

*MINUS : PRINT "minus" 
*EXIT : END 


31 


第 2 章 BASIC の 文法 


プロ グラ ム が 見 や すく な り ,。 処理 の 内 容 も よく わか る よう に な り ま し た .。 
この よう に 。 ラベ ル 名 と は 。 分 岐 先 の 目印 と し て 自由 に つけ る こと の で きる も の で す 。 
ラベ ル 名 の 使用 に つい て は , 次 の 注意 を 守ら な けれ ば な り ま せん . 


(1) ラベ ル 名 の 頭 に は 必ず アス タリ スク (*) を つけ な けれ ば な り ま せん . 

(2) 先頭 の アス タリ スク を 除い て, ラベ ル 名 は 必ず 1 バイ ト 系 の 英文 字 で 始ま ら な けれ ば な り 
ませ ん . 

(3) ラベ ル 名 に 使用 で きる 文字 は , 先頭 の アス タリ スク を 除い て 1 バイ ト 系 英文 字 と 数 字 と 
ピリ オド (.) で あり , 大 文字 と 小文字 の 区 別 は あり ませ ん . 

(4) 予約 語 を ラベ ル と し て 使用 する こと は で きま せん . た だ し , 中 に 含む 場合 は か まい ませ 
ん . 

(5) ラベ ル 名 の 長き は , プロ グラ ム の 1 行 の 範囲 (255 バ イト 以内 ) に よっ て の み 制 限 を 受け 
ます 。 

(6) 参照 され る ラベ ル 名 (呼ば れる 方 の ラベ ル 名 ) は , 必ず 行 の 最初 に な けれ ば な り ま せん . 

(7) 1 行 中 で ラベ ル 名 の 後に 続け て 命令 を 記述 し 。 マル チ ス テー トメ ント と する と き は , コ 
ロン ( : ) ま た は スペ ー ス に よっ て 区 切り ます . 


以上 の よう な 制限 を 無視 する と Syntax error' と な り ま す 。 

その 他 参 照 さ れる ラベ ル 名 に 同じ も の が あっ た 場合 , 二 重 定義 され て いる と いう 意味 の 
* ヾ Duplicate label′ エラ ー が 生じ ます . これ ら の エラ ー の 検出 は , RUN” し た と き , プロ グ 
ラム の 実行 に 先だって 行わ れん ます か ら 。 ラベ ル 名 の エラ ー が ある と プロ グラ ム を 1 行 も 実行 す 
る こと が で きま せん . 

また , この 場合 の エラ ー メ ッ セ ー ジ は エラ ー 箇 所 を 示す < 行 番号 > は と も な いま せん . 

ラベ ル 名 は , プロ グラ ム 中 で 分 岐 の 目印 と し て 使用 で きる ほか , LIST, DELETE な ど < 行 
番号 > を 対象 と する 命令 の パラ メー タ に も 使用 する こと が 可能 で す . 

例 ) LIST *START 一 *※LAST 

DELETE *LOOP1 一 *※EXIT1 


314. エラ ー メ ッ セ ー ジ 


N。。-BASIC(86) は , プロ グラ ム の 実行 を 中 断 さ せな けれ ば な ら な いよ うな エラ ー を 実行 時 に 
検出 し た と き ,。 エラ ー メ ッ セ ー ジ を 画面 に 出力 し ,。 コマ ンド レベ ル に も どり ます . 
ダイ レク トモ ー ド の 場合 。 エラ ー メ ッ セ ー ジ は 次 の よう な 形式 で 出力 され ます . 


XXXX・・・ 
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14。 エラー メッセージ 


プロ グラ ム モ ー ド の 場合 は 次 の よう に 出力 され ます . 


メ XXXX・・・in yyYyYy 


XX 双 X・・・ は エラ ー メ ッ セ ー ジ で 。 yyyy は エラ ー が 検出 され た 行 番号 で す . この 行 は あく 
まで も , BASIC が エラ ー を 検出 し た 行 で あり , 真 の エラ ー の 原因 は 他 の 行 に ある 場合 が あり ま 
す の で ご 注意 くだ さい . 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 内 容 と その 対策 に つい て は , 「 付 録 ん .、 エラ ー メ ッ セ ー ジ と その 対策 」 を 
参照 し て くだ さい . 
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第 3 章 命令 り リファレンス 


この 章 の 見 方 


CGC も CO5 トト 5 


この 章 で は , すべ て の 命令 (関数 も 含む ) に つい て 書式 , 機能 な ど を 解説 し て いま す . 
各 命令 の 解説 は 次 の 構成 で 行わ ん て いま す . 3 10 


1 一 ACNV$ eeks- ゥ ー2 関 数 | | 


4 一 [ 機 能 ] 2 バイ ト 系 全角 文字 を , 対応 する 1 バイ ト 系 の 英 数 カナ 文字 に 変換 し ます . 
5 一 [ 書 式 | KACNV$(< 文 字 列 >) 
6 一 [文例]  A$=KACNV$(B$) 
PRINT KACNV$(" ア イ ウ ABC") 
7ー- < 文字 列 > 中 の 2 バイ ト 系 全角 文字 を 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 に 変換 し ます . な お , この と き 
2 バイ ト 系 全角 文字 列 中 の KL プ KO コー ド は すべ て 取り 除 か れ ま す 。 
な お 。 < 文 字 列 > 中 に , 対応 する 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 の な い 2 バイ ト 系 全角 文字 が 含ま れ 
て いる と , Illegal function call' エラ ー と な り ま す . 


8 一 - 注 意 : < 文字 列 > 中 の 2 パイ ト 系 半角 文字 は 正しく 変換 され ませ ん . 


9 一 - 参照 : AKCNV$,、 サン プル プロ グラ ム 35 


命令 の 名 前 。 

DISK モー ド BASIC で の み 有 効 な 命令 で ある こと を 示し ます . 

関数 表示 . 該当 命令 が 関数 で ある 場合 の み , ` 関 数 ” と 明示 し て あり ます . 

機能 . 命令 の 機能 を 簡単 に 示し ます . 

書式 . 命令 の 記述 の 仕方 示し ます . 実際 の 入力 時 に は 次 の よう な 決ま り に 従っ て くだ さ 
い 。 


@ アル ファ ベッ ト の 大 文字 で 示さ れ た 項目 は , その まま 1 バイ ト 系 の アル ファ ベッ ト を 入力 
し ます . 入力 する 場合 は , 小文字 で も 大 文字 で も か まい ませ ん . BASIC は 入力 され た 命令 
( 行 ) を , 自動 的 に すべ て 大 文字 に 変換 し ます . た だ し , ダブ ルク ォ ー テ ーション ") で 
囲ま れ た 文字 列 や , DATA 行 中 に 記述 され た 文字 列 な ど は , 大 文字 と 小文字 の 区 別 が な さ 
れ ま すか ら , 必要 に 応じ て 使い 分 け て くだ さい . 

@ カ ギ カ ッ コ (< >) で 囲ま れ た 項目 は , ユー ザー が 指定 し ます . 

@ 角 カッ コ ([ 〕) で 囲ま れ た 項目 は ,。 オプ ショ ン で あり 省略 する こと が で きま す . 省略 し 
た 場合 , デ フォ ルト 値 (BASIC に よっ て 設定 され る 値 ) また は 以前 に 指定 し た 値 が 適用 さ 
れ ま す . 
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3 章 命令 リフ ァ レ ンス 


コン マ (, ) で 区 切ら れる 複数 の パラ メー タ が あり , し か も 省略 可能 な パラ メー タ が ある 
合 , 次 の 例 の よう な 書式 で 示し ます . 


CLEAR 〔< ダ ミー パラ メー タ >〕 〔, < メモ リ の 上 限 >] 〔, < スタ ッ ク の 大 き さ >〕 〔, < 配 
列 デー タ 領 域 の 大 き さ >〕 


この 場合 , 角 カ ッ コ で 囲ま れ た パラ メー タ を 省略 する こと が 可能 で ある こと を 示し て いま 
すこ こ で , あ る パラ メー タ 以 後 を すべ て 省略 する 場合 は , コン マ も 含め て 省略 で きま す . 
し か し , 中 途 の パラ メー タ を 省略 し た うえ で 後続 の パラ メー タ を 指定 する 場合 は ,、 それ 以 
前 の コン マ は すべ て 指定 する 必要 が あり ます . 

た と えば , 上 記 の 例 で < スタ ッ ク の 大 き さ > の み 指 定 する 場合 は , 次 の よう に し ます . 


CLEAR ,, < スタ ッ ク の 大 き さ > 
な お 。 次 の よう に パラ メー タ の 後に コン マ ま た は セミ コロ ン (: ) を 指定 する よう な 場合 


は , コン マ な ら び に セミ コロ ン も 含め て 省略 し ます . 


INPUT [< プロ ンプ ト 文 > ] < 変数 > 〔, < 変数 > …〕 


た だ し , この 約束 と 異な っ て いる 場合 も あり ます . その 場合 に は , 注意 書き に て その こと 
を 説明 し ます . 
@ 上記 の カギ カッ コ , 角 カ ッ コ 以外 の 記号 で 丸 カ ッ コ 0, コン マ (Q),。 セミ コロ ン (:), 
マイ ナス 記号 (一 ), 等 号 (= ニ ) な どの 記号 は 示さ れ た 位置 に 正しく 入力 し ます . 

@ 省略 記号 ^…” の 続く 項目 は , 1 行 の 許す 長 さ (255 文 字 ) の 内 で 任意 の 回 数 繰り 返す こと 
が で きま す . た と えば , 


DATA < 定数 > 〔, < 定数 > …〕 
と いう 書式 な ら ば , 次 の よう な 記述 が 可能 で す . 
DATA 0, 10, 15, 20 


@ 座 標 指 定 の 所 で (Wx, Wy) と 記さ れ て いる の は ワー ルド 座標 を , (Sx, Sy) は スク リー 
ン 座標 を 表し て いま す . また STEP (x,、y) と いう 記法 は 相対 座標 に よる 指定 が で きる こ 
と を 意味 し て いま す . その 他 た ん に (X, Y) と 記さ れ て いる の は キャ ラク タ 座 標 を 表し て 
いま す . 

@ 書式 の 中 で < 行 番号 > また は それ に 類する 行 番号 の 指定 を さして いる も の は 。, 行 番号 の 他 
に ラベ ル 名 も 含ん で いる と 解釈 し て くだ さい . 


この 章 の 見 方 


文例 . 実際 の 入力 の 仕方 の 見 本 と し て 簡単 な 例 を 示し ます . 

解説 命令 の 使用 法 や 詳し い 機能 を 説明 し ます . 

注意 . 命令 を 使う うえ で , 特に 注意 すべ きこ と を まとめ て いま す . 

参照 。 関連 の 深い 他 の 命令 と , 第 4 章 中 の サン プル プロ グラ ム の 番号 を 示し ます . 

10. 拡張 機能 制御 命令 の 種別 . 拡張 機能 を 使用 する 際 に 用 いる 命令 で ある こと を マー ク を つ 
け て 表し ます . マー ク の 種類 と 意味 は , 次 の と お り で す . 


AO OO で の O) 


[ 六 サウ ンド 制御 機能 関連 の 命令 で ある こと を 表し ます . 
この 命令 を 使用 する た め に は 。 サウ ンド ボー ド が 実装 され て いる こと が 必要 で す . 
由 電話 制御 機能 関連 の 命令 で ある こと を 表し ます . 
この 命令 を 使用 する た め に は , モデ ム -NCU 内 蔵 電話 機 ま た は モデ ム が 装備 され て い 
る こと が 必要 で す . 


な お , 拡張 機能 を 使用 する 際 は , 機器 の 準備 と と も に , ユー ティ リティ switch.n88” を 
用 いて 該当 する 拡張 機能 を 使用 する こと を あら か じ め 設 定 し て お く 必 要 が あり ます . 


DISK モー ド に つい て 

N。a- 日 本 語 BASIC(86) シス テム ディ スク か ら BASIC を 起動 し た 場合 を DISK モー ド ” と 
呼び 、ROM に 搭載 され て いる N。。-BASIC(86) を 起動 し た 場合 を ROM モー ド ” と 呼び ます 
(「 第 1 章 1. ROM モー ド BASIC と DISK モー ド BASIC」 参照 ). 

大 部 分 の 命令 は 両 BASIC で 使用 可能 で す が ,。 ディ スク ファ イル を 扱う 命令 を は じ め と する 
一 部 の 命令 は DISK モー ド BASIC で の み 使 用 する こと が で きま す . この 章 で は , この DISK モ 
ー ド で の み 使 える 命令 に は , 命令 の 名 前 の 後に , 


(DISK モー ド ) 
と 明記 し , 区 別 で きる よう に し て あり ます . 


な お , 算術 関数 の 中 で , 初等 関数 (SIN, COS。 TAN な どの 数 学 関数 ) は 引数 と し て 倍 精度 
実数 型 の 数 値 を 与え る と 倍 精度 実数 型 の 値 を , その 他 の 数 値 を 与え る と 単 精度 実数 型 の 値 を 得 
る こと が で きま す が ,。 倍 精 度 関数 機能 は DISK モー ド BASIC で し か 使う こと が で きま せん の 
で 注意 し て くだ さい .。 
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ABS, AKCNV$, ASC 


ABS 間 教 


絶対 値 を 得 ます . 
ABS (< 数式 >) 
文 例 B ニ ABS( 一 2) 


PRINT ABS( 一 1.000000000000001) 


< 数 式 > に 指定 し た 値 の 絶対 値 を 得 ます . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 , 得 ら れる 値 は 倍 精度 と な り ま す が 。 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 8 


AKCNV$ や esks-p 間 


1 バイ ト 系 の 英 数 カナ 文字 を , 対応 する 2 バイ ト 系 全角 文字 に 変換 し ます . 
書 式 AKCNV$ < 文 字 列 >) 
文 例 |  A$=AKCNV$(BS) 


PRINT AKCNV$(" イ ロ ハ 日 本 語 ABC 英語 ") 


く 文字 列 > 中 の 1 バイ ト 系 文字 を 2 バイ ト 系 全角 文字 に 変換 し ます . < 文字 列 > 中 の 2 バイ ト 
系 日 本 語文 字 に 対し て は 変換 操作 を 行い ませ ん . 


参照 : KACNV$。 サン プル プロ グラ ム 35 


ASC 間 導 


文字 の キャ ラク タコ ー ド を 得 ま す . 
ASC(< 文 字 列 >) 
文 例 A= ニ ASC("NEW”) 


PRINT ASC(A$) 
く 文字 列 > 中 の 最初 の 文字 O の キャラ クタ コード を, 10 進 表記 で 得 ます . 


参照 : CHR$。 サン プル プロ グラ ム 23 


愉 


0 


ATN, ATTRS$ 


逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ン ト ) を 得 ます . 
ATN(< 数 式 >) 
文 例 ANGLE ニ ATN(YX) 

PRINT ATN( 一 3.14159 グ 2) 


< 数 式 > の 値 に 対す る 逆 正 接 値 を 得 ます . 得 ら れる 値 は ラジ アン で , 一 z グ 2 か ら ァ グ 2 まで の 
範囲 で す . 

< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 得 られ る 値 は 倍 精 度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す . 


参照 : TAN 


ATTR$ esks-p 関 数 


ファ イル , ドラ イブ の 属性 を 得 ます . 
ATTR$( < ドラ イブ 番号 > ) 
# く < ファ イル 番号 > 
< ファ イル ディ スク リプ タ > 
PRINT ATTR$(1) 
A$= ニ ATTR$("1 : TOOL. BAS") 


指定 し た ドラ イブ ,。 オー プン され て いる ファ イル バッ ファ ,。 ディ スク 上 の ファ イル の 現在 の 
属性 文字 を 得 ま す . 属性 文字 は 以下 の 意味 を 持ち ます . 


"ロロ ロ " : 属性 は 解除 きれ て お り , 通常 の 読み 出し , 書き 込み が 可能 な 状態 で す . 

"R ロ ロ " : 書き 込み の 際 に , リ ー ド アフ ター ライ ト (書き込ん だ 内 容 と メモ リ 上 の 内 容 の 比較 
チェ ッ ク ) を 行い ます . 

"ロロ P " : 書き 込み が 禁止 され て いま す . 

" 口 E ロ ":P オ プシ ョ ン つ き で SAVE され た ファ イル で す 。 


参照 : SAVE, SET 
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AUTO, BEEP, BLOAD 


AUTO | 


行 番号 を 自動 的 に 発生 し ます . 
AUTO (< 行 番号 >] 〔, < 増分 >〕 
AUTO 100, 5 


AUTO を 実行 する と < 行 番号 > で 指定 し た 行か ら , 以後 。 リタ ー ン キー の 入力 ご と に < く 増 分 > 
ずつ 増加 し た 行 番号 を 自動 的 に 発生 し ます . 

く 行 番号 >, < 増分 > を 省略 し た 場合 に は , と も に 10 を 採用 し ます . コン マ が あっ て < 増分 > 
を 省略 し た 場合 に は , 直前 に 実行 し た AUTO コマ ンド の 増分 が 用 いら れ ま す . 

AUTO を 中 止 し て コマ ンド レベ ル に も どる に は |CTRL|+|C| ま た は , [STOP| キ ー を 押し ま 
す . この と き , 最後 に 発生 し た 行 番号 の 行 は 。 メモ リ 中 に プロ グラ ム と し て 格納 され ませ ん . 
プロ グラ ム 中 に すでに 存在 する 行 と 同じ 行 番号 を 発生 させ た 場合 に は , 行 番号 の 直後 に アス 
タリ スク (*) が 表示 され , 注意 を 促し ます . この と き 。, 文字 を 入力 し て リタ ー ン キー を 押す と , 
その 行 は 新しい 内 容 に 入れ 代わ り ま す . また 。 何 も 入力 し な いで リタ ー ン キー を 押し た 場合 に 
は , その 行 は 削除 きれ ます . 


BEEP | 


機 能 内 蔵 ス ピー カ を 鳴ら し た り , 止め た り し ます . 
書 式 | BEEP スイ ッ チ >)〕 
文 例 BEEP 


< く ス イッ チ > の 値 が 1 の 場合 は ON( 鳴 りっぱ な し )。 0 の 場合 は OFF( 鳴 りや む ) と な り ま す 。 
< スイ ッ チ > を 省略 し た 場合 に は , PRINT CHR$(7) を 実行 し た の と 同様 に , 一 定時 間 ス ピー 
カ を 鳴ら し ます . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 31 


BLOADeisx モー ド ) | 


機械 語 ファ イル を メモ リ 上 に ロー ド し ます . 
BLOAD < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, < ロー ドア ドレ ス >〕 〔, R) 
文 例 BLOAD "SUB1"。R 

BLOAD "SUB2",。 &H100 


BLOAD, BSAVE 


<〈 フ ァイル ディ スク リプ タ > に は , メモ リ 上 に ロー ド し た い , ディ スク 上 また は RS-232C 回 
線上 の 機械 語 フ ァイル (バイ ナリ イメ ー ジ の ファ イル 。 プロ グラ ム で も デー タ で も か まわ な い ) 
を 指定 し ます . 

<〈 ロ ー ド アドレス > を 指定 し た 場合 に は , 直前 に 実行 され た DEF SEG で 指定 され た セグ メ 
ント ベー ス に , < ロー ドア ドレ ス > で 与え られ た アド レス (相対 アド レス ) を 加え た 番地 か ら ロ ー 
ド し 始め ます . 

< ロー ドア ドレ ス > を 省略 し た 場合 に は , 直前 に 実行 され た DEF SEG で 指定 され た セグ メ 
ント ペー ス に , 機械 語 フ ァイル を セー プ ブ す る 際 に BSAVE で 指定 し た 開始 アド レス (相対 アド 
レス ) を 加え た 番地 か ら ロ ー ド が 行わ れ ま す . 

R オ プシ ョ ン を 指定 する と , 機械 語 フ ァイル を ロー ド 後 。, 直ちに その 先頭 番地 か ら プ ログ ラ 
ム と し て 実行 を 開始 し ます . し た が っ て この 場合 , 指定 する 機械 語 フ ァイル は , 実行 可能 な プ 
ログ ラム で な く て は な り ま せん . 

KR オプション を 指定 し , さら に < ロー ドア ドレ ス > を つけ て ロー ド す る 場合 に は , セー ブ さ 
れ た 際 と 異な る 番地 に ロー ド さ れ て も 実行 可能 な 性 質 を も ちっ た (リロ ケー タブ ル な ) プ ログラム 
を 。 機械 語 フ ァイル と し て 指定 し な けれ ば な り ま せん . 

な お , KR オプション の 指定 時 に は , すでに 開か れ て いる デー タフ ァイル は その 状態 を 保持 し 
ます 。 


参照 : BSAVE, CLEAR, DEF SEG, LOAD 


BSAVE osx ドド ) 


メモ リ 上 の 指定 範囲 の 内 容 を , ディ スク 上 ある い は RS-232C 回 線上 に 機械 語 フ 
ァイル と し て セー プ ブ し ます . 

BSAVE < ファ イル ディ スク リプ タ >, < 開始 アド レス >, < 長 さ > 

BSAVE "SUB1"。 &H100, &H2FF 


< く フ ァイル ディ スク リプ タ > に は 。 メモ リ 上 の 内 容 を セー プ す る 際 に お ける , ディ スク 上 ある 
い は RS-232C 回 線上 の ファ イル 名 を 指定 し ます . 

く 開始 アド レス > に は , セー ブ を 開始 する 番地 を 相対 アド レス で 指定 し ます . 

< 長き > に は , セー プ す る メモ リ 上 の 内 容 の バイ ト 数 を 指定 し ます . 

BSAVE は , 直前 に 実行 され た DEF SEG で 指定 され た セグ メン ト ベ ー ス に , < 開始 アド レ 
ス > の 値 を 加え た 番地 以降 の 連続 する < 長き > バイ ト の 内 容 を , 機械 語 フ ァイル と し て セー プ 
し まず 。 


参照 : BLOAD,、 CLEAR, DEF SEG, SAVE 


CALL, CDBL 


CALL | 


メモ リ 上 に 用 意 さ れ た 機械 語 サ プ ブルー チン を 呼び 出し , 実行 し ます . 
CALL < 変数 名 > 〔(< 引 数 > 〔, < 引数 > …])〕 
CALL MUSBR(X, Y) 

CALL M(ARG1$, ARG2$, RESULTS) 


呼び 出し た い 機 械 語 サ プル ー チ ン は , あら か じ め メ モリ 上 に 用 意 し て お か な く て は な り ま せ 
ん 。 この た め に は , POKE や BLOAD を 用 いる こと が で きま す . 

< 変数 名 > に は , 呼び 出し た い 機 械 語 サ ブ プルー チン の 実行 開始 アド レス (相対 アド レス) が 代入 
され た , 変数 の 名 前 を 指定 し ます . ここ で 用 いる 変数 に は 配列 変数 を 用 いる こと は で きま せん . 

< 引数 > に は , 機械 語 サ プルー チ ン に 渡す 変数 を 指定 し ます . 引数 と し て は すべ て の 型 の 変数 
を 指定 する こと が で きま す が , 定数 や や 式 の 指定 は で きま せん . 

CALL を 実行 する と, 直前 に 実行 され た DEF SEG に よっ て 指定 され た セグ メン ト ベ ー ス 
に , く 変数 名 > で 指定 し た 変数 に 代入 され て いる 相対 アド レス 値 を 加え た 番地 に 実行 が 移り ます . 
CALL に よっ て 呼び 出さ れ た サブ ルー チン は , 機械 語 の IRET 命令 に より BASIC に 制御 を も 
どす さと が で きま す 。 

< 引数 > の 受け 渡し 方 法 に つい て は , BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


参照 : BLOAD, BSAVE, CLEAR, DEF SEG, POKE 


CDBL 導 


整数 値 , 単 精度 実数 値 を , 倍 精度 実数 値 に 変換 し ます . 
CDBL (< 数 式 >) 
文 例 A#ーCDBL(B! ン 2) 


A#ーCDBL(25696) 


< 数 式 > の 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 得 ま す . た だ し , 型 変換 が 行わ れる だ け で 有効 桁 
数 の 変化 が あり ませ ん か ら , 得 ら れ た 値 の 精度 は , 変換 する 前 の 型 と 同じ (整数 型 な ら 整 数 部 の 
み , 単 精度 実数 型 な ら 有効 数 字 6 杵 ) に な り ま す . 


参照 : CINT, CSNG 


ま 


CHAIN 


HAIN esks-p 


メモ リ 上 の プロ グラ ム か ら デ ィ ス ク 上 の プロ グラ ム に 実行 を 移し ます . 

CHAIN 〔MERGE〕 < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, < 行 番号 >] 〔, ALL〕 〔, DELETE 
< 範囲 >〕 

CHAIN MERGE “TEST.BAS"。 1000, ALL, DELETE 500 一 600 


注 叶 | 洪 
専 に 2 に 


CHAIN を 実行 する と 。 メ モリ 上 に ある プロ グラ ム で 使用 中 の ファ イル は , その まま の 状態 で 
ロー ド さ れる プロ グラ ム に 引き 継が れん ます. また, OPTION BASE も ロー ド さ れる プロ グラ 
ム に だ 引き 継が れ ま す . 


(1) MERGE オプ ショ ン を 省略 し た 場合 

メモ リ 上 の プロ グラ ム は 消去 され , ディ スク か ら < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 し た プ 
ログ ラム が ロー ド さ れ , 実行 され ます . 

< 行 番号 y? に は , ロー ド さ れ た プロ グラ ム の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 省略 し た 場合 は , プロ 
グラ ム の 最初 か ら 実 行き され ます . 

ALL オ プシ ョ ン は , ロー ド さ れる プロ グラ ム に 変数 , 配列 を 引き 渡す の に 使い ます . これ を 
指定 し た 場合 すべ て の 変数 , 配列 が 引き 渡さ れ , 省略 し た 場合 いっ さい 引き 渡さ きれ ませ ん . 必 
要 な 変数 , 配列 だ け を 引き 渡し た いと いう 場合 は COMMON を 使い ます (COMMON 参照 ) . 

DELETE オプ ショ ン は , この 場合 意味 を も ち ま せ ん . 


(2) MERGE オプ ショ ン を 指定 し た 場合 

メモ リ 上 の プロ グラ ム と , ディ スク か ら ロ ー ド され た プロ グラ ム と が , 合成 (マー ジ ) され て 
ひと つの プロ グラ ム と な っ た 後 。 実行 され ます 。 

く < ファ イル ディ スク リプ タ > に は , ディ スク か ら ロ ー ド する プロ グラ ム を 指定 し ます 。 この 場 
合 , ディ スク か ら ロ ー ド する プロ グラ ム は , 必ず アス キー セー プ さ れ た も の で な けれ ば な り ま 
せん 。 

《 行 番号 > に は , 合成 後 の プ ログ ラム の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 行 番号 を 省略 し た 場合 に は , 
合成 後 の プ ログ ラム の 最初 か ら 実 行 さ れ ま す . 

ALL オプ ショ ン の 扱い は , (1) と 同様 で す . 

DELETE オプ ショ ン お よび < 範囲 > を 指定 する と 。 メ モリ 上 の プロ グラ ム の 指定 入 囲 が 削除 
され た 後 , ディ スク の プロ グラ ム の 合成 が 行わ れ ま す . < 範囲 > は , 200 一 300" の よう に , 行 
番号 を マイ ナス 記号 で つない で 指定 し ます . DELETE オプ ショ ン で 指定 する < 範囲 > の 行 番号 
は RENUM を 実行 する と 書き 換え られ ます . また , < 範囲 > の 指定 に は , ラベ ル 名 を 使う こと 
が で きま す . 


45 


CHAIN, CHRS$, CINT 


注意 ・ 実 行 開始 行 を 指定 する < 行 番号 > は , RENUM を 実行 し て も 書き 換え られ ませ ん . また , 

《 行 番号 > と し て ラベ ル 名 を 使う こと は で きま せん . 

・DEFINT, DEFSNG, DEFDBL, DEFSTR な どの 宣言 文 は 。 MERGE オプ ショ ン を 指 
定 し た 場合 , 合成 後 の プ ログ ラム に 対し て も 有効 と な り ま す が , 指定 が な い 場 合 , ロー 
ド さ れ た プロ グラ ム に は 何 の 効 果 も 与え を ませ ん . 

・CHAIN を 実行 する と 。 DEF FN、。 あ る い は ON COM GOSUB, ON ERROR 
GOTO な どの 割り 込み 制御 は 無効 と な り ま す . 

・MERGE オプ ショ ン を 指定 し た CHAIN を , FOR--NEXT ルー プ 内 で 実行 する こと は 
で きま せん . 


参照 : COMMON, サン プル プロ グラ ム 1,。 2 


指定 し た キャ ラク タコ ー ド を 持つ 文字 を 得 ます . 
CHR$S (< 数 式 >) 
文 例 |  A$=CHR$(65) 

PRINT CHR$(&H4E) 


< 数 式 > の 値 の キャ ラク タコ ー ド を 持つ 文字 を 得 ます . 値 が 0 一 255 の 範囲 に な い 場合 は , 
^Hllegal function call7 エラ ー に な り ま す . 


参照 : ASC。 サ ンプ ルプ ログ ラム 23 


単 精度 実数 値 , 倍 精 度 実数 値 を , 整数 値 に 変換 し ます . 
CINT(< 数 式 >) 
文 例 A% 三 CINT(B!* 2) 

A% ニ CINT(X お 


< 数 式 > の 値 の 小数 点 以 下 を 四捨五入 し て 整数 に 変換 し た 値 を 得 ます . 結果 の 値 が 一 32768 
32767 の 範囲 に な い 場 合 は , Overflow′ エラ ー に な り ま す . 


参照 : CDBL, CSNG 


ぶ 


CIRCLE 


CIRCLE | 


円 , 椿 円 を 描き ます . 
CIRCLE | (Wx。 Wy) 
STEP(x。y) 
了 角 度 >] 〔, < 比率 >) 〔, F 〔, 


, < 半径 > 〔, < パレ ッ ト 番 号 1>〕 〔, < 開始 角度 >] 〔, < 終 


< く パ レッ ト 番 号 2> ]〕 
< タイ ルス トリ ング > | 
CIRCLE (80, 80), 40, 4, 0, 6.28 

CIRCLE STEP(40, 一 20), 30,,,,,F, TILE$ 


ワー ルド 座標 の (Wx,Wy) を 中 心 と し , < 半径 > で 指定 され る 大 き さ の 円 を 描き ます . 中 心 座 
標 は , STEP を つけ て LP( 最 終 参照 点 ) か ら の 相対 座標 に より 指定 する こと も で きま す . 

く < く パ レッ ト 番 号 1> は , 描く 円 の 色 を パレ ッ ト 番 号 で 指定 し ます . 省略 され た 場合 に は ,COLOR 
で 指定 され て いる フォ アグ ラウ ンド カラ ー の パレ ッ ト 番 号 が 用 いら れ ま す .。 

< 開 始 角度 >。 < 終了 角度 > を 指定 する と , 指定 され た 角度 の 範囲 内 の み に 円 弧 を 描き ます . 角 
度 に は 一 2z 一 2 ァ の 範囲 (z は 円 周 率 ) の ラジ アン 値 を 指定 し ます . 省略 する と それ ぞ れ , 0 と 2 ァ 
が 採用 され ます . < 開始 角度 >, < 終了 角度 > が 負 で あっ た 場合 に は , その 絶対 値 が 用 いら れ ま す 
が ,。 その と き に は 。 中 心から 半径 線 が 描か れ ま す の で 扇形 を 描く こと が で きま す . 

く 比 率 > は , 円 の 偏平 率 を (垂直 方 向 の 半径 ) 
(水平 方 向 の 半径 ) で 指定 し ます . これ を 指定 す 
る こと で , 椿 円 を 描く こと が で きま す . た だ し , 
640X400 ド ッ ト の モー ド で は 実際 に 表示 され 
る 画面 上 の 長 さ の 比率 で 指定 し , 640X200 ド ッ 
ト の モー ド で は その 1 ング 2 の 値 を 指定 し ます . 省 
略 さ れ た 場合 に は , 640 ベ X400 ドッ ト の モー ド で 
は 1.0。 640X200 ド ッ ト の モー ド で は 0.5 が 用 
いら れ ま す . 

< 比率 > が 1 以外 (640X400 ドッ ト の と き . 640X200 ド ッ ト の と き は 0.5 以外 ) の 場合 , 垂直 方 
向 の 半径 と 水平 方 向 の 半径 の うち 大 きい 方 に < 半径 > が 用 いら れ ま す . つま り , 640x400 ド ッ 
ト の モー ド の 場合 , < 半径 > が 同じ で も < 比率 > が 1 以下 な ら ば 横長 の 横 円 と な り , 1 以上 な ら 
ば 縦長 の 椿 円 と な り ま す . 

F を 指定 する と, 円 を 描く の と 同時 に その 内 部 を く < パレ ッ ト 番 号 2> で 指定 され た パレ ッ ト の 
色 ま た は < タイ ルス トリ ング >((〔2〕JPAINT 参照 ) に より 指定 され た 模様 で や りつ ぶし ます . < パ 
レッ ト 番 号 22 お よび < タ イル スト リン グ >〉 と も に 省略 され た 場合 に は , 円 を 描い た パレ ッ ト の 
色 で ぬり つぶ し ます . 開始 角度 , 終了 角度 が 指定 され て いる と き に F を 指定 し た 場合 に は , 扇 
形 が 描か れ 内 部 が ぬり つぶ され ます . 


3.14159 
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CIRCLE, CLEAR 


注意 : CIRCLE を 実行 する と , LP( 最 終 参照 点 ) は 円 の 中 心 座標 (Wx, Wy) に 設定 され ます . 


参照 : COLOR, 〔2〕 PAINT, サン プル プロ グラ ム 14。 18,。 21 


CLEAR | 


〔< ダ ミー パラ メー タ >〕 〔, < メモ リ の 上 限 >〕] 【, < スタ ッ ク の 大 き さ >〕 


変数 の 初期 化 お よび メモ リ レ イ アウ ト を 決定 し ます . 
CLEAR 

〔。 < 配列 デー タ 領 域 の 大 き さ >〕 
CLEAR , &H9E00, &H400 


すべ て の 数 値 変数 を 0 に , また 文字 変数 を "" 
( 空 の 文字 列 、 ヌ ルス トリ ング と も いう ) に 初期 
化し ます . また , DEF(DEF FN, DEFINT な ど ) 
に よっ て 定義 ある い は 指定 され た 情報 も すべ て 
無効 に し ます . 

< ダミ ー パ ラメ ー タ > は 値 を 指定 し て も 何 の 効 
果 も な いも の で すか ら 省 略し て か まい ませ ん 
が , CLEAR 直後 の コン マ (。) は 必ず 入れ て くだ 
さい 、。 

く < メモ リ の 上 限 > は , セグ メン トペ ベース (実際 
の 物理 番地 を 16 で 割っ た 値 ) で 指定 し ます . 指 
定 さ れ た 番地 の 直前 まで , すなわち (指定 値 * 
16 一 1) 番 地 ま で を BASIC の 使用 する メモ リ の 
上 限 値 と し ます . その 番地 以降 に 置か れ た デー 
タタ や 機械 語 プ ログ ラム は , BASIC に よっ て ク 
リア ある い は 破壊 さも れる こと は あり ませ ん . 

< スタ ッ ク の 大 きき さ > は , BASIC が FOR, 
GOSUB, PAINT な ど に 使用 する スタ ッ ク 領 
域 の 大 き さ を バイ ト 数 で 指定 し ます . リセ ッ ト 
時 の 初期 化 さ れ た 状態 で は 512 バイ ト に 設定 さ 
れ て いま す 。 


BASIC で 使用 する 
以降 すべ て 配列 デー タ 領 域 | メモ リ の 上 限 


スト リン グ 作 業 域 2KB 


スト リン グ 格 納 エリ ア 
! 


1 


シス テム ディ スク コー ド 


10000」。 


スタ ッ ク エ リア 標準 0.5KB 


プロ グラ ム テ キス ト エ リア 


ファ イル 制御 用 


8.75KB 
0000」。 


Nss- 日 本 語 BASIC(86) の メモ リ レ イ アウ ト 概 要 


2300。 


< 配列 デー タ 領 域 の 大 き さ > に は , 数 値 配列 の 値 が 格納 され る 配列 デー タ 領 域 の サイ ズ を 指定 


し ます 。 


実際 に 確保 きれ る 領域 の 大 き さ は , それ ぞ れ 指定 し た 値 の 16 倍 と な り ま す . 


参照 : BLOAD, BSAVE, FRE 
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CLOSE, CLS 


LOSE 


ファ イル を 閉じ ます . 
CLOSE  〔[ 殺 < ファ イル 番号 > 〔, 〔【 訂 < ファ イル 番号 >] …〕 
文 例 CLOSE 

CLOSE #1, #3 


CLOSE は , OPEN に よっ て 開か れ て いた ファ イル を 閉じ ます . 閉 じ ら ちら れ た ファ イル に 対し て 
は , 再び 開か れる まで 入出 力 を 行う こと は で きま せん 。 

< ファ イル 番号 > を 指定 する と , OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 に 対応 する ファ イル を 閉じ ま 
す . < ファ イル 番号 > を 複数 個 指 定 す れ ば , 複数 の ファ イル を いち ど に 閉じ る こと が で きま す 。 
< ファ イル 番号 > を 省略 し た 場合 に は , その と き 開 いて いる ファ イル すべ て を 閉じ ます 。 
閉じ られ た ファ イル に つけ られ て いた ファ イル 番号 は , 同じ ある い は 異な る ファ イル を 開く 
た め に 再び 使う こと が で きま す .。 また 閉じ らち られ た ファ イル は , 同じ ある い は 異な っ た ファ イル 
番号 に よっ て 再び 開く こと が で きま す . 

ファ イル が 出力 用 に 開か れ て いた 場合 に は , CLOSE を 実行 する と, バッ ファ に 残っ て いた デ 
ー タ が 完全 に 書き 出さ れ ま す . この た め 。 フ ァイル の 出力 処理 を 正しく 終了 する に は , CLOSE 
の 実行 が 必要 で す . 

R 指定 な し の RUN お よび R 指定 な し の LOAD は , プロ グラ ム の 実行 を 開始 する 前 に , 開か 
れ て いる すべ て の ファ イル を 自動 的 に 閉じ ます . また , END ある い は NEW の 実行 に よっ て も 
ファ イル は 自動 的 に 閉じ られ ます . 


注意 : STOP で は ファ イル を 閉じ る こと は で きま せん . また , END が 実行 され ず に プロ グラ ム 
が 終了 する 場合 も ファ イル は 閉じ られ ませ ん . 


参照 : CHAIN, END, LOAD, NEW, OPEN。 STGOP。 サ ンプ ルプ ログ ラム 26, 27,. 28。29 


CLS 


現在 アク ティ ブ な 画面 を クリ ア し ます . 
CLS (< 機能 >〕 
CLS 2 


< 機能 > は 1、 2, 3 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . 省略 され た 場合 に は 1 が 採用 
され ます . 
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CLS, CMD BREAK 


1 : テキ スト 画面 の み を クリ ア し ます . テキ スト 表示 モー ド が CONSOLE, 〔1)〕 
COLOR に より , 白黒 リバ ー ス モー ド に な っ て いる 場合 に は 画面 は 白く な り ま 
導 。 

2 : グラ フィ ッ ク 画 面 の ピュー ポー ト 内 を クリ ア し ます 。 グラ フィ ッ ク 表 示 が 


SCREEN に より カラ ー モ ー ド に 設定 され て いる 場合 に は , 〔1]COLOR に より 指 
定 き れ た パッ ク グ ラウ ンド カラ ー で 。 ピ ュー ポー ト 内 を クリ ア し ます 。 
3 : テキ スト 画面 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 両方 を クリ ア し ます 。 


テキ スト 面 画 を クリ ア す る 場合 。 CONSOLE に よっ て 指定 され た スク ロー ル 画 面 内 を クリ ア 
し ます .。 また , グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し た 場合 に は 。LP (最終 参照 点 ) は ビュ ー ポ ー ト の 
左上 の 頂点 に 移動 し ます . 


参照 : 1 COLOR, CONSOLE, SCREEN, VIEW 


CMD BREAKeeks-p 


プレ イク 信号 の 送出 を 制御 し ます . 
1) CMD BREAK 〔[〔 訂 < 電話 機 番号 >〉, 〕 < 時 間 > 
2) CMD BREAK 〔[〔 紀 < 電話 機 番 号 >)】 ON 
3) CMD BREAK 〔[〔 級 < 電話 機 番 号 >) OFF 
CMD BREAK #1, 2 


< 電話 機 番号 > で 指定 され た 電話 機 に 。 ブレ イク 信号 を 送っ た り 止 め た り し ます . 

< 電話 機 番号 >〉 に は , 電話 機 お が CMD LINE OPEN の 実行 に よっ て 論理 的 に 接続 され た と 
き に 指定 され た 番号 を 指定 し ます . < 電話 機 番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな さ 
れ ま す . 


書式 1) 指定 され た < 時 間 > だ け ブ レイ ク 信 号 を 電話 機 に 発信 し ます . < 時 間 > の 単位 は 1 秒 単 
位 で 110 の 値 が 指定 で きま す . 


書式 2) プレ イク 信号 の 発信 を 開始 し ます . この 命令 を 実行 する と CMD BREAK OFF を 
実行 する まで プレ イク 信号 を 電話 機 に 送出 し 続け ます . 


書式 3) プレ イク 信号 の 発信 を 終了 し ます . CMD BREAK ON に より 送出 され て いた プレ 
イク 信号 を 止め ます . 


注意 : この 命令 は デー タ 通 信 モ ー ド で の み 可 能 で す . 
参照 : CMD LINE OPEN 
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CMD CHANGE DUPLEX. CMD DIAL 


CMD CHANGE DUPLEXesks-p P 


通信 方 式 ( 全 二 重 ノ 半 二 重 方 式 ) を 切り 換え ます . 
CMD CHANGE DUPLEX < ポー ト 番 号 > 〔, < 通信 方 式 > 
CMD CHANGE DUPLEX 1, 1 


通常 。 BASIC は 全 二 重 通信 方 式 で RS-232C ポー ト を 制御 し ます . 

と ころ が , モデ ム に よっ て は 半 二 重 方 式 に よる 通信 し か 行え を な いも の が あり ます .。 

これ ら の モデ ム を 介し て 通信 を 行う 場合 コミュ ニケ ーション ポー ト を OPEN で オー プン 
する 前 に , シス テム の 通信 方 式 を 半 二 重 方 式 に 切り 換え な けれ ば な り ま せん . 

< ポー ト 番 号 > に は 通信 方 式 を 変更 する RS-232C の 回 線 番号 を 指定 し ます . 


1 : RS-232C 第 1 回 線 
2 : RS-232C 第 2 回 線 
3 : RS-232C 第 3 回 線 


< 通信 方 式 > に 指定 する 値 と 通信 方 式 と の 対応 は 次 の と お り で す . 


0 また は 省略 : 全 二 重 
1 : 半 二 重 


注意 : CMD CHANGE DUPLEX は 。 コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル の オー プン の 前 に 実行 
し な けれ ば な り ま せん . 一 度 , この 命令 で 通信 方 式 を 切り 換え る と , 再度 この 命令 で 通 
信 方 式 を 切り 換え る まで , 指定 され た 通信 方 式 が 有効 と な り ま す . 
全 二 重 方 式 の モデ ム を 使用 する 場合 は , この 命令 を 実行 する 必要 は あり ませ ん . 使用 す 
る モデ ム の 説明 書 で , 通信 方 式 を 確か め て くだ さい . 


CMD DIAL esk- ド ) 


電話 を か け ま す . 

1) CMD DIAL 〔( 紀 < 電話 機 番号 >, 〕 < 電話 番号 > (, < 機能 >〕 
2) CMD DIAL 〔〔 < 電話 機 番号 >, 〕 < 短縮 番号 > 

文 例 | CMD DIAL #1, TN$, TNC 
CMD DIAL #1, 21 


51 


CMD DIAL 


書式 1) 


指定 され た 電話 番号 の 自動 発信 を 行い 。 指定 され た モー ド の 予約 を 行い ます . 

< 電話 機 番号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 番号 を 指定 し ます . < 電話 機 
番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 

< 電話 番号 > は 20 桁 以内 の 文字 列 で , 次 の 値 を 指定 で きま す . 


0<9。 *※,# 


ダイ アル コー ド . 通常 の 電話 番号 . 

ポー ズ . 電話 機 は ”" : "の 前 の 位置 まで ダイ アル し た 後 , 約 2 秒 程度 
発信 を 中 断 し ,。 その 残り の 番号 を ダイ アル する . これ は , 構内 交換 
機 (PBX) か ら 外 線 に ダイ アル する と き 外 線 へ の 接続 要求 を 行う 必 
要 が ある 場合 な ど に 使用 する . 

セパ レー タ . 番号 を 見 や すく する た め に 使用 . セパ レー タ は 特に 意 
味 を 持た な いた め , 次 の 電話 番号 は いずれ も 同じ 動作 を する . 


ペペ メメ メメ メメ メメ ー メ メメ ー※※ メ XX 
炎 ※( 交 XX)X XX XX (メメ ) (メメ X)( メ メメ) 


再 ダ イア ル . 直前 に ダイ アル し た 電話 番号 に 再度 電話 を か ける 。. 
た だ し , @ と 他 の 文字 と の 同時 指定 は 不可 . また 。 本 体 の 電源 を 
OFF に し た り リ セッ トス イッ チ を 押し た り し た 直後 に は @ は 使 
用 で き な い . 


< 機能 > は 自動 発信 後 の 動作 を 決め る 数 値 で あり , 次 の 値 を 指定 し ます . 


0 また は 省略 
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ダイ アル 後 通話 モー ド . ダイ アル 後 , すぐ に この 命令 の 実行 を 終 
了 す る 。 相手 が 話し 中 の 場合 や 相手 が 出 な い (接続 きれ な い ) 場 
合 に は , 手動 で 電話 を 切る 必要 が ある . 相手 が 出 た 場合 に は 通話 
が 可能 (この 場合 も , 電話 を 切る の は 手動 で 行う ). 

アン サー トー ン 検 出 後 デ ー タ 通信 モー ド . 呼び 出し 相手 か ら ア ン 
サー トー ン が 返さ れる まで 待つ . 一 定時 間 待っ て も アン サー トー 
ン が 検出 され な い 場 合 に は エラ ー と な る . 呼び 出し 相手 が 出 て ア 
ン サ ー ト ー ン が 検出 され た 場合 に は デー タ 通 信 モ ー ド となり, こ 
の 命令 の 実行 を 終了 する . 

接続 後 デ ー タ 通信 モー ド . 呼び 出し 相手 が 出る (接続 され る ) まで 
待つ . 一 定時 間 待 っ て も 相手 が 出 な い 場合 に は エラ ー と な る . 呼び 
出し 相手 が 出 た 場合 に は デー タ 通 信 モ ー ド と な り , この 命令 の 実行 
を 終了 する . 

ダイ アル 後 デ ー タ 通信 モー ド . ダイ アル 後 は すぐ , デー タ 通 信 モ ー 
ド と な り , この 命令 の 実行 を 終了 する . 


CMD DIAL, CMD ERROR ON グ OFF プ STOP 


< 機能 > に 1 2 また は 3 を 使用 する 場合 相手 に は コン ピュ ー タ な どの 接続 され た 自動 着信 
可能 な 電話 機 が 接続 きれ て いな けれ ば な り ま せん . も し , 手動 着信 され た 場合 に は , 正常 に 動 
作 し な い 場 合 が ある の で 注意 が 必要 で す . 

< 電話 番 号 > に 再 ダ イア ル ”"@" を 指定 し , < 機能 > を 省略 し た 場合 に は , 直前 に 指定 し た 機能 
が 採用 きれ ま す . 機能 を 指定 し た 場合 に は , 指定 し た 機能 が 優先 され ます . 


書式 2) 

〈 短 縮 番 号 > で 指定 され た 電話 番号 の 自動 発信 を 行い ます . 

《 短 縮 番 号 > は 1 -40 まで の 数 値 で な けれ ば な り ま せん . 短縮 番号 を 指定 し た 場合 CMD 
STORE DIAL に よっ て その 短縮 番号 に 与え られ て いる 機能 に 関係 な く , すぐ 次 の 命令 に 制 
御 が 移行 し ます . 


な お , この 命令 は オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド で の み 使 用 可能 で す 。 


注意 : オー ト ダ イア ル の 際 に は , 次 の こと に 注意 し て くだ さい . 

(1) 電話 機 の 自動 手動 スイ ッ チ を ヾ 自動 ”/ に し て お きま す (モデ ム ボ ー ド 二 ハ ンド セ 
ッ ト を 使用 する 場合 。 この 必要 は あり ませ ん ). 

(2) 受話 器 は 電話 機 に 置い た 状態 に し て お きま す . 

(3) 電話 機 の モー ドス イッ チ が AUTO ある い は CALL に セッ ティ ング され て いな け 
れ ば な り ま せん . 

(4) 本 体 の ボー レー ト 指 定 と 電話 機 の 通信 速度 の 値 が , 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . 

(5) モデ ム ポ ボー ド 二 ハン ド セ ッ ト で は , 書式 2) の 短縮 番号 に よる 自動 発信 は 行え を ませ 
ん . 


参照 : CMD STORE DIAL 


CMD ERROR ON/OFF/STOPewxs-p p 


通信 エラ ー に よる 割り 込み を 許可 , 禁止 。 停止 し ます . 
1) CMD ERROR 【〔( 殺 < 電話 機 番号 >)】 ON 

2) CMD ERROR 〔[〔 訂 < 電話 機 番 号 >)】 OFF 

3) CMD ERROR 〔(〔 訂 < 電話 機 番 号 >) STOP 
文 例 CMD ERROR #1 ON 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 機 の 通信 エラ ー に よる 割り 込み を 許可 。 禁止 。 停止 し ます 。 な 
お , ここ で 述べ て いる 通信 エラ ー と は , デー タ 通 信 モ ー ド の と き モ デム (ある い は モデ ム 電 話 ) 
か ら デ ー タ を 受信 し た 際 の エラ ー を 意味 し て いま す . 
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CMD ERROR ON/OFF プ STOP, CMD LINE CLOSE, CMD LINE ON/OFF プ STOP 


< 電話 機 番号 > に は 。CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 番 号 を 指定 し ます . < 電話 機 
番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます 。 


書式 1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は , 通信 エラ ー 割 り 込み が 発生 する と, 
CMD ON ERROR GOSUB に よっ て 定義 され た 処理 ルー チン へ 分 岐 し ます . 

書式 2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は , 通信 エラ ー 割 り 込み が 発生 し て も , 
処理 ルー チン に へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 

書式 3) 割り 込み 動作 を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は , 通信 エラ ー 割 り 込 み が 発生 し て も 割 
り 込 み が 起こ っ た こと を 覚え て いる だ け で ,。 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 
し か し , その 後 CMD ERROR ON に よっ て 割り 込み が 許可 さき れる と , その 時 点 で 
処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


参照 : CMD ON ERROR GOSUB,、 サ ンプ ルプ ログ ラム 40 


CMD LINE CLOSE esks-p P| 


BASIC と 論理 的 に 接続 され て いる 電話 機 を 切り 離し ます . 
CMD LINE CLOSE [< 電話 機 番号 >〕 
CMD LINE CLOSE #1 


この 命令 は 電話 機 と BASIC を 論理 的 に 切り 離す 命令 で , 電話 制御 命令 の 使用 を 終了 する も 
の で す . 切り 離し 対象 と な る コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト を OPEN で オー プン し た ファ イル が 
ある 場合 に は , この 命令 の 実行 に より 自動 的 に その ファ イル が クロ ー ズ され ます . 

< 電話 機 番 号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 きれ た 電話 機 番 号 を 指定 し ます . また , <〈 電 
話 機 番号 > を 省略 する と, 現在 接続 きれ て いる 電話 機 が すべ て 切り 離さ れ ま す . 


参照 : CMD LINE OPEN 


CMD LINE ON ン ノン OFF ン STOPews-pp | 


機能 電話 機 の 着信 に よる 割り 込み を 許可 , 禁止 , 停止 し ます . 
1) CMD LINE 〔[ 紀 < 電話 機 番号 >)】 ON 

2) CMD LINE 【〔〔 刀 < 電話 機 番号 >)】 OFF 

3) CMD LINE 〔[ 狼 < 電話 機 番号 >}】 STOP 

文 例 CMD LINE #1 ON 


貴 
半 
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CMD LINE ON グ OFF プ STOP. CMD LINE OPEN 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 機 へ の 着信 割り 込み を 許可 , 禁止 , 停止 し ます . 
< 電話 機 番 号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 きれ た 電話 機 番 号 を 指定 し ます . < 電話 機 
番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 


書式 1) 割り 込み 動作 を 許可 し ます . この 命令 実行 後 は , 着信 割り 込み が 発生 する と , CMD 
ON LINE GOSUB に よっ て 定義 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

書式 2) 割り 込み 動作 を 禁止 し ます . この 命令 実行 後 は 着信 割り 込み が 発生 し て も , 処理 ルー 
チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 

書式 3) 割り 込み 動作 を 停止 し ます . この 命令 実行 後 は , 着信 割り 込み が 発生 し て も 割り 込み が 
起こ っ た こと を 覚え て いる だ け で ,。 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , 
その 後 CMD LINE ON に よっ て 割り 込み が 許可 され る と, その 時 点 で 処理 ルー チ 
ン に 分 岐 し ます . 


注意 : 着信 割り 込み と は , 電話 が か か っ て きた と いう 事象 を 示し て いる も の で あり , CMD 
RECEIVE (自動 着信 ) の 指定 と は 無関係 に 発生 し ます . 
STATUS LINE (関数 ) を 使用 し て いる プロ グラ ム で は , 正常 な 着信 割り 込み が 発生 
し な い 場 合 が あり ます の で CMD LINE ON ン /OFF プ STOP と 混在 し て 使用 し な い 
で くだ さい . 


参照 : CMD LINE GOSUB, STATUS LINE, サン プル プロ グラ ム 40 


CMD LINE OPENesks-p) P 


電話 機 を BASIC と 論理 的 に 接続 し , オー ト ダ イア ル , 自動 発着 信 な どの 機能 を 利 
用 可能 に し ます . 

書 式 CMD LINE OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ >〉  〔AS 〔 < 電話 機 番号 >〕 

CMD LINE OPEN "COM1 :" AS #1 


この 命令 は 電話 機 を BASIC と 論理 的 に 接続 する 命令 で あり , すべ て の 電話 制御 命令 の 実行 
に 先だって 実行 し な けれ ば な り ま せん 。 

この 命令 を 実行 する と ,。 < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト 
に つなが っ て いる 電話 機 の モー ド を , 初期 モー ド か ら オ フラ イン コマ ンド モー ド に 移行 し ます 
(電話 機 の モー ド の 詳細 に 関し て は 「BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル ,」 を 参照 ). 

く フ ァイル ディ スク リプ タ > に は ,。"COM : "(COM1 : "で も 同じ ), "COM2 : "。"COM3 : "の 
いずれ か を 指定 し ます . ただし, "COM2 : ", "COM3 : "は ,。 RS-232C 拡張 イン タフ ェ ー ス ボー 
ド を 実装 し て いる 場合 に の み 指 定 可 能 で す . 
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CMD LINE OPEN, CMD MODE CUT, CMD ON ERROR GOSUB 


< 電話 機 番号 > に は 1 一 3 まで の 値 を 指定 し ます . 以後 , 電話 制御 命令 は この < 電話 機 番号 > 
を 指定 し て 行い ます . 省略 し た 場合 は 1 が 採用 され ます . 


注意 : < 電話 機 番号 > の 指定 の し か た は , 一 般 の ファ イル 入出 力 の 際 の < ファ イル 番号 > と 似 て 
いま す が 。 く < 電話 機 番号 > と < ファ イル 番号 > は 別 の も の で す の で , 同時 に 同じ 番号 を 使 
用 し て も 各々 が 無関係 に 正常 に 動作 し ます . 
な お 。 この 命令 は 電話 機 が 初期 モー ド に ある と きのみ 使用 で きま す . 


参照 : CMD LINE CLOSE, STATUS MODE, サン プル プロ グラ ム 40 


CMD MODE CUT osks-p) P| 


機 能 電話 を 切り ます . 
CMD MODE CUT 【〔[〔 訂 < 電話 機 番 号 >〕 
CMD MODE CUT #1 


< 電話 機 番号 > で 指定 され た 電話 を 切っ て 。 オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド に も どり ます . < 電話 
機 番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 


注意 : この 命令 は デー タ 通 信 モ ー ド で 有効 で す . 


CMD ON ERROR GOSUBesxs-p pp 


通信 エラ ー に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
CMD ON ERROR 【[〔 紀 < 電話 機 番号 >) GOSUB < 行 番号 > 
CMD ON ERROR #1 GOSUB *TEL.REC 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 機 に 通信 エラ ー 割 り 込 み が 発生 し た と き に 分 岐 す る , 処理 ルー 
チン の 開始 行 を 定義 し ます . 

< 電話 機 番号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 番号 を 指定 し ます . < 電話 機 
番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 

< 行 番号 >〉 に は 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で , RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に RETURN と し た と き は 中 断 し た と ころ か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き 
は その 行か ら 実 行 を 再開 し ます . 
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CMD ON ERROR GOSUB, CMD ON LINE GOSUB 


ここ で 述べ て いる 通信 エラ ー と は , デー タ 通 信 モ ー ド の と き モ デム (また は モデ ム 電 話 ) か 
ら デ ー タ を 受信 し た 際 の エラ ー を 意味 し て いま す . 

この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン へ 分 岐 さ きせ る に は 。 この 事象 に 対す る 割り 込み が 許 
可 状態 (CMD ERROR ON の 状態 ) に な っ て いな く て は な り ま せん . 


注意 : 通信 エラ ー の 情報 は 。 コミ ュ ニ ケー ショ ン バ ッ ファ 内 に 記憶 きれ て いま す の で , 割り 込 
み 処理 ルー チン 内 で INPUT$ (関数 ) を 使用 し て バッ ファ 内 の デー タ を 読み 取ら な いと 。 
エラ ー 情 報 は リセ ッ ト さ れ ま せん . 


参照 : CMD ERROR ON ンプ OFF プ STOP, サン プル プロ グラ ム 40 


CMD ON LINE GOSUBesxs-p P 


電話 機 の 着信 に よる 割り 込み が 発生 し た と き の 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ま 
す . 

CMD ON LINE 〔[ 級 < 電話 機 番 号 >)】 GOSUB < 行 番号 > 

文 例 | CMD ON LINE #1 GOSUB *TEL.REC 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 機 に 着信 割り 込み が あっ た と き に 分 岐 す る , 処理 ルー チン の 開 
始 行 を 定義 し ます . 

< 電話 機 番号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 きれ た 電話 機 番号 を 指定 し ます 。 < 電話 機 
番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 

< 行 番号 > に は 処理 ルー チン の 開始 行 を 指定 し ます .。 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で , RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に だ RETURN と し た と き は 中 断 し た と ころ か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き 
は , その 行か ら 実 行 を 再開 し ます . 

この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン へ 分 岐 きせ る に は , この 事象 に 対す る 割り 込み が 許 
可 状態 (CMD LINE ON の 状態 ) に な っ て いな く て は な り ま せん . 


注意 : 着信 割り 込み と は , 電話 が か か っ て きた と いう 事象 を 示す も の で , CMD RECEIVE( 自 
動 着 信 ) の 指定 と は 無関係 に 発生 し ます . 
STATUS LINE (関数 ) を 使用 し て いる プロ グラ ム で は , 正常 に 着信 割り 込み が 発生 
し な い 場 合 が あり ます の で , CMD ON LINE GOSUB と 混在 し て 使用 し な いで く 
だ さい 、。 


参照 : CMD LINE ON プ OFF プ STOP, STATUS LINE, サン プル プロ グラ ム 40 
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CMD RECEIVE, CMD STORE DIAL 


CMD RECEIVE esks-p P 


電話 機 の 自動 着信 を 行う か 否 か の 設定 を し ます . 
CMD RECEIVE 【〔[〔 殺 < 電話 機 番 号 >, 〕 〔< 機 能 >〕 


CMD RECEIVE #1 
CMD RECEIVE 1 


< 電話 機 番号 >? に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 番号 を 指定 し ます . < 電話 機 
番号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 

< 機能 > に は , 自動 着信 後 の 動作 モー ド を 規定 する 数 値 を 指定 し ます . 指定 する 数 値 と 動作 モ 
ー ド と の 関係 は 次 の と お り で す . 


0 また は 省略 : 自動 着信 を 行わ な い . 電話 が か か っ て きた 場合 , 電話 機 の ペル が 鳴り 受 
話 器 を 取る の を 待つ . 
1 ・ 着信 後 , デー タ 通 信 モ ー ド に 切り 換え る . 電話 が か か っ て きた 場合 。 ア 
ン サ ー ト ー ン を 返し た 後に デー タ 通 信 モ ー ド と な る 。. 
着信 割り 込み 処理 ルー チン 内 で この 命令 を 実行 する と 。 た だ ち に アン サ 
ー ト ー ン を 返し て デー タ 通 信 モ ー ド と な る 。 


注意 : 着信 を 検出 し て か ら デ ー タ 通信 モー ド に 移行 する まで に は 時 間 が か か り ま す の で , STA 
TUS MODE (関数 ) を 使用 し て デー タ 通 信 モ ー ド に 移行 し た こと を 確認 し た 後 , デー 
タ 通 信 を 行っ て くだ さい 。 
この 命令 は オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド で の み 有 効 で す 。 


参照 : STATUS MODE, サン プル プロ グラ ム 40 


CMD STORE DIALesks-p P| 


短縮 ダイ アル を 電話 機 に 記憶 させ ます . 

CMD STORE DIAL 〔〔 才 < 電話 機 番号 >, 〕 < 短縮 番号 > AS < 電話 番号 > 〔, 
< 機能 >〕 

CMD STORE DIAL #1, 21 AS "03(117)1111" 


電話 番号 を 電話 機 に 記憶 きせ る 命令 で す . 
< 電話 機 番号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 きれ た < 電話 機 番号 > を 指定 し ます . < 電 
話 機 番 号 > を 省略 し た 場合 は 1 を 指定 し た も の と みな され ます . 
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CMD STORE DIAL, 〔 1 〕 COLOR 


〈 短 縮 番 号 > に は , 21-40 の 範囲 の 数 値 を 指定 し ます . 全部 で 合計 20 個 ま で の 番号 を 登録 す 
る と と が で きま ず 。 

〈 電 話 番号 > に は 記憶 きせ る 電話 番号 を 20 桁 以内 の 文字 列 で 指定 し ます . 指定 で きる 値 は 次 
の と お り で す . 


0 て 9, ※,。# : ダイ アル コー ド 
ポー ズ 
(05 ) 記 三 。 > 2N02 テ の 


また , < 電話 番号 > に ”"” ( 空 の 文字 列 ) を 指定 する と, その 短縮 番号 に 記憶 きれ て いる 内 容 が 
クリ ア さ れ ま す 。 


< 機能 > に は 自動 発信 後 の 動作 を 規定 する 数 値 を 指定 し ます . 


0 また は 省略 : ダイ アル 後 通話 モー ド と な る 。. 


1 : アン サー トー ン 検 出 後 デ ー タ 通信 モー ド と な る . 
2 : 接続 後 デ ー タ 通信 モー ド と な る 。. 
3 : ダイ アル 後 デ ー タ 通信 モー ド と な る 。. 


< 電話 番号 > お よび < 機能 > の 詳細 は , CMD DIAL を 参照 し て くだ さい . 


注意 : この 命令 は オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド で の み 使 用 可能 で す 、 モ デム ボー ド 十 ハンド セッ 
ト で は , この 命令 を 使用 する こと は で きま せん . 


参照 : CMD DIAL 


〔1] COLOR 


ディ スプ レイ 画面 の 各部 の 色 お よび グラ フィ ッ ク 画 面 の パレ ッ ト モ ー ド を 指定 し 
まお す : 

COLOR (< ファンク ショ ンコ ー ド >〕 〔, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〕 〔, < ボー ダ 
ー カ ラー>〕 〔。 < フォ アグ ラウ ンド カラ ー 凍 5 《 パ レッド モー ニー ド 2) 


COLOR 7, 0, 0, 7 


〔1J)COLOR は , テキ スト 画面 の 文字 の カラ ー を 変え たり ,。 グラフィック 画面 の フォ アグ ラウ 
ンド , バッ ク グ ラウ ンド 。 ボー ダー の 各 カ ラー を 設定 し た り 。 グラ フィ ッ ク 画 面 の パレ ッ ト モ 
ー ド を 指定 し た りす る の に 使用 し ます . 
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[1 〕 COLOR 


< ファ ンク ショ ンコ ー ド > は , テキ スト 画面 の 文字 に いろ いろ な 機能 を 与え ます. この ファ ン 
クシ ョ ンコ ー ド は , テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド に な っ て いる か 。 白黒 モー ド に な っ て いる か 
に よっ て 。 働き が 異な り ま す . な お , カ ラー モー ドン ノン 白黒 モー ド の 切り 替え は CONSOLE で 行 
いま す .。 < ファ ンク ショ ンコ ー ド > で 指定 する 値 は , パパ レッ ト 番 号 *” で は あり ませ ん の で 。 【〔2]〕 
COLOR に よっ て カラ ー パ レッ ト の 変更 を 行っ て も 色 は 変化 し ませ ん . 


白黒 モー ド の 場合 (CONSOLE ,,, 0) 
0 : ノー マル (通常 の 表示 ) 
シー クレ ッ ト (文字 は 表示 され な い ) 
プリ ンク (点滅 する ) 
シー クレ ッ ト (1 と 同じ ) 
リバ ー ス (反転 する ) 
リバ ー ス シー クレ ッ ト (反転 し て 文字 は 表示 され な い ) 
リバ パー スプ ブリ ンク (反転 し て 点滅 する ) 
リバ ー ス シー クレ ッ ト (5 と 同じ ) 


っ JJ の m で や OO DD ピピ ビ 


カラ ー モ ー ド の 場合 (CONSOLE ,,, 1) 
9 5。 上 無 AA 潮 2 ま 表 3 5 薬 
4 : 5 : 水色 6 : 油 7 <: 和正 


< くさ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー> は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 を 表し ます . この パラ メー タ は , 
* パ レッ ト 番 号 ” (〈 パ レッ トモ ー ド > の 項 お よび 【〔2〕 COLOR 参照 ) に よっ て 指定 し ます . この 
パラ メー タ の 設定 後 CLS に よっ て 画面 を クリ ア す る と , 設定 色 に よっ て 画面 が ふり 変え られ 
ます . また , 以後 PRESET を 色 指 定 な し で 実行 する と 。 この 色 が 採用 され ます . 

な お , 白黒 モー ド ( 高 分 解 能 白黒 モー ド を 含む ) では, < パック グラ ウン ドカ ラー> と し て 指定 
され た パレ ッ ト 番 号 は , 0 の と き は 黒 , 0 以外 の と き は 白 と みな され ます . 

< ボー ダー カラ ー> は 。 画面 の 中 で BASIC に よっ て 使う こと の で きる 領域 外 の , 枠 の 色 を 表 
す も の で , 次 の よう な 値 で 指定 し ます . 


9 “ 県 な 寺 2 : 赤 き 8 計 
4 : 緑 5 : 水色 5 5 商 7 : 白 


< ボー ダー カラ ー> が 指定 され る と ,。 カラ ー モ ー ド で も 白黒 モー ド で も , 画面 の 外 枠 に 色 ( 白 
黒 の ディ スプ レイ で は 濃淡 ) が つい て 表示 され ます .。 な お , この パラ メー タ は , 専用 高 解像度 デ 
ィ ス プレ イ の 使用 時 に は 意味 が あり ませ ん . 


[1〕 COLOR 


汰 語 ダ ー グ ター 


テキ スト カラ ー 


フォ アグ ラウ ンド カラ ー パック グラ ウン ドカ ラー 


く < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 や 線 を 表示 し た りす る と き に 使わ れる 
色 を 表し ます . この パラ メー タ は , パレット 番号 ”? に よっ て 指定 し ます .。 種々 の グラ フィ ッ ク 
命令 (PSET, LINE, CIRCLE な ど ) で と くに 人 色 指 定 を し な か っ た 場合 ,. こ の 色 が 採用 され ます . 

な お 。 白黒 モー ド ( 高 分 解 能 白黒 モー ド を 含む ) で は , < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> と し て 指定 
され た パレ ッ ト 番 号 は , 0 の と き は 黒 。 0 以外 の と き は 白 と みな され ます . 

パレ ッ ト モ ー ド > は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る 色 指 定 の モー ド を 指定 し ます .。 <〈 パ レッ ト 
モー ド > に 指定 で きる 値 と その 意味 は 次 の と お り で す . 


0 : 8 色 中 ・8 色 モ ー ド . 8 個 の パレ ッ ト に シス テム が 決め た 8 色 を 対応 すけ る モー ド 


オデ 

1 : 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド . 8 個 の パレ ッ ト に 4096 色 中 の 任意 の 8 色 を 対応 づけ る モ 
= が 。 

2 : 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド . 16 個 の パレ ッ ト に 4096 色 中 の 任意 の 16 色 を 対応 づけ 
の Em ド PC9 


N。。-BASIC(86) の 起動 直後 の パレ ッ ト モ ー ド は 8 色 中 ・8 色 モ ー ド で す . 以降 , く パ レッ トモ ー 
ド >〉 が 指定 され た 場合 に 限り パレ ッ ト モ ー ド が 切り 替わり ます .。 各 モ ー ド に お ける パレ ッ ト と 
カラ ー コ ー ド の 対応 づけ は , 〔2〕 COLOR に よっ て 設定 され ます の で , 参照 し て くだ さい 、. 

C パ レット モー ド > が 指定 され て パレ ッ ト モ ー ド が 切り 替わる と , その た びに パレ ッ ト と カラ 
ー コ ー ド の 関係 は 次 の よう に 初期 化 さ れ ま す . 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 

く < く パレット 番号 > < く カ ラー コー ド > < く パ レッ ト 番 号 > < カラ ー コ ー ド > 
0 0  ( 黒 ) 0 &H0O00  ( 黒 ) 
1 1 (明る い 青 ) 1 & を HOOF (明る い 青 ) 
2 2 (明る い 赤 ) 2 &HOFO (明る い 赤 ) 
3 3 (明る い 紫 ) 3 &HOFF (明る い 紫 ) 
4 4 (明る い 緑 ) 4 &HFOO (明る い 緑 ) 
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〔1〕 COLOR, 〔 2 〕 COLOR 


5 (明る い ぃ 水色 ) 
6 (明る い 黄 ) 
7  ( 白 ) 


4096 色 中 ・16 色 モ ー ド 


< ペレット 番号 > 


0 


っ の の CO トビ 


hi 


< 娘 ラ ー コ ヨー ド 〉 

&HO000  ( 黒 ) 

&HOOF (明る い 青 ) 
&HOFO (明るい 赤 ) 
&HOFF (明る い 紫 ) 

人 &HFOO (明る い 緑 ) 
層 HFOF (明る い 水 色 ) 
層 HFFO (明る い 黄 ) 
&HFFF  ( 白 ) 


13 
14 
15 


&HFOF 
&HEFF0 
人 &HFFF 


&H777 
&H00A 
&HO0A0 
を HO0AA 
&HA00 
&HA0A 
&HAA0 
&HAAA 


(明る い 水 色 ) 
(明る い 黄 ) 
( 白 ) 


(灰色 ) 

(少し 暗い 青 ) 
(少し 暗い 赤 ) 
(少し 暗い 紫 ) 
(少し 暗い 緑 ) 
(少し 暗い 水色 ) 
(少し 暗い 黄 ) 
(少し 暗い 白 ) 


意 : 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド お よび 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド は アナ ログ RGB 対応 ディ スプ レイ 


が 接続 され て いる 場合 の み 有 効 で す . アナ ログ RGB 対応 ディ スプ レイ が 接続 され て い 
な い 場 合 で も , エラ ー に は な り ま せん が , 指定 どおり の 色 は 出 ま せん . 


参照 : 〔【2] COLOR, COLOR@, CONSOLE, サン プル プロ グラ ム 15,。 16 


カラ ー パ レッ ト の 色 を 変更 し ます . 
COLOR〔= ニ (< パレ ッ ト 番 号 >, < カラ ー コ ー ド >〉)〕 
COLOR ニ (2, 4) 


COLOR= ニ (PAL, COL) 


グラ フィ ッ ク 画 面 へ の 色 の 指定 は , すべ て カラ ー パ レッ ト に よっ て 行い ます が 。[〔2JCOLOR 


は , この カラ ー パ レッ ト の 色 を 決め る 命令 で す . 


< く パ レッ ト 番 号 > に は 0 か ら 7( あ る い は 0 から 15) の 8 個 ( あ る い は 16 個 ) の カラ ー パ レッ ト 
の 固有 の 番号 を 指定 し ます . 

く < く カ ラー コー ド > に は , < パレ ッ ト 番 号 > に どの 色 を 対応 づけ る か を 指定 し ます . 

パレ ッ ト の 個数 お よび カラ ー コ ー ド の 値 は ,。 パ レッ トモ ー ド (〔1〕JCOLOR 参照 ) に よっ て 異な 
り ま す 。 各 モー ド に お ける < パレ ッ ト 番 号 > と < カラ ー コ ー ド > の 関係 は 次 の と お り で す . 


[2 〕 COLOR, COLOR@ 


8 色 中 ・8 色 モ ー ド 
0-7 の < パレ ッ ト 番 号 > に 07 の 8 個 の < カラ ー コ ー ド > を 任意 に 指定 し ます . 


4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 
0-C7 の パレ ッ ト 番 号 > に &H000 て &HFFF の 4096 個 の < カラ ー コ ー ド > か ら 任 意 に 指定 
レ 絹 : 赤 。 


4096 色 中 ・16 色 モ ー ド 
0 か ら 15 の < パレ ッ ト 番 号 > に 交 H000-- 称 HFFF の 4096 個 の <・ カ ラー コード > か ら 任 意 に 


指定 し ます . 


どの モー ド に お いて も , パレ ッ ト 番 号 と カラ ー コ ー ド は 任意 に 対応 きせ る こと が で きま す 。 
また , 同じ カラ ー コ ー ド を 複数 の パレ ッ ト に 対応 づ すけ て も か まい ませ ん . 

等 号 (=)。 < パレ ッ ト 番 号 > お よび < カラ ー コ ー ド > を 省略 し て , “COLOR” と する と 。 パレ 
ッ ト と カラ ー コ ー ド の 関係 を 初期 化す る こと が で きま す (DISK モー ド で の み 有 効 )、 パレット 
と カラ ー コ ー ド の 初期 状態 に 関し て は , [1〕 COLOR を 参照 し て くだ さい . 


注意 : 各 モ ー ド に お ける カラ ー コ ー ド の 値 と 色 の 関係 は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 
し て くだ さい 。. 


参照 : 1] COLOR, サン プル プロ グラ ム 15。16 


COLOR @ 


テキ スト 画面 に 書か れ た 文字 な ど に 色 や 機能 を 設定 し ます . 
COLOR@ (X1, Y1) 一 (X2, Y2) 〔,。 < ファ ンク ショ ンコ ー ド >)〕 
文 例 | COLOR@ (0, 0) 一 (79, 4), 2 


COLOR @ は , テキ スト 画面 の キャ ラク タ 座 標 の 2 点 (X1, Y1), (X2, Y2) を 対 角 と する 四角 
形 の 領域 に 書か ん て いる , 文字 や グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タタ に 色 を つけ た り , ブリ ンク な どの 機 
能 を 設定 し た り し ます 。 

(X1。 Y1)。 (X2。Y2) は , 必ず キャ ラク タ 座 標 で な く て は な り ま せん 。 

< ファ ンク ショ ンコ ー ド > は , CONSOLE に よっ て 設定 され て いる モー ド に よっ て 持つ 意味 が 
異な り ま す . この 機能 お よび 指定 の 仕方 は 〔1] COLOR の < ファ ンク ショ ンコ ー ド > の 場合 と 
まっ た く 同 様 で す の で そちら を 参照 し て くだ さい . 省略 され た 場合 は , 7 を 値 と し て 採用 し ま 
導 え 
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COLOR@, COMMON 


この 命令 は , テキ スト 画面 に 書か れ て いる 文字 な ど に 対し て 有効 で す 。 し た が っ て 何 も 書 か 
れ て いな い 場 合 は 何 の 作用 も あり ませ ん . また この 命令 を 実行 し た 領域 の 上 に 新しく 文字 な 
ど を 書い た 場合 , 書か れ た 文字 は この 命令 の 影響 を 受け ませ ん . 

な お , COLOR@ で 指定 し た 領域 内 に 白黒 モー ド で 描か れ た グラ フィ ックス が ある 場合 は , グ 
ラフ ィ ッ クス の 色 も COLOR @ で 指定 し た 色 に 変わ り ま す . カラ ー モ ー ド で 描か れ た グラ フィ 
ックス は , COLOR@ の 影響 を 受け ませ ん . 


参照 : CONSOLE, 〔1〕) COLOR, サン プル プロ グラ ム 33 


COMMON esks-p) 


CHAIN が 実行 され た 際 , メモ リ 上 の プロ グラ ム か ら 。, 実行 の 移さ れ た プロ グラ ム 
に 変数 を 引き 渡し ます . 

COMMON < 変数 名 〉 〔, < 変数 名 > …〕 

COMMON A, B, XY(), NA$ 


COMMON は , CHAIN に よっ て メモ リ 上 の プロ グラ ム か ら デ ィ ス ク 上 の プロ グラ ム に 実行 
を 移す 際 , メモ リ 上 の プロ グラ ム の 変数 を 実行 移さ れ た プロ グラ ム に 引き 渡し ます . な お 。 
CHAIN で MERGE オ プシ ョ ン が 指定 され た と き に は , メモ リ 上 の プロ グラ ム と ディ スク 上 の 
プロ グラ ム と が 連結 きれ た 後 の プ ログ ラム に 変数 を 引き 渡し ます . 

し た が っ て , COMMON は 必ず CHAIN と あわ せ て 使わ れ ま す . また, プロ グラ ム 内 に お い 
て ,。 COMMON は CHAIN の 前 に ある 必要 が あり ます . 

< 変数 名 > は 1 行 の 許す 範囲 (255 バイ ト 以 内 ) で 何 個 で も 並べ る こと が で きま す が , 1 つの プ 
ログ ラム 中 の COMMON で 同じ 変数 名 を 指定 し て は な り ま せん . また 配列 変数 名 は () を 後ろ 
に つけ 加え て 表現 し ます 。 

すべ て の 変数 を 引き 渡し た い の で あれ ば , CHAIN の ALL オプ ショ ン を 使う 方 が 便利 で す 。 


参照 : CHAIN。 サ ンプ ルプ ログ ラム 1.,。 2 


COM ON プ OFF プ STOP 


COM ON プ OFF/STOP 


RS-232C 回 線 か ら の 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 制御 し ます . 
1) COM (< 回 線 番号 >)〕】 ON 

2) COM 〔(〈< 回 線 番号 >)〕 OFF 

3) COM 〔(< 回 線 番号 >) ) STOP 
文 例 COM ON 

COM(2) ON 


RS-232C 回 線 に 外部 か ら の 通信 が 入っ た こと に よる 割り 込み の 許可 。 禁止 , 停止 を 宣言 し ま 
9 

RS-232 C( 第 2 回 線 プ 第 3 回 線 ) イン タフ ェ ー ス ボー ド を 使用 する 場合 , < 回 線 番号 > に 指定 で 
きる 値 と 意味 は 次 の と お り で す . (< 回 線 番号 >) を 省略 (カッ コ も 含む ) し た 場合 は , 第 1 回 線 と 
が の) まり すず: 


1 : RS-232C 第 1 回 線 
2 : RS-232C 第 2 回 線 
3 : RS-232C 第 3 回 線 


RS-232 C( 第 2 回 線 プ 第 3 回 線 ) イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 使用 し な い 場 合 , (< 回 線 番号 >) は 必 
ず カ ッ コ も 含め て 省略 し て くだ さい . 


書式 1) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 , < 回 線 番号 > で 指定 し た RS-232C 回 線 に 受信 が 入る ご と 
に 割り 込み が 発生 し , ON COM GOSUB に よっ て 定義 きれ た 処理 ルー チン に 分 岐 
し ます . 

書式 2) 割り 込み を 禁止 し ます . 以後 , 通信 が あっ て も 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . 

書式 3) 割り 込み を 停止 し ます . 以後 , 通信 お が あっ て も その こと を 覚え て いる だ け で , 処理 ルー 
チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 後 , COM ON に よっ て 割り 込み が 許可 さ 
れる と, 前 に 通信 お が あっ た こと に よっ て , 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


注意 : プロ グラ ム の 終了 時 に は COM OFF を 実行 し て お いて くだ さい .。 COM ON は , RS- 
232C 回 線 を OPEN し た 後 実 行き され ね ば 有効 と な り ま せん . 
な お , 割 り 込 み 処 理 ル シー チン に 制御 が 移る と 自動 的 に 割り 込み 停止 状態 と な り ま す の で , 
割り 込み 処理 ルー チン の 先頭 で は COM OFF ある い は COM STOP を 実行 し な いで 
くだ さい 、。 


参照 :ON COM GOSUB 
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CONSOLE, CONT 


CONSOLE 


テキ スト 画面 モー ド の 設定 を 行い ます . 

CONSOLE 〔< ス クロ ー ル 開始 行 >)】 〔, < スク ロー ル 行 数 >) 〔(, < ファ ンク ショ ン 
キー 表示 スイ ッ チ >〕 〔, < カラ ー ノ 白黒 スイ ッ チ >〕 

文 例 CONSOLE 0, 24, 0, 1 
CONSOLE ,, 1, 0 


< く ス クロ ー ル 開始 行 > で 指定 し た 行 以降 の ,。 < スク ロー ル 行 数 > で 指定 し た 行 数 分 を , 画面 上 
で スク ロー ル す る 領域 (スク ロー ル 画 面 ) と し て 設定 し ます . 画面 の クリ ア (CLS ある い は 
PRINT CHR$(12) ) は ,。 この スク ロー ル 画 面 に 対し て 実行 され ます . 

<〈 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 ス イッ チ > に 1 を 指定 する と , 画面 最 下 行 に ファ ンク ショ ン キ ー に 
定義 され て いる 文字 列 を 表示 し ます . 0 を 指定 する と , 表示 を と りや め ま す . 起動 直後 は 表示 さ 
れる 状態 に な っ て いま す . 

く < カラ ー グ 白黒 スイ ッ チ > に 1 を 指定 する と 。 テキ スト 画面 を カラ ー モ ー ド に し , 0 を 指定 す 
る と 白黒 モー ド に し ます . 起動 直後 は 白黒 モー ド に な っ て いま す . 


参照 : 〔1) COLOR, COLOR@, サン プル プロ グラ ム 33 


CONT | 


[STOP キー ある い 同 CTRL |+| C| の 入力 , また は STOP に よっ て 停止 し た プロ グ 


ラム の 実行 を 再開 し ます . 
書 式 CONT 
CONT 


CONT は 通常 デパ ッ グ の た め に 用 いら れ ま す . |STOP| キ ー( ま た は |CTRL+| C) の 入力 や , 
プロ グラ ム 中 の STOP の 実行 に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 停止 する と 。 ダ イレ クト モー ド で 停 
止 時 に お ける 変数 の 内 容 な ど を 調べ る こと が で きま す . この 後 ,CONT を 実行 する こと に より , 
プロ グラ ム の 実行 を 再開 する こと が で きま す . 


注意 : 実行 停止 中 に プロ グラ ム 内 容 の 変更 を 行っ た 場合 に は , CONT に よる 継続 実行 は で きま 
せん . また 。, 実行 停止 の タイ ミン グ に よっ て は プロ グラ ム の 継続 実行 が で き な い 場合 も 
あり ます 。 


COPY 


COPY 


画面 情報 の ハー ドコ ピー を 行い ます . 
COPY (< 機能 >〕 
COPY 2 

COPY 


2 種類 の 画面 ハー ド コピ ー 機 能 が 用 意 さ きれ て いま す . 


(1) 通常 の 画面 ハー ドコ ピー 機能 を 使用 する 場合 . 
< 機能 > に 指定 で きる 値 は 1 一 5 で ,. それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . < 機能 > が 省略 され た 場合 。 
3 を 値 と し て 採用 し ます . 


1 : テキ スト 画面 の み を 出力 . 

2 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 出力 . 

3 : テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 重ね 合わ せ て 出力 . こ の と き テ キス ト 画 面 の 
情報 は プリ ンタ の 印字 体 で 出力 され る . 

4 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 縦 方 向 に 縮小 し て 出力 . 640 メ X200 モ ー ド の 場合 に 有効 . 

5 : テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 重ね 合わ せ , さら に 縦 方 向 に 縮小 し て 出力 . 
640X200 モー ド の 場合 に 有効 . 


注意 : PC-PR201 系 プリ ンタ を 使用 する 場合 は ,。 ユー ティ リティ switch.n88” を 使っ て “PC 
-PR201 系 プリ ンタ の 使用 ” を 設定 し て お いて くだ さい .。 


(2) 拡張 画面 ハー ド コピ ー 機 能 を 使用 する 場合 (DISK モー ド の み ). 

あら か じ め ユ ー テ ィ リ ティ “switch.n88” を 使っ て 拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 を 使う こと を 
設定 し て お いて くだ さい 。 

< 機能 > に 指定 で きる 値 は 1ー5 で , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . < 機能 > が 省略 され た 場合 , 
3 を 値 と し て 採用 し ます . 

な お , 4, 5 の 機能 は カラ ー 出 力 の 場合 の み 有 効 で す . 


1 : テキ スト 画面 の み を 出力 . 
2 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 出力 (カラ ー 出 力 の 場合 , 白黒 が 反転 きれ る ). 
3 : テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て 出力 (カラ ー 出 力 の 場合 , 白黒 が 反 


転 さ きれる). この と き テ キス ト 画 面 の 情報 は 画面 の ドッ トイ メー ジ で 出力 され る . 
4 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を 出力 (白黒 は 反転 きれ な い ) (カラ ー 出 力 用 ). 
5 : テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 合成 し て 出力 (白黒 は 反転 きれ な い )( カ ラー 
出力 用 ). 
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COPY, COS, CSNG 


PC-PR601 系 プリ ンタ を 使用 する 場合 。 上 記 の 1 一 3 の 機能 に 対し て , 印字 方 向 や 印字 倍率 を 
指定 する こと が で きま す . 詳し く は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


注意 : PC-PR201 系 また は PC-PR601 系 プリ ンタ を 使用 する 場合 は 。 ユー ティ リティ \switch. 
n88” を 使っ て ヾ PC-PR201 系 プリ ンタ の 使用 ′ を 設定 し て お いて くだ さい . 
また , カラ ー 出 力 を 行う 場合 , 次 の 準備 が 必要 で す . 
@ PC-PR201V 系 カラ ー プ リン タ を 接続 する 
@ ユ ー テ ィ リ ティ “switch.n88′ で カラ ー 出 力 を 行う こと を 設定 する 
詳し く は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 
高 分 解 能 白黒 モー ド で 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド に お いて , ディ スプ レイ ペー ジ が ペー ジ 4 
か 8 を 含ん で いる 場合 は , 拡張 画面 ハー ドコ ピー 機能 を 使用 し て くだ さい . 


下 COS(< 数 式 >) 
I X ニ RADIUS * COS(ANGLE) 
PRINT COS(3.14159 ノ 4) 


COS 
余弦 (コサイン ) を 得 ま す . 


< 数 式 > の 値 に 対す る 余弦 値 を 得 ま す . < 数 式 > の 単位 は ラジ アン で 指定 し ます . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 , 得 ら れる 値 は 倍 精度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す 。 


参照 : ATN, SIN、。TAN,。 サ ンプ ルプ ログ ラム 6, 30 


CSNG 間 


整数 値 , 倍 精 度 実数 値 を , 単 精度 実数 値 に 変換 し ます . 
CSNG(< 数 式 >) 
文 例 A!=CSNG(B# ン 4) 

PRINT CSNG(128%) 


< 数 式 > の 値 を 有効 数 字 6 桁 の 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 得 ま す . 結果 の 値 が ー1.70141E 十 
38--1.70141E 十 38 の 範囲 に な い 場 合 は , ヾ Overflow” エラ ー に な り ま す . 


参照 : CINT,。CDBL 


8 


CSRLIN, CVIL プ CVS プ CVD 


CSRLIN 間 


現在 の カー ソル の 行 位置 を 得 ます . 
CSRLIN 
Y=CSRLIN 


現在 の カー ソル の 行 (垂直 ) 位 置 を キャ ラク タ 座 標 で 得 ま す . 値 の 範囲 は 25 行 モ ー ド で は 0 
て 24, 20 行 モ ー ド で は 0 一 19 と な り ま す . 得 ら れる 値 は , 画面 の 最上 行 が 0, 最 下 行 が 24( ま た 
は 19) を 意味 し ます . 


参照 : POS。 サ ンプ ルプ ログ ラム 10 


CVI プ CVS/CVD 間 数 


文字 列 を 数 値 デ ー タ に 変換 し ます . 
1) CVI(<2 文字 の 文字 列 >) 
2) CVS(<4 文字 の 文字 列 >) 
3) CVD(<8 文字 の 文字 列 >) 
文 例 A% 三 CVI(A$) 


B=CVS("A3Bd") 
C#ーCVD (NUM$) 


これ ら の 関数 は , MK1I$ プ MKS$/MKD$ の 各 関 数 を 用 いて ラン ダム デー タフ ァイル に 書き 
込ま れ た 文字 型 化 数 値 デ ー タ を , 数 値 デ ー タ に も どす 際 に 使用 し ます . 


CVI ・ 2 文字 (2 バイ ト ) の 文字 列 を 整数 値 に 変換 (MKI$ の 逆 ). 
CVS  : 4 文字 (4 バイト) の 文字 列 を 単 精度 実数 値 に 変換 (MKS$ の 逆 ). 
CVD  : 8 文字 (8 バイト) の 文字 列 を 倍 精度 実数 値 に 変換 (MKD$ の 逆 ). 


実際 に ラン ダム デー タフ ァイル か ら 数 値 デ ー タ を 読み 込む 際 に は , まず GET で フィ ー ル ド 
変数 に 文字 型 化 数 値 デ ー タ を 読み 込み , 次 に これ ら の 関数 を 用 いて 数 値 デ ー タ に 変換 し ます . 


参照 : MKI$ プ MKS$ プ MKD$, サン プル プロ グラ ム 27 
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DATA, DATE$ 


DATA | 


READ で 読み 込ま れる 数 値 定 数 , 文字 定数 を 定義 し ます . 
DATA < 定数 > 〔, < 定数 > …〕 
DATA 1, CBA, 1465 


< 定数 > に は 文字 型 か 数 値 型 の デー タ を 指定 し ます . READ で 読み 込む 場合 , DATA で 指定 
し た 文字 定数 は 文字 変数 に 読み 込ま な く て は な り ま せん が , 数 値 定数 は 文字 変数 , 数 値 変数 の 
ぃ いずれ に 読み 込む こと も で きま す . 但し , 定数 式 は 使え ませ ん . 

DATA 行 中 に は , 1 行 (255 バ イト ) に 入る だ け の デー タ を セッ ト す る こと が で きま す . デー タ 
は コン マ (,) に よっ て 区 切り ます が , 文字 定数 で 。 その 中 に コン マ や ピリ オド (.), 意味 の ある 
空白 を 置き た い 場合 , お よび 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 で ある 場合 は , その 文字 定数 の 前 後 を ダ 
ブル クォーテーション (") で くく る 必要 が あり ます .。 

1 つの プロ グラ ム に は 任意 の 数 の DATA 行 を 置く こと が で きま す . DATA 行 は プロ グラ ム 
中 の どこ に 置い て も か まい ませ ん . READ は 行 番号 の 小さ い 方 か ら 順 番 に , DATA 行 中 の デー 
タ を 読み 込ん で いき ます . 


参照 : READ, RESTORE, サン プル プロ グラ ム 3, 14 


DATE$ 間 数 


日 付 を 得 ます . 

1)DATE$ 
2)DATE$="yy プ mm グ dd" 

A$=DATES 
DATE$="87 プ 12 ブ 12" 


DATE$ に は 常に 現在 の 日 付 が "yy プ mm ン dd"( 年 月 日 ) の 形 で 入れ られ て お り , いつ で 
も その 内 容 を 見 る こと が で きま す . 

な お , 書式 2) を 用 いる こと に より , 日 付 を 変更 する こと も で きま す .。 yy に は 00-99, mm に 
は 01 一 12。 dd に は 0131 の 範囲 の 整数 値 を 指定 し ます . yy, mm, dd は , それ ぞ れ バン ”( ス 
ラッ シュ ) で 区 切る よう に し て くだ さい 。 


注意 : 日 付 は 。 バッ テリ ーー バックアップ に よっ て 自動 的 に 更新 され , 正しく 維持 され る よう に 
な っ て いま す 。 不 用意 に 日 付 を 変え を いよ うに し て くだ さい . 


参照 : TIME$ 
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DEF FN 


DEF FN | 


利用 者 定義 関数 を 指定 し ます . 
DEF FN< 名 前 >(( く < パラ メー タリ スト 〉)〕 三 < 関数 の 定義 式 > 
DEF FNA(X, Y) ニ X*2+Y*3 


DEF FN は , 利用 者 が 使う こと の で きる 関数 を 定義 する 命令 で す . 定義 する 関数 は , 数 値 関 
数 文字 関数 , その 混在 の いずれ で も か まい ませ ん . 

DEF FN は 。 プロ グラ ム 中 で し か 実行 する こと は で きま せん . 

< 名 前 > は 変数 名 と し て 正しい 形 を し た も の で な けれ ば な り ま せん . 

< く パ ラメ ー タ リス ト > に は , < 関数 の 定義 式 > の 中 で 使わ れ て いる 変数 と お な じ 名 前 の 変数 を 
用 いま す . この 変数 名 は < 関数 の 定義 式 > を 評価 する 際 に の み 有 効 な も の で あり , プロ グラ ム 
中 に 同一 名 の 変数 が あっ て も か まい ませ ん . 

く 関数 の 定義 式 > は , その 関数 の 演算 内 容 を 記述 する 式 で , 1 行 の 範囲 (255 バイ ト 以 内 ) に 限 
られ ます .。 

定義 し た 関数 は 「FN 名 前 (変数 )」 と いう 形 で 呼び 出し て 使い ます . 定義 し た と き の 変 数 は 仮 
の も の で ある た め , 呼び 出す と き に は その 時 々 で 必要 な 変数 に 変え て 指定 する こと が で きま す . 
た だ し , 変数 の 型 は 同一 で な けれ ば な り ま せん . 


注意 : DEPF FN の < 関数 の 定義 式 > 中 で 使わ れ て いる 変数 が 。 < パラ メー タリ スト > 内 に な い 
場合 は , その 変数 が その 時 点 で 持っ て いる 値 が 使わ れ ま す . 
DEF FN は , これ に よっ て 定義 され る 関数 が プロ グラ ム 中 で 呼ば れる 前 に 実行 され て 
いな けれ ば な り ま せん . 
DEF FN は , DEF と FN の 間 に 必ず スペ ー ス を 入れ な けれ ば な り ま せん . ス ペー ス を 省 
略し て DEFFN と する と 変数 と し て 扱わ れ て し まい ます . 
DEF FN に 関す る エラ ー が 検出 され た 場合 , エ ラー 発生 行 は . ふつ うそ の 定義 関数 を 呼 
び 出 し た 行 と な り ま す . し か し , < 関数 の 定義 式 > の 評価 中 に エラ ー が 検出 され た 場合 , 
エラ ー 発 生 行 は , その 定義 関数 を 定義 し た DEF FN の 含ま れ て いる 行 と な り ま す . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 39 
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DEFINT ン DEFSNG プ DEFDBL プ DEFSTR, DEF SEG 


DEFINT/DEFSNG/DEFDBL/DEFSTR 


変数 の 型 宣言 を 行い ます . 
1) DEFINT < 文字 の 範囲 > 〔, < 文字 の 範囲 > …〕 
2) DEFSNG < 文字 の 範囲 > 〔, < 文字 の 範囲 > …〕 
3) DEFDBL < 文字 の 範囲 > 〔, < 文字 の 範囲 > …〕 
4) DEFSTR < 文字 の 範囲 > 〔, < 文字 の 範囲 > …〕 
DEFINT A, | 一 K 
DEFSNG B 
DEFDBL XーZ 
DEFSTR LN, O 


く 文字 の 範囲 > で 指定 され た 文字 で 始ま る 変数 を , DEFINT で は 整数 型 に 。 DEFSNG で は 上 単 
精度 実数 型 に 。DEFDBL で は 倍 精 度 実数 型 に 。 DEFSTR で は 文字 型 に それ ぞ れ 定義 し ます . 

< 文字 の 範囲 > で 指定 で きる 文字 は 英字 1 文字 で , 複数 個 指定 する 場合 は マイ ナス 記号 で つ な 
いで その 範囲 を 示し ます . 


注意 : この 命令 に よっ て 行わ れる 型 宣言 より , 型 宣言 文字 に よる 指定 (%, !,  $) の 方 が 優先 
され ます . また , 型 宣言 が 行わ れ て いな い 文 字 で 始ま り , 型 宣言 文字 に よる 指定 も され 
て いな い 変 数 は , すべ て 単 精度 変数 と みな され ます 。 


参照 : サン プル プロ グラ ム 4 


DEF SEG | 


セグ メン トペ ベー ス を 宣言 し ます . 
DEF SEG ニ = < セグ メン トペ ベー ス > 
DEF SEG=&H9E00 


BSAVE, BLOAD, PEEK, POKE な どの 命令 で メモ リ の アド レス を 指定 する 場合 に は , ま 
ず 。, ア クセ ス し よう と する メモ リ 空 間 を 含む セグ メン ト を , DEF SEG で あら か じ め 宣 言 する 
必要 が あり ます . そし て , 実際 の メモ リ の アド レス の 指定 の 際 に は , 該当 する セグ メン ト 内 で 
の 相対 アド レス で 指定 し ます . 

< セグ メン ト ベ ー ス > に は , セグ メン ト の 物理 アド レス を 16 で 割っ た 値 を 指定 し ます . 

各 変 数 や 各 配 列 が 記憶 きれ て いる セグ メン ト ベ ー ス は , VARPTR 関数 に より 得る こと が で 
きま す .。 なお, 配列 に つい て は 配列 ご と に 別 セ グ メ ント と な っ て いま す の で 。 複数 の 配列 の 要 
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DEF SEG, DEF USR, DELETE 


素 あ る い は 配列 要素 と 変数 に アク セス する 場合 に は , その つど セグ メン トペ ー ス を 切り 換え て 
アク セス する こと が 必要 と な り ま す 。 


注意 : DEF SEG は , DEF と SEG の 間 に 必ず スペ ー ス を 入れ な けれ ば な り ま せん .。 スペース 
を 省略 し て DEFSEG と する と 変数 と し て 扱わ れ て し まい ます . 


参照 : BLOAD, BSAVE, CLEAR, DEF USR, PEEK, POKE, VARPTR 


DEF USR | 


USR で 呼び 出す 機械 語 関数 の 番号 と 実行 開始 アド レス を 定義 し ます . 
DEF USR(< 番 号 >} ニ < 開始 アド レス > 
DEF USR3=&HF000 


< 番号 > は , 0 一 9 まで の 値 で , 複数 の 機械 語 関数 を 用 いる 場合 の 識別 を 行い ます . 最大 10 個 
まで の 機械 語 関数 を 準備 。 利 用 する こと が で きま す . < 番号 > が 省略 され た 場合 に は 0 と 解釈 さ 
れ ま す の で , USR0 と USR は 同じ 意味 と な り ま す . 

く 開始 アド レス > は , < 番号 > に よっ て 指定 され る 機械 語 関数 の 実行 開始 番地 を , 直前 に 実行 
され た DEF SEG で 指定 され た セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス で 指定 し ます . 

な お , USR で 呼び 出し た い 機 械 語 関数 は , あら か じ め メ モリ 上 に 用 意 し て お か な く て は な り 
ませ ん 。 この た め に は , POKE や BLOAD を 用 いる こと が で きま す . 


注意 : DEF USR は , DEF と USR の 間 に 必ず スペ ー ス を 入れ な けれ ば な り ま せん . スペ ー ス 
を 省略 し て DEFUSR と する と 変数 と し て 扱わ れ て し まい ます 。 


参照 : BLOAD, BSAVE, CLEAR, DEF SEG, POKE, USR 


DELETE 


プロ グラ ム の 部 分 削除 を 行い ます . 
DELETE | < 始点 行 番号 > 〔 一 < 終点 行 番号 >〕 
0 
文 例 DELETE 1050 
DELETE *START-*SUB 
DEEETE . 一 500 
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DELETE, DIM 


< 始点 行 番号 > から < 終点 行 番号 > まで の プロ グラ ム を 削除 し ます . < 始点 行 番号 〉 だ け を 指 
定 し た 場合 は その 行 だ け を 削除 し , マイ ナス 記号 以下 < 終点 行 番号 > を 指定 し た 場合 に は , プ 
ログ ラム の 先頭 か ら 指定 行 ま で を 削除 し ます . 

な お , <〈 始 点 行 番号 > お よび < 終点 行 番号 > の 両方 と も 省略 する こと は で きま せん . 

< 行 番号 > に ピリ オド (.) を 指定 する と BASIC イン タプ リタ 内 の ポイ ンタ が 示し て いる 現在 
行 を 指定 し た こと に な り ま す . 実際 に は , LIST コマ ンド で 最後 に 表示 され た 行 や , 編集 機能 で 
最後 に 修正 され た 行 が 現在 行 と な り ま す . 


了 和 ao 


配列 変数 の 要素 の 大 き さ を 指定 し , メモ リ 領 域 に 割り 当て ます . 

DIM < 変数 名 > (< 添字 の 最大 値 > 〔, < 添字 の 最大 値 > …〕) 〔, < 変数 名 > (< 添字 の 
最大 値 > 〔, < 添字 の 最大 値 > …〕)…)〕 

DIM A(12, 2), B$(3) 


注 陵 | | 
に 潜 | 嘩 


DIM は , 配列 変数 の 添字 の 最大 値 を 設定 し , 同時 に メモ リ 上 に その 配列 の 領域 を 割り 当て ま 
2 

< 変数 名 > に は , 変数 名 と し て 正しい 形 を し た も の を 指定 し ます . 

< 添字 の 最大 値 > に は , 配列 の 要素 を 示す 添字 の , 最大 値 を 指定 し ます . 添字 の 最小 値 は , 
OPTION BASE に よっ て , 0 か 1 に 指定 する こと が で きま す . 実際 に 割り 当て られ る 配列 の 
要素 の 数 は , OPTION BASE が 1 の と き は < 添字 の 最大 値 > に 等 し く , OPTION BASE が 
0 の と き は < 添字 の 最大 値 > 填 1 と な り ま す . 

な お , OPTION BASE を 指定 し な いで DIM を 使用 し た 場合 , 添字 の 最小 値 は 0 と な り ま す . 

< 添字 の 最大 値 > を 複数 個 指 定 す る と, 個数 分 の 次 元 を も つ 配 列 変数 の 指定 と な り ま す . 1 行 
中 (255 バイ ト ) に 表記 で きる 範囲 で あれ ば , 次 元 数 は いく つと っ て も か まい ませ ん . 

た だ し , 配列 の 要素 数 お よび 次 元 数 は , メモ リ 容 量 の 制限 を 受け ます 。 配列 変数 の と る メモ 
リ 領域 が 大 きす ぎる と , ヾ Out of memory′” エラ ー と な り ま す . 

数 値 配列 の 場合 。 1 個 の 配列 に 対し て 指定 で きる 要素 の 数 は , 整数 型 で 32767 個 , 単 精度 実 
数 型 で 16383 個 , 倍 精度 実数 型 で 8191 個 ま で で す . 

DIM が 実行 きれ た 時 点 で 。 その 配列 の すべ て の 要素 の 値 は 0( 文 字 型 の 場合 は ヌル スト リン 
グ ) に 設定 され ます . 

配列 変数 を 消去 する に は , ERASE を 用 いま す . 


注意 : 設定 され た 最大 値 よ り 大 き な 値 の 添字 が 用 いら れ た 場合 は , “Subscript out of range" 
エラ ー が 起こ り ま す . 
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DIM, DRAW 


DIM で 宣言 し な く と も 配列 変数 を 用 いる こと が で きま す が , その 場合 , 添字 の 最大 値 は 
10 まで (OPTION BASE が 0 で も 1 で も か まわ な い ) 使 用 で きま す . 


参照 : ERASE, OPTION BASE サン プル プロ グラ ム 5 


RAW eisks-p) 


グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ コ マン ド 列 に 従っ て , ワー ルド 座標 上 で 図形 を 描き ます . 
DRAW < 文字 列 式 > 
文 例 DRAW "D50R50U50L50" 


DRAW “CZ7T150, 50Z=TILE$ :“" 


DRAW で は , 複数 の グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ コ マン ド を 使っ て 図形 を 描き ます . < 文字 列 式 > 
内 に 指定 可能 な グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ コ マン ド は 。 一 般 的 に は 次 の よう な 形式 で す 。 


(< 修飾 子 >] < 識別 子 > 【(< パ ラメ ー タ 1>〕 〔, < パラ メー タ 2>〕 … 


(1) 修飾 子 
< 修飾 子 > と し て は , B お よび N を 指定 する こと が で きま す . < 修飾 子 > は < 識別 子 > の 補助 
的 な 役割 を 果たす も の で ,。 次 の よう な 意味 を も ち ま す . 


B < 識別 子 > で 示さ れる サブ プ コ マン ド の 実行 は 実際 に は 行わ ず , LP( 最 終 参照 点 ) の み を サ 
プ ブ コ マン ド 実 行 後 の 値 に し ます . 


N < 識別 子 > で 示さ れる サブ コマ ンド 実行 後 、 LP を (0。0) と し ます . 


な お , B お よび N を 同時 に 指定 し た 場合 は , < 識別 子 > で 示さ れる サ プ コ マン ド の 実行 は 行わ 
れず 。LP が (0。0) と な り ま す 。 


(2) 識別 子 と パラ メー タ 
く 識別子 > は ,。 いろ いろ な 描画 機能 を 表す も の で , 英字 1 文字 の サ プ コ マン ド で 指定 し ます . 
< ぐ パ ラメ ー タ 1>。 < パラ メー タ 2> は 。 各 サ プ ブ コ マン ド に 対応 し た 数 値 定数 また は 変数 で , 以 
下 の 形 式 で 指定 し ます . 


< 数 値 定数 > 〔 : 〕 
また は , 


< 変数 > : 
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数 値 定数 と し て 指数 形式 を 用 いる こと は で きま せん . また , 16 進 表記 で 数 値 定数 を 表す 場合 
に は , その 後に 必ず , セミ コロ ン ( : ) を つけ な けれ ば な り ま せん . 

変数 を 指定 する 場合 は , その 直前 に は 等 号 (= ニ ) を , 直後 に は セミ コロ ン ( : ) を , それ ぞ れ 必 
ずつ ける よう に し て くだ さい 。 


く < 識別 子 > に 指定 する サ プ コ マン ド と その < パラ メー タ > に つい て 以下 に 説明 し ます . 


A < パラメータ 1> 
グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ コ マン ド の 現 座標 系 を , く < パ ラメ ー タ 1> に 0 一 3 まで の 整数 値 を 指定 す 


る こと に より 。, 0 
(0 (3③) 


) 
(0.0) 且 4 ,0) 


(0.0) (0.0) 
1: ド に よっ て 規定 され た 座標 系 は DRAW の グラ フィ ッ ク 描 画 二 2Hry ド 全 和 


し て の み 有 効 な も の で , ワー ルド 座標 系 が 変化 する わけ で は あり ませ ん . 
初期 状態 で は , < パラ メー タ 1> の 値 は 0 と な っ て いま す . 


C < パラ メー タ 1> 

グラ フィ ッ ク 描 画す サ プ コ マン ド に よっ て 描画 され る 図形 の パレ ッ ト 番 号 を 規定 し ます . く パラ 
メー タ 1> に は パレ ッ ト 番 号 を 指定 し ます . C サ プ コ マン ド に よっ て 規定 され た パレ ッ ト 番 号 
は , グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ コ マン ド に 対し て 有効 な も の で あり , フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 変 
更 す る も の で は あり ませ ん . 

初期 状態 で は , < パラ メー タ 1> の 値 は フォ アグ ラウ ンド カラ ー と な っ て いま す .。 


D < パラ メー タ 1> 
LP か ら , 現 座標 系 の Y 軸 に 沿っ て パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 だ け 正 の 方 向 へ 移動 し た 
点 ま で 直線 を 描画 し ます . スケ ー ル 値 に つい て は ,S サブ プ コ マン ド を 参照 し て くだ さい . 


E < パラ メー タ 1> 
LP か ら ,。 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 だ け 正 の 方 向 に 。 さら に 
Y 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 負 の 方 向 に 移動 し た 点 ま で 直線 を 描画 し ます 。 


F < パラ メー タ 1> 
LP か ら 。 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 だ け 負 の 方 向 に 。 さら に 
Y 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 負 の 方 向 に 移動 し た 点 ま で 直線 を 描画 し ます . 
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G < パラ メー タ 1> 
LP か ら 。 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て < ぐ パ ラメ ー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 だ け 負 の 方 向 に 。 さら に 
Y 軸 に 沿っ て パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 正 の 方 向 に 移動 し た 点 まで 直線 を 描画 し ます . 


H < パラ メー タ 1> 
LP か ら ,。 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て ぐ パ ラメ ー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 だ け 正 の 方 向 に 。 さら に 
Y 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 正 の 方 向 に 移動 し た 点 ま で 直線 を 描画 し ます . 


L < パラ メー タ 1> 
LP か ら , 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 だ け 負 の 方 向 へ 移動 し た 
点 ま で 直線 を 描画 し ます . 


M < パラ メー タ 15。 く パラメータ 2②〉 
LP か ら , ワー ルド 座標 系 の 座標 = < パラ メー タ 1>。Y 座標 = < パラ メー タ 2> の 点 ま で 
直線 を 描画 し ます . 


EKY 芝 メー タ / 32 

LP を 含み 。 く < パラ メー タ 1> で 指定 し た パレ ッ ト 番 号 で 描か れ た 境界 線 で 囲ま れ た 領域 を , 色 
また は タイ ルス トリ ング で ぬり つぶ し ます . < パラ メー タ 1> が 省略 され た 場合 に は , C サ プ コ 
マン ド で 指定 され て いる パレ ッ ト 番 号 が 採用 され ます . P サ プ コ マン ド を 実行 する と き は , LP 
は ウィ ンド ウ 内 に な けれ ば な り ま せん .P サ プ コ マン ド に よっ て ぬり つぶ し を 行う 際 の , 色 や タ 
イル スト リン グ の 指定 方 法 に つい て は , ZZ サ プ コ マン ド を 参照 し て くだ さい 。 


0Q < パラ メー タ 1〉,。 < パラ メー タ 2> 

LP か ら 。 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 , Y 軸 に 沿っ て < パラ メ 
ー タ 2> メ スケ ー ル 値 分 それ ぞ れ 正 の 方 向 へ 移動 し た 点 ま で を 対角線 と する 長方形 を 描画 し ま 
す . 


R < パラ メー タ 1> 
LP か ら , 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 正 の 方 向 に 移動 し た 点 ま 
で 直線 を 描画 し ます . 


S < パラ メー タ 1> 
グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ コ マン ド で 指定 され る 相対 位置 の パラ メー タ の スケ ー ル 値 ( 倍 率 ) を 規 


定 し ます . < パラ メー タ 1> は スケ ー ル 値 を 表し , 0 より 大 き な 値 で な けれ ば な り ま せん . 
初期 状態 で は , < パラ メー タ 1>〉 の 値 は 1 と な っ て いま す . 
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T < パラ メー タ 1>, < パラ メー タ 2> 

Q サ プ コ マン ド と 同様 に し て 長方形 を 描画 し た 後 。 その 内 部 を ぬり つぶ し ます . エサ ブ コ マ 
ンド に よっ て ぬり つぶ し を 行う 際 の , 色 や タイ ルス トリ ング の 指定 方 法 に つい て は ,Z サブ コマ 
ンド を 参照 し て くだ さい . 


U < パラ メー タ 1> 
LP か ら , 現 座 標 系 の Y 軸 に 沿っ て , < パラメータ 1> メ スケ ー ル 値 分 負 の 方 向 に 移動 し た 点 ま 
で 直線 を 描画 し ます . 


W「 ⑦ パ ラメ ー ク タ 1》 < パラ メー タ 2〉 
LP か ら , 現 座標 系 の X 軸 に 沿っ て < パラ メー タ 1> メ スケ ー ル 値 分 , Y 軸 に 沿っ て < パラ メ 
ー タ 2> メ スケ ー ル 値 分 それ ぞ れ 正 の 方 向 へ 移動 し た 点 ま で 直線 を 描画 し ます . 


淡く が ラメ ー タ 1〉 

< パラ メー タ 1> で 指定 され る 文字 変数 内 の グラ フィ ッ ク 描 画 サ プ ブ コ マン ド 列 に 従い 図形 を 描 
画 し ます . 文字 列 変数 内 に , 再び X サブ プ コ マン ド を 含め る こと も 可能 で す .。 な お , < パラ メー タ 
1> に は , 必ず "= < 文字 変数 >: "の 形 を 使用 し て くだ さい . 


Wi パウ ヴ プー タ 1 

D, E, F, G, HH, L, M,。Q,。R,U お よび W サブ コマ ンド で 描画 する 直線 また は 長方形 の 
ライ ンス タイ ル を 規定 し ます . < パラ メー タ 1> は , 層 H0-- 巡 HFFFF の 範囲 の 整数 で な けれ ば 
な り ま せん 。 ライ ンス タイ ル の 内 容 に つい て は , LINE を 参照 し て くだ さい . 

初期 状態 で は , < パラ メー タ 1> の 値 は &HFFFF と な っ て いま す . 


Zs 2% ラ メー タ -1〉 

お よび P サ プ コ マン ド で ぬり つぶ す 際 の , ぬり つぶ し の 色 ま た は タイ ルス トリ ング に よる 
模様 を 規定 し ます . < パラ メー タ 1> は , パレ ッ ト 番 号 ほ また は タイ ルス トリ ング が 格納 され て い 
る 文字 列 変数 で な けれ ば な り ま せん . た だ し , タイ ルス トリ ング を 指定 する 場合 は , 必ず " ニ < 文 
字 変 数 > : "の 形 を 使用 し て くだ さい . タイ ルス トリ ング に つい て は , 〔2〕JPAINT を 参照 し て く 
だ さい 、。 

初期 状態 で は ,C サ ブ コ マン ド に より 規定 され る パレ ッ ト 番 号 (C と サブ コマ ンド を 実行 し て い 
な いと き は フォ アグ ラウ ンド カラ ー) と な っ て いま す . 


D。E, F。G, 本 , 上 ,。 M,。Q, R,。 エ ,。U り お よび W サブ コマ ンド の 実行 で は , 修飾 子 と し て 
N が 指定 され て いな い 限 り ,LP は 指定 され た 点 に 移り ます .。A, C, P,S,。Y お よび Z サ プ コ 
マン ド の 実行 で は LP は 変化 し ませ ん . 
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また , A,。C,S,。Y お よび Z ク サブ プ コ マン ド の 指定 は , 指定 の ある DRAW だ け で な く , 以降 
の DRAW に も その 指定 が 引き 継が れん ま す . これ ら の 指定 は , SCREEN を 実行 する と 初期 状態 
に も どり ます 。 


参照 : LINE, 〔2〕 PAINT。 サ ンプ ルプ ログ ラム 17 


DSKF esks-p) 関 数 


ディ スク に 関す る 情報 を 得 ます . 
DSKF (< ドライブ プ 番 号 > 〔, < 機能 >〕) 
文 例 PRINT DSKF(1) 


SECTORS= ニ DSKF(2, 1) 


< ドラ イブ 番号 > で 指定 され た ディ スク に 関す る 情報 を 得 ます . 
< 機能 > は 値 と し て 得 よ うと する 情報 の 種類 を 決定 する も の で , 次 の よう に 指定 し ます . 


省略 ドラ イブ の 残り 容量 (クラ スタ 単位 ) 

最大 トラ ッ ク 番 号 ( ニ = サー フェ ス 当 た り の トラ ッ ク 数 一 1) 
1 トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 

最大 サー フェ ス 番 号 (ディ スク の サー フェ ス 数 一 1) 
1 クラ スタ 当り の トラ ッ ク 数 

クラ スタ 総数 

ディ レク トリ トラ ッ ク 番 号 

1 クラ スタ 当り の セク タ 数 

FAT の 開始 セク タ 番 号 

FAT の 終了 セク タ 番 号 

FAT の 数 

ディ スク 属性 の 入っ て いる セク タ 夕 番号 


o oo の go ょ oo ロロ o 坦 


ォ ー 
一 】 


ドラ イブ の 種類 や ディ レク トリ , FAT な ど に つい て は 。 BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参 
照 し て くだ さい 、。 
注意 ・SCSI 固定 ディ スク の 場合 に 得 ら れる 値 は 。 ディス ク 中 の 各 ド ライ ブ 内 の 相対 的 な 値 で す . 
・ 従 来 イ ンタ フェ ー ス 固定 ディ スク の 場合 。 < 機能 > 省略 時 に 得 ら れる 値 は 、 ディ スク 中 の 
ドラ イブ に 関す る 値 で す . 
・5 イ ンチ 1D/2D フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 , < 機 能 > 3 で 得 ら れる 値 は ,、 1 トラック 当 
り の クラ スタ 数 で す . 


参照 : DSKI$, DSKO$ 
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DSKI$ esk=- ド ) 関 数 


ディ スク か ら 直 接 , デー タ を 読み 出し ます . 
DSKI$(< ド ライ ブ 番 号 >,。 < サー フェ ス 番 号 >, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 号 >) 
文 例 |  D$=DSKI$(2, 1, 19, 1) 


通常 の ファ イル 操作 (OPEN, CLOSE な ど ) と は 別に , ディ スク 上 の 指定 し た セク タ か ら 直 接 
デー タ を 読み 出し ます 。 セク タ 上 に 書か れ て いる デー タ 256 バイ ト を シス テム 用 バッ ファ に 読 
み 出 す と と も に , 最初 の 256 バイ ト の 文字 列 を 関数 の 値 と し て 返し ます . 

文字 列 の 長き は 255 バイ ト ま で し か 許さ れ な いた め に , 関数 の 値 と し て 256 バイ ト の デー タ 
の 全て を 得る こと は で きま せん . そこ で , 通常 の ラン ダム アク セス の 場合 と 同じ よう に FIELD 
に よっ て シス テム 用 バッ ファ (ファ イル 番号 #0) へ フィ ー ル ド 変 数 を 割り 付け る こと に より , こ 
れ を 解決 する こと が で きま す . ある い は , VARPTR 関数 に より , シス テム 用 バッ ファ の 置か れ 
て いる メモ リ 番 地 を 調べ た 上 で , PEEK 関数 に より バッ ファ か ら デ ー タ を 読み 出す こと も で き 
ます 。 

な お , シス テム 用 バッ ファ は , ファ イル 番号 #0 と し て あら か じ め 用 意 き れ て いる も の で 
OPEN に よっ て 開く 必要 は あり ませ ん . 

< サー フェ ス 番 号 >,。 < ト ラッ ク 番 号 >, < セク タ 番 号 > と し て 指定 で きる 値 の 和 館 囲 は , 指定 され 
た < く < ド ライ ブ 番 号 > の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す が , BASIC は , これ ら の 値 
の 秋 囲 を 自動 的 に 調べ 。 不当 で あっ た 場合 に は ヾ Bad track プ sector" エラ ー と し ます . 

詳し く は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


参照 : DSKF, DSKO$, FIELD, VARPTR 


DS KO$ (DISK モー ド ) 


ディ スク に 対し て 直接 書き 込み を 行い ます . 
DSKO$ < ドラ イブ 番号 >, < サー フェ ス 番 号 〉, < トラ ッ ク 番 号 >, < セク タ 番 号 > 
DSKO$ 1, 0, 19, 1 


通常 の ファ イル 操作 と は 別に , ディ スク 上 の 指定 し た セク タ に シス テム 用 バッ ファ の 256 パ 
イト の デー タ を 直接 書き 込み ます .#0 の シス テム 用 バッ ファ は , 通常 の アデ ア ィ スク ファ イル 操作 
の 際 に は 用 いる こと は で きま せん が , DSKI$ と DSKO$ に よる 直接 操作 の 際 に の み , ユー ザー が 
用 いる こと が で きま す . 
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書き 込む デー タ の 準備 は , FIELD で ファ イル 番号 に #0 を 指定 する こと に よっ て (OPEN は 
不要 ) シス テム 用 バッ ファ ヘ へ フィ ー ル ド 変 数 を 割り 付け た 後 , LSET, RSET に より 行い ます 。 
ある い は , VARPTR 関数 に より , シス テム 用 バッ ファ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ た 上 
で , POKE に より バッ ファ 中 に デー タ を 準備 する こと も で きま す . 

< サー フェ ス 番 号 >,。 < トラ ッ ク 番 号 >。 < セ クタ 番号 > と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され 
た く < ドラ イブ 番号 > の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す が , BASIC は , これ ら の 値 
の 範囲 を 自動 的 に 調べ , 不当 で あっ た 場合 に は `Bad tracksector" エラ ー と し ます .。 


注意 : DSKO$ は , 既存 の ディ スク ファ イル を 壊す お それ が あり ます の で , ディ スク お よび ファ 
イル の 構成 を 正しく 理解 し た 上 で 用 いて くだ さい . それ ぞ れ の ディ スク の 諸 元 に つい て 
は DSKF 関数 に より 調べ る こと が で きま す . 詳し く は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 
参照 し て くだ さい . 


参照 : DSKF, DSKI$, FIELD, VARPTR 


ム 編 集 を 可能 に し ます . 
EDIT < 行 番号 > 

文 例 | EDIT 30 
EDIT 


指定 され た 行 を 画面 上 に 表示 し , 以降 [REL| キー, キー な ど に よる プロ グラ 


EDIT を 実行 する と < 行 番号 > で 指定 され た 行 が 表示 され , カー ソル は 行 の 先頭 に 移動 し ます . 
以降 , [OL キー, | 役 キ ー, カー ソル キー を 始め と する , 各種 プロ グラ ム 編 集 キ ー を 使っ た プ 
ログ ラム の 編集 が 可能 に な り ま す . 

< 行 番号 > に ピリ オド (. ) を 指定 する と BASIC イ ンタ プリ タ 内 の ポイ ンタ が 示し て いる 現在 
行 を 指定 し た こと に な り ま す . 実際 に は , LIST コマ ンド で 最後 に 表示 され た 行 や , 編集 機能 で 
最後 に 修正 され た 行 が 現在 行 と な り ま す . 


注意 : P オ プシ ョ ン つ き で セー ブ さ れ た ファ イル を ロー ド し て EDIT コマ ンド により, 内 容 を 
表示 , 変更 し よう と し た 場合 に は , “THlegal function call7 エラ ー と な り ま す 。 
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END, EOF, ERASE 


に 


プロ グラ ム の 終了 を 宣言 し ます . 


END 
END 


プロ グラ ム の 実行 を 終了 し , す べ て の ファ イル を クロ ー ズ し て コマ ンド レベ ル に も どり ます . 
END は プロ グラ ム の 実行 を 終了 させ た い 所 に 置け ば よく , ま た , い くつ 置い て も か まい ませ ん . 


注意 : プロ グラ ム の 最後 の END は 省略 する こと が で きま す が , この 場合 ,. ファ イル の クロ ー ズ 
は 行わ れ ま せん 。. 


EOF 導 


ファ イル の 終了 コー ド を 調べ ます . 
EOF(< フ ァイル 番号 >) 
IF EOF(1) THEN CLOSE 1 : END 


く フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル が 終わ り に 達し た か どう か を 調べ る 関数 で す . 終わ り 
に 達し て いれ ば ー1( 真 )、 そ う で な けれ ば 0( 偽 ) を 返し ます . < ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ 
イル は ,。 入力 モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 

指定 され た ファ イル が RS-232C 回 線 (COM : ) で あっ た 場合 に は , EOF 関数 は , バッ ファ が 
空 で あっ た と き に 値 を 真 と し ます . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 28 


ERASE | 


配列 変数 を 消去 し ます . 
ERASE < 配列 変数 名 > 〔, < 配列 変数 名 > …〕 
ERASE C, D$ 


< 配 列 変数 名 > に は , 消去 し た い 配 列 の 変数 名 を 指定 し ます . 添字 や () は 不要 で す . 

ERASE を 実行 する と 指定 し た 配列 変数 が 消去 きれ ます か ら , 元 の 配列 変数 に 割り 当て られ 
て いた 分 だ け メ モリ エリ ア が 増加 し ます . し た が っ て , 同一 変数 名 の 配列 変数 を DIM で 新た に 
宣言 し た り ,。 他 の 目的 に 使用 する こと も で きる よう に な り ま す . 
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ERASE, ER し ERR, ERROR 


注意 : ERASE を 実行 せ ず に 同一 変数 名 で 配列 変数 を 宣言 し よう と する と , ヾ Duplicate Defini- 
tion′ エラ ー が 起こ り ま す . 


参照 : DIM,。 OPTION BASE, サン プル プロ グラ ム 5 


ERL/ERR 導 


エラ ー の 発生 し た 行 番号 お よび 発生 し た エラ ー の エラ ー コ ー ド を 保持 し て いま 


す . 
1) ERL 
2) ERR 
文 例 IF ERL 三 100 THEN CLS : RESUME 


IF ERR ニ 7 THEN STOP 


エラ ー が 発生 し た 時 点 で , ERL は エラ ー の 発生 し た 行 番号 を , ERR は エラ ー コ ー ド を 保持 し 
て いま す . 

一 般 に , ERR お よび ERL は ON ERROR GOTO に よっ て 指定 し た エラ ー 処 理 ル ー チ ン 
に お いて , 独自 の エラ ー 処 理 を 行う た め に 使用 し ます . 


参照 : ERROR, ON ERROR GOTO, サン プル プロ グラ ム 22 


NR 


エラ ー 発 生 の シミ ュ レ ー ト , エラ ー コ ー ド の ユー ザー 定義 を 行い ます . 
ERROR < 整数 表記 > 
ERROR 200 

ERROR A% 


く 整 数 表記 > に は , 0 か ら 255 まで の 範囲 の 数 を 指定 し ます . 

この 値 が 。 すでに BASIC で エラ ー コ ー ド と し て 使わ れ て いる 場合 は , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表 
示す る と と も に , プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます 。 エラ ー コ ー ド が 定義 き 8 きれ て いな い 場 合 は , 
プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます . 

どちら の 場合 も ,. エラ ー 発 生 時 の プロ グラ ム 行 番号 は ERL に , エラ ー コ ー ド は ERR に セッ 
ト さ れ ま す . し た が っ て , ON ERROR GOTO に よる エラ ー 処 理 ル ー チ ン を 利用 し て , 独自 
の エラ ー 処 理 を 行う こと が で きま す . 


参照 : ER し ERR, ON ERROR GOTO, 付録 . エラ ー メ ッ セ ー ジ と その 対策 . サン プ 
ルプ ログ ラム 22 89 


EXP, FIELD 


EXP 数 


e( 自 然 対数 の 底 ) に 対す る 指数 関数 の 値 を 得 ます . 
EXP (< 数 式 >) 


E ニ EXP(1) 
PRINT EXP(A ン 2) 


< 数 式 > の 。 e に 対す る 指数 演算 の 結果 を 値 と し て 得 ます . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 , 得 ら れる 値 は 倍 精度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す . 


FIELD eks-p | 


ラン ダム ファ イル バッ ファ に フィ ー ル ド 変 数 を 割り 当て ます . 

FIELD 【〔 訂 < ファ イル 番号 >,。 < フィ ー ル ド 幅 > AS < 文字 変数 > 〔(, < フィ ー ル 
ド 幅 > AS < 文字 変数 > …) 

FIELD #1, 128 AS AS$, 64 AS B$, 64 AS C$ 


FIELD は , OPEN で 設定 され た ラン ダム ファ イル バッ ファ に 対し て , 入出 力 を 行う た め の フ 
ィ ー ル ド の 名 前 。 お よび その 長 さ を 割り 当て ます . し た が っ て , FIELD の 実行 に さき だ っ て 。, 
OPEN に より ファ イル を ラン ダム モー ド で オー プン し て お か な く て は な り ま せん 。 

く 文 字 変 数 > に は , 割り 当て た い フ ィ ー ル ド の 名 前 を 文字 型 の 変数 名 と し て 指定 し ます . この 
変数 は 。 バッ ファ に デー タ を 代入 し た り , 代入 し た デー タ を 参照 する の に 用 いら れ ,。 フィ ー ル 
ド 変 数 と 呼ば れ ま す . 

く < く フ ァイル 番号 > は , OPEN に よっ て ファ イル バッ ファ を オー プン し た と き に 指定 し た 番号 で 
政 。 

< フィ ー ル ド 幅 > は , < 文字 変数 > で 指定 し た フィ ー ル ド 変 数 に 割り 当て る 文字 数 で 。 バイ ト 
数 で 指定 し ます . 1 つの バッ ファ に は ら , 文字 数 合計 が 256 バイ ト ま で な ら ば , いく つの フィ ー ル 
ド 変数 を 割り 当て て も か まい ませ ん . 

フィ ー ル ド 変 数 へ 代入 する (LSET ある い ぃ は RSET で 行う ) デ ー タ の 長き は, フィー ルド 幅 を 
超え て は な り ま せん . 

数 値 デ ー タ を フィ ー ル ド に セッ ト す る 場合 , 数 値 デ ー タ の 型 に 応じ て MKI$, MKS$, 
MKD$ の 各 関 数 を 用 いて 文字 型 化し て か ら LSET ン RSET を 行い ます . この と き , 整数 型 の 場 
合 は 2 バイ ト 長 , 単 精度 実数 型 の 場合 は 4 バイ ト 長 , 倍 精度 実数 型 の 場合 は 8 バイ ト 長 に それ 
ぞ れ 変換 され ます の で , < フィ ー ル ド 幅 > も これ に 合わ せ て 設定 する 必要 が あり ます . 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 を フィ ー ル ド に セッ ト す る 場合 , 日 本 語 1 文字 あたり 2 バイ ト 分 の 
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FIELD, FILES/LFILES 


フィ ー ル ド を 必要 と し , また 日 本 語文 字 列 の 前 後に シフ トコ ー ド (KI コー ド お よび KO コー ド 
それ ぞ れ 2 バイ ト 分 ) が 挿入 され ます . < フィ ー ル ド 幅 > の 設定 を 行う と き に は この こと を 考慮 
する よう に し て くだ さい 。 た と えば ぱ ば , 


LSET AS$ ニ "日 本 語 " 


の た め に は 最低 10 バイ ト 分 の フィ ー ル ド を 必要 と し ます の で , フィ ー ル ド 幅 に は 10 以上 を 設 
定 し な く て は な り ま せん . 
な お , 1 つの バッ ファ に 対し て , 異な っ た 形式 で 複数 の FIELD を 実行 し て も か まい ませ ん . 


注意 : 各 フィ ー ル ド 変 数 へ の 値 の 代入 を 通常 の 代入 文 あ る い は INPUT な ど で 行 わな いで く 
だ さい . も し 行う と , その 変数 は 一 般 の 文字 変数 領域 に 登録 きれ て し まう た め , FIELD 
で の バッ ファ 割り 当て が 無効 と な り 。 正しい ファ イル の 入出 力 が 行わ れ な く な り ま す 。. 


参照 : CET, LSET RSET,。 MKI$/MKS$/MKD$。OPEN。PUT,。 サ ンプ ルプ ログ ラム 
1。 2。 26, 27, 29 


FILES プ LFILESeis モー ド ) 


ディ スク に 入っ て いる ファ イル の 名 前 , 種類 , 大 き さ を 出力 し ます . 
1)FILES (< ドラ イブ 番号 >〕 

2)LFILES (< ドラ イブ 番号 >〕 
1)FILES 2 

2)LFILES 


< ドラ イプ 番号 > で 指定 され た ドラ イブ 中 の ファ イル の 名 前 種類, 大 き さ を 表示 し ます . 書 
式 1) の 場合 ディ スプ レイ に, 書式 2) の 場合 プリ ンタ に 出力 し ます . ファ イル の 大 き さ は , クラ 
スタ と いう 単位 で 表示 され ます (クラ スタ に つい て は , BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル 参照 ). 
<〈 ド ライ ブ プ 番 号 > が 省略 され た 場合 に は , ドラ イブ 1 が 選択 され ます . 

ファ イル の 種類 は , 出力 され る ファ イル の 名 前 と , 拡張 子 と の 間 の 区 切り 文字 に よっ て 以下 
の よう に 表 さ れ ま す 。 


区 切り 記号 が 空白 アス キー セー プ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル 
また は , OPEN に よっ て 作ら れ た BASIC の デー タフ ァイル 
ピリ オド (。. ) : バイ ナリ セー ブ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル 
アス タリ スク (*) : BSAVE され た 機械 語 フ ァイル 


参照 : BSAVE, SAVE 
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FIX, FOR…TO…STEP--NEXT 


FIX 数 


数 値 の 整数 部 を 得 ます . 
FIX (< 数 式 >) 
F ニ FIX(B ノ 3) 


< 数 式 > の 値 の 小数 点 以下 を 取り 去っ た 値 を 得 ま す . 
FIX と INT の 違い は , < 数 式 > の 値 が 負 の と き に , INT は < 数 式 > の 値 を 超え な い 最 大 の 整 
数 を 返す の に 対し , FIX は た ん に 小数 点 部 分 だ け を 取り 去っ た 値 を 返す こと で す . 


参照 : INT 


FOR…TO…STEP て NEXT 


FOR か ら NEXT まで の 区 間 中 に ある 一 連 の 命令 を , 繰り 返し て 実行 し ます . 
FOR < 変数 名 >= < 初期 値 > TO < 終値 > 〔STEP < 増分 >〕 
) 
NEXT (< 変数 名 >] 〔, < 変数 名 >…〕 
FOR J=0 TO 100 STEP 2 
FOR K= ニ 10 TO 0 STEP 1 
( 
NEXT K, J 


FOR--NEXT ルー プ 中 (FOR と NEXT の 間 ) に 置か れ た 命令 を , FOR 中 で 指定 し た 条件 に 
従っ て 繰り 返し て 実行 し ます . 

< 変数 名 > で 指定 され る 変数 (ルー プ 変 数 と 呼ぶ ) は , 整数 型 ま た は 単 精度 型 で むく て は な り ま 
せん . 

< 初期 値 > に は , 変数 の 初期 値 を 設定 し ます . < 終値 > に は , 変数 の 最終 値 を 設定 し ます . < 増 
分 > に は , 初期 値 と 最終 値 と の 間 の 増分 を 指定 し ます . 

文例 を 例 に と る と , は じ め 」 0 が 設定 され , FOR 以降 の 命令 を 実行 し ます . プロ グラ ム の 実 
行 が NEXT まで 来る と , ] の 値 が 増分 の 2 だ け 増 や され て 」=2 と な り , 再び , FOR 以下 が 実 
行き れ ま す . 」= ニ 100 と な る まで FOR と NEXT の 間 の 処理 が 繰り 返さ れ ま す . 

STEP < 増分 > が 省略 され た 場合 に は , < 増分 >〉 は 1 と みな され ます . 

次 の 場合 に は , FOR-NEXT は 実行 され ず に , NEXT の 次 へ 実行 が 移り ます . 


(1) < 増分 > が 正 の 値 で , < 初期 値 > が < 終値 > より 大 きい 場合 
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FOR…TO…STEP-NEXTT, FPOS, FRE 


(2) < 増分 > が 負 の 値 で , < 初期 値 > が < 終値 > より 小さ い 場 合 . 


た だ し , < 変数 > に は < 初期 値 > が 代入 され ます . 

1 つの FOR-NEXT の 中 に は も う 1 つの FOR--NEXT を 置く こと が で きま す ( 入 れ 子 構 
造 ,。 ネス ト 構 造 な ど と 呼ぶ ) この 場合 , それ ぞ れ の < 変数 名 > に は 別 の も の を 使わ な けれ ば な 
り ま せん . また , この と き 。 1 つの FORNEXT は 完全 に 他 の FOR-NEXT の 内 部 に な けれ 
ば な り ま せん . 


注意 : FOR と NEXT は 必ず 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . 
また , FOR-NEXT ルー プ 内 へ 外部 か ら GOTO な ど で ジ ャ ンプ し て 入っ て きた り , 逆 
に ルー プ 内 か ら 外 部 へ ジャ ンプ し た りす る よう な プロ グラ ム は , その 動作 が 保証 され な 
く な り ま す 。 


参照 : サン プル プロ グラ ム 6 


FPOS ma 


ファ イル 中 で の 物理 的 な 現在 位置 を 得 ます . 
FPOS(< フ ァイル 番号 >) 
HEAD ニ =FPOS(4) 


< ファ イル 番号 > に よっ て 指定 され た ファ イル が , 最後 に 読み 書き し た 位置 を 得 ます . 

指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル の 場合 は , 最後 に 読み 書き し た セク タ の 番号 が 得 ら 
れ ま す . この 番号 は サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0。 セ クタ 1 を 0 番 と し た 通し 番号 と な り ま す . 
指定 され た ファ イル が プリ ンタ の 場合 に は , プリ ンタ の ヘッ ド の 位置 が 得 ら れ ま す .。 この 値 
は LPOS が 返す 値 と 同一 で す . 


参照 : LOC, LPOS 


FRE 間 数 


メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 得 ま す . 


FRE (< 機能 >) 
PRINT FRE(O0) 


BASIC の 利用 可能 な メモ リ 領 域 の うち の , 各種 の 未 使用 領域 の 大 き さ を 関数 値 と し て 得 ま 
に 
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FRE,。 GET 


< 機能 > に 指定 する 値 ( 整 数 値 ) と それ ぞ れ の 場合 に 得 ら れる 関数 値 の 意味 は 次 の と お り で す . 


0 : 未 使用 変数 領域 の バイ ト 数 
(単純 変数 お よび スト リン グ 領 域 と し て 使用 可能 な 領域 の 残り バイ ト 数 ) 
1 : 未 使用 テキ スト 領域 の バイ ト 数 
(プロ グラ ム テ キス ト を 入れ る た め の 領 域 の 残り バイ ト 数 ) 
未 使用 変数 領域 と 未 使用 テキ スト 領域 の 合計 バイ ト 数 
配列 デー タ セ グ メ ント の 未 使用 領域 の バイ ト 数 


に 】 


< 機能 > が 0 また は 2 の と き は , FRE は , スト リン グ 領 域 の 整理 の た め の ヾ ちり 集め ? 処理 を 
必ず 行い ます の で , 関数 が 値 を 返す まで に 時 間 が か か る こと が あり ます . 


ファ イル 中 の デー タ を ファ イル バッ ファ に 読み 込み ます . 
GET 【〔 紀 < ファ イル 番号 > 〔, < 数 値 >〕 
GET #3, 5 

GET 1 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル 中 の デー タ を , 対応 する バッ ファ 中 に 読み 込み ます 。 
GET は , 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル か , キー ボー ド フ ァイル か に よっ て その 動 
作 が 異な り ま す . 


(1) ディ スク ファ イル の 場合 

ラン ダム ファ イル か ら の デー タ を ラン ダム ファ イル バッ ファ に 読み 込み ます 。 指定 され た デ 
ィ ス ク フ ァ イル は ラン ダム モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 

< 数 値 > は ファ イル の レコ ー ド 番号 と し て 解釈 され , 指定 され た レコ ー ド が バッ ファ に 読み 込 
まれ ます . レコ ー ド 番号 の 最小 値 は 1 最大 値 は 65000 で す . < 数 値 > が 省略 され た 場合 に は , 
直前 に 行わ れ た , GET, PUT で 指定 され た レコ ー ド の 次 の レコ ー ド が 読み 込ま れ ま す . 

な お , GET を 行っ た 後 で ,。 INPUT# れ LINE INPUT # な どの シー ケン シャ ル ・ ア クセ ス を 
行っ た 場合 に は , バッ ファ に 入っ て いる デー タ か ら 入 力 が 行わ れ ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


(2) キー ボー ド フ ァイル (KYBD : ) の 場合 
キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 を パッ ファ 中 に 読み 込み ます . キー ボー ド フ ァイル は 入力 モー 
ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 
< 数 値 > は 。 キー ボー ド か ら バ ッ フ ァ に 読み 込む 文字 (バイ ト ) 数 と 解釈 され ます .。 0 か ら 255 
まで の 値 で 指定 し ます . < 数 値 > が 省略 さき れ た と き , お よび 0 が 指定 され た と き に は 256 文字 を 
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GET, GET@ 


読み 込み ます . 
GET は バッ ファ へ の 読み 込み を 行う も の で す . 読み 込ん だ デー タ は FIELD で 指定 し た 変数 
(フィ ー ル ド 変 数 ) で 参照 する こと が で きま す . 


参照 : FIELD, OPEN, PUT, サン プル プロ グラ ム 2, 27, 29 


GET@ | 


画面 上 の グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 配列 変数 に 読み 込み ます . 

GET(@〕 (Sx1, Sy1) 一 | (Sx2, Sy2) | , < 配列 変数 名 〉 (< 添字 >)〕 
STEP(x,y) 

GET (100, 50) 一 (130, 70), G% 


画面 上 の スク リー ン 座 標 の 2 点 (Sx1, Sy1) と (Sx2, Sy2) を 対 角 点 と する 四角 形 の グラ フィ ッ 
ク パ ター ン を , < 配列 変数 名 > で 指定 され た 配列 変数 に 読み 込み ます . 

座標 の 指定 は 。 ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る スク リー ン 座 標 を 使用 し ます (PUT@ も 同様 ). 
2 つ 目 の 座標 指定 に は , STEP を 使っ て 相対 座標 に よる 指定 も で きま す . 

< 配 列 変数 名 > は , グラ フィ ッ ク デ ー タ を 読み 込む た め に 用 意 す る 数 値 型 の 配列 変数 の 名 前 で 
本 

く 添字 > は , グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 変数 に 読み 込む 際 に , どの 要素 か ら 格納 し 始め る か 
を 指定 する も の で す . 省略 し た 場合 は 配列 の 最初 か ら 格納 し ます . < 添字 > を 使う こと に より , 
1 つの 配列 変数 に 対し て 複数 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 格納 する こと が で きま す . 

GET@ を 実行 する 前 に , DIM で 配列 変数 の 大 き さ を 宣言 し て お か な けれ ば な り ま せん . 確保 
すべ き 配 列 変 数 の 大 き さ は , 1 つの 配列 に 1 つの パタ ー ン し か 読み 込ま な い 場 合 。 次 の 計算 式 で 
求め る こと が で きま す . 複数 パタ ー ン の 場合 は , それ ぞ れ の パタ ー ン に つい て 計算 し , その 合 
計 分 を 確保 し ます . 


必要 な バイ ト 数 三 (( 横 の ドッ ト 数 十 7)\8) * 縦 の ドッ ト 数 * M 十 4 


た だ し , 白黒 モー ド の と き ーーー- MM=1 
8 色 カ ラー モー ド の と ま き ーー M=3 
16 色 カラ ー モ ー ド の と き ま き ーー M=4 


添字 の 値 三 (必要 な バイ ト 数 士 (N 一 1) )\N 一 1 
N は 配列 変数 の 型 に よっ て 変わ り ま す . 
整数 型 配列 ーー Mt ニク 
単 精度 型 配列 ーー テー TIN 三 4 
倍 精 度 型 配列 ーーー N=8 
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GET@, GOSUB, GOTO プ GO TO 


この 計算 式 に よっ て 求め た “添字 の 値 ” を ,。 DIM で 配列 変数 を 宣言 する と き に < 添字 の 最大 
値 > (DIM 参照 ) と し て 指定 し ます . この 計算 式 で 求め られ る 添字 の 値 は , 1 次 元 配列 で 添字 の 
最小 値 が 0 の と き (OPTION BASE 参照 ) の も の で す . 一 般 に GET@ で は 1 次 元 の 配列 変数 を 
用 いま す . 


注意 : この GET@ は PUT@ と 密接 な 関係 に あり , 通常 ペア で 使用 され ます . また ,。 GET@ 実 
行 後 , LP( 最 終 参 照 点 ) は (Sx2, Sy2) に 移さ れ ま す . 


参照 : DIM, OPTION BASE,、 PUT@, サン プル プロ グラ ム 18 


GOSUB 


サ プ ブル ー チ ン を 呼び 出し ます . 
GOSUB < 行 番号 > 
文 例 | GOSUB *SUB1 

GOSUB 550 


サブ ルー チン と は , 他 か ら 独 立 し た プロ グラ ム で , RETURN で 終っ て いる も の を いい ます 。. 
GOSUB は , 指定 し た < 行 番号 〉 か ら 始ま る サブ ルー チン を 呼び 出し ます . 

な お , < 行 番号 > の 代わ り に ラベ ル 名 を 使う こと も で きま す . 

1 つの サブ ルー チン の 中 か ら 他 の サブ ルー チン を 呼び 出す こと も で きま す . これ を , サブ ルー 
チン の 多重 化 と 呼び ます . この 多重 化 は , メ モリ の スタ ッ ク 領 域 (CLEAR 参照 ) の 容量 が 許す 限 
り 行う こと が で きま す 。 


注意 : サブ プ ル ー チ ン を 多重 化し て スタ ッ ク 領 域 が 足り な く な る と , ヾ Out of memory? エ ラー 
が 発生 し ます . 


参照 : CLEAR, RETURN, サン プル プロ グラ ム 7, 30, 31, 33 


GOTO/GO TO 


指定 され た 行 へ ジャ ンプ し , そこ か ら プ ログ ラム を 実行 し ます . 
1) GOTO < 行 番 号 > 

2) GO TO < 行 番号 > 
文 例 | GOTO 500 

GOTO *EXIT 


る 


GOTO プ GO TO, HELP ON プ OFF プ STOP 


《 行 番号 > の 行 へ ジャ ンプ し て , プロ グラ ム の 実行 を 継続 し ます . 
< 行 番号 > の 代わ り に ラベ ル 名 を 使う こと も で きま す . 


注意 : GO” と ヾ TO” の 間 に ス ペー ス 1 個 を 入れ て も 。 まっ た く 同 じ 意味 で す 。 し か し 2 個 
以上 の 場合 に は 。GOTO と は 解釈 され ませ ん . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 7, 28, 29, 30 


HELP ON プ OFF/STOP | 


[HELP| キ ー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 制御 し ます . 


1)HELP ON 
2)HELP OFF 


3)HELP STOP 
HELP OFF 


[HELP| キ ー を 押し た こと に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 。 停止 を 宣言 し ます . 


書式 1) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 HELP| キ ー を 押す ご と に 割り 込み が 発生 し , ON HELP 
GOSUB に よっ て 定義 きれ た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

書式 2) 割り 込み を 禁止 し ます . 以後 HELP| キ ー を 押し て も 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま 
せん HELP | キー は 通常 の 動作 に な り ま す ). 

書式 3) 割り 込み を 停止 し ます . 以 科 HELP| キ ー を 押し て も 押さ れ た こと を 覚え て いる だ け で , 
処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ に り ませ ん . し か し , その 後 , HELP ON に よっ て 割り 込 
み が 許 可 さ れる と , 前 に |HELP| キ ー を 押し た こと に よっ て 。 処理 ルー チン に 分 岐 し ま 
す . 


参照 :ON HELP GOSUB 
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HEX$, IF…THENーELSE プ IF…GOTOーELSE 


HEX$ 導 


10 進数 を 16 進数 に 変換 し , その 文字 列 を 得 ます . 
HEX$ (< 数 式 >) 
文 例 A$ーHEX$(X) 


PRINT HEX$(255) 


< 数 式 > の 値 を 16 進数 に 変換 し て , その 文字 列 を 得る 関数 で す . < 数 式 > の 値 は , 一 32768 か ら 
32767( ま た は 0 か ら 65535) まで の 範囲 に な けれ ば な り ま せん . < 数 式 > の 値 と 得 ら れる 文字 列 と 
の 対応 は 次 の と お り で す .。 


< 数 式 > の 値 得 ら れる 16 進 表記 文字 列 
0 て 32767 ・ 0 て 7FEFF 
ー32768… 一 1 : 8000 一 FEFEFF 


3276865535 : 8000-FFFF 


参照 : OCT$, VAL 、 サン プル プロ グラ ム 24 


IF…THEN て ELSE ノ IF…GOT0~ELSE 


論理 式 の 条件 判断 を 行い ます . 


1) IF < 論理 式 > THEN| < 文 > 位 ESE| < 1 
人 用 旨 
2) IF < 論理 式 > GOTO < 行 番号 > 〔ELSE | < 文 > |)} 
< 行 番号 > 


IF A$="Y" THEN *START ELSE *EXIT 
IF SS GOTO 200 


< 論理 式 > の 条件 に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 制御 し ます . 

すなわち , < 論理 式 > が 真 (0 以外 ) な ら ば THEN ある い は GOTO 以降 を 実行 し ます 。 < 論理 
式 > が 偽 (0) な ら ば ELSE 以降 が 実行 し ます . も し , ELSE 以降 が 省略 され て いる 場合 に は , 次 
の 行 が 実行 きれ ます . 

IF…THEN (GOTO) ELSE に お いて , ELSE に 続け て 別 の IF を 置い て 多重 に する こと が 
で きま す .。 た だ し , 多重 に で きる の は 1 行 (255 バイ ト ) に 書け る 範囲 に 限ら ちら れ ま す . 
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IF…THEN-ELSE/IF…GOTO て ELSE, INKEY$, INP 


注意 : < 論理 式 > が 変数 また は 定数 の 場合 に は , 値 が 0 以外 の と き に THEN( ま た は GOTO) 以 
降 が , 0 の と き に ELSE 以降 ある い は 次 の 行 が 実行 され ます . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 8 


INKEY$ 間 数 


押さ れ て いる キー の 文字 を 得 ます . 


INKEYS 
IF INKEY$="" THEN *WAITING 


押さ きれ て いる キー の 文字 (1 文字 ) を 取り 出し ます . も し キー が 押さ れ て いな けれ ば 
INKEY$ の 値 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) と な り ま す . 

キー ボー ド バ ッ ファ に すでに 入力 済み の 文字 が 入っ て いる 場合 に は , バッ ファ の 先頭 の 1 文 
字 を 取り 出し ます . 

INKEY$ で は , 押さ きれ た キー は 画面 上 に は 表示 され ませ ん . また , INKEY$ は , INPUT や 
INPUT$ な ど と は 違い , キー 入力 待ち を 行い ませ ん . 


注意 : [CTRLT| C」 [STOP| キ ー は INKEY$ で 取り 出す こと は で きま せん . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 29 


INP 間 数 


入力 ポー ト か ら 値 を 読み 取り ます . 


| 書 式 | INP(< ポ ー ト 番号 >) 
A 三 INP(15) 


く ポ ー ト 番号 > で 指定 され た 入力 ポー ト か ら 8 ビッ ト の デー タ を 読み 取り , それ を 関数 値 と し 
ます . < ポー ト 番 号 > に は 0 一 32767( 科 を H0000 一 &H7FFF) の 値 を 指定 し ます . 


参照 : OUT 
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INPUT 


INPUT | 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ を , 変数 に 代入 し ます . 
INPUT [< プロ ンプ ト 文 > ] < 変数 > 〔, < 変数 > …〕 


すき 


INPUT A 
INPUT 住所 " : B$ 
INPUT が 実行 され る と , プロ グラ ム は キー ボー ド か ら の 入力 待ち の 状態 と な り ま す . 
<〈 プ ロン プ ト 文 > に は , デー タ の 入力 を 受け る 前 に 画面 に 表示 され る メッ セー ジ を 指定 し ます . 
く プ ロン プ ト 文 > に セミ コロ ン ( : ) が 続い た 場合 に は , さら に クエ ッ シ ョ ンマ ー ク (?) と 1 桁 の 
スペ ー ス が 画面 に 表示 され ます . コン マ (,) が 続い た 場合 に は < プロンプト 文 > の 後に は 何 も 表 
示さ れ ま せん . 
< 変数 > に は ,。 キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ が 代入 され ます . < 変数 > は コン マ (。) で 区 切っ 
て 32 個 まで 指定 する こと が で きま す . < 変数 > を 複数 個 指定 し た 場合 に は , 入力 する デー タ も コ 
ンマ で 区 切っ て < 変数 > の 数 だ け 入力 し な けれ ば な り ま せん . また , 対応 する < 変数 > と デー 
タ の 型 と は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . 
何 も 入 力 し な いで リタ ー ン キー だ け を 押し た 場合 に は , 0 や ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) が 
入力 され た と みな され ます . この 方 法 で 0 や ヌル スト リン グ の 入力 が で きま す が , この 場合 も 
< 変数 > が 複数 の 場合 , 必要 数 の コン マ だ け は 入力 し な けれ ば な り ま せん . 
文字 変数 に 文字 列 を 代入 する 場合 . コン マ や 文字 列 の 前 後に 意味 の ある 空白 を 入力 する に は , 
ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 文字 列 を 囲む 必要 が あり ます . こ の 場合 ダブ プル クォーテーション 
は , 文字 と し て 入力 され ませ ん . これ 以外 の 場合 に は , 文字 列 を ダブ ルク ォ ー テ ーション で 囲 
む 必 要 は あり ませ ん . 
入力 を 中 断 し た い 場 合 , [STOP | キー ある い は |CTRL|+|C| キ ー を 入力 し ます . プロ グラ ム の 実 
行 中 に 入力 を 中 断 す る と , STOP ON の 状態 に な い 限 り , プロ グラ ム の 実行 も 中 断 さ れ , コマ 
ンド モー ド に も どり ます . この と き , それ まで に 入力 し た 値 は すべ て 無効 と な り ま す ( 変 数 に は 
値 が 代入 され ませ ん ). 
日 本 語 の 入力 を 行う 場合 に は , [CTRLI+[XFER| を 入力 し て 日 本 語 入力 モー ド に し ます 
(日 本 語 入力 ガイ ド 参 照 ) 
注意 : < 変数 > と 代入 する 値 の 型 が 違っ て いた 場合 に は ヾ ?Redo from start” と 画面 表示 し 
て 再び 入力 待ち と な り ま す . 
また , 割り 込み 機能 を 使用 し て いる プロ グラ ム 中 で , INPUT の 実行 中 に 割り 込み 動作 が 
行わ れ た 場合 , 割り 込み 処理 ルー チン か ら 復 帰し た と き に INPUT の 次 の 命令 に 実行 が 
移っ て し まい ます の で , 注意 が 必要 で す . 

参照 : INPUT WAIT, KINPUT, LINE INPUT, STOP ON ン OFF ン STOP, サン プル 


プロ グラ ジム の 8. 9 22。 28。 29。 39 
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INPUT # INPUTS 


INPUT# 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込み , 変数 に 代入 し ます . 
INPUT ファ イル 番号 >, < 変数 名 〉 〔, < 変数 名 > …〕 
INPUT #1, A,B 

INPUT #2, NAMAES 


< ファ イル 番号 > に は , OPEN に よっ て ,。 その ファ イル を オー プン し た と き に 指定 し た 番号 を 
使い ます . 

< 変数 名 > は 32 個 まで 指定 する こと が で きま す . < 変数 名 > の 型 は ,。 ファ イル か ら 読 み 込ま れ 
る デー タ の 型 と 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . 

ファ イル に 書き 込ま れ て いる デー タ は , それ が 数 値 変数 に 代入 され る 値 (数 字 の 並び ) な ら ば ぱ , 
空白 。 コ ンマ ある い は キャ リッ ジリ ター ン (CHR$(13) ) で 区 切ら れ て いな けれ ば な り ま せん . ま 
た , デー タ が 文字 変数 に 代入 され る 値 (任意 の 文字 の 並び りな ら ば , コン マ あ る い は キャ リッ ジ 
リタ ー ン で 区 切ら れ て いな けれ ば な り ま せん . 


参照 : OPEN。 サ ンプ ルプ ログ ラム 28 


INPUTS 間 数 


指定 され た ファ イル より 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 読み 込み ます . 
INPUT$(< 文 字数 > 〔(, 〔[ 紀 < ファ イル 番号 >〕) 
WORD$=INPUT$(6, #2) 


< ファ イル 番号 > に は , OPEN に よっ て その ファ イル を オー プン し た と き に 指定 し た 番号 を 使 
いま す . < ファ イル 番号 > が 省略 され た 場合 に は 。 キー ボー ド か ら の 入力 を 読み 込み ます が , 
INPUT と 異な り 入力 され た 文字 は 画面 に は 表示 され ませ ん . 

< 文字 数 > に は , 読み 込み た い 文 字 列 の 長 さ を バイ ト 数 で 指定 し ます . 

INPUT$ は 指定 され た < 文字 数 > の 文字 が 入力 され る の を 待ち 続け ます が , すでに バッ ファ 
に 入力 済み の デー タ が ある 場合 に は , パッ ファ 中 か ら 文 字 を 読み 込み ます . 

また , INPUT$ は , [STOP キー, [CTRL|+| C] を 除く すべ て の 文字 を その まま 読み 込み ます の 
で , INPUT や LINE INPUT で は 入力 する こと の で き な い キャ リッ ジリ ター ン (CHR$(13) ) 
な ども 入力 する こと が で きま す . 


参照 : INPUT, LINE INPUT, サン プル プロ グラ ム 22。 29 
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INPUT WAIT, INSTR 


INPUT WAIT 


機 能 キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ を , 変数 に 代入 し ます . その 際 , 入力 待ち 時 間 
を 制限 する こと が で きま す . 


書 式 INPUT WAIT < 待ち 時 間 >, (< く プ ロン プ ト 文 > ]< 変 数 名 >〔, < 変数 名 >…〕 


文 例 INPUT WAIT 100,"Your name": NAS 
INPUT WAIT 50, B$ 


INPUT WAIT は 待ち 時 間 に 制 限 が ある こと を 除け ば , INPUT と 同様 に 機能 し ます . 
く < 待ち 時 間 > で 指定 され た 時 間 だ け キ ー ボ ー ド か ら の 入力 を 待ち ます . < 待ち 時 間 > の 単位 は 
0.1 秒 で す . 入力 が 行わ れ な か っ た と き は , 次 の 行 へ 実行 が 移り ます . 


注意 : この 文 の 後に マル チ ス テー トメ ント と し て 他 の 文 を 続け た 場合 , 制限 時 間 内 に 入力 が 行 
われ た と き は 後 の 文 が 実行 きれ ます が , 入力 が 行わ れん な か っ た と き は 後 の 文 は 無視 され 
て 次 の 行 へ 実行 が 移り ます か ら , 注意 し て くだ さい . 


参照 : INPUT 


INSTR 数 


文字 列 の 中 か ら 指 定 文字 列 を 捜し て , その 文字 の 位置 を 得 ます . 
INSTR(〔< 位 置 , 〕 < 文字 列 1>, < 文字 列 2>) 
J=INSTR(A$, "J") 

PRINT INSTR("ONETWOTHREE", "TWO”) 


< 文字 列 1> の 中 か ら < 文字 列 2> が 捜 き され , 見 つか れ ば その 位置 が 、 見 つか ら な けれ ば 0 が , 
それ ぞ れ 値 と し て 得 ら れ ま す . 

< 位置 > に は , < 文字 列 1> 中 で 捜し 始め る 位置 を 文字 数 (整数 値 ) で 指定 し ます . < 位置 > が 省 
略 さ れ た 場合 は 1 が 指定 され た も の と みな され , < 文字 列 1> の 最初 か ら 捜し 始め ます . 

< 文字 列 2> に ""( ヌ ルス トリ ング ) を 指定 する と, INSTR の 値 は < 位置 > と 同じ に な り ま す . 


注意 : INSTR は , 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 に 対し て は 使用 で きま せん . KINSTR を 使用 し て 
くだ さい 。. 


INT, JISS KACNVS 


ラ 
ー コ 
に 


小数 点 以 下 を 切り 捨て た 整数 値 を 得 ます . 
INT (< 数 式 >) 
文 例 PRINT INT(1.123) 


A 三 INT(RND * 255) 


< 数 式 > の 値 を 超え な い 最 大 の 整数 を 得 ます . 
INT と FIX の 違い は , < 数 式 > の 値 が 負 の と き に , FIX は た ん に 小数 点 部 分 だ け を 取り 去っ 
た 値 を 返す の に 対し , INT は < 数 式 > の 値 を 超え な い 最 大 の 整数 を 返す こと で す . 


参照 : FIX, CINT 


JIS$ osks-p) 馬 - 本 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 の 漢字 コー ド を 得 ま す . 
JIS$ (< 文字 列 >) 
C$=JIS$ (KMID$(" 漢 字 "。 2, 1)) 


< 文字 列 > の 最初 の 2 バイ ト を 16 進 表記 4 桁 の 文字 コー ド の 文字 列 に 変換 し ます . 

< 文字 列 > の 最初 に 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 指定 し た 場合 に は , 日 本 語文 字 の 前 に KI コ ー ド 
が 入っ て いる た め ( 画 面 に は 表示 され な い ), KI コー ド ( 尺 H1B4B) が 得 ら れ ま す . し た が っ て 2 
バイ ト 系 日 本 語文 字 の コー ド を 得る た め に は , KMID$ 関 数 な ど を 併用 し な けれ ば な り ま せん . 

< 文字 列 > の 最初 の 2 バイ ト が 1 バイ ト 系 文字 2 つの 場合 は , 2 つの 文字 の 16 進数 2 杵 の キャ 
ラク タコ ー ド が 連続 し て 得 ら れ ま す . 

< 文字 列 > が 2 バイ ト 以 下 の 場 合 は , Tllegal function call" エラ ー に な り ま す . 


参照 : KNJ$, サン プル プロ グラ ム 36 


KACNV$cowx モー ド ) 関 数 


2 バイ ト 系 全角 文字 を , 対応 する 1 バイ ト 系 の 英 数 カナ 文字 に 変換 し ます . 
KACNV$ (< 文字 列 >) 
A$ーKACNVS (B$) 

PRINT KACNV$(" ア イ ウ ABC”) 
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KACNV$, KEXT$, KEY 


〈 文 字 列 > 中 の 2 バイ ト 系 全角 文字 を 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 に 変換 し ます . な お , この と き 
2 バイ ト 系 全角 文字 列 中 の KI プ KO コー ド は すべ て 取り 除 か れ ま す . 

な お , < 文字 列 > 中 に , 対応 する 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 の な い 2 バイ ト 系 全角 文字 が 含ま れ 
て いる と,。 Tllegal function call'7 エラ ー と な り ま す . 


注意 : < 文字 列 > 中 の 2 バイ ト 系 半角 文字 は 正しく 変換 され ませ ん . 


参照 : AKCNV$。 サ ンプ ルプ ログ ラム 35 


KEXT$ esks-) 関 数 


文字 列 の 中 か ら 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 だ け , ある い は , 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 
だ け の どちら か を 抜き 出し ます . 
KEXT$(< 文 字 列 >, < 機能 >) 
文 例 | "A$= ニ KEXT$(B$, 0) 
D$= ニ CHRS(27) 十 "K" 十 KEXTS ("漢字 SAMPLE"。 1) 十 CHR$(27) 十 "H" 


< 機能 > に 指定 する 値 に より , 特定 の タイ プ の 文字 列 だ け を 抜き 出し ます . 


0 : 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 だ け を 抜き 出す . 
1 : 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 だ け を 抜き 出す 。 た だ し , KI プ KO コー ド は 抜き 出さ れ な 
い 。 


< 機能 > が 1 の 場合 , KI プ KO コー ド が 抜き 出さ れ ま せん の で , 得 ら れ た 2 バイ ト 系 日 本 語文 
字 列 を 実際 に 使用 する 際 に は , その 前 後に KI プ KO コー ド を 付加 し な く て は な り ま せん 。 
指定 し た タイ プ の 文字 列 が な い 場 合 , KEXT$ の 値 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) と な り ま 


参照 : サン プル プロ グラ ム 37 


式 KEY < キー 番号 >, < 文字 列 > 
文 例 KEY 1,"Yes" 十 CHR$(13) 
KEY 3, CHR$(&H22) 十 "BASIC" 十 CHR$(&H22) 


キー ボー ド の 上 部 に ある ファ ンク ショ ン キ ー に 文字 列 を 定義 し ます . 


KEY, KEY LIST, KEY ON/OFF ブ STOP 


く < キー 番号 > に は , 10 個 ま で の ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 を 指定 し ます . た と えば , |f・1 | キー 
な ら ば 1 を , |f:2 キー な ら ば 2 を 指定 し ます . 

< 文字 列 > に は , それ ぞ れ の キー に 記憶 させ て お く 文 字 列 を 指定 し ます . 

この 命令 を 実行 する と , 以後 。 各 ファ ンク ショ ン キ ー を 押す た びに , それ ぞ れ に 定義 し た 文 
字 列 を 入力 で きま す . 

各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に は , 最 大 15 バイ ト ま で の 文字 列 お よび コン トロ ー ル 文字 を 定義 で き 
ます . キー ボー ド か ら 直 接 入 力 で き な い 文字 は , CHR$ 関 数 を 使っ て 定義 し ます . いち ど 定 義 し 
た ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は , 新た に 定義 し 直す か り リセット する ま て 変わ り ま せん . 


注意 : ファ ンク ショ ン キ ー に 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 を 定義 むす る こと は で きま せん . 


参照 : CHR$, KEY LIST 


KEY LIST 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 画面 に 表示 し ます . 
KEY LIST 
KEY LIST 


ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 の 一 部 は 画面 の 最 下 行 に , 表示 させ て お く こ と が で きま す が , 
KEY LIST を 使え ば . その すべ て の 内 容 を 画面 に 表示 さき せる こと が で きま す . 


参照 : CONSOLE, KEY 


KEY ON プ OFF/STOP 


ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 定義 し ます . 
1)KEY〔(< キ ー 番 号 >)〕 ON 

2)KEY〔(< キ ー 番 号 >)〕 OFF 

3) KEY〔(< キ ー 番 号 >) ) STOP 

KEY ON 

KEY(3) ON 


放 
ドコ 」 


く < キー 番号 > に は , 1 か ら 10 まで の ファ ンク ショ ン キ ー の 番号 を 指定 し ます . (< キー 番号 >) を 
省略 (カッ コ も 含む ) し た 場合 に は 。 すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー を 指定 し た こと に な り ま す . 


書式 1) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 指定 され ん た ファ ンク ショ ン キ ー を 押す ご と に 割り 込み が 発 
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KEY ON/OFF/STOP, KILL, KINPUT 


生 し , ON KEY GOSUB に よっ て 定義 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

書式 2) 割り 込み を 禁止 し ます . 以 後 指 定 さ れ た ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て も 処理 ルー チン へ 
の 分 岐 は 起こ り ま せん (ファ ンク ショ ン キ ー の 通常 の 動作 に な り ま す ). 

書式 3) 割り 込み を 停止 し ます . 以 後 指 定 さ れ た ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て も 押さ れ た こと を 
覚え て いる だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 後 KEY(n) 
ON に よっ て 割り 込み が 許可 され る と, 前 に ファ ンク ショ ン キ ー を 押し た こと が 有効 と 
な り , 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


注意 : プロ グラ ム の 終了 時 に は KEY OFF を 実行 し て お いて くだ さい . さも な いと 本 来 の フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー の 機能 が 失わ れ ま す . 


参照 :ON KEY GOSUB, サン プル プロ グラ ム 30 


KILLoeks-p) | 


ディ スク 上 の ファ イル を 削除 し ます . 
KILL < ファ イル ディ スク リプ タ > 
KILL "2: DATA1" 


< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 し た ファ イル を ディ スク か ら 削 除 し ます . 
削除 する ファ イル は クロ ー ズ 状態 に な っ て いな けれ ば な り ま せん . また 。, 1 つの KILL で は 1 
つの ファ イル し か 削除 で きま せん . KILL は すべ て の ディ スク ファ イル に つい て 使用 で きま す . 


注意 : オー プン 状態 の ファ イル を 削除 し よう と する と ゞ File already open" エ ラー と な り ま 


KINPUT | 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を , 文字 変数 に 代入 し ます . 
KINPUT < 変数 名 > 
KINPUT A$ 


< 変数 名 > に は , 文字 変数 を 指定 し ます . 
KINPUT が 実行 され る と , 自動 的 に 日 本 語 入 力 モ ー ド に 入り , キー ボー ド か ら の 入力 待ち の 
状態 に な り ま す . 日 本 語 の 入力 方 法 に 関し て は , 日 本 語 入 力 ガ イド を 参照 し て くだ さい . 
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KINPUT, KINSTR, KLEN 


注意 : KINPUT は , 他 の INPUT 関連 の 命令 と 異な り , 1 つの 文 で は 1 つの 変数 し か 指定 で き 
ませ ん 。KINPUT で の 入力 は 偶数 桁 か ら に な り ま す の で , LOCATE で 奇数 桁 を 指定 し 
た 場合 は , その 桁 数 に 1 を 加え た 桁 が 指定 され た も の と 解釈 され ます . 


KINSTR esks-p 導 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 の 中 か ら 指 定 文字 列 を 捜し て , その 文字 の 位 
置 を 得 ます . 

KINSTR (〔< 位 置 , ] < 文字 列 1>, < 文字 列 2>) 

文 例 PRINT KINSTR(3, A$, "番号 ") 
NUM ニ =KINSTR ("東京 名 古屋 京都 大 阪 ", STA$) 


< 文字 列 1> の 中 か らく 文字 列 2> が 捜 さ れ , 見 つか れ ば その 位置 が 見 つか ら な けれ ば 0 が , 
それ ぞ れ 値 と し て 得 ら れ ま す . 

< 位置 > に は , < 文字 列 1> 中 で 捜し 始め る 位置 を , 文字 数 (整数 値 ) で 指定 し ます . この と き , 
2 バイ ト 系 日 本 語 も 1 文字 と し て , また ,KI ン KO コー ド も 文字 数 に 含め て 数 えま す . < 位置 > 
が 省略 され た 場合 は 1 が 指定 され た も の と みな され , < 文字 列 1> の 最初 か ら 捜し 始め ます . 

< 文字 列 2>? に ""( ヌ ルス トリ ング ) を 指定 する と, KINSTR の 値 は < 位置 > と 同じ に な り ま す . 


KLEN osk- ド ) 関 数 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 中 の , 特定 タイ プ の 文字 の 合計 数 を 得 ます . 
KLEN(< 文 字 列 > 〔, < 機能 >]) 
文 例 PRINT KLEN(A$, 1) 

LN=KLEN(" 東 京 STATION") 


< 機能 > に 指定 する 値 ( 整 数 値 ) に より , 特定 の タイ プ の 文字 の 合計 数 を 得 ます . 


0 : 全体 の 文字 数 (2 バイ ト 系 日 本 語文 字 も 1 文字 と し て , KI プ KO コー ド も 1 文字 
と し て 数 える ) 

1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 の 文字 数 

2 バイ ト 系 日 本 語文 字 の 文字 数 (KL プ KO コー ド は 含ま な い ) 

2 バイ ト 系 全角 文字 の 文字 数 

2 バイ ト 系 半角 文字 の 文字 数 

KI プ KO コー ド の 数 


の お OO DO ビビ 
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KLEN, KMID$, KNJS 


< 機能 > を 省略 し た 場合 は 0 と 解釈 され ます . 


な お , 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 の うち , 全角 の 文字 を 2 バイ ト 系 全角 文字 と いい ,。 半角 の も の を 
2 バイ ト 系 半角 文字 と いい ます . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 38 


KMID$ esks-p 関 数 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 の 中 か ら , 任意 の 長 さ の 文字 列 を 抜き 出し ま 
す . 

KMID$ (< 文字 列 >, < 式 1> 〔, < 式 2>〕) 

文 例 K$ ニ KMID$(A$, 4, 3) 
PRINT KMID$("JAPAN 日 本 USA 米国 ", 1, 5) 


< 文字 列 > 中 の , < 式 1〉 番目 の 文字 か ら 始ま る < 式 2> 文字 の 長 さ の 文字 列 を 得 ま す . ここ で , 
< 式 1>。 < 式 2> に 指定 する 文字 数 の 単位 は , 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 な ら ば 1 バイ ト を 1 文字 と 
し て , 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 お よび KIKO コー ド な ら ば 2 バイ ト を 1 文字 と し て , それ ぞ れ 
数 えま す . 

< 文 字 列 > の 文字 数 が < 式 1> より 小さ い 場 合 , KMID$ の 値 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) と 
な り ま す 。 

< 式 2> を 省略 し た 場合 や , < 文字 列 > 中 の < 式 1> 番目 の 文字 か ら 右 の 文字 数 が < 式 2> より 
小さ い 場 合 は , < 文字 列 > 中 の < 式 1> 番目 の 文字 か ら 始 まる 右 の すべ て の 文字 列 が 結果 と し て 
得 ら ちら れ ます . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 35。 36 


KNJ$ や esks-p 関 数 


漢字 コー ド 文 字 列 4 桁 を 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 1 文字 に 変換 し ます . 
KNJ$ (< 文字 列 >) 
PRINT KNJ$("1B4B") 十 KNJ$("3441") 十 KNJ$("1B48") 


く 文字 列 > に 指定 し た 漢字 コー ド 4 桁 を 。 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 1 文字 に 変換 し ます 。 この と 
き , < 文字 列 > の 内 容 は 次 の 条件 を すべ て 満た し て いな く て は な り ま せん . 1 つ で も 満た され て 
いな いと 。Y\Hllegal function call*" エラ ー に な り ま す 。 
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KNJ$, KPLOAD 


(1) 文字 列 が 4 桁 以 上 で ある こと 
(2) 最初 の 4 桁 の 文字 が ,。 いずれ も 16 進数 (0-F) の 範囲 内 の 文字 で ある こと 
(3) 4 桁 の 文字 の 組み 合せ が , 漢字 コー ド の 範囲 内 ある い は KI プ KO コー ド で ある こと 


く 文字 列 > が 4 桁 を 超え る 場合 , 最初 の 4 桁 の み が 用 いら れ ま す . 
な お , 得 ら れ た 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 実際 に 使用 する 際 に は , その 前 後に KI プ KO コー ド 
を 付加 し な く て は な り ま せん . 


参照 : JIS$⑱, サン プル プロ グラ ム 34, 36 


KPLOAD ek-p) 


利用 者 定義 文字 バ パターン を シス テム に 登録 し ます . 
KPLOAD < 漢字 コー ド >, < 整数 型 配列 名 > 
文 例 | "KPLOAD &H762A, CHRPTN% 


ユー ザー が 作 字 し た 利用 者 定義 文字 の パタ ー ン を シス テム に 登録 する 命令 で す . 

< 漢字 コー ド > に は 登録 する コー ド を 指定 し ます . 指定 可能 な 値 の 範囲 は , を H7621 和 wH767E 
お よび 名 H7721-&H777E まで で す . 指定 値 が この 稼 囲 に な いと き は ,`\Illegal function cal1/ 
エラ ーー と か ゆり 「 ま * ず 。 

< 整 数 型 配列 名 > に は 文字 パタ ー ン の 格納 され た 配列 変数 を 指定 し ます . < 整数 型 配列 名 > に 
指定 する 配列 変数 は , あら か じ め DIM に より ,1 次 元 18 要素 の 整数 型 配列 と し て 宣言 し て お い 
て くだ さい めい 、。 

配列 内 に 格納 され て いる 文字 パタ ー ン は 次 の よう な 形式 で な けれ ば な り ま せん . 

配列 の 第 3 要素 か ら 第 18 要素 まで に , 次 の よう に 実際 の 文字 パタ ー ン の ドッ トイ メー ジ を 格 
納 し て くだ さい . 


配列 の 第 1 要素 一 &H10 (規定 値 ) 
配列 の 第 2 要素 三 &H10 (規定 値 ) 


) 


配列 の 第 18 要 素 &HXXYY 
ーー ンー 


参照 : サン プル プロ グラ ム 34 
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KTYPE, LEFT$ 


KTYP た (DISK モー ド ) 関 数 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 中 の , 指定 位置 の 文字 の タイ プ を 得 ます . 
KTYPE(< 文 字 列 〉。 < 式 ) 
文 例 B ニ KTYPE(A$, 5) 


PRINT KTYPE(" 日 本 語 ", 2) 


く 文字 列 > 中 の < 式 > 番目 の 文字 の タイ プ を 得 ま す . 

< 式 > に は , タイ プ を 得 た い 文 字 の 位置 を , < 文字 列 > の 先頭 か ら 数 えた 文字 数 で 指定 し ます . 
この 場合 。 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 は 1 バイ ト を 1 文字 と 数 を ます が , その 他 の 文字 (KL/KO 
コー ド を 含む ) は すべ て 2 バイ ト を 1 文字 と 数 えま す . 

得 ら れる 値 と タイ プ と の 関係 は 次 の と お り で す . 


得 ら れる 値 タイ プ 
0 : 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 
・ 2 バイ ト 系 全角 文字 
2 バイ ト 系 半角 文字 
KI コー ド 
KO コー ド 


お の DO ビ 


< 式 > の 値 が 0 また は < 文字 列 > の 文字 数 より 大 きい 場合 , あるいは < 文字 列 > が ヌル スト リ 
ング ( 空 の 文字 列 ) の 場合 は , “TIlegal function call7 エラ ー と な り ま す 。 


参照 : サン プル プロ グラ ム 38 


LEFT$ 間 


文字 列 の 左側 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 抜き 出し ます . 
LEFT$(< 文 字 列 >, < 式 >) 
B$ ニ LEFT$(A$, 4) 

PRINT LEFT$("standing",。 5) 


く 文字 列 > の 左側 (最初 ) か らく < 式 > で 指定 し た 桁 数 の 文字 列 を 抜き 出し ます . < 式 > の 値 は 0 か 
ら 255 の 範囲 に な けれ ば な り ま せん . 

< 式 > の 値 が 0 な ら ば , LEFT$ の 値 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) と な り ま す . < 式 > が < 文 
字 列 > の 文字 数 より 大 きけ れ ば , LEFT$ の 値 は < 文字 列 > と まっ た く < 同じ こ に な り ま す 。 
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LEFT$, LEN, LET 


参照 : MID$, RIGHT$, サン プル プロ グラ ム 25 


| 画 還 
『TI 
デ 
] 


文字 列 の 合計 バイ ト 数 を 得 ます . 
LEN(< 文 字 列 >) 
文 例 PRINT LEN(A$) 


L= ニ LEN("TEST") 


< 文字 列 > 全体 の 合計 バイ ト 数 を 得 ます . 

出力 され な い 文 字 や 空白 も 数 えら れ ま す . ここ で , 出力 され な い 文 字 と は , キャ ラク タコ ー 
ド で 0 か ら 31 まで の 。 通常 コン トロ ー ル コー ド と 呼ば ん る も の を いい ます . 

LEN で は ,。 < 文字 列 > 中 に どん な タイ プ (1 バイ ト 系 。 2 バイ ト 系 ) の 文字 が 含ま れ て いて も , 
合計 の バイ ト 数 が 得 ら れ ま す . 


参照 : KLEN。 サ ンプ ルプ ログラム 25 


ヨ 〔LET〕 < 変数 名 > ニ < 式 > 
文 例 LET |I 三 | 十 1 
| ニニ (| 十 1)* J 
A$=STRING$(20,”"*”) 


変数 に 値 を 代入 し ます . 


LET は な く て も か まい ませ ん . 

< 式 > の 内 容 は 。 数 値 , 文字 列 の いか な る 型 で あっ て も か まい ませ ん . た だ し < 変数 名 > と 
< 式 > の 型 は 同じ で な けれ ば な り ま せん . 型 の 異な る 数 値 変数 へ の 代入 で は 左辺 の 精度 に 合わ せ 
た 代入 が 行わ れ ま す . 


注意 : 代入 で は 必ず , 左辺 に 変数 を 置か な けれ ば な り ま せん . 
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LINE 


1 


指定 し た 2 点 間 に 直 線 を 描き ます (パラ メー タ 指 定 に より 四角 形 も 描き ます ). 
LINE (| (Wx1, Wy1) | 〕 一 | (Wx2, Wy2) | 〔, < パレ ッ ト 番 号 1>〕 
STEP (x1, y1) | STEP(x2。 y2) | 
B Ji(。 | 《 ラ イン ネタ イル > | 1 
2 < パレ ッ ト 番 号 2> 
< タイ ルス トリ ング > 
LINE(100, 100) 一 (135, 100), 7,, &HF99F 
LINE 一 STEP (30, 30), 7, BF, 7 


| 


ワー ルド 座標 系 の 2 点 (Wx1, Wy1) と (Wx2, Wy2) を 結ぶ 直線 を 描き ます . 

(Wx1, Wy1) が 省略 され た 場合 , LP( 最 終 参照 点 ) の 値 を 採用 し ます . STEP を 使っ て 相対 座 
標 で 指定 する こと も で きま す . 

< レット 番号 1> に は , 描く 線 の 色 を 指定 し ます . 省略 され た 場合 は 。 その と き COLOR で 
設定 され て いる グラ フィ ッ ク 画 面 の フォ アグ ラウ ンド カラ ー が 採用 され ます . 

次 の パラ メー タ に は , B か BF の どちら か を 指定 する こと が で きま す . B は Box の 意味 で , 
(Wx1, Wy1) と (Wx2,Wy2) の 2 点 を 対 角 と する 四角 形 の 箱 を 描き ます . BF は Box Fill の 
意味 で , 描い た 四角 形 の 内 部 を ぬり つぶ し ます . 

<〈 ラ イン スタ イル > は 。 描く 線 の 形態 を 設定 する パラ メー タ で あり , 改 HO か ら &HFFFF (16 
進数 ) の 値 を と る こと が で きま す . この 値 と ライ ン の 形態 と の 関係 は 。 図 の と お り で す . < ライ 
ンス タイ ル > が 省略 され た 場合 は , 直線 を 引き ます . BF の 指定 時 に は 指定 で きま せん . 

く < く パ レッ ト 番 号 2> は , 四角 形 の 内 部 を ぬり つぶ す 際 の 色 を , < タイ ルス トリ ング > は ,。 ぬり つ 
ぶす 際 の 模様 を 指定 し ます . < パレ ッ ト 番 号 2? お よび < タイ ルス トリ ング > は , BF 指定 の と き 
だ け 有 効 で す . BF 指定 が あり , < パレ ッ ト 番 号 >。 く < タイ ルス トリ ング > の いずれ も 省略 され た 

合 に は , 四角 形 を 描い た の と 同じ 色 で 内 部 を ぬり つぶ し ます . 

パレ ッ ト 番 号 に つい て は 【〔2〕 COLOR を , < タイ ルス トリ ング > に つい て は 【〔2〕 PAINT を 
参照 し て くだ さい . 

LINE を 実行 し た 場合 , LP は (Wx2。Wy2) に 移動 し ます . 


この 図 は 文例 を 実行 し た も の で す . < ライ ンス タイ ル > の 16 進数 の 値 を 2 進数 16 ビッ ト で 表 
し た も の と 画面 上 の 16 ドッ ト が 対応 し て いま す . “1” の ビッ ト に 対応 する ドッ ト が 表示 され , 
^0” の ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 表示 され ませ ん . この 例 で は , 水平 座標 の 100 か ら 135 まで 
の 36 ドッ ト の 間 に , 1 点 鎖線 の ライ ンス タイ ル が 繰り 返さ れ て いま す . 線 を 16 ドッ ト 以 上 引い 
た 場合 に は , ライ ンス タイ ル が 画面 上 の 16 ドッ ト ご と に 繰り 返さ れる こと に な り ま す . 

この よう に ライ ンス タイ ル を 指定 する と 。 16 ド ッ ト 単 位 で 線 の 形態 を 決め る こと が で きま す 
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LINE, LINE INPUT 


か ら , 折れ 線 グ ラフ や ゃ 図面 の 作成 の 際 , 点線 や 1 点 鎖線 な ど を 簡単 に 描く こと が で きま す 。 


ライ ンス タイ ル (&HF99F ) 
F 9 9 F 


回 回 回 回 回 回 回 回 EER 還 回 


(100,100) (135,100) 


ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル 
(16 ド ッ ト ) (16 ド ッ ト ) 
LINE(100,100) 一 (135,100) ,7, , &HF99F を 実行 し た 時 


参照 : 〔2] COLOR, 〔2〕 PAINT。 サ ンプ ルプ ログ ラム 15。16。17。18。 20 


LINE INPUT | 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れる デー タ (255 バイ ト 以 内 ) を , 区 切る こと な く 一 括 し て 
文字 変数 に 代入 し ます . 

LINE INPUT 〔< プ ロン プ ト 文 > : 〕 < 文字 変数 名 

LINE INPUT "NAME" : NA$ 
LINE INPUT B$ 


LINE INPUT で は , キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た すべ て の デー タ が コン マ な どの 区 切り 記号 
も 含め て < 文字 変数 名 > で 指定 され た 変数 に 代入 され ます (INPUT の 場合 は 区 切り 記号 で 区 切 
られ た デー タ の 1 つ 1 つが 順次 抽出 され , 変数 に 代入 され ます ). 

<〈 く プロ ンプ ト 文 > に は , 入力 を 受け る 前 に 表示 する メッ セー ジ を 指定 し ます . 

入力 を 中 断 し た い 場 合 , [STOP| キ ー あ る い ぃ は |CTRLT|C| キ ー を 入力 し ます . プロ グラ ム の 実 
行 中 に 入力 を 中 断 す る と, STOP ON の 状態 に な い 限 り 。 プ ログ ラム の 実行 も 中 断 さ れ , コマ 
ンド モー ド に も どり ます . この と き , それ まで に 入力 し た 値 は すべ て 無効 と な り ま す ( 文 字 変 数 
に は 値 は 代入 され ませ ん ). 


参照 : INPUT,。 LINE INPUT# れ STOP ON ン OFF ン STOP 
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LINE INPUT# LINE INPUT WAIT 


LINE INPUT# | 


シー ケン シャ ルディ スク ファ イル より , 1 行 (255 バイ ト 以 内 ) 単 位 の デー タ を 一 
括 し て 文字 型 変数 に 読み 込み ます . 

書 式 LINE INPUT # く < ファ イル 番号 >, < 文字 型 変数 名 > 

LINE INPUT #1, A$ 


< ファ イル 番号 > に は , OPEN に よっ て , その ファ イル を オー プン し た と き に 指定 し た 番号 を 
使い ます . 

く 文字 変数 名 > は , デー タ が 代入 され る 文字 変数 の 名 前 で す . 

LINE INPUT # は , シー ケン シャ ルフ ァイル の 中 か ら , キャ リッ ジリ ター ン (CR) コー ド 十 
ライ ン フ ィ ー ド (LF) コー ド で 区 切ら れ て いる 1 行 単位 の デー タ を 読み 込み ます . ここ で , CR 
コー ド は CHR$(13),。 LF コー ド は CHR$(10) に 相当 し ます . 

LINE INPUT # は , デー タフ ァイル の それ ぞ れ の 行 が スペ ー ス や コン マ に よっ て いく つか 
の 欄 に 分 割 き さき れ て いる と き や 。 アス キー セー ブ し た プロ グラ ム を 他 の プロ グラ ム の デー タ と し 
て 読み 込む と き な ど に 特に 有効 で す . 


参照 : INPUT# OPEN 


LINE INPUT WAIT 


機能 キー ボー ド か ら 入 力 さ れる デー タ を 変数 に 代入 し ます . その 際 , 入力 待ち 時 間 を 
制限 する こと が で きま す . 


書 式 LINE INPUT WAIT < 待ち 時 間 >, 〔< く プロ ンプ ト 文 > ] < 文字 型 変 数 名 > 


文 例 LINE INPUT WAIT 50,"No.=", NO$ 


LINE INPUT WAIT は 時 間 制 限 つ き の LINE INPUT です. し た が っ て , LINE 
INPUT と INPUT WAIT の 両方 の 機能 を 兼ね わ そ を な えて いま す . 詳し く は それ ぞ れ の 命令 を 
参照 し て くだ さい . 


参照 : LINE INPUT, INPUT WAIT 
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LIST ン LLIST, LOAD 


LISTLLIST | 


文 例 


メモ リ 上 に ある プロ グラ ム の 全部 , また は 一 部 を 表示 ある い は 印刷 し ます . 
1)LIST (< 始点 行 番号 >) 【 一 < 終点 行 番号 >〕 

2)LLIST (< 始点 行 番号 >] 〔【 一 < 終点 行 番号 >〕 

If 

LLIST 100 一 200 


LIST を 実行 する と , プロ グラ ム の 内 容 が , 書式 1) は 画面 に , 書式 2) は プリ ンタ に , それ ぞ 


れ 出 力 さ れ ま す . 
パラ メー タ の 指定 方 法 と リス ト の 関係 は 次 の と お り で す . 
< 始点 行 番号 > 一 < 終点 行 番号 > : その 範囲 の すべ て の プロ グラ ム 行 を リス ト す る . 
< 始点 行 番号 > 一 ・ 始点 行 番号 に 始ま り そ れ より も 大 きら い 行 番号 の プロ グラ ム 
行 す べ て を リス ト す る . 
ー く 終点 行 番号 > ・ 最も 若い 行 番号 の プロ グラ ム 行 か ら 終 点 行 番号 まで を リス 
ト す る . 
< 始点 行 番号 > ・ その 行 番号 の プロ グラ ム 行 だ け を リス ト す る . 
行 番号 を 省略 ・ プロ グラ ム 行 を まず すべ て リス ト す る 。 
行 番号 に ピリ オド (. ) を 指定 する と 。BASIC イン タプ リタ 内 の ポイ ンタ が 示し て いる 現在 


の 行 を 指し ま 
リス ト の 出 
この 命令 は 


す ( た と えば , 最後 に 修正 され た 行 ). 
力 は |STOP| キ ー ま た は |[CTRL | C| の 入力 で 終り ます . 


。 実行 し 終る ある と いつ で も コマ ンド レベ ル に も どり ます . 


LOAD 


プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド し ます 。. 
LOAD < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, R] 
LOAD "2 :DEMO"。R 

LOAD "COM : N82NN" 


く < く フ ァイル ディ スク リプ タ > に は 。 メ モリ に ロー ド す る プロ グラ ム フ ァ イル (ディ スク 。 RS- 
232C 回 線 ,。 キー ボー ド ) を 指定 し ます . LOAD を 実行 する と 。 すべ て の 開い て いる ファ イル は 


閉じ られ , 変 
R オ プシ ョ 
開始 し ます . 


数 に 代入 され て いる 値 は 失わ れ ま す . 
ン を つけ る と , ファ イル は 開い た まま で 。 プロ グラ ム を ロー ド 後 , 直ちに 実行 を 
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LOAD, LOC, LOCATE 


注意 : RS-232C 回 線 か ら の プロ グラ ムロ ー ド の 場合 ,、 プ ログ ラム の ロー ド が 完了 し て も , 自動 
的 に LOAD コマ ンド は 終了 し ませ ん . |STOP | キー で 強制 的 に 中 止 し な けれ ば な り ま せ 
ん . 


LOC 間 


ファ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 得 ます . 
LOC(< フ ァイル 番号 >) 
LAST= ニ LOC(2) 


<〈 フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル の 種類 に よっ て , 得 ら れる 値 の 意味 が 異な り ま す . 


ラン ダム ディ スク ファ イル の 場合 
最後 に 読み 書き (GET プ PUT) を 行っ た レコ ー ド の レコ ー ド 番号 が 得 ら れ ま す 。 


シー ケン シャ ルディ スク ファ イル の 場合 
オー プン し て か ら 現 在 ま で に ファ イル を 読み 書き し た 回 数 が 得 ら れ ま す 。 


キー ボー ド フ ァイル の 場合 
割り 込み に よっ て 受け 付け られ , キー ボー ド バ ッ ファ 中 に た まっ て いる 文字 数 が 得 ら れ ま す 。 


RS-232C 回 線 フ ァイル の 場合 
割り 込み に よっ て 受け 付け られ , 入力 バッ ファ 中 に た まっ て いる 文字 数 が 得 ら れ ま す . 
読み 取り 動作 (INPUT あれ INPUT$ な ど ) が 行わ れず に , 割り 込み に よる RS-232C 回 線 か ら 
の 受信 が 続く と , や が て バッ ファ が 一 杯 に な り エ ラー と な る た め , これ を 監視 する の に LOC を 
使用 する こと が で きま す . 


LOCATE | 


テキ スト 画面 の カー ソル を 指定 位置 へ 移動 し ます . 
LOCATE  〔<X>〕 〔, <Y>〕〔, < カー ソル スイ ッ チ >]〕 
LOCATE 10, 10 

LOCATE ,, 0 


え は 水平 座標 を 表し , 省略 され た 場合 は 0 と みな され ます . Y は 垂直 座標 を 表し , 省略 され 
た 場合 は 現在 カー ソル が セッ ト さ れ て いる 行 と みな され ます . これ ら は ,。 と も に 画面 の 左上 を 
(0, 0) と する キャ ラク タ 上 座標 に より 指定 し ます . 
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LOCATE, LOF, LOG 
< カー ソル スイ ッ チ > は カー ソル の 表示 状態 を 決め る スイ ッ チ で , 0 を 指定 する と 表示 され な 
く なり, 1 を 指定 する と 表示 され る よう に な り ま す . 


注意 : 水平 座標 が 奇数 桁 の 場合 日 本 語 の 表示 ある い は 日 本 語 入 力 を 正しく 行う こと は で きま 
せん . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 10, 33 


LOF 間 数 


ファ イル の 大 き さ を 得 ま す . 
LOF(< フ ァイル 番号 >) 
MAXREC 三 LOF(2) 


< ファ イル 番号 > で 指定 され た ファ イル の 種類 に よっ て , 得 ら れる 値 の 意味 が 異な り ま す . 


ディ スク ファ イル の 場合 
ファ イル の 大 き さ が セクタ 数 で 得 ら れ ま す 。 この 値 は 。 ファ イル が ラン ダム ファ イル で あれ 
ば , その ファ イル の 最大 レコ ー ド 番号 に 相当 し ます . 


RS-232C 回 線 フ ァイル の 場合 
入力 バッ ファ の 残り の バイ ト 数 (入力 可能 な 余裕 パイ ト 数 ) が 得 ら れ ま す . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 29 


LOG 関 数 


自然 対数 を 得 ま す . 

LOG(< 数 式 >) 

PRINT LOG(35 ノ 9) 
LA= ニ LOG(X * Y) 


< 数 式 > の , 自然 対数 (e を 底 と し た 対数 ) を 値 と し て 得 ま す . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 , 得 ら れる 値 は 倍 精度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す . 


参照 : EXP 
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LPOS, LPRINT, LPRINT USING 


LPOS 間 


現在 の プリ ンタ の ヘッ ド 位 置 を 得 ます . 
LPOS(< 式 >) 
HEAD=LPOS(0) 


使 有 中 の プリ ンタ の 、 現 在 の ヘッ ド 位 置 ( 桁 位置 , すなわち 水平 位置 ) を 得 ます . 
< 式 > は 。 ダミ ー で あっ て 意味 を 持ち ませ ん が 。 省略 で きま せん . 


参照 : WIDTH LPRINT 


LPRINT | 


プリ ンタ に デー タ を 出力 し ます . 
LPRINT [< 式 >]〔 < 式 >…〕 〔 


和 


文 例 LPRINT AS, D2 
LPRINT CHRS(&H41) : CHR$(&H42) : CHR$(&H43) 


指定 し た 式 の 値 や 文字 列 な どの デー タ を , プリ ンタ に 出力 し ます . 
LPRINT は , デ ー タ を プリ ンタ に 出力 する 点 が 違う だ け で , その 動作 は PRINT と 同じ で す . 


参照 : PRINT 


LPRINT USING 


文字 列 , 数 値 な どの デー タ を 編集 し , プリ ンタ に 出力 し ます . 
LPRINT USING < 書式 制御 文字 列 > : < 式 > 〔 < 式 >…〕 〔 


| 


LPRINT USING "@ 弥 P:A$,B 
LPRINT USING "\\#. 弥 が :C 


< 書式 制御 文字 列 > に よっ て 決定 され る 領域 や 書式 に 従っ て , < 式 > に 指定 され た 各種 デー タ 
を プリ ンタ に 出力 し ます 。 

LPRINT USING は ,、 デー タ を プリ ンタ に 出力 する 点 が 違う だ け で , その 動作 は PRINT 
USING と 同じ で す . 
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LPRINT USING, LSET ン RSET, MAP 


参照 : PRINT USING 


LS ET/ ノ RS F 1] oisk モー ド ) 


ラン ダム ファ イル バッ ファ の フィ ー ル ド に デー タ を 代入 し ます . 
1) LSET < 文字 変数 > ニ く 文字 列 > 

2) RSET < 文字 変数 > ニ く 文字 列 > 
文 例 LSET A$=" 単 価 " 

RSET B$=MKS$(!|) 


< 文字 変数 > に は , FIELD で ラン ダム ファ イル バッ ファ 上 に 割り 当て られ た フィ ー ル ド 変 数 を 
指定 し ます . 

< 文字 列 > を 指定 する こと に より , フィ ー ル ド 変 数 に 対応 する フィ ー ル ド に デー タ (文字 型 ) を 
代入 する こと が で きま す . < 文字 列 > の 文字 数 が FIELD で 割り 当て られ た フィ ー ル ド 変 数 の 長 
さよ り 短 ぃ 場合 , LSET で は 左 詰め 。RSET で は 右 詰 めで フィ ー ル ド を 満た し ます . また , < 文 
字 列 > が フィ ー ル ド よ り 長 い 場 合 は 。 LSET, RSET と も 右側 の 部 分 が 失わ れ ま す . 


注意 : < 文字 変数 > は, あら か じ め FIELD で 定義 きれ て いな けれ ば な り ま せん . 定義 され て い 
な い 変 数 名 を 用 いる と , デー タ を 正しく 代入 する こと が で きま せん . 
また , < 文字 列 > に 指定 する デー タ は 文字 型 で な けれ ば な り ま せん の で , 数 値 型 デー タ は 
MKI$, MKS$, MKD$S の いずれ か に より 文字 型 デ ー タ に 変換 し て お か な けれ ば な り ま せ 
ん . 


参照 : FIELD, GET, MKI$ プ MKS$ プ MKD$。 PUT, サン プル プロ グラ ム 26, 29 


MAP 数 


スク リー ン 座 標 , ワー ルド 座標 の 相互 変換 を 行い ます . 
MAP (< 数 式 >, < 機能 >) 
SY1= ニ MAP(WY1, 1) 


< 数 式 > で 指定 され る スク リー ン 座 標 あ る あい は ワー ルド 座標 の 値 を , < 機能 > の 指定 に 従い , 
対応 する ワー ルド 座標 ある い は スク リー ン 座 標 に 変換 し ます . 
< 機能 > に 指定 する 値 に より , 次 の よう な 変換 を 行い ます . 
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MAP, MERGE 


0 : < 数 式 > を ワー ルド 座標 系 に お ける x 座標 と みな し , これ を 対応 する スク リー ン 
座標 系 で の x 座標 に 変換 する (Wx 一 Sx). 

1 : < 数 式 > を ワー ルド 座標 系 に お ける y 座 標 と みな し , これ を 対応 する スク リー ン 
座標 系 で の y 座標 に 変換 する (Wy 一 Sy). 

2 : < 数 式 > を スク リー ン 座 標 系 に お ける x 座 標 と みな し , これ を 対応 する ワー ルド 
座標 系 で の x 座標 に 変換 する (Sx 一 Wx). 

3 : < 数 式 > を スク リー ン 座 標 系 に お ける y 座 標 と みな し , これ を 対応 する ワー ルド 
座標 系 で の y 座 標 に 変換 する (Sy 一 Wy). 


MAP を 用 いれ ば , ワー ルド 座標 か ら ス クリ ー ン 座標 へ の 変換 が で きま すか ら , GET や PUT 
の よう に スク リー ン 座 標 で 位置 を 指定 する 操作 の 場合 に も , ワー ルド 座標 を 変換 し て 指定 する 
こと が で きま す 。 


注意 : MAP は , 変換 の 結果 が スク リー ン 座 標 系 ある い は ワー ルド 座標 系 か ら 外 れ て も エラ ー 
と な り ま せん 。 


MERGE osks- ド ) | 


メモ リ 上 の プロ グラ ム に , ディ スク 上 の プロ グラ ム フ ァ イル を 合成 し ます . 
MERGE < ファ イル ディ スク リプ タ > 
MERGE "2 : TEST" 


メモ リ 上 の プロ グラ ム と , < ファ イル ディ スク リプ タ > に より 指定 し た ディ スク 上 の プロ グラ 
ム フ ァ イル を 合成 (マー ジ ) し て 1 つの プロ グラ ム に し , メモ リ 上 に 置き ます . 

メモ リ 上 の プロ グラ ム と , ディ スク 上 の プロ グラ ム フ ァ イル に 同一 の 行 番号 が あっ た 場合 に 
は , ディ スク 上 の プロ グラ ム フ ァ イル 中 の 行 が 採用 され ます . 

な お , マー ジ 後 , た だ ち に その プロ グラ ム を 実行 きせ た いと き は , MERGE オ プシ ョ ン つ き 
の CHAIN を 使う こと が で きま す . 


注意 : 混合 する プロ グラ ム フ ァ イル は アス キー セー ブ さ れ て いな けれ ば な り ま せん . そう で な 
い 場 合 に は , Sequential IO only"” エラ ー に な り ま す . 


参照 : CHAIN, SAVE 
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MID$, MID$ (関数 ) 


MID$ 


文字 列 の 一 部 を 置き 換え ます . 
MID$ (< 文字 変数 >, < 式 1> (〔, < 式 2>]) = < 文字 列 > 
文 例 | MID$(A$, 3)="ABC" 

MID$(B$, N, 2) =C$ 


< 文字 変数 > に 代入 され て いる 文字 列 の < 式 1〉 番目 の 文字 か ら < 式 2> 個 の 文字 を , < 文字 列 > 
の 最初 か ら < 式 2> 個 分 の 文字 列 で 置き 換え ます . 

< 式 1> は 1 か ら 255 の 範囲 。 ま た , < 式 2> は 0 か ら 255 の 範囲 に な けれ ば な り ま せん . 

く 文字 列 > に は 文字 変数 を 用 いる こと も で きま す .。 

< 式 2> が 省略 され た 場合 , ま た は < 式 2> の 値 が < 文 字 列 > の 文字 数 を 超え る 場合 , く 文字 変 
数 > に 代入 され て いる 文字 列 を , < く 文字 列 > の すべ て の 文字 と 置き 換え ます . 


衣 


意 : この 命令 は 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 に も 利用 で きま す が , その 際 に は 文字 列 の 前 後に 入 
る KI/KO コー ド に 注意 し て くだ さい . 
また , 1 バイ ト 系 と 2 バイ ト 系 の 混在 文字 列 に 使用 する 場合 は , 文字 の 境界 に 充分 注意 し 
な いと , 予期 し な い 結 果 と な り ま す . 


参照 : MID$ (関数 ) 


文字 列 の 中 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 抜き 出し ます . 
MID$(< 文 字 列 >,。 < 式 1> 〔, < 式 2>〕) 
文 例 B$ ニ MID$(A$, 2, 3) 
COUNTRY$= ニ MID$("JPNUSAFRAGBRCAN", N * 3 十 1, 3) 


< 文字 列 > の < 式 1> 番目 の 文字 か ら < 式 2> 桁 の 文字 列 を 抜き 出し ます . 

< 式 1> は 1 か ら 255 の 範囲 。 また , < 式 2> は 0 か ら 255 の 範囲 に な けれ ば な り ま せん . 

< 式 2> を 省略 し た 場合 や , < 文字 列 > の < 式 1> 番目 の 文字 か ら 右 側 全部 の 文字 数 が < 式 2> 
より 小さ い 場 合 は , < 文字 列 > の < 式 1> 番目 の 文字 より 右側 全部 の 文字 列 を 抜き 出し ます 。 

< 式 1> が < 文字 列 > の 文字 数 より 大 きけ れ ば , MID$ の 値 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) と な 
り ます. 


注意 : この 命令 は 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 に も 利用 で きま す が ,。 その 際 に は 文字 列 の 前 後に 入 
る KI/KO コー ド に 注意 し て くだ さい . 
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MID$ (関数 ), MKIS プ MKS$ プ MKD$ 


また , 1 バイ ト 系 と 2 バイ ト 系 の 混在 文字 列 に 使用 する 場合 は , 文字 の 境界 に 充分 注意 し 
な いと 。 予期 し な い 結 果 と な り ま す . 


参照 : LEFT$, MID$, RIGHT$, サン プル プロ グラ ム 23, 25 


MKI$ プ MKS$ MKD$ 還 才 


数 値 デ ー タ を その 数 値 の 内 部 表現 に 対応 し た 文字 列 に 変換 し ます . 
MKIS (< 整数 値 >) 
MKS$(< 単 精度 実数 値 >) 
MKD$ (< 倍 精度 実数 値 >) 
文 例 A$ ニ MKI$(16961 ) 
LSET B$ ニ MKS$(1.23) 
RSET C$ ニ MKD$(3.141592654 お 


これ ら の 関数 は , 数 値 デ ー タ を ラン ダム デー タフ ァイル に 対し て 書き 出す 際 。 数 値 デ ー タ は 
その まま の 形 で は 書き 出す こと が で き な い た め , これ を 文字 型 デ ー タ に 変換 する た め に 使用 す 
る も の で す . 


MKI$  : 整数 値 を 2 文字 (2 バイト) の 文字 列 に 変換 (CVI の 逆 )、 
MKS$ : 単 精度 実数 値 を 4 文字 (4 パ バイト) の 文字 列 に 変換 (CVS の 逆 ). 
MKD$ : 倍 精 度 実数 値 を 8 文字 (8 バイ ト ) の 文字 列 に 変換 (CVD の 逆 ). 


実際 に ラン ダム デー タフ ァイル に 数 値 デ ー タ を 書き 出す 際 に は , まず これ ら の 関数 を 用 いて 
数 値 デ ー タ を 文字 型 化し 。 これ を LSET ン RSET で フィ ー ル ド 変 数 に セッ ト し て か ら 。 PUT 
を 行い ます . 

これ ら の 関数 で 文字 列 に 変換 され た 数 値 デ ー タ を , も と の 数 値 型 に 変換 する に は ,。 CVI ン 
CVS プ CVD の 各 関 数 を 使用 し ます . 

数 値 か ら 文字 へ の 変換 は 数 値 の 内 部 表現 の 値 を を そ を の まま それ に 対応 する 文字 コー ド を も ゃ 一文 
字 列 に する こと に よっ て 行わ れ ま す . 実際 の 数 値 と 変換 後 の 文字 列 と の 関係 を 整数 値 で 説明 す 
る と 次 の よう に な り ま す 。. 

整数 値 が 16961 の 場合 , この 数 値 の 内 部 表現 は 和 &H4241(16 進 表記 ) で あり , A$= ニ CHR$(& 
H41) 士 CHR$(&H42)。 すなわち , A$ ニ "AB" と な り ま す ( 上 下 バ イト が 逆 に な る こと に 注意 ). 
つま り , 数 値 デ ー タ を キャ ラク タコ ー ド と みな すわ け で す . 


注意 : STR$ 関 数 と は 変換 の し か た が まっ た く 異 な り ま す . 


参照 : CVI プ CVS プ CVD, LSET ン RSET、。 サ ンプ ルプ ログ ラム 26 
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MON, NAME, NEW 


MON の sk s-p) | 


二 5 少 モー ド 代 入り まず 


MON 
MON 


BASIC モー ド か ら モ ニタ モー ド に 移り ます . モニ タモ ー ド は 8, 機械 語 プ ログ ラム の 作成 , デ 
バッ グ の た め の 環 境 を 用 意 し ます . 詳し く は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さ 


い . [CTRL|+| BI で , も と の BASIC モー ド に も どり ます . 


NAME esxs-p | 


ディ スク ファ イル の 名 前 を 変更 し ます . 
NAME < 旧 フ ァイル ディ スク リプ タ > AS < 新 フ ァイル ディ スク リプ タ > 
NAME "2 : SAMPLE . BAS" AS "2:SAMPLE1" 


< 旧 フ ァイル ディ スク リプ タ > で 表 さ れ て いる ディ スク 上 の ファ イル の 名 前 を < 新 フ ァイル デ 
ィ ス クリ プ タ > に 変更 し ます . 

ディ スク ファ イル に 対す る ファ イル ディ スク リプ タ の 指定 形式 は , "〔 ド ライ ブ 番 号 : ] ファ 
イル 名 "です. 

ドラ イブ 番号 が 省略 され た 場合 , ドラ イブ 1 の ディ スク が 処理 の 対象 に な り ま す . 

< 旧 ファ イル ディ スク リプ タ > と < 新 フ ァイル ディ スク リプ タ > に 指定 され る ドラ イブ 番号 は 
同じ で な けれ ば な り ま せん . 

な お , ファ イル の 名 前 の 変更 を 行う ファ イル は クロ ー ズ され た 状態 で な けれ ば な り ま せん . 


や ideasrszck 2 


書 式 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を 抹消 し , すべ て の 変数 を 初期 化し ます . 


NEW 
NEW 


NEW は メモ リ 上 の プロ グラ ム を 抹消 し , すべ て の 変数 を 初期 化 ( ク リア ) し ます . また , その 
と き 開 か れ て いる ファ イル も すべ て 閉じ られ ます . 
コマ ンド の 実行 が 終っ と 。 い つも コマ ンド レベ ル に も どり ます . 
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NEW ON, OCT$ 


NEW ON 


シス テム を 再起 動 し ます . 
NEW ON < 式 > 
NEW ON 1 


<〈 式 > に 指定 され た 値 に より ,。 いろ いろ な 状態 で シス テム を 再起 動 さ せま す . 

この 命令 は , ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の 持つ 機能 に 対応 し て 意味 づけ られ て お り , ディ プス イ 
ッ チ の 操作 の 一 部 を BASIC コマ ンド と し て 実行 で きる よう に し た も の で す 。 

NEW ON で は , ディ ッ プ スイ ッ チ SW2 の うち , 2 番 て 4 番 ス イッ チ ま で を 制御 する こと が 
で きま : す 、 

NEW ON の スイ ッ チ は 図 の よう に それ ぞ れ を 1 ビッ ト (0 また は 1) で 表し ます 。 


ディ ッ プ スイ ッ チ SW 2 の 機能 


2 < シス テム モー ド > 0 : BASIC モー ド 1: ター ミナ ルモード 
3 < 桁 数 > 1:1 行 80 桁 0:1 行 40 桁 
4 < 行 数 > 1: 1 画面 25 行 0 :1 画 面 20 行 


< 式 > に 指定 する 値 は , 以下 の 式 で 求め られ ます . 
< 式 >= 4 番 ス イッ チ の 値 * 2 3 十 3 番 スイ ッ チ の 値 * 2 2 十 2 番 スイ ッ チ の 値 * 2 


た と えば , 25 行 X40 桁 表 示 の 状態 で 。N。。-BASIC を BASIC モー ド で 起動 きせ た いと き に 
は , < 式 > 三 1 ※ 2 3 十 0 *※ 2 "2 十 0 * 2 と な り , < 式 > に は 。 8 を 指定 し ます 。 


OCTS 間 


10 進数 を 8 進数 に 変換 し , その 文字 列 を 得 ます . 
OCT$ (< 数 式 >) 
PRINT OCT$(320) 


< 数 式 > の 値 を 8 進数 に 変換 し て , その 文字 列 を 得る 関数 で す . < 数 式 > の 値 は , 一 32768 か ら 
32767( ま た は 0 か ら 65535) まで の 範囲 - な けれ ば な り ま せん . < 数 式 > の 値 と 得 ら れる 文字 列 と 
の 対応 は 次 の と お り で す . 
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OCTS, ON COM GOSUB 


< 数 式 > の 値 得 ら れる 8 進 表 記 文 字 列 
0 て 32767 0 77777 
ー32768… 一 1 : 100000 一 177777 


3276865535 : 100000 一 177777 


参照 : HEX$。VAL, サン プル プロ グラ ム 24 


ON COM GOSUB | 


RS-232C 回 線 か ら の 割り 込み が 発生 し た と き , 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 
を 指定 し ます . 

ON COM 〔(< 回 線 番号 >)) GOSUB < 行 番号 > 

文 例 | ON COM GOSUB 1000 
ON COM(2) GOSUB *RECV 


指定 し た RS-232C 回 線 に 入力 割り 込み が あっ た と き に 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 番号 
を 定義 し ます . 

RS-232 C( 第 2 回 線 プ 第 3 回 線 ) イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 使用 する 場合 , く 回線 番号 > に 指定 で 
きる 値 と 意味 は 次 の と お り で す . (< 回 線 番号 >) を 省略 (カッ コ も 含む ) し た 場合 は , 第 1 回 線 と 
な り ま す 。 


1 : RS-232C 第 1 回 線 
2 : RS-232C 第 2 回 線 
3 : RS-232C 第 3 回 線 


RS-232 C( 第 2 回 線 ノ 第 3 回 線 ) イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 使用 し な い 場 合 , (< 回 線 番号 >) は 必 
ず カ ッ コ も 含め て 省略 し て くだ さい . 

< 行 番号 > に は 分 岐 さ せる 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブルーチン と 同じ で , RETURN で 行い ます . た ん に 
RETURN と し た と き は 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は その 行か ら 再 
開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は , 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に も どる よう に 指定 し て くだ さい .。 これ を 無視 する と, スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さ 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いよ うに し て くだ さ 
い . 
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ON COM GOSUB, ON ERROR GOTO 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 さ きせ る に は , 割り 込み が 発生 し た と き 。, 
COM ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 
ON COM GOSUB は , RS-232C 回 線 を OPEN し た 後 実行 きれ な けれ ば 有効 と な 
り ま せん 。. 


参照 : COM ON プ OFF プ STOP, OPEN, RETURN 


ON ERROR GOTO | 


エラ ー が 起こ っ た と き に 分 岐 する 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
ON ERROR GOTO < 行 番号 > 
ON ERROR GOTO 1000 


< 行 番号 > に は 分 岐 さ きせ る 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

この 命令 を 実行 し て お く と , エラ ー が 起こ っ た と き に , 指定 し た 開始 行か ら 始ま る エラ ー 処 
理 ル ー チ ン に 処理 が 移り ます . エラ ー 発 生 時 の プロ グラ ム 行 番号 は ERL に 。 エ ラー コー ド は 
ERR に セッ ト さ れ ま す の で , エラ ー 処 理 ル ー チ ン 内 で は , これ ら を 利用 し て 独自 の エラ ー 処 理 
を 行う こと が で きま す . 

処理 ルー チン か ら 復 帰す る に は , 一 般 の サブ ルー チン と は 異な り 。 RESUME を 使い ます . 
プロ グラ ム の 実行 終了 後 は , 必ず ON ERROR GOTO 0 を 実行 し て ,。 エラ ー 割 り 込 み を 
無効 にし て お く よ う に し て くだ さい . さも な いと ,。 エ ラー が 発生 する た びに (プロ グラ ム が メモ 
リ 上 に ある 限り , ダ イレ クト モー ド で あっ て も ) エ ラー 処理 ルー チン に 処理 が 移っ て し まい ます 。 
ON ERROR GOTO 0 の 実行 後 は ,、 エラ ー が 生じ る と 通常 どおり エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表 
示さ れ , プロ グラ ム の 実行 は 停止 し ます . 

エラ ー 処 理 ル ー チ ン 内 に ON ERROR GOTO 0 が ある 場合 は ,。 エラ ー に よる 分 岐 ( エ ラー 
トラ ッ プ ) の 原因 と な っ た エラ ー の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , プ ログ ラム の 実行 を 停止 し ます . 


注意 : < 行 番号 > に 指定 され た 行 が 存在 し な い 場 合 , “Undefined line number" エ ラー が 起こ 
ます 。 
エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 中 で は エラ ー 割 り 込 み は 起こ り ま せん . エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 実 
行 中 に エラ ー が 起き た 場合 に は , それ に 対す る エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , 実行 は 停 
呈し まま が 。 


参照 : PRL プ ERR, ERROR, RESUME,、 サン プル プロ グラ ム 22 
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ON…GOSUB グ ON…GOTO, ON HELP GOSUB 


ON…GOSUB プ ON …GOTO 


指定 され た いずれ か の 行 に 分 岐 し ます . 

1) ON < 式 > GOSUB < 行 番号 > 〔, < 行 番号 > …〕 
2) ON < 式 > GOTO < 行 番号 > 〔, < 行 番号 > …〕 

文 例 ON A GOSUB 100, 200, 300, 400 


ON N GOTO ※*ENTRY1, *ENTRY2。 *ENTRY3, *ENTRY4 


<〈 式 > の 値 に 応じ て , “< 式 > の 値 ” 番目 の < 行 番号 > に 処理 が 移り ます . た と えば , < 式 > の 
値 が 3 で あっ た な ら , 行 番号 の 並び の 3 番目 の 行 が 分 岐 先 と な り ま す . 

ON…GOSUB の 場合 , < 行 番号 > は サ プ ル ー チ ン (RETURN で 終っ て いる 必要 が ある ) の 開 
始 行 で な く て は な り ま せん . 


注意 : < 式 > の 値 が 負 の 場合 に は , “Tllegal function call7 エラ ー が 起こ り ま す が ,。 値 が 0 ある 
い は 並び の 行 番号 より 大 きい 場合 に は 次 の 行 に 実行 が 移り 。 エラ ー は 起こ り ま せん . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 29,。 30 


N HELP GOSUB 


|HELP| キー に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
ON HELP GOSUB < 行 番 号 > 
ON HELP GOSUB 1000 


この 命令 を 実行 し て お く と , 以後 プロ グラ ム の 実行 中 に |HELP| キ ー が 押さ れる た びに , 指定 
し た 開始 行か ら 始ま る 割り 込み 処理 ルー チン に 処理 が 移り ます . この 命令 は 割り 込み の 対象 と 
し て | HELP| キ ー を 使っ て いる こと を 除け ば , 他 の 割り 込み 定義 命令 (KEY, COM, PEN, STOP 
な ど ) と 同様 な 使い 方 で 利用 で きま す . 

< 行 番号 > に は , 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で , RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に RETURN と し た と き は , 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は , 
その 行か ら 再 開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は ,。 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に もち ど る よう に 指定 し て くだ さい . これ を 無視 する と, スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さ 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いよ うに し て くだ さ 
い . 


121 


ON HELP GOSUB, ON KEY GOSUB 


INPUT 実行 中 に 割り 込み が 生じ た 場合 は 。 RETURN だ け で 復帰 させ る と INPUT の 次 の 
命令 か ら 実 行 を 再開 し ます か ら , 行 番号 を 指定 する か 。 プロ グラ ム て で 適切 な 処理 を し な けれ ば 
な り ま せん 。 

本 来 こ の 命令 は , アプ リケーション プロ グラ ム を 作成 する 際 。 プロ グラ ム 中 に プロ グラ ム の 
使い 方 入力 の 仕方 な どの 説明 を 書い た 表示 ルー チン を 用 意 し て お き , ユー ザー が その プロ グ 
ラム の 実行 中 , 使い 方 が わか ら な く な っ た と き に |HELP| キ ー を 押し て 指示 を 受け る ,。 と いっ た 
用 途 の た め に 用 意 さ きれ て いる も の で す . 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 き せる に は , 割り 込み が あっ た と き 
HELP ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 


参照 : HELP ON/OFF プ STOP, RETURN 


ON KEY GOSUB | 


ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
ON KEY GOSUB < 行 番号 > 〔, < 行 番号 > …〕 
ON KEY GOSUB 100, 200, 300, 400 


この 命令 を 実行 し て お く と , 以後 プロ グラ ム の 実行 中 に ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れる た び 
に , 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に 対応 する 指定 開始 行か ら 始ま る 割り 込み ルー チン に 処理 が 移り ま 
sj 

《 行 番号 y? に は , 割り 込み が 発生 し た と き に 分 岐 さ せる 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を ,。 ファ ン 
クシ ョ ン キ ー の 番号 順に 並べ て 指定 し ます . < 行 番号 > の 並び 中 で , 行 番号 の 指定 を 省略 し た 場 
合 は , それ に 対応 する ファ ンク ショ ン キ ー に よる 割り 込み は 起こ り ま せん . し た が っ て , た と 
えば ON KEY GOSUB 100,, 300 と 指定 し た 場合 , |f・1 | キー おぉ ょ If:3 キー 以外 は 割り 込 
み の 対 象 と な り ま せん . 

く 行 番号 > は 最大 10 個 ま で 並べ て 書く こと が で きま す . 行 番号 の 代わ り に ラベ ル 名 を 使う こ 
と も で きま す . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルーチン の 場合 と 同じ で , RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に RETURN と し た と き は , 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は , 
その 行か ら 再 開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は , 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に もち どる よう に 指定 し て くだ さい .。 これ を 無視 する と , スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さ 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん .。 と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いよ うに し て くだ さ 
い 。 
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ON KEY GOSUB, ON PEN GOSUB 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 き せる に は , 割り 込み が 発生 し た と き 。, 
KEY ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

この 命令 を 実行 する と 。 ファ ンク ショ ン キ ー 本 来 の 機能 (ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 
KEY で 定義 し た 文字 列 が 入力 され る 機能 ) は 無視 きれ ます . た だ し , 定義 され た 文字 列 
の 内 容 は ,。 CONSOLE で 指定 する こと に より 表示 する こと は 可能 で す . 


に 


照 : KEY ON ググ OFF/STOP, RETURN,、。 サ ンプ ルプ ログラム 30 


間 


N PEN GOSUB 


ライ トペ ン が 押さ れ た と き の 割 り 込 み 処 理 ル ー チ ン の 開始 行 を 定義 し ます . 
ON PEN GOSUB < 行 番号 > 
文 例 ON PEN GOSUB *PENTEST 


この 命令 を 実行 し て お く と , 以後 プロ グラ ム の 実行 中 に ライ トペ ン が 押さ れる た びに , 指定 
し た 開始 行か ら 始ま る 割り 込み 処理 ルー チン に 処理 が 移り ます . この 命令 は 割り 込み の 対象 と 
し て ライ トペ ン を 使っ て いる こと を 除け ば , 他 の 割り 込み 定義 命令 (KEY。COM, HELP, 
STOP な ど ) と 同様 な 使い 方 で 利用 で きま す . 

行 番号 > に は ,。 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サ プ ル ー チ ン の 場合 と 同じ で ,RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に だ RETURN と し た と き は , 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は , 
その 行か ら 再開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は , 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に も どる よう に 指定 し て くだ さい . これ を 無視 する と , スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さ 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いよ うに し て くだ さ 
い . 
注意 : この 命令 に よっ て 処理 ルー チン に 分 岐 さ せる に は , PEN ON の 状態 で な けれ ば な り ま 
せん . 


「Y 


MO 


照 : PEN ON プ OFF グ STOP, RETURN 
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ON PLAY GOSUB 


ON PLAY GOSUB Ei 


PLAY 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
ON PLAY(< チ ャ ン ネ ル 番 号 >, < 残り バイ ト 数 >) GOSUB < 行 番号 > 
ON PLAY(1, 1024) GOSUB *NEXT.PLAY 


この 命令 を 実行 し て お く と , バッ ク グ ラウ ンド (BASIC プロ グラ ム の 実行 と 独立 し て 演奏 す 
る 形態 . PLAY の MB コマ ンド 参照 ) で 演奏 中 に , < チャ ン ネ ル 番 号 > の サウ ンド バッ ファ 内 
の 未 演 奏 音楽 情報 が < 残り バイ ト 数 > 以下 に な っ た と き , 指定 し た < 行 番号 > か ら 始 まる 処理 
ルー チン に 処理 を 移し ます . 

< チャ ン ネ ル 番 号 > に 指定 する 値 と その 意味 の 関係 は 次 の と お り で す . 


0 : 全 チ ャ ン ネ ル の 中 で 最大 の 残り バイ ト 数 を も つも の 
1 て 6 : 各 チ ャ ン ネ ル 
負 : 全 チ ャ ン ネ ル の 中 で 最小 の 残り バイ ト 数 を も つも の 


< 残り バイ ト 数 > は , 0 一 32767 の 範囲 で す . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , RETURN で 行い ます . た ん に RETURN と し た と き に は , 中 
断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は , その 行か ら 再 開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は , 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に も どる よう に 指定 し て くだ さい . これ を 無視 する と, スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さ 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いで くだ さい 。 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 き せる に は , 割り 込み が あっ た と き に 
PLAY ON の 状態 で な けれ ば な り ま せん . 
PLAY の 割り 込み は , BASIC の 他 の 割り 込み 命令 と 異な り , 割り 込み 処理 ルー チン に 制 
御 が 移っ て も 自動 的 に 割り 込み 停止 状態 と な り ま せん . し た が っ て , 処理 ルー チン の 先 
頭 で は PLAY OFF また は PLAY STOP を 実行 し , 終わ り で PLAY ON を 実行 す 
る 必要 が あり ます . 


参照 : PLAY, PLAY ON ノン OFF プ STOP, サン プル プロ グラ ム 41 


124 


ON STOP GOSUB, ON TIME$S GOSUB 


ON STOP GOSUB 


[STOP | キー に よる 割り 込み 処理 ルー チン の 開始 行 を 定義 し ます . 
ON STOP GOSUB < 行 番号 > 
ON STOP GOSUB 100 


この 命令 を 実行 し て お く と , 以後 プロ グラ ム の 実行 中 に [STOP| キ ー が 押さ れる た びに 。 指定 
し た 割り 込み 処理 ルー チン に 処理 が 移り ます . この 命令 は 割り 込み の 対象 と し て [STOP| キ ー を 
使っ て いる こと を 除け ば , 他 の 割り 込み 定義 命令 (KEY, COM, HELP, PEN な ど ) と 同様 な 
使い 方 で 利用 で きま す . 

< 行 番号 > に は 。 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブルーチン の 場合 と 同じ で , RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に RETURN と し た と き は , 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は , 
その 行か ら 再 開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は , 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に も どる よう に 指定 し て くだ さい . これ を 無視 する と , スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さ 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いよ うに し て くだ さい . 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 き せる に は , STOP ON の 状態 で な け 
れ ば な り ま せん . 
この 命令 は アプ リケーション プロ グラ ム 実 行 中 に , ユー ザー が 誤っ て [STOP| キ ー を 押し 
て し まい , プロ グラ ム の 実行 が 中 断 さ れ て し まう の を 防止 する た め の も の で す 。 し た が 
っ て , 不用 意 に この 命令 が 実行 さん て し まう と , 本 来 の |STOP| キ ー ぉ ょ dICTRL|+|C| ゥ 
機能 は 失わ れ , プロ グラ ム の 中 断 が で き な く な っ て し まい ます . アプ リケーション プロ 
グラ ム の 動作 が 完全 に な っ て か ら , この 命令 を 使う よう に し て くだ さい . 
な お 。 RS-232C 回 線 フ ァイル の デー タ 受 信 命 令 (INPUT # な ど ) の 実行 中 に [STOP| キ ー 
が 押さ れ た 場合 は , 指定 し た 割り 込み ルー チン に 処理 は 移り ませ ん . 


参照 : RETURN, STOP プ ON プ OFF プ STOP 


ON TIME$ GOSUB 


内 蔵 ク ロッ ク に よる 割り 込み の 発生 時 刻 と , その と き 分 岐 する 処理 ルー チン の 開 
始 行 を 定義 し ます . 

ON TIME$= ニ "< 時 刻 >" GOSUB < 行 番号 > 

文 例 ON TIME$= ニ "07 : 30 : 00" GOSUB *MORNINGCALL 
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ON TIMES GOSUB, OPEN 


この 命令 を 実行 し て お く と , 以後 プロ グラ ム の 実行 中 , 指定 時 刻 に な っ た と き に 指定 し た 開 
始 行か ら 始 まる 割り 込み 処理 ルー チン に 処理 が 移り ます . この 命令 は 割り 込み の 対象 と し て 内 
蔵 ク ロッ ク を 使っ て いる こと を 除け ば , 他 の 割り 込み 定義 命令 (KEY,。 COM, HELP, STOP 
な ど ) と 同様 な 使い 方 で 利用 で きま す . 

< 時 刻 > に は , 割り 込み 時 刻 を , "hh : mm : ss" の 形 の 文字 列 (時 : 分 : 秒 を 各 2 桁 で 表し た も 
の . TIME$ の 設定 と 同様 ) で 設定 し ます . な お , この 命令 で 制御 で きる 分 解 能 は 2 秒 で すか ら , 土 
1 秒 単位 の 誤差 が 出る こと が あり ます . 

< 行 番号 > に は , 処理 ルー チン の 開始 行 番号 を 指定 し ます . 

処理 ルー チン か ら の 復帰 は , 一 般 の サブ ルー チン の 場合 と 同じ で , RETURN に よっ て 行い ま 
す . た ん に RETURN と し た と き は 。 中 断 し た 所 か ら 再 開 し , 後ろ に 行 番号 を 指定 し た と き は , 
その 行か ら 再 開 し ます . 

た だ し , 行 番号 つき の RETURN で は , 割り 込み が 発生 し た 箇所 と 同じ スタ ッ ク レ ベル の プ 
ログ ラム 行 に も どる よう に 指定 し て くだ さい . これ を 無視 する と 。 スタ ッ ク 領 域 が 異常 消費 さき 
れ , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な いよ うに し て くだ さ 


ゝ 
ゃ 


っ 


注意 : この 命令 に よっ て 割り 込み 処理 ルー チン に 分 岐 き せる に は , TIME$ ON の 状態 で な け 
れ ば な り ま せん . 
な お 。 この 命令 は , 実行 きれ た 時 点 で , 設定 され た 時 刻 か ら 現 在 の 時 刻 を 引 算 し て 割り 
込み 時 刻 を 決定 し ます . し た が っ て , この 命令 の 実行 後に TIME$ で 現在 時 刻 の 変更 を 行 
うと, 割り 込み 時 刻 に 狂い が 生じ ます の で 注意 し て くだ さい . 


参照 : RETURN, TIME$, TIME$ ON OFF STOP, サン プル プロ グラ ム 31 


ファ イル を 開き ます . 

OPEN < ファ イル ディ スク リプ タ > 【〔FOR < モー ド >〕 AS 〔 殺 < ファ イル 番 
号 > 

OPEN "TEST. BAS" FOR INPUT AS #1 


OPEN "LINES .DAT" FOR OUTPUT AS #2 
OPEN “LINES . DAT"” FOR APPEND AS #2 
OPEN "2:DATA1" AS #1 

OPEN "COM : N81XN” AS #1 


エー 
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OPEN 


この 命令 は , < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 し た ファ イル を オー プン レ て 入出 力 操作 の た 
め の 専 用 パッ ファ を 用 意 し , それ に < ファ イル 番号 > を つけ ます . 以後 。 ファ イル へ の 入出 力 
は , < ファ イル 番号 > を 指示 する こと に より 行い ます 。 

プロ グラ ム 中 で , 複数 の OPEN を 使う こと に より , 同時 に 複数 の ファ イル を オー プン する こ 
と が で きま す . 同時 に オー プン で きる ファ イル 数 は , 最高 11 で す が , BASIC の 起動 時 に "How 
many files (0 一 15) ?” で 指定 し た 数 を 超え て オー プン する こと は で きま せん . 複数 の ファ イ 
ル を オー プン する 場合 , < ファ イル 番号 > に は それ ぞ れ 異な っ た 数 値 を 指定 し ます . 

< ファ イル 番号 > に は , 1 か ら 15 ま で の 数 値 を 指定 する こと が で きま す が , BASIC 起動 時 に 
指定 し た 数 を 超え て は な り ま せん . 

く < モー ド > は ファ イル へ の アク セス 方 法 を 指定 する も の で す . モー ド に は 次 の 4 種類 が あり ま 
。 


INPUT ・ 入力 モー ド . 既存 の ファ イル か ら 入 力 を 行う よう 指示 . 

OUTPUT  : 出力 モー ド . 新しく ファ イル を 作り , 出力 を 行う よう 指示 . 
APPEND  : 追加 モー ド . 既存 の ファ イル の 終わ り に 追加 出力 を 行う よう 指示 . 
省略 時 ・ ラン ダム モー ド 。 ディスク ファ イル の ラン ダム 入出 力 。 ま た は RS- 


232C 回 線 フ ァイル へ の 入出 力 を 行う よう 指示 。 


FOR < モー ド > を 指定 し た 場合 , シーケンシャル ファ イル に 対し て 入出 力 を 行う こと を 指示 
1 

FOR < モー ド > を 省略 し た 場合 ,、 ラ ンダ ム フ ァ イル に 対し て 入出 力 を 行う こと を 指示 し ます . 

<〈 く ファ イル ディ スク リプ タ > に 指定 し た ファ イル が RS-232C 回 線 フ ァイル の 場合 は , シー ケ 
ン シ ャ ル 入 出力 で す が , ラン ダム 入出 力 と 同様 , FOR < モー ド > は 省略 し て くだ さい 。 

ラン ダム 入出 力 を 行う た め に は , OPEN を 実行 し て 用 意 し た 専用 パッ ファ に 対し , FIELD に 
より フィ ー ル ド 変 数 を 割り 当て な けれ ば な り ま せん . 


注意 : INPUT( 入 力 ) モ ー ド , APPEND( 追 加 ) モ ー ド では, 指定 され た ファ イル が 存在 し な い 
と , OPEN 実行 時 に ^File not found* エ ラー と な り ま す .。 OUTPUT( 出 力 ) モ ー ド で 
は 。 常に 指定 され た 名 前 の ファ イル が 新しく 作ら れ , 同一 名 の ファ イル が あっ た 場合 に 
は その ファ イル は 削除 され て 新しく 作り 直さ れ ま す . ラン ダム モー ド で は ,。 指定 され た 
ファ イル が 存在 し な いと 新た に 作ら れ ま す が , すでに 存在 し て いる と き は 指定 ファ イル 
に 対し て 入出 力 が 行わ れ ま す (OPEN 実行 時 に ファ イル の 削除 や 破壊 は 起こ り ま せん ). 


RS-232C 回 線 フ ァイル を オー プン する 場合 は ,。 < ファ イル ディ スク リプ タ > と し て 。 フ ァイル 
名 COM < 回 線 番号 > に 続け て , パリ ティ チェ ッ ク , デー タビ ッ ト 長 な ど を 指定 する 必要 が あり 
ます . 指定 形式 は 次 の と お り で す . 


127 


OPEN 


COM 〔 く 回 線 番号 >] : 【 く パリ ティ チェ ッ ク > 〔< く デー タビ ッ ト 長 > 〔< ス トッ プ ビ ッ ト 長 > 
[<X パラ メー タ > 〔<S パラ メー タッ >]〕]〕〕〕〕 


く 回 線 番号 > は RS-232C 回 線 の 番号 を 表し , 1,2, 3 で 指定 し ます . 省略 する と 1 と な り ま 
す 。 な お , 2。 3 は , RS-232C 拡張 イン タフ ェ ー ス ボー ド が 必要 で す . 

<〈 く リティ チェ ッ ク > は E,O, N で 表し , それ ぞ れ 偶数 パリ ティ , 奇数 パリ ティ , パリ ティ 
無し を 意味 し ます . 

< デー タビ ッ ト 長 > は 1 文字 を 表す の に 用 いる ビッ ト 数 で , 7 また は 8 で 指定 し ます . 

< スト ッ プ ビッ ト 長 > は スト ッ プ ビッ ト 数 を 決め る も の で , 1, 2, 3 で 指定 し ます . 1 は 1 ビ 
ッ ト , 2 は 1.5 ビッ ト , 3 は 2 ビット を 意味 し ます . 

< パラメータ > は XON/XOFF に よる 通信 制御 を 行う こと を 指定 し ます . X が 指定 され た 
場合 XON プ XOFF 制御 を 行い ます . N が 指定 され た 場合 に は この 制御 は 行わ れん ませ ん . 

< く S パラ メー タ > は < デー タビ ッ ト 長 > に 7 を 指定 し た と き に , キャ ラク タコ ー ド 128 以上 の 
文字 (カナ 文字 な ど ) の 入出 力 が で き な く な る の を 補助 する パラ メー タ で す .。 S また は N で 指 
定 し ます . S を 指定 し た と き 入 出力 可能 で 。 N を 指定 し た と き は 入出 力 不可 能 に な り ま す . 


OPEN で 扱う こと の で きる ファ イル 機器 は 次 の と お り で す . 


ファ イル 使用 で きる モー ド 


ディ スク ファ イル (ドラ イブ プ 番 号 : ) | INPUT, OUTPUT, APPEND, 省略 


RS-232C コミ ュ ニ ケー ショ ン フ ァイル (COM : ) 


キー ボー ド フ ァイル (KYBD : ) INPUT 
プリ ンタ ファ イル (LPT : ) OUTPUT 


注意 : スク リー ン フ ァイル (SCRN : ) を 指定 し た 場合 。 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 出力 する こと 
は で きま せん . 


参照 : CLOSE,、 サ ンプ ルプ ログ ラム 1 , 26, 27, 28, 29 
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OPTION BASE, OUT 


OPTION BASE 


配列 の 添字 の 最小 値 を 指定 し ます . 


OPTION BASE | 
1 


OPTION BASE 1 


OPTION BASE は , 配列 の 添字 の 最小 値 を 0 また は 1 に 指定 し ます . この 命令 が 用 いら れ 
な い 場 合 , 最小 値 は 0 と な り ま す . 

この 命令 は , プロ グラ ム 中 で 配列 変数 が 宣言 , また は 引用 され る 前 に 置か な けれ ば 効果 が あ 
り ま せん 。 

また , 添字 の 最小 値 を 一 度 指定 する と , 再 指定 に よっ て 最小 値 を 変更 する こと は で きま せん . 
この 指定 を 解除 , あ る い は 変更 する に は , RUN ある い は CLEAR を 行わ な けれ ば な り ま せん . 


注意 : OPTION BASE 1 を 実行 し て 添字 の 最小 値 を 1 に 指定 し た 場合 , 以後 , 配列 の 添字 と 
し て 0 が 用 いら れる と, ヾ Subscript out of range* エ ラー が 起こ る よう に な り ま す 。 
また 。 添字 の 最小 値 を 再 指定 し よう と する と , Duplicate Definition”? エ ラー に な り ま 
ず 。 


参照 : DIM。 サ ンプ ルプ ログ ラム 5 


OUT 


出力 ポー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送出 し ます . 
OUT < ポー ト 番 号 >, < 式 > 
OUT 64, 32 


く < ポー ト 番 号 > は 出力 ポー ト の 番号 で , 0 一 32767(&H0--&H7FFF) の 範囲 内 の 整数 で 指定 し 
まま 。 
< 式 > は ポー ト に 出力 する デー タ で , 0 一 255 の 範囲 内 の 整数 で 指定 し ます . 


参照 : INP 
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〔 1 〕 PAINT, 〔 2 〕 PAINT 


[1] PAINT 


指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 色 で ぬり ます . 
PAINT | (Wx。 Wy) | 〔, < 領域 色 >]〔, < 境界 色 >) 
STEP(x, y) | 
PAINT (50, 120), 3, 4 
PAINT STEP(10, 10), 6 


(Wx, Wy) を 中 心 点 と し て , < 境界 色 > で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た < 領 域 色 > で ら ゐ り つぶ 
し ます . (Wx,Wy) は ワー ルド 座標 で 指定 し ます . STEP を つけ て , LP( 最 終 参照 点 ) か ら の 相 
対 座標 (xy) で 指定 する こと も で きま す . 

領域 色 >, < 境界 色 > は と も に パレ ッ ト 番 号 で 指定 し ます . < 領域 色 >〉 が 省略 され た 場合 に は , 
COLOR で 指定 され た フォ アグ ラウ ンド カラ ー が 用 いら れ ま す . < 境界 色 > が 省略 され た 場合 に 
は , < 領域 色 > の 指定 と 同じ パレ ッ ト 番 号 が < 境界 色 > と し て 用 いら れ ま す . 

(Wx, Wy) の 色 が 境界 色 と 同 じ 色 で あっ た 場合 に は , PAINT は , 何 の 画面 操作 も 行い ませ 
ん . 


注意 : PAINT は ビュ ー ポ ー ト 内 で の み 働 きま す の で , ビ ピュー ポー ト の 境界 は PAINT 動作 の 
境界 と みな され ます . また , (Wx, Wy) が ウィ ンド ウ の 外 に ある 場合 に は , TIlegal 
function call" エラ ー と な り ま す . 


参照 : 〔1) COLOR, VIEW,。 サン プル プロ グラ ム 17 


[2] PAINT | 


指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た タイ ル パ タ ー ン で 埋め ます . 
PAINT | (Wx。 Wy) | , < タイ ルス トリ ング > 〔, < 境界 色 >) 
STEP(x, y) 


PAINT (255, 120), TILE$, 4 


(Wx, Wy) を 中 心 点 と し て , < 境界 色 > で 囲ま れ た 領域 を タイ ル パ タ ー ン で 埋め ます . (Wx。 
Wy) は ワー ルド 座標 で 指定 し ます . STEP を つけ て , LP( 最 終 参 照 点 ) か ら の 相対 座標 (x。 y) で 
指定 する こと も で きま す . 

<〈 く タイ ルス トリ ング > は , タイ リン グ に 用 いら れる 基本 タイ ル の 大 き さ と 模様 を 決定 する 文字 
列 で す . タイ ル の 大 き さ は , 横 方 向 は 8 ドッ ト 分 と 決め られ て いま す が , 縦 方 向 の 長 さ は < タ 
イル スト リン グ > の 文字 列 の 長 さ で 決ま り ま す . 縦 方 向 が nm ドッ ト の タイ ル を 作る た め に は , 


130 


【 2 〕) PAINT 


< タイ ルス トリ ング > と し て 。, 白黒 モー ド で n 文 字 , 8 色 中 ・8 色 モ ー ド お よび 4096 色 中 ・8 色 モ 
ー ド で 3*n 文 字 , 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド で 4*n 文 字 の 長き が それ ぞ れ 必要 で す . 

タイ ル の 模様 は 。 < タイ ルス トリ ング > の 文字 列 の キャ ラク タコ ー ド の 2 進数 表現 (ビッ ト パ 
ター ン ) に より 表現 され ま す . < タイ ルス トリ ング > の 指定 の 方 法 は 白黒 モー ド と カラ ー モ ー ド 
と で 凌 な り ま す : 


@ 白黒 モー ド の 場合 
< タイ ルス トリ ング > 中 の 各 1 文字 (バイ ト ) の コー ド が タイ ル の 横 8 ド ッ ト の 線 に 対応 し ま 
す . 文字 コー ド の 2 進数 表現 で , タイ ル の 横 8 ドッ ト の うち ,1 に 対応 する ドッ ト は セッ ト ( 白 ), 
0 に 対応 する ドッ ト は リセ ッ ト ( 黒 ) と し て 表 さ れ ま す . < タイ ルス トリ ング > が n 文字 の 長 さ で 
あれ ば , その 文字 列 の 表す 模様 は 。 この よう に し て 決定 され る 横 8 ド ッ ト の パタ ー ン を 縦 に n 
文字 分 だ け 並 べた パタ ー ン に な り ま す . 
例 )CHR$(&HAA) 十 CHR$(&H55) 

16 進数 表現 2 進数 表現 ドッ トバ パタ ー ン 

和 &HAA 10101010 @ 〇 @O 〇 O@O 〇 O@ 〇 

&H55 01010101 O@O@O@O@ 


2 文字 か ら な る 簡単 な タイ ルス トリ ング の 例 で す 。 この 2 文字 は 1 で ある ビッ ト と 0 で ある 
ビッ ト が 互い に 逆 に な っ て いま す . この パタ ー ン を 基本 タイ ル と し て 指定 され た 領域 を 埋め れ 
ば , 細か い 市 松 模様 に な り ま す が , スク リー ン の ドッ ト が 大 変 細 か いた め , 灰色 の よう に 見 え 
ます . 


@ カ ラー モー ド の 場合 

白黒 モー ド と 同様 に 。 タイ ル の 模様 は く タ イル スト リン グ > に 対応 する ビッ ト パ タ ー ン に よ 
っ て 決定 され ます . 白黒 モー ド と 異な る 点 は , 8 色 中 ・8 色 モ ー ド お よび 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド 
の 場合 は 3 文字 分 ご と に , また 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 は 4 文字 分 ご と に , タイ ル の 横 8 
ドッ ト (1 ライ ン 分 ) の 色 が パレ ッ ト 番 号 と し て 決定 され る こと で す . 色 の 決定 の され 方 に つ 
いて は , 次 の 例 を 参照 し て くだ さい . 


例 ) 8 色 中 ・8 色 モ ー ド ある い は 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド の 場合 
CHR$(&HAA) 填 CHR$(&H55) 十 CHR$(&HFF) 


&HAA 10101010|ー2 の 桁 
&H55 010101011ー22 の 桁 
&HFF 11111111| ご 2 の 術 


対応 する 
5 6.5@5.65 6 
パレ ッ ト 番 号 
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〔 2 〕) PAINT, PEEK 


各 ド ッ ト に つい て ,。 縦 方 向 に 2 進数 と し て パレ ッ ト 番 号 に 読み 換え ます . この 場合 , 指定 す 
る タイ ルス トリ ング の うち の 最初 の 文字 が 最 下 位 ビ ッ ト (2?) の 桁 を 表し , 以後 2* の 桁 , 2? の 桁 。 
と な り ま す 。 

この 例 で は , パレ ッ ト 番 号 5 と パレ ッ ト 番 号 6 が 交互 に , 横 8 ド ッ ト に 指定 され た こと に な 
り ま す .。 し た が っ て , パレ ッ ト が 初期 状態 や あれ ば 水色 と 黄色 が 交互 に 出る 模様 に な り ま す . 


例 )4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 
CHR$(&HCE) 十 CHR$(&H8C) 十 CHR$(&HD0) 十 CHR$(&H22) 


11001110|ー2 の 桁 
10001100|ー2 の 桁 
11010000|ー2 の 桁 
00100010|ー2% の 桁 


対応 する 
7 5 8'4 3 3 抄 和 0 
パレ ッ ト 番 号 


前 の 例 と 同じ よう に , 各 ド ッ ト に つい て , 縦 方 向 に 2 進数 と し て パレ ッ ト 番 号 に 読み 換え る 
こと に より , 表 の よう な 結果 と な り ま す . 


注意 : カラ ー モ ー ド の 場合 . < タイ ルス トリ ング > の 文字 数 が 3(4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 は 
4) の 倍数 で な いと き に は , 文字 列 の 後ろ か ら , 3( あ る い は 4) で 割っ た 余り の 数 だ け 無 視 
され ます . また , 3 文字 (ある い は 4 文字 ) に 満た な い 場 合 に は ^\TIlegal function call? 
エラ ー と な り ま す 。 
すでに タイ リン グ さ れ て いる 領域 を 異な る パタ ー ン で タイ リン グ し よう と する と 。 時 間 
が か か っ た り , スタ ッ ク を 消費 する た め に ヾ Out of memory' エ ラー に な っ た りす る 
こと が あり ます . 
また , PAINT は ビュ ー ポ ー ト 内 で の み 働 きま す の で , ビ ュー ポー ト の 境界 が PAINT 動 
作 の 境界 と みな され ます . また , (Wx, Wy) が ウィ ンド ウ の 外 に ある 場合 に は , `Illegal 
function call" エラ ー と な り ま す 。. 


PEEK 数 


メモ リ 上 の 指定 番地 の 内 容 を 読み 出し ます . 
PEEK(< ア ドレ ス >) 
A ニ PEEK(&H100) 
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PEEK, PEN 


指定 され た メモ リ 上 の 番地 か ら 1 バイ ト (8 ビッ ト ) の デー タ を 読み 出し ます . 

< アド レス > は 2 バイ ト の 値 で 。065535(&H0-- 乏 HFFEFF) の 範囲 で 指定 し ます . この 値 は 
この 命令 実行 前 に DEF SEG で 宣言 され た セグ メン ト ベ ー ス か ら の 相対 アド レス を 意味 し ま 
9 


参照 : CLEAR, DEF SEG, POKE, VARPTR 


ライ トペ ン か ら 情 報 を 得 ます . 
PEN(< 機 能 >) 
X=PEN(1) 
ライ トペ ン が , 現在 どの よう な 状態 に ある か の 情報 を 得 ます . 
ライ トペ ン か ら の 情報 に は , ライ トペ ン が 押さ れ , 光 を 感じ た 上 肢 間 の も の (トリ ガセ ンス ) と 
ライ トペ ン が 押さ れ て 光 を 感じ て いる 間 の も の (レベ ル セ ン ス ) が あり ます .。 
< 機能 > に 指定 する 値 に より , 次 の よう な 情報 が 得 ら れ ま す . 


OR Eu ドリ ガセ シス 
ペン が 押さ れ た 脚 間 , 光 を 感じ た ら 一 1( 真 ), 光 を 感じ な いと 0( 偽 ) と な る . この 
機能 を 指定 し た 場合 , PEN 関数 は 一 度 真 に な る と ON PEN GOSUB で 定義 
され て いる 割り 込み 処理 ルー チン に 入る まで その 値 を 保持 し , 処理 ルー チン に 入 
っ た と き に 偽 と な る . 

1 3。 レベ ペル ヤ セン ス 
ペン が 押さ れ て 光 を 感じ て いる 限り , 現在 ペン が 置か れ て いる キャ ラク タ 座 標 の 
水平 座標 を 得る . 

2 : レベ ル セ ン ス 
ペン が 押さ れ て 光 を 感じ て いる 限り , 現在 ペ ン が 置か れ て いる キャ ラク タ 座 標 の 
垂直 座標 を 得る . 


注意 : < 機能 > に 指定 で きる 値 は 0 一 2 の 範囲 で 。 それ 以外 は “legal function call" エ ラー 
と な り ま す . また この 関数 は PEN ON の 状態 で な けれ ば 値 を 得る こと が で きま せん . 


参照 :ON PEN GOSUB, PEN ON プ OFF/STOP 
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PEN ON/OFF プ STOP, PLAY 


PEN ON プ OFF グ STOP 


ライ トペ ン に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 制御 し ます . 
1)PEN ON 

2)PEN OFF 

3)PEN STOP 
文 例 PEN ON 


書式 1) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 ライ トペ ン を 押す ご と に 割り 込み が 起こ り 。, ON PEN 
GOSUB で 定義 きれ て いる 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

書式 2) 割り 込み を 禁止 し ます . 以後 ライ トペ ン を 押し て も 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま 
せん . 


書式 3) 割り 込み を 停止 し ます . 以後 ライ トペ ン を 押し て も , その こと を 覚え て いる だ け で , 処 
理 ル ー チ ン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し その 後 PEN ON に よっ て 割り 込み が 許 
可 さ れる と , 前 に ライ トペ ン を 押し た こと が 有効 と な り , 処理 ルー チン に 分 岐 し ます 。 


注意 : プロ グラ ム 終 了 時 に は PEN OFF を 実行 する よう に し て くだ さい . 


参照 :ON PEN GOSUB, PEN 


PLAY 


音楽 演奏 を 行い ます . 

PLAY 〔K モ ー ド 番号 >, ] (< 文字 列 1>] 〔, < 文字 列 2>〕 〔, < 文字 列 3>) 〔, < 文 
字 列 4>〕 〔, < 文 字 列 5>〕 〔, < 文字 列 6>〕 

PLAY #0,"L405CDEFG", "L403GAB>CD” 


く 文字 列 1 一 6> で 指定 する MML (ミュ ー ジ ッ ク マ クロ ラン ゲー ジ ) の 指示 に 従っ て , 音楽 を 
演奏 し ます . 

く 文字 列 1 て 3> は チャ ン ネ ル 1 へ 3 に 対応 する FM 音源 。 < 文字 列 4--6> は チャ ン ネ ル 4--6 に 
対応 する SSG 音源 で , 合わ せ て 同時 に 6 音 ま で の 同時 演奏 が 可能 で す . 

# く モー ド 番 号 >? は チャ ン ネ ル 3 の FM 音源 に 対し どの よう な モー ド て 演奏 する か を 指定 する 
も の で す 。. 指定 する 値 と モー ド の 関係 は 次 の と お り で す . 


二 0 ド ー ミ 音 モ ー ド (通常 の 演奏 に 適する ) 
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PLAY 


#1 : 効果 音 モ ー ド (効果 音 に 適する ) 
#2 : CSM モ ー ド (複合 正弦 濾 合成 モー ド ) 


< 文 字 列 16> に は それ ぞ れ , MML の コマ ンド を 文字 列 で 指定 し ます . MML に は 次 の よう 
な コマ ンド が あり ます . 


GIIDX Ex。 Fx。 Gx。 Ax。 "BX 


Sx 


Vx 


音程 を アル ファ ベッ ト で 指定 し ます 。 音 長 の 指定 は , 各 音 程 の あと の x( 音 長 数 字 ) で 行 
いま す 。 数 字 の 意味 は Lx コマ ンド (後述 ) と 同じ で , 4 は 4 分 音符 を 表し ます . この コ 
マン ド で 音 長 の 指定 を 省略 し た 場合 は , Lx コマ ンド に より 指定 され た 音 長 を と り ま す . 


SSG 音源 (チャ ン ネ ル 4-C6) の エン ベロ ー プ 周期 を 設定 し ます .x の 値 は 165535 の 範 
囲 に な く て は いけ ませ ん . 初期 値 は "M255" で す . 

x に 指定 する 値 は , 発生 し よう と する エン ベロ ー プ 周期 に 対し て , 次 の 式 に より 求め られ 
ます . 


x 三 667 *T エ 256 T : エン ベロ ー プ 周期 (ms) 
x : 設定 値 


SSG 音源 (チャ ン ネ ル 4-6) の エン ベロ ー プ 形状 を 指定 し ます . x の 値 は 1 一 15 で す . 
x の 値 と エン ベロ ー プ 形状 の 対応 は 次 の 図 の と お り で す 。 初 期 値 は "S 1" で す . 


SSG 音源 に は 固定 音量 出力 モー ド と Mx コマ ンド , Sx コマ ンド で 指定 され る 可変 出力 
モー ド が あり ます が , 各 チ ャ ン ネ ル を 可変 出力 モー ド に する の は Sx コマ ンド で す . Mx 
コマ ンド は 周期 を 設定 する だ け で モー ド は 変え た ませ ん . また , 固定 音量 出力 モー ド に す 
る の は 。 後述 する Vx コマ ンド で す . 


各 チ ャ ン ネ ル に 対し て 大 ま か に 音量 を 設定 し ます . 

"VO0" が 最小 で "V15" が 最大 音量 で す . SSG 音源 に 対す る 初期 値 は "V7" で す . FM 音源 に 
つい て は 各 音 色 ご と に 最も 適し た 音量 が 設定 され る の で 初期 値 は 存在 し ませ ん . また , 
FM 音源 に つい て は 音量 の 大 小 に より 音色 も 多少 変化 し ます . @x コマ ンド で 音色 番号 
を 切り 換え る と , @Vx コマ ンド , Vx コマ ンド に よる 設定 は 無効 に な り ま す . 
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PLAY 


Lx 


Qx 


Ox 


Tx 
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この コマ ンド で 音 の 長 さ を 指定 する と , Cx,。Dx,。 Ex。 Fx,。Gx,。 Ax,。Bx コマ ンド で 音 
長 を 省略 し た と き に は , すべ て この 長 さ に な り ま す . 

x は 1 一 64 の 範囲 で , 1 は 全音 符 , 8 は 8 分 音符 と いっ た よう に 指定 し ます . この コマ ン 
ド に よる 設定 を 省略 し た 場合 の 初期 値 は , "L4" (4 分 音符 ) で す . 


音 長 に より 定め られ る 長き (ステ ッ プ タイ ム ) と , その 間 で 実際 に 音 を 出し て いる 長 さ 
(ゲー ト タ イ ム ) の 比 を 設定 し ます . x の 値 は 1-8 の 範囲 で ゲー ト タ イ ム プ ステ ッ プ タ 
イム の 比 は x プ 8 で 求め られ ます . 初期 値 は "Q7" で す . 


オク ター プ 値 を 設定 し ます . x の 値 は 18 で 。 数 値 が 大 きい ほど オク ター プ ブ は 高く な り 
ます 。 初期 値 は "04" で す . 
玩 定 の オク ター プ を 1 オク ター プ だ け 上 げ (>)。 下げ (<) し ます 。 


x で 指定 され た 高 さ の 音 を 発生 し ます . x (キー 番号 ) と 実際 に 発生 きれ る 音程 の 対応 は 
次 の と お り で す . た だ し , FM 音源 に お いて は "O9C" は "O1C" と 同じ に な り ま す 。 


演奏 する テン ポ を 指定 し ます . どの チャ ン ネ ル で テン ポ を 指定 し て も か まい ませ ん . た 
だ し , 全 チ ャ ン ネ ル を 通し て テン ポ は た だ 1 つ し か 指定 で き な い の で , 最後 に 指定 し た 
チャ ン ネ ル の テン ポ が 有効 と な り ま す . x の 範囲 は 32ー255 まで で , "120" が 初期 値 で 
す . 120 は ヾ 』 = ニ 120? に 相当 し ます . 


PLAY 


Rx,。 Px 


休 符 で す . x の 値 は 1 一 64 で , 音 長 を 指定 し ます 。1 が 全休 符 , 4 が 四 分 休 符 と いっ た よ 
うに 指定 し ます . 


ギ (), ド デ 


いずれ も 音程 (Cx, Dx。 Ex, Fx,。Gx。Ax,。Bx) の あと に つけ て 半音 階 を 表し ます ." 十 " 
また は "# で 半音 上 げ ,"ー" で 半音 下げ ます . 


。 (9 オオ 


音程 (Cx。 Dx, Ex, Fx,。 Gx,。 Ax, Bx) に 指定 する 音 長 数 字 の あと に つけ る こと に よ 
っ て 。 符 点 音符 を 表し ます 。 休 待 (Rx。 Px) の あと に つけ て 符 点 休 符 と する こと も で き 
ます 。 


前 後 の 音 長 を つない で 1 つ に し ます . x の 値 は 1 一 64 で , 音 長 を 指定 し ます . た と えば ぱ , 
"C8 8" の よう に 表現 され る 音 は "C4" と 等 し く な り ま す . 


} x 

連 符 を 表し ます . x で 指定 され た 音 長 を { } 内 の 音符 の 個数 で 等 分 し ます . た だ し ,{ } 
内 で 音 長 を 指定 し た 場合 は 正しい 連 符 と な り ま せん .。 また , 連 符 の 中 に 連 符 や 間接 指定 
を 含め る こと も で きま せん . 


x で 示さ れる 音色 番号 の 音 に 音色 を 切り 換え ます . 
x の 範囲 は 0 て 81 で す . この コマ ンド は , FM 音源 チャ ン ネ ル に つい て の み 有 効 で す . 音 
色 番号 と 音色 の 対応 は , 初期 状態 で は 次 の よう に な っ て いま す . 音 色 番 号 の 初期 値 は " 
@0" で す . 

内 蔵 基 本 音色 


DEFAULT (HARPSIC-11 番 と 同じ ) 

BRASS 2 低 域 の 金管 楽器 

STRING2 高 域 の 弦楽 器 

EPIANO3 丸み を 持っ た エレ クト リッ ク ピ ア ノ 

EBASS 1 シン セ サ イ ザ ペ ベー ス 

EORGAN 1 堅め の エレ クト リッ クオ ル ガ ン 

PORGAN 1 低 域 の パイ プ オ ル ガ ン 

FLUTE グル ピ ド O5 が 最適 で す 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
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PLAY 
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OBOE 
CLARINET 
VIBRAPHON 
HARPSIC 
BELL 
PIANO 
MUSHI 
DESCENT 
UFO 
GRANPRI 
LASER 1 
LASER 2 
SINWAVE 
BRASS 1 
BRASS 2 
TRUMPET 
STRING 1 
STRING2 
EPIANO1 
EPIANO 2 
EPIANO 3 
GUITAR 
EBASS 1 
EBASS 2 
EORGAN 1 
EORGAN 2 
PORGAN 1 
PORGAN 2 
FLUTE 
PICCOLO 
OBOE 
CLARINET 
GROCKEN 
VIBRAPHON 
XYLOPHN 
KOTO 
ZITAR 


オー ボ エ 

クラ リネ ッ ト 

ビジ ジジ キン 

ハー プシ コー ド 

ベル 

グ キーズ オック ピアノ 
虫 の 鳴き 声 
下降 する よう な 効果 音 

UFO が 飛ん で いる よう な 効果 音 
レー シン グ カ ー が 走っ て 行く よう な 効果 音 
SF 的 な 効果 音 1 

SF 的 な 効果 音 2 

正弦 波 

高 域 の 金管 楽器 

低 域 の 金管 楽器 

トラ ン ペ ッ ト 

低 域 の 弦楽 器 

高 域 の 弦楽 器 

エレ クト リッ クビ ピア ノ 

堅め の エレ クト リッ ク ピ ア ノ 
丸み を 持っ た エレ クト リッ ク ピ ア ノ 
エレ キ ギ ター 

シン セ サ イ ザ ペ ベー ス 

ウッ ド ベ ペー ス に 近い 音 

堅め の エレ クト リッ クオ ル ガ ン 
や や 丸い エレ クト リッ クオ ル ガ ン 
低 域 の パイ プ オ ル ガ ン 
高城 の パイ プ オ ル ガ ン 

フル ー ト 

計 'w 2 

オォ オーボエ 

レン スン 2 レル 

グロ ッ ケ ン 

デラ ネジ 

シロ フォ ン 

琴 

グー 


0 5 が 最適 で す 


05 が 最適 で す 


03 が 最適 で す 


O5 が 最適 で す 


CLAVINET 
HARPSIC 
BELL 

HARP 
BELL/BRASS 
HARMONICA 
STEELDRUM 
TIMPANI 
TRAIN 
AMBULANCE 
TWEET 

RAIN DROP 
HORN 
SNARE DRUM 
COW BELL 
PERC1 
PERC2 
PERC3 
MUSIC BOX 
CELLO 

LOW BRASS 
WW ENSMBL 
ACGUITAR 
FLUTE/HARP 
FUNK PLUC 
FUNK BASS 
SYN LEAD 
METAL CLES 
STAIN 

CUBIN GLASS 
HUMAN 
WOOD BASS 
CHIMES 
SPACY 
OBOE/B.CLAR 
OLD STRING 
STEELS CRY 


クラ ビ ネ ッ ト 

ハー プシ コー ド 

ベル 

ハー プ 

ベル と 金管 楽器 の ユニ ゾン 
ハー モニ カ 

スチ ー ル ドラ ム 

ティ ン パ ニー 

汽笛 の 音 

救急 車 の 音 

小鳥 の 声 

雨 だ れ の 音 

ホル ン 

スネ アド ラム 

カウ ベル 

パネ の は じ け る よう な 音 
水 の 入 っ た グラ ス を は じ く よう な 音 
ウイ ンド チャ イム の よう な 音 
オル ゴー ル の よう な 音 

か 58 

チュ ー バ の よう な 低 域 の 金管 楽器 
木管 楽器 の アン サン ブル 
アー ンス ティック 守 タ ダー 
フル ー ト と ハー プ の ユニ ゾン 
打 弦 楽器 の 音 

ファ ン キ ー な ペース の 音 


メロ ディ ー ラ イン 向け の リー ド に 適し た 音 


金属 的 な 効果 音 1 
金属 的 な 効果 音 2 

氷 が グラ ス の 中 を 転がる よう な 音 
人 の 声 の よう な 音 

ウッ ド ペ ー ス 

チャ イム 

機械 的 な 口笛 の 音 


オー ボ エ と バス クラ リネ ッ ト の ユニ ゾン 
古い レコ ー ド の バイ オリ ン の よう な 音 


金属 的 な 泣き 声 の よう な 音 


O5 が 最適 で す 


03 が 最適 で す 


長め の 音 が 適し ます 
O6, Q4 が 最適 で す 
長め の 音 が 適し ます 


05 が 最適 で す 
0O6 が 最適 で す 


03 が 適し ます 
O3 が 適し ます 
O5 が 適し ます 


O3 が 最適 で す 
O5 が 最適 で す 
O5 が 最適 で す 


PLAY 
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PLAY 


W。、: 相 


@Vx 


@Wx 
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備考 の 欄 に 特に 記入 の な いも の は , どの よう な 音域 で も よい か , また は デフ ォ ル ト が 最 
も 適し て いる こと を 示し ます 。 


シン セ サ イ ザ LSI の レジ スタ に 直接 値 を 設定 し ます . VOICE REG と 同じ 機能 を 行う 
も の で す . 

r は レジ スタ 番号 で 0--178。d は レジ スタ 内 容 で 0 一 255 の 範囲 で す . 定義 る S る れ て いな い 
レジ スタ に 対す る この コマ ンド の 動作 の 保証 は あり ませ ん . また , サウ ンド 制御 命令 が 
ハー ドウ ェ ア の 制御 の た め に 使用 し て いる レジ スタ に つい て 書き 込み を 行っ た 場合 も 
動作 の 保証 は あり ませ ん の で 注意 し て くだ さい . 


FM 音源 に 対す る 音量 を 細か く 設 定 し ます . 
x は 0^127 の 範囲 で 。 0 が 最小 音量 , 127 で 最大 音量 と な り ま す . 


x で 指定 され た 長 さ だ け 何 も し な いで 待ち ます . x は 1 一 64 の 範囲 で , 1 は 全音 符 , 8 は 
8 分 音符 と いっ た よう に 指定 し ます . 

@Wx コマ ンド は Yr,d コマ ンド な ど で 直 接 音 を 発生 させ る 場合 に 有効 で す (Rx, Px コ 
マン ド で は , 一 旦 発音 を 停止 させ て し まい ます の で 音 が と ぎれ て し まい ます ). 普通 の 音 
符 (Cx。Dx。Ex,。 Fx,。Gx, Ax,。 Bx) の あと に @Wx が きた 場合 は , Rx,。 Px コマ ン 
ド と 同等 で す . 


移調 を 指示 し ます . x は 音程 で .。 A, B, C… の よう に 指定 し ます . x に よっ て 示さ れる 
音程 を ,。 C の 音 と みな し て 以降 の MML を 移調 し ます . 各 チ ャ ン ネ ル ご と に 独立 し て 指 
定 で きま す . た だ し ,。 Kx コマ ンド に よる 指定 は 移調 し ませ ん . 
移調 は 次 の 規則 に より 行わ れ ま す . 

@ 音 程 (A, B, C, D…) を キー 番号 (0 て 96) に 直し ます .。 

@ その 値 に , 次 表 に 示す よう な ベー ス 値 を 加え て 対応 する キー 番号 の 音 を 発生 し ます . 


kW 思 語 回 回 回 呈 上 
医 ま AiEEI 還 回 還 回 回 回 本 計 韻 
た と えば , PLAY "DDEFG" と 指定 し た 場合 , 実際 に 発生 きれ る 音 は , PLAY 『 
FEF#GA”" と 等 し く な り ま す . 


LFO 効果 (ビブ ラー ト , トレ モロ ) を 加え ます . 
音色 番号 指定 直後 や . VOICE LFO 実行 直後 は ,LFO 効果 が 自動 的 に 加え られ て いま 
す . た だ し , 音色 デー タ の 値 に よっ て , LFO 効果 が か か ら な い 場 合 が あり ます . 


! コ マン ド の 逆 で , LOF 効果 を 切り ます . 


PLAY 


Zp,v 指定 チャ ン ネ ル の 音色 パラ メー タ の 内 容 を 設定 し ます . 
p は パラ メー タ 番 号 で , 0 一 49 の 範囲 で す . また , ゞ は パラ メー タ の 内 容 で 0 一 16383 ま 
で の 値 で す . p の パラ メー タ 番 号 は , VOICE や VOICE COPY に お ける 音色 用 配列 の 
添字 に , 次 の よう に 対応 し ます . 


p 三 (第 1 添字 ) 十 (第 2 添字 ) * 5 
た と えば , 音色 用 配列 (3。 1) に 対応 する パラ メー タ 番 号 は , 次 の よう に な り ま す . 
3 二 1*5 ニ 8 


ゞ の 値 に つい て は , 各 音 色 パ ラメ ー タ の 有効 範囲 外 の 値 を 設定 し よう と し た 場合 , 動作 は 
保証 され ませ ん . また , 負 の 値 は 8 ビッ ト の 符号 付 数 値 に 直し て 指定 し て くだ さい 。 た 
と えば , 一 5 を 指定 し た いと き は ,。 次 の よう に 256 を 加え た 値 を 指定 し ます . 


256 十 (一 5) =251 


MF, MB 
PLAY の 演奏 形態 を 指定 し ます . 
"ME" を 指定 する と, PLAY に よる 演奏 が 終了 し て か ら 次 の 命令 の 実行 へ 移り ます . これ 
を "フォ アグ ラウ ンド 指定 "と いい ます 。 初期 状態 は "MF" に な っ て いま す . 
"MB" を 指定 する と , PLAY の 音楽 情報 を サウ ンド バッ ファ に 格納 し て すぐ に 次 の 命令 
に 移り ます . これ を "バック グラ ウン ド 指 定 " と いい ます . "ME","MB" と も に 各 チ ャ ン ネ 
ル ご と に 指定 で きま す が , "ME" で 指定 され た チャ ン ネ ル と "MB" で 指定 され た チャ ン ネ 
ル が 同時 に あっ た 場合 ,"MF" 指 定 の チャ ン ネ ル が 終了 する まで 次 の 命令 へ は 移 れ ませ 
ん ."MB" が 指定 され た 場合 で あっ て も , 次 の 条件 が 起こ る と 演奏 は 中 断 さ れ ま す . 
@|STOP| キー また は STOP の 実行 
@ PLAY ALLOC, ERROR の 実行 
@ エ ラー の 発生 に よる 中 断 


MML の 間接 指定 
MML の 一 部 を 文字 変数 や 数 値 変数 で 置き 換え る こと も 可能 で す . この こと を 間接 指定 と い 
いま す . 間接 指定 に は , 次 の も の が あり ます . 
@ 数値 の 置き 換え 
"ルー ニ A : "の よう に "=" 十 (変数 名 ) 二 " : "で 表し ます . た だ し ,。 変数 名 は 配列 の 要素 で あ 
っ た り 型 宣言 文字 (!”" や ヾ %” な ど ) が つい て いて は いけ ませ ん . 
@ 文字 列 の 置き 換え 
"メーA$ : "の よう に "X ニ " 十 (文字 変数 名 ) 二 " : "で 表し ます . た だ し , 変数 名 は 配列 の 要 
素 で あっ て は な り ま せん 。 
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PLAY, PLAY ALLOC 


注意 : PLAY を 使用 する 際 に は , 次 の こと に 注意 し て くだ さい . 

(1) PLAY を 実行 する 前 に は , 必ず PLAY ALLOC を 実行 し て , サウ ンド バッ ファ を 
各 チ ャ ン ネ ル の た め に 用 意 し て お か な けれ ば な り ま せん . 

(2) エラ ー 発 生 時 に は 音色 は 自動 的 に 0 番 に 設定 され ます . 

(3) PLAY に より 演奏 され る 音 長 は 他 の 処理 な どの 影響 に より 若干 長く な る こと が あ 
り ます 。 

(4) MB に よる 演奏 時 , BASIC プロ グラ ム の 実行 は 若干 遅く な り ま す . 

(5) MF に よる 演奏 時 に 連続 し て PLAY を 実行 きせ た 場合 , 命令 解析 の 時 間 の た め に 
MML の 最後 の 音 長 が 長め に な っ た り , 演奏 が 息 つ ぎ を し て いる よう に 聞こ える こ 
と が あり ます . 

(6) 音量 が 大 きす ぎる と 音 が ひ ず む お それ が あり ます . また , 2 チャ ン ネ ル 以 上 を 使っ て 
演奏 を 行う 場合 ,. 1 チャ ン ネ ル で 演奏 する と き に 比べ 音量 が 増し , 音 が ひ ず む 場合 が 
あり ます . この よう な と き は , @Vx コマ ンド で 音量 を 調節 し て くだ さい . 

(7) MML の 中 で , 音 を 各種 調節 する コマ ンド を ひん ぱん に 使用 する (た と えば , 1 音 ご 
と に 音量 を 設定 する ) と リズ ム が 少し 遅く な り ま す . 


ミン 


参照 : VOICE, VOICE COPY, VOICE REG, PLAY ALLOC。 サ ンプ ルプ ログ ラム 41 


PLAY ALLOC $ | 


サウ ンド バッ ファ の 確保 お よび 初期 化 を し ます . 
PLAY ALLOC 〔<CH1 バッ ファ サイ ズ >〕 〔, <CH2 バッ ファ サイ ズ >〕 〔, <CH3 


バッ ファ サイ ズ >〕 〔, <CH4 バッ ファ サイ ズ >〕 [, <CH5 バッ ファ サイ ズ >]〕 〔, <CH6 
バッ ファ サイ ズ >〕 
PLAY ALLOC 255, 255, 255 


音楽 演奏 の た め の サ ウン ド バ ッ ファ を , <CH1 バ ッ フ ァ サ イズ ><CH6 バ ッ フ ァ サ イズ > で 指 
定 さ れ た バイ ト 数 分 , 各 チャ ン ネ ル 毎 に 確保 し ます . 省略 され た チャ ン ネ ル の バッ ファ サイ ズ 
は 0 となり ます 。 

PLAY ALLOC は サウ ンド 命令 を 使用 する 前 に 必ず 一 度 実行 し な けれ ば な り ま せん . 確保 
し よう と する バッ ファ サイ ズ ( 各 チ ャ ン ネ ル の 合計 値 ) は 必ず CLEAR で 確保 し た 機械 語 プロ 
グラ ム 領 域 よ り 小 さく な けれ ば な り ま せん . 

また , PLAY ALLOC は サウ ンド 機能 を 初期 化し ます . 初期 値 は 次 の と お り で す . 


SSG エン ベロ ー プ ・ 。M255。S1 (た だ し , 固定 出力 に され て いる ) 
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PLAY ALLOC. PLAY ON/OFF/STOP 


SSG 音量 た 2W ま 

音 長 ・ L4 (R4) 

音 の 長 さ の 割合 ・ Q7 

二 ク タダ タージ ・ 04 

テン ポ ボ : FT120 

FM チャ ン ネ ル 音 色  : 0O (初期 状態 の 音色 ) 
音色 バン ク ・ BASIC 起 動 時 の 状態 に 設定 


参照 : PLAY、。 サ ンプ ルプ ログ ラム 41 


PLAY ON プ OFF グ STOP 


PLAY 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 制御 し ます . 
1) PLAY ON 

2) PLAY OFF 

3) PLAY STOP 
文 例 PLAY ON 


書式 1) PLAY 割り 込み を , この 命令 の 次 の 命令 を 実行 し た 後 。 許可 し ます . その 後 。ON 
PLAY GOSUB で 定義 し た 条件 が 満た され る ご と に 割り 込み が 発生 し , ON 
PLAY GOSUB で 定義 きれ て いる 処理 ルー チン へ 分 岐 し ます . 


式 2) PLAY 割り 込み を 禁止 し ます . この 命令 が 実行 され る と, 割り 込み 条件 が 満た され て 
も 割り 込み は 起こ ら ず 処理 ルー チン に は 分 岐 レ し ませ ん . 


書式 3) PLAY 割り 込み を 停止 し ます . この 命令 が 実行 され る と , 割り 込み 条件 が 満た され て 
も 割り 込み は 起こ ら ず 処理 ルー チン に は 分 岐 し ませ ん . し か し , 割り 込み の あっ た こ 
と を 覚え て いる た め , 後 で PLAY ON に よっ て 割り 込み が 許可 され る と ,。 処理 ルー 
チン に 分 岐 し ます . 


注意 : PLAY の 割り 込み は , BASIC の 他 の 割り 込み 命令 と 異な り , 割り 込み 処理 ルー チン に 制 
御 が 移っ て も 自動 的 に 割り 込み 停止 状態 と な り ま せん . し た が っ て , 処理 ルー チン の 先 
頭 で は PLAY OFF また は PLAY STOP を 実行 し , 終わ り で PLAY ON を 実行 す 
る 必要 が あり ます . 


参照 : ON PLAY GOSUB, PLAY,。 サ ンプ ルプ ログ ラム 41 
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POINT, 〔 1 〕 POINT 


POINT | 


LP (最終 参照 点 ) を 変更 し ます . 


POINT | (Wx。Wy) 
STEP(x, y) 


文 例 POINT (一 200, 30) 
POINT STEP(20, 20) 


最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 を 「 最 終 参照 点 」(Last Referenced Point. 略し 
て LP) と いい ます . LP は 相対 座標 に より 座標 指定 を 行う 際 の 基点 と な り ま す . グラ フィ ッ ク 関 
係 の 命令 は ほとん ど , 実行 する こと に より , 描画 と 同時 に この LP も 変更 し ます . 

POINT は ワー ルド 座標 (Wx, Wy) で LP を た ん に 設定 , ある い は 変更 する 働き を し ます . 実 
際 に 図形 を 描い た り , 図形 に 変化 を 与え を る こと は あり ませ ん . 

STEP を つけ る と 前 の LP か ら の 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す . 


例 1) LINE( 一 200, 30) 一 (100, 120), 3 
例 2) POINT( 一 200, 30) 
LINE 一 STEP(300, 90), 3 


例 1 と 例 2 は, まっ た く 同 じ 図 形 を 描き ます . 


参照 : LINE, 1] POINT( 関 数 )、 サン プル プロ グラ ム 17 


L1] POINT 間 教 


LP (最終 参照 点 ) の 値 を 得 ます . 
POINT(< 機 能 >) 
文 例 WX=POINT(0) 


最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 (最終 参照 点 . 略し て LP) を , < 機能 > に 指定 する 値 
に より , スク リー ン 座 標 あ る い は ワー ルド 座標 と し て 得 ま す 。 
< 機能 > に は 0 一 3 の 値 を 指定 し ます . 


ワー ルド 座標 系 の 値 に 変換 され た LP の 双 座標 
ワー ルド 座標 系 の 値 に 変換 され た LP の Y 座 標 
スク リー ン 座 標 系 の 値 に 変換 され た LP の 双 座 標 
スク リー ン 座 標 系 の 値 に 変換 され た LP の Y 座 標 


Co う 2 己 G ら 
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〔1〕 POINT, (2 〕 POINT, POKE 


LP が ウィ ンド ウ の 外 で あっ た 場合 , POINT 関数 に よっ て 得 ら れる 座標 に 対応 する 点 は , 画 
面 上 に 表示 され て いな い 点 で ある こと に 注意 し て くだ さい . また この と き , 得 ら れ た 値 が スク 
リー ン 座 標 系 に 変換 され た 座標 値 で あれ ば , ビュ ー ポ ー ト 外 に な る こと に 注意 し て くだ さい 。 


参照 : POINT 


[2] POINT 数 


スク リー ン 座 標 系 の 指定 され た 座標 に 表示 され て いる ドッ ト の 色 を 得 ま す . 
POINT(Sx。 Sy) 
文 例 COL=POINT(473, 120) 


スク リー ン 座 標 系 の (Sx, Sy) で 指定 され た 座標 に 表示 され て いる ドッ ト の 色 を , パレ ッ ト 番 
号 で 得 ます . (Sx。 Sy) が ビュ ー ポ ー ト の 外 に ある 場合 , 【2JPOINT の 値 は ー1 と な り ま す . 

白黒 モー ド の 場合 , ドッ ト の 色 は リセ ッ ト (0 : 黒 を 表す ) また は セッ ト (1 : 白 を 表す ) で 表 さ 
れ , 〔2〕 POINT で 得 ら れる 値 は この いずれ か と な り ま す . 


POKE 


メモ リ 上 の 指定 番地 へ デー タ を 書き 込み ます . 
POKE < アド レス >, < 式 > 
POKE &HFO00, &HFF 


指定 され た メモ リ 上 の 番地 に 1 パイ ト (8 ビ ピット) の デー タ を 書き 込み ます . 

< アド レス > は 2 バイト の 値 で , 0 一 65535(&H0 一 鐘 HFFFF) の 範囲 で 指定 し ます . この 値 は 
この 命令 実行 前 に DEF SEG で 宣言 され た セグ メン トペ ー ス か ら の 相対 アド レス を 意味 し ま 
> 

< 式 > は 書き 込ま れる デー タ で, 0255(&H0- 科 HFF) の 値 で な けれ ば な り ま せん . も し 小数 
点 以下 が ある と 整数 化 (小数 点 以下 を 四捨五入 ) し て か ら 実 行き され ます . 


注意 : この 命令 は , 現在 の メモ リ の 内 容 を 書き 換え て し まう た め , 不用 意 に 使う と BASIC が 使 
っ て いる 作業 領域 を 壊し て し まい , 誤動作 の 原因 と な る こと も あり ます . 使う と き に は , 
メモ リマ ッ プ な ど で 使 用 可能 な 領域 か どう か を 確認 し て くだ さい . 


参照 : DEF SEG, PEEK, VARPTR 
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POS, PRESET 


テキ スト 画面 上 の 現在 の カー ソル の 桁 位置 を 得 ます . 


POS(< 数 式 >) 
文 例 CX=POS(0) 


現在 の カー ソル の 桁 (水平 ) 位 置 を キャ ラク タ 座 標 で 得 ます . 値 の 範囲 は 079( ま た は 39) と 
な り ま す . 得 ら れる 値 は 。 0 が 画面 の 左端 の 桁 を 。 79( ま た は 39) が 右端 の 桁 を それ ぞ れ 意味 
し ます . 

< 数 式 > は ダミ ー で あり , どん な 数 式 を 指定 し て も 結果 に 変わ り は あり ませ ん が , 省略 する こ 
と は で きま せん . 


参照 : CSRLIN。 サ ンプ ルプ ログ ラム 10 


PRESET 


画面 上 の 任意 の 座標 の ドッ ト を 消去 し ます . 


2 (Wx。 Wy) | 〔, < パレ ッ ト 番 号 >〕 
STEP(x, y) 


PRESET (100, 100) 


ワー ルド 座標 (Wx, Wy) で 示さ れる ドッ ト を 消去 し ます 。. 

(Wx, Wy) の 代わ り に , STEP を つけ て 相対 座標 (x。 y) で 指定 する こと も で きま す . 

この 命令 は , オプ ショ ン の < パレ ッ ト 番 号 >〉 を つけ な い 方 が 一 般 的 な 使い 方 で す . その 場合 。 
(Wx, Wy) で 表 さ れる 座標 の ドッ ト を , 現在 〔1)COLOR に よっ て 設定 され て いる バッ ク グ ラ 
ウン ドカ ラー で ぬり 変え ます (すなわち ドッ ト が 消え る )、 

<〈 く レッ ト 番 号 > を 指定 し た 場合 は , PSET と まっ た く 同 じ に 機能 し ,。 その パレ ッ ト 番 号 の カ 
ラー で ドッ ト を 表示 し ます 。 

PRESET を 実行 する と , LP( 最 終 参照 点 ) は , 指定 し た 座標 点 に 変更 され ます . 


参照 : 〔1) COLOR、 サ ンプ ルプ ログ ラム 17 


146 


PRINT 


PRINT 


画面 に デー タ を 出力 し ます . 
ドド (< 式 >)〔| , | < 式 > …〕 〔 
% 5 


PRINT "COLUMN=" : X,。"LINE=" :Y 


< 式 > に , 数 値 や 文字 列 を 指定 する と , その 数 値 , 文字 列 が その まま 出力 され , 数 値 変数 や 文 
字 変 数 が 指定 され る と , それ ら の 変数 に 代入 きれ て いる 数 値 や 文字 列 が 出力 され ます . < 式 > が 
省略 され た 場合 に は 改行 の み を 行い ます . 

数 値 を 出力 する 場合 , その 後ろ に 必ず 空白 が 入り ます . また , 数 値 の 前 に は 符号 用 の 桁 が 用 
意 き され て いて ,。 プラ ス の と き に は 空白 。 マイ ナス の と き に は マイ ナス 符号 が 表示 され ます . 

複数 の デー タ を 表示 する 場合 , 区 切り 記号 と し て , コン マ (,), セミ コロ ン (: ), 空白 を 使い 
ます データ を 表示 する 領域 は 。 あらかじめ 各行 を 14 文字 ご と に 分 割 し て 定め られ て お り , 区 
切り 記号 に よっ て 表示 の し か た が 変わ り ま す . 

コン マ (,) を 使っ た 場合 は , 次 の 領域 か ら 表 示し , セミ コロ ン ( : ) ある い は 空白 を 用 いた 場合 
に は , 直前 に 出力 し た も の の すぐ 後ろ に 出力 し ます . 

ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲ま れ た 文字 列 の 前 後に , 他 の 文字 列 や 変数 を 並べ る 場合 。 
の 間 の 区 切り 記号 を 省略 する こと が で きま す . この と き は , セミ コロ ン と 同様 の 働き を し ます . 

< 式 > の 最後 に セミ コロ ン や コン マ を 指定 する と 改行 が 起こ ら ず , その 行 で 次 の PRINT に よ 
る 出力 を 続行 し ます 。 

PRINT の 短縮 形 と し て 疑問 符 ( ? ) を 使う こと が で きま す . プロ グラ ム 内 で ^?” を 用 いた 場 
合 , 後 で LIST を 行う と , 自動 的 に PRINT” に 変換 され ます . 


% 


注意 : 単 精度 の 数 値 で , 指数 形式 (浮動 小数 点 形 式 ) で な く て も 6 桁 以下 の 桁 数 で 精度 に 影響 を 
お よ ぼ さ ず 表示 で きる も の は , 通常 の 小数 点 形式 (固定 小数 点 形式 ) で 表示 され ます . 同 
様 に 倍 精 度 の 数 値 で 16 桁 以 下 の 桁 数 で 精度 に 影響 を お よ ぼ さ ず 表示 で きる も の は 。 固 定 
小数 点 形式 の 表示 に な り ま す . また , 表示 する 数 値 の 長 さ が 現在 の カー ソル の 位置 より 
後方 に と れ な い 場 合 ( そ れ を 表示 する と 次 の 行 に わた っ て し まう 場合 ) は 改行 し て か ら そ 
れ を 表示 し ます . 


参照 : LPRINT,、PRINT USING, サン プル プロ グラ ム 12 
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PRINT# 


PRINT# | 


ファ イル に デー タ を 書き 出し ます . 
PRINT # < ファ イル 番号 >, 〔< 式 >] 〔 


< 式 > …] 【 


M 
文 例 | PRINT #2,A:B:C 
PRINT #1。 A$ "BS 


出力 モー ド で オー プン し た ファ イル (シー ケン シャ ルフ ァイル 。 スク リー シン ジタル タイ ル 。 デリ シ 
タ な ど ) や 。 RS-232C 回 線 フ ァイル に , < 式 > に より 指定 し た 文字 列 。 数 値 な どの デー タ を 書き 
出し ます . < 式 > が 省略 され た 場合 に は , た ん に 改行 コー ド (CHR$(13)) の み を 書き 出し ます . 

< く フ ァイル 番号 > に は , OPEN に よっ て ,。 その ファ イル を オー プン し た と き に 使っ た 番号 を 指 
定 し ます . 

< 式 > に は , ファ イル に 書き 込む 数 値 式 。 文字 式 を 指定 し ます . 

PRINT # は , PRINT で 画面 に 出力 する 場合 と 同様 の 形式 で 。 ファ イル に デー タ を 書き 出し 
ます が ,。 と くに シー ケン シャ ルフ ァイル へ の 書き 出し の 際 に は , 入力 時 に これ ら の デー タ が フ 
ァイル か ら 正 し く 読 み 出 せる よう な 形式 に な る よう に , 適切 に 区 切ら な けれ ば な り ま せん 
(INPUT # 参 照 ). 

以下 , ディ スク 上 の シー ケン シャ ルフ ァイル に 対し て 書き 出し を 行う 場合 に つき ,。 デ ー タ の 
区 切り か た に つい て 説明 し ます . 

< 式 > が 数 値 式 の 場合 は 。 セミ コロ ン ( : ) で 区 切り ます . た と えば , 


A ニ 123 
B=456 
C ニ テー78 
PRINT #1, Ai:B:C 


と する と , ディ スク に は 次 の よう に 書き 込ま れ ま す . 
品 123 ロロ 456 口 -78 ( 口 は 空白 を 意味 し ます ) 


も し , 区 切り 記号 に コン マ を 使う と プリ ント 領域 の 間 に 挿 入 さ れる 余分 な 空白 も ディ スク に 
書き 出し て し まい ます (挿入 され る 空白 の 個数 は PRINT の 場合 と 同じ で す ) の で , ディ スク の 
記憶 容量 が むだ 使い され ます .・ 


< 式 > が 文字 式 の 場合 , セミ コロ ン で 区 切り , か つ PRINT # 中 に 独立 し た 区 切り 記号 を 入れ 
ます (コン マ を ダブ ルク ォ ー テ ーション で 囲む な ど ). た と えば ぱ ば, 


148 


PRINT# 


A$ー "CAMERA" 
B$="93604-1" 
PRINT #1, A$:"。 : BS 


と する と 。 ディ スク に は 次 の よう に 書き 出さ れ ま す . 
CAMERA, 93604-1 


"を 使わ な いで 。 PRINT #1, A$ : B$ と し た 場合 に は , ディ スク に は CAMERA93604- 
1 と 書き 出さ れ て し まい ます . これ で は 区 切り の 記号 が あり ませ ん か ら 2 つの 別 の 文字 列 と し 


て 読み 込む こと は で きま せん 。 

文字 式 それ 自身 が デー タ と し て コン マ 。 セミ コロ ン , 意味 の ある 始め の 空白 。 キ ャ リッ ジリ 
ター ン (CHR$(13)),。 また は ライ ン フ ィ ー ド (CHR$(10) ) な ど を 含む 場合 は , ダブ ルク ォ ー テ ー 
ショ ンコ ー ド (CHR$(34) ) に よっ て 囲ん で ディ スク に 書き 出さ な けれ ば な り ま せん . た と えば 


A$= ニ "CAMERA, 口 AUTOMATIC" 
B$=" ロ ロロ 93604-1" 
PRINT #1, Ai BS 


と する と ディ スク に は , 
CAMERA, 口 AUTOMATIC, ロロ ロロ 93604-1 


と 書き 出さ れ ま す . これ で は A$ の 中 の コン マ が デー タ の 区 切り と な っ て し まい ,INPUT #1, 
A$, B$ と し て デー タ を 読み 込む と , A$ に は CAMERA を , B$ に は AUTOMATIC を 読み 込 
ん で し まい , ロロ ロ 93604-1 は 読み 込ま れ な いで 残っ て し まい ます . 

これ を 放 け る に は , 


PRINT #1, CHR$(34) : A$ : CHR$(34) : CHR$(34) : B$ : CHR$(34) 
と 指定 し ます . この 場合 ディ スク に は , 
?CAMERA, 口 AUTOMATIC"" ロ ロロ 93604-1" 


と 書き 出さ れ ま す の で , INPUT #1, A$。B$ と すれ ば , "CAMERA, ロロ AUTOMATIC" を 
A$ に , "ロロ ロロ 93604-1" を B$ に 読み 込む せこ と が で きま す . 


注意 : 出力 対象 ファ イル が “SCRN : ” の 場合 , 日 本 語 デ ー タ の 出力 は で きま せん . 


参照 : INPUT# PRINT# USING, WRITE サン プル プロ グラ ム 28 
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PRINT USING 


PRINT USING 


文字 列 , 数 値 な どの デー タ を 編集 し , 画面 に 出力 し ます . 
PRINT USING < 書式 制御 文字 列 > : < 式 > sl < 再 …] 【 


| 


PRINT USING 『 あ .":A, B, C 


< 書式 制御 文字 列 〉 に よっ て 決定 され る 領域 や 書式 に 従っ て , < 式 > に 指定 され た 各種 デー タ 
を 画面 に 出力 し ます . 複数 の < 式 > を 並べ る 場合 区 切り 記号 と し て は コン マ (,) ま た は セミ コ 
ロン ( : ) の いずれ を 使っ て も 結果 は 変り ませ ん . 

< 書式 制御 文字 列 > 中 に 指定 で きる 書式 制御 文字 は , 次 の と お り で す . 


@ 文 字 変数 や 文字 列 の 書式 制御 文字 
wowtroors 与え られ た 文字 変数 や 文字 定数 の 最初 の 1 文字 だ け を 出力 し ます . 


& <n 個 の 口 (空白 )> &… 与 えら れ た 文字 変数 や 文字 定数 の 先頭 か ら (n 十 2) 文字 の 文字 列 を 出力 
し ます . 与え られ た 文字 列 が (n 二 2) 文字 より 長い 場合 は 余分 な 文字 は 無視 され , 短 
い 場 合 に は 文字 列 は 左 づめ で 出力 され , 残っ た 部 分 に は 空白 が 出力 され ます . 


寺 和 9 文字 列 全体 の 出力 に 使い ます . 複数 個 指定 し た 場合 , 1 つの ヾ @? に 対し て < 式 > 
の 中 の 1 つの 文字 列 が 代入 され 出力 され ます . ヾ @? の 数 が < 式 > の 個数 より 多い 
場合 は , 余っ た ヾ @? は 無視 され ます . 


注意 : 日 本 語 を 含む 文字 列 を 編集 する こと は で きま せん . 


人 @ 数 値 の 書式 制御 文字 
本 oeopkomepxs 数 値 を 出力 する 桁 数 を 指定 し ます . 指定 し た 桁 数 より 数 値 の 桁 数 が 小さ いと き に 
は , 右 づ めで 出力 され ます . 


・ (ピリオド )… 小 数 点 の 位置 を 指定 し ます . 小数 点 以下 の 部 分 で 冗長 と な る 桁 に は 0 が 出力 き 
れ ま す .。 


Sokxvroosse・ < 書式 制御 文字 列 > の 最初 また は 最後 に つけ た 場合 , 数 値 の 符号 が それ ぞ れ 前 ま 
た は 後ろ に 出力 され ます . 2 個 以上 の ヾ 十 ? を 並べ た 場合 に は , 余分 は 後述 の 制御 文 
字 以外 の 文字 と 同じ 扱い と な り , その まま 出力 され ます . 


ー( マ イナ ス 記 号 )… < 書式 制御 文字 列 > の 最後 に つけ た 場合 , 数 値 が 負 の 数 の と き に 数 値 の 後 
ろ に バー” が 出力 され ます . 前 に つけ た り , 2 個 以上 並べ た 場合 に は 後述 の 制御 文字 
以外 の 文字 と 同じ 扱い と な り , その まま 出力 され ます 。 
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PRINT USING 


< 書式 制御 文字 列 > の 先頭 に つけ た 場合 , 数 値 領域 の 左側 に 空白 部 分 が で きた と 
き , そこ を ヾ *? で 埋め て 出力 し ます . この いび *※*” は 2 桁 分 の 領域 を 確保 し ます 。 


Novv2ndc・oos < 書式 制御 文字 列 > の 先頭 に つけ た 場合 , 出力 され る 数 値 の 直前 に ` 土 ? を 出力 
し ます . ^ 半 は 2 桁 分 の 領域 を 確保 し ます が , この うち 1 桁 分 は ` 壮 ” の 出力 領 
域 と し て 使わ れ ま す . 後述 の 指数 形式 の 書式 指定 を 行っ た 場合 に は , 正しく 出力 さ 
れ な いこ と が あり ます . 


ee < 書式 制御 文字 列 > の 先頭 に つけ た 場合 , 上 記 の 2 つ (** と 壮 ) 両 方 の 機能 と 
な り ま す . ~※※ 壮 "は 3 桁 分 の 領域 を 確保 しま す が ,。 この うち 1 桁 分 は ^ 至 ? の 出 
力 領域 と し て 使わ れ ま す . 


,。 (コン マ )… 桁 数 指定 の ヾ #? の 並び の 中 に お いた 場合 , 数 値 の 整数 部 が 3 桁 毎 に ヾ , ” で 区 
切ら れ て 出力 され ます 。 た だ し ,。 上 記 の `. ” より 右側 に お いた 場合 は , 数 値 の 最 
後に ^, ” が 出力 され , 3 桁 毎 の 区 切り は 行わ れ ま せん . 


PS 桁 数 指定 の ~#” の 後に つけ た 場合 , 指数 形式 (浮動 小数 点 形式 ) で 出力 され ます . 


@ そ の 他 の 書式 制御 文字 
ー (下線 )… 前 述 の 制御 文字 1 文字 を た ん に 文字 と し て 表示 する た め に 使用 し ます .` "に 続く 
1 文字 は 常に 書式 制御 機能 を 持た な い 文 字 と し て 出力 され ます . 


制御 文字 以外 の 文字 
前 述 の 制御 文字 以外 の 文字 を 指定 し た 場合 。 数 値 の 前 や 後ろ に その キャ ラク タ が 出力 され ま 
す 。 た だ し , 日 本 語文 字 は 指定 で きま せん . 


人 @ 数 値 の 領域 を 超え た 場合 

指定 し た 数 値 領 域 よ り 数 値 の 桁 数 が 大 きい 場合 , 数 値 の 直前 に ^%” が 出力 され ます . 数 値 を 
丸め た (四捨五入 し た ) こ と に よっ て 桁 数 が 領域 より 大 きく な っ た 場合 も , 丸め た 数 値 の 前 に 
*%” が 出力 され ます . 


人 @ 複 数 の 書式 制御 文字 を 指定 し た 場合 

< 書式 制御 文字 列 > 中 に 複数 の 書式 制御 文字 を 指定 し た 場合 , その 制御 文字 の 並び が 1 つの パ 
ター ン と な っ て 。 指定 され た 複数 の < 式 > に 対し , 順に 繰り 返し あて は め ら れ ま す . 

た と えば ぱ , 


PRINT USING "@ ニ =\\ 弥 #": "BOOKS", 2500, “TICKETS", 1440, “DRINKS"。 4300 


と する と , ~@ー ぎ 半角 # ? の パタ ー ン が 以降 に 指定 され る 式 の 並び に あて は め ら れる 結果 , 


151 


PRINT USING, PRINT# USING, PSET 


BOOKS ニ \2500 TICKETS ニ \1440 DRINKS ニ \4300 
と いう よう に 出力 され ます . 


参照 : LPRINT USING, PRINT, サン プル プロ グラ ム 13 


PRINT# USING 


文字 列 , 数 値 な どの デー タ を 編集 し , ファ イル に 出力 し ます . 
PRINT #< フ ァイル 番号 > USING < 書式 制御 文字 列 > : < 式 > 〔 


< 式 > …] 


す 


【 | 


す 


PRINT #2, USING “@ 弥 " : CASE$, NUMBER 


<〈 フ ァイル 番号 >? に は , OPEN に よっ て , その ファ イル を オー プン し た と き に 使っ た 番号 を 指 
定 し ます . 

PRINT# USING は , < 式 > に 指定 し た 文字 列 や 数 値 を < 書式 制御 文字 列 > の 形式 に も と づ 
いて 編集 し , ファ イル に 出力 し ます . 

この 命令 は , その 対象 が ファ イル で ある こと を 除け ば PRINT USING と 機能 は 同じ で す 。 


参照 : LPRINT# USING, OPEN。PRINT# PRINT USING 


PSET | 


画面 上 の 任意 の 座標 に ドッ ト を 表示 し ます . 
PSET | (Wx,。 Wy) | 〔, < パレ ッ ト 番 号 >〕 
STEP(x, y) 


PSET (100, 100), 4 


ワー ルド 座標 (Wx。 Wy) の 位置 に ドッ ト を 表示 し ます . 

(Wx。Wy) の 代わ り に , STEP を つけ て 相対 座標 (x。 y) で 指定 する こと も で きま す 。 

<〈 く パレ ッ ト 番 号 > で ドッ ト の 色 を 指定 し ます . 省略 し た 場合 は , 現在 〔1) COLOR に よっ て 設 
定 さ れ て いる フォ アグ ラウ ンド カラ ー が 採用 され ます . 

PSET を 実行 する と , LP( 最 終 参照 点 ) は , 指定 し た 座標 点 に 変更 され ます . 


参照 : 〔1] COLOR, 〔2〕 COLOR, POINT, PRESET, サン プル プロ グラ ム 6, 17 
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PUT 


ファ イル バッ ファ 中 の デー タ を ファ イル に 書き 出し ます . 
PUT  〔 狼 < ファ イル 番号 > 〔, < 数 式 > 
文 例 PUT #3, COUNT 

PUT 2 


< く フ ァイル 番号 > で 指定 され た ファ イル に , 対応 する バッ ファ の 内 容 を 書き 出し ます . 
PUT は , 指定 され た ファ イル が ディ スク ファ イル か 。 また は プリ ンタ ある い は スク リー ン フ 
ァイル か に よっ て その 動作 が 異な り ま す 。 


(1) ディ スク ファ イル の 場合 

PUT は ラン ダム バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 書き 出し ます . 指定 され た ファ 
イル は ラン ダム モー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん . 

< 数 式 y は ファ イル の レコ ー ド 番号 と し て 解釈 され , 指定 され た レコ ー ド に バッ ファ 中 の デー 
タ が 書き 出さ れ ま す . レコ ー ド 番号 の 最小 値 は 1, 最大 値 は 65000 で す . < 数 式 > が 省略 され た 
場合 に は , 直前 に 行わ れ た , GET, PUT で 指定 され た レコ ー ド の 次 の レコ ー ド に 書き 出し ます . 


(2) プリ ンタ (LPT : , LPT1 : ) ある い は スク リー ン フ ァイル (SCRN : ) の 場合 

バッ ファ 中 の デー タ を , プリ ンタ ある い は 画面 に 出力 し ます . 指定 され た ファ イル は 出力 モ 
ー ド で オー プン され て いな けれ ば な り ま せん 。 

< 数 式 > は 。 バッ ファ か ら , ファ イル に 対し て 書き 出す 文字 (バイ ト ) 数 と 解釈 され ます . 0 か 
ら 255 まで の 値 で 指定 し ます . < 数 式 > が 省略 され た と き , お よび 0 が 指定 され た と き に は 256 
文字 を 書き 出し ます . 


注意 : 書き 出す デー タ は あら か じ め FIELD, LSET プ RSET に より 準備 し て お か ね ば な り ま せ 
ん . 


参照 : FIELD, GET, LSET ン RSET,。 OPEN,。 サン プル プロ グラ ム 1, 26, 29 
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PUT@ 


PUT@ | 


グラ フィ ッ ク パ ター ン や 漢字 を 画面 に 表示 し ます . 
1) PUT〔@〕 (Sx。Sy), < 配列 変数 名 > 〔(< 添 字 >) 〕〔, < 条 件 >] 〔, < フォ アグ 
ラウ ンド カラ ー>, < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>]〕 
2) PUT〔@〕 (Sx, Sy), KANJI(< 漢 字 コ ー ド >) 〔, < 条件 >) 〔(, < フォ アグ ラウ 
ンド カラ ー>。 < パック グラ ウン ドカ ラー:>)〕 
PUT@ (100, 100), G%, PSET 
PUT (0, 0), KANJI(&H3021) 


書式 1) 

GET@ に よっ て 配列 変数 に 読み 込ま れ た グラ フィ ッ ク パ ター ン を 。, 画面 上 の 指定 座標 に 表示 
し ます 。 

座標 (Sx, Sy) は GET@ の 場合 と 同様 で . ワー ルド 座標 で な く ス クリ ー ン 座標 で 指定 し ます . 
< 配列 変数 名 > に は , 表示 し た い グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン が 格納 され て いる 配列 変数 の 名 前 を 指 
定 し ます . 

< 添字 > は , 配列 変数 内 に 格納 され て いる 複数 の グラ フィ ッ ク パ ター ン の うち , どの 要素 か ら 
表示 し 始め る の か を 指定 する も の で す . 省略 し た 場合 は , 配列 の 最初 か ら 表 示し 始め ます . < 添 
字 > の 指定 は 。 GET@ で パタ ー ン を 格納 し た と き の 値 と 対応 きせ る よう に し て くだ さい . 

< 条件 > と は , グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン を 画面 に 表示 する 際 の いろ いろ な 条件 を 指定 する も の で す . 


PSET : 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を その まま 表示 し ます . 

PRESET : 白黒 モー ド の 場合 は 配列 内 の パタ ー ン を 反転 し て 表示 し ます . カラ ー モ ー ド の 場 
合 は 各 ド ッ ト の パレ ッ ト 番 号 を , 7ー( そ の ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 ) (4096 色 中 ・16 
色 モ ー ド の 場合 は , 15 二 (その ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 )) と し て 表示 し ます . 


OR ・ 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン と , すでに ある 画面 上 の グラ フィ ッ ク パ ター ン と 
を ドッ ト ご と に OR( 論 理 和 ) し , その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 

AND  : 配列 内 の パタ ー ン と 画面 上 の パタ ー ン を ドッ ト ご と に AND( 論 理 積 ) し, その 結 
果 を 画面 上 に 表示 し ます . 

XOR ・ 配列 内 の パタ ー ン と 画面 上 の パタ ー ン を ドッ ト ご と に XOR (排他 的 論理 和 ) し , 


その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 
く 条 件 > を 省略 し た 場合 は , XOR を 指定 し た も の と みな され ます . 


これ ら の < 条件 > は 画面 モー ド に よっ て 演算 の 対象 が 違い ます . 白黒 モー ド の 場合 , ドッ ト 
が ある か な いか を 対象 と し , カラ ー モ ー ド の 場合 . ド ッ ト ご と の パレ ッ ト 番 号 を 対象 と し ます . 
た と えば すでに 画面 に ある ドッ ト の 色 が パレ ッ ト 番 号 3 で , 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン の 
色 が パレ ッ ト 番 号 6 の と き に AND? を 指定 する と, パレ ッ ト 番 号 2 が 表示 され ます (0011 
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PUT@, RANDOMIZE 


AND 0110 一 0010). 

< フォ アグ ラウ ンド カラ ー>。 < バック グラ ウン ドカ ラー> は , 白黒 モー ド の と き に GET@ で 
読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド に お いて 表示 する と きのみ , 有効 な オプ ショ ン パ ラメ ー タ 
で す . この 2 つの パラ メー タ は 両方 と も 指定 する か , 両方 と も 指定 し な いか の どちら か し か 許 
され ませ ん . 

く < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> は , 白黒 モー ド で 読み 込ん だ 際 に 白 で あっ た ドッ ト に 対し て の 色 
指定 で ,。 < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー> は , 同様 に 黒 で あっ た ドッ ト に 対し て の 色 指定 で す . カラ 
ー モ ー ド に お いて ,。 それ ぞ れ を パレ ッ ト 番 号 に よっ て 指定 する と 任意 の 色 に 変え る こと が で き 
ます 。 


書式 2) 

< 漢字 コー ド > で 指定 され た 漢字 また は 非 漢 字 を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 し ます . 

使用 で きる 文字 は , JIS 第 一 水準 , 第 二 水準 お よび 利用 者 定義 文字 で す . これ ら の 中 か ら 任意 
の 文字 を < 漢字 コー ド > (JIS コー ド ) に よっ て 指定 する こと に より , 画面 上 に 日 本 語文 字 を 表示 
する こと が で きま す . 使い 方 お よび 機能 は , < 配列 変数 名 > (< 添字 >) の 代わ り に KANTJI(< 漢 字 
コー ド >) を 使用 する こと を 除き , 書式 1) の 場合 と 同様 で す . 

な お ,。 利用 者 定義 文字 は , KPLOAD に よっ て シス テム に 登録 する こと が で きま す . 


書式 1)。 2) と も , この 命令 を 実行 する と LP( 最 終 参照 点 ) は (Sx, Sy) に 移動 し ます . 


注意 : GET@ と PUT@ は , < フォ アグ ラウ ンド カラ ー>,。 く < パック グラ ウン ドカ ラー> を 指定 し 
て , 白黒 モー ド で 読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド で 表示 する 用 途 の 他 は , 原則 と し 
て 同一 画面 モー ド で 使用 する よう に し て くだ さい 、。 
な お , 1 つの PUT@ で は 1 つの 漢字 し か 表示 する こと は で きま せん 。. 


参照 : GET@, KPLOAD, サン プル プロ グラ ム 18。19 


RANDOMIZE 


新しい 乱数 系 列 を 設定 し ます . 
RANDOMIZE (< 式 >〕 
RANDOMIZE 230 


< 式 > に 。 新 し い 乱 数 の 種 (seed) を 指定 する こと に よっ て , RND 関数 で 得 ら れる 乱数 系 列 を 
変更 し ます . < 式 > に は 数 値 や 変数 な ど を 一 32768 か ら 32767 の 範囲 で 指定 し ます . < 式 > を 省略 
する と , メッ セー ジ が 表示 され て seed を 要求 し て きま す の で , < 式 > に 同様 な 範囲 の 値 を 入力 
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RANDOMIZE, READ, REM 


し て くだ さい . も し , この 範囲 外 の 値 を 入力 する と ^Overflow” エラ ー と な り ま す . 


参照 : RND,。 サン プル プロ グラ ム 32 


READ | 


DATA で 用 意 し た 数 値 や 文字 の デー タ を 読み 込み , 変数 に 代入 し ます . 
READ < 変数 > 〔, < 変数 > …〕 
READ ZIP, ADDR$ 


READ は DATA と 組み 合わ せ て 使わ な けれ ば な り ま せん . READ は DATA 行 中 に 指定 さ 
れ た デー タ を 1 対 1 の 対応 で 変数 に 割り 当て て いき ます . 

< 変数 > は , DATA 行 中 で 指定 し た デー タ が 文字 定数 で ある 場合 は 文字 変数 で な く て は な り ま 
せん . し か し , 数 値 定数 の 場合 は 文字 変数 , 数 値 変数 の いずれ に も 読み 込ま せる こと が で きま 
pr 応 

1 つの READ で , 複数 の DATA 行 を 順番 に 参照 し た り , また いく つか の READ で 1 つの 
DATA 行 を 参照 し た りす る こと が で きま す . 

READ 中 の < 変数 > の 数 が DATA の デー タ 数 を 超え て し まっ た 場合 は , Out of DATA? 
エラ ー と な り ま す . 指定 され た < 変数 > が DATA の デー タ 数 より も 少な い 場 合 に は , 読ま れ な 
か っ た デー タ か ら , その 次 の READ が 読み 始め ます . も し それ 以上 READ が な い 場 合 に は , 
余分 の デー タ は 無視 され ます . 

始め か ら , ある い は 途中 か ら DATA を 読み 直す に は , RESTORE を 使い ます . 


注意 : READ で は ,。 型 が 一 致し な い 場 合 に は , ^Type mismatch′ エラ ー で は な く , ヾ Syntax 
error′ エ ラー が 起こ り ま す の で 注意 し て くだ さい . 


参照 : DATA, RESTORE, サン プル プロ グラ ム 3, 14 


EPS で 


プロ グラ ム に 注釈 文 を 入れ ます . 
| (< 注釈 文 >) 


REM ※ ネ * ネ Main-Program ネネ * キ 
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REM, RENUM, RESTORE 


REM に 続く 文字 列 は ,。 プロ グラ ム の 注釈 に な る だ け で , プロ グラ ム の 実行 に まっ た く 影 響 を 
与え を ませ ん 。. LIST を 実行 する と 入力 し た 内 容 が その まま 出力 され ます . REM の 代わ り に アポ 
スト ロフ ィ () を 使う こと も で きま す . 


注意 : REM に 続く 注釈 文 の 後に 。 コロ ン ( : ) で 区 切っ て 他 の 命令 を 続け て も 無視 され て し ま 
いま す . 


ES 


プロ グラ ム の 行 番号 を 新しく つけ 直し ます . 
RENUM  〔< 新 行 番号 >] 〔, <| 旧 行 番号 >] 〔, < 増分 >〕 
RENUM 1000, 10 


< 新 行 番号 > は 。 新しく つけ る 行 番号 の 最初 の 行 番号 で , 省略 する と 10 が 採用 され ます . 

く 旧 行 番号 > は 行 番号 の つけ 替え を 始め る 現在 の プロ グラ ム の 行 番号 で す . 省略 する と その プ 
ログ ラム の 最初 の 行 番号 が 採用 きれ ます . 

く 増 分 > は 新しく つけ る 各行 番号 の あい だ の 増分 で , 省略 する と 10 と な り ま す . 

RENUM は , GOTO, GOSUB, THEN, ON…GOTO, ON…GOSUB お よび ERL で 参照 
し て いる 行 番号 も 新しい 行 番号 に 対応 し て 変更 し ます . も し , これ ら の 命令 の 参照 する 行 番号 
が 存在 し な い 場 合 に は , 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 


*Undefined line xxxx in yyyy" 


これ はら , 行 番号 yyyy 中 に , 参照 きれ て いな い 行 番号 xxxx が ある , と いう 意味 で す . この 場合 , 
参照 され て いな い 行 番号 xxxx は RENUM に よっ て 変更 され ませ ん が 行 番号 yyyy は 変更 さ 
れ て し まい ます の で エラ ー の 発生 し た 行 番号 の 所 在 が 分 か ら な く な っ て し まい ます . し た が っ 
て , RENUM を 行う 前 に プロ グラ ム を セー プ し て お いた ほう が 安全 で す . 


注意 : 65529 を 超え る 行 番号 は 発生 する こと が で きま せん . この よう な 場合 に は “Tllegal func- 
tion call7 エラ ー と な り ま す 。 


RESTORE 


READ で 読む DATA 行 の 先頭 行 を 指定 し ます . 
RESTORE < 行 番 号 >〕 
文 例 RESTORE 


RESTORE 800 
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RESTORE, RESUME, RETURN 


《 行 番号 > を 指定 する と 。 READ は その 行 番号 の DATA 行か ら デ ー タ を 読み 始め ます 。 省略 
し た 場合 は プロ グラ ム 中 の 最初 の DATA 行か ら 読み 始め ます . 


参照 : DATA, READ, サン プル プロ グラ ム 3 


RESUME 


エラ ー 処 理 ルー チン を 終了 し , 元 の プロ グラ ム の 実行 を 再開 し ます . 
1) RESUME [0〕 

2) RESUME NEXT 

3) RESUME < 行 番号 > 
RESUME *START 


書式 1) エラ ー の 原因 と な っ た 文 か ら プ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます . この 場合 0 は 省略 で き 
ます 。 

書式 2) エラ ー の 原因 と な っ た 文 の 次 の 文 か ら プ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます . 

書式 3) < 行 番号 > で 指定 し た 行か ら 実 行 を 再開 し ます . 


参照 : ON ERROR GOTO, サン プル プロ グラ ム 22 


RETURN 


サ プ ブル ー チ ン を 終了 し , 元 の プロ グラ ム の 実行 を 再開 し ます . 
RETURN 〔< 行 番号 >〕 
RETURN 


RETURN 200 


サブ ルー チン の 実行 を 終了 し , その サブ ルー チン を 呼び 出し た GOSUB の 次 の 命令 か ら 実 行 
を 再開 し ます . 1 つの サブ ルー チン 内 に 複数 の RETURN が あっ て も か まい ませ ん . 
RETURN で は , < 行 番号 > を 指定 し て , 特定 の 行 に リタ ー ン させ る こと も で きま す . た だ し , 
サブ ルー チン の 多重 化 を 行っ て いる 場合 や 、FOR-NEXT の 内 部 か ら GOSUB で サ プ ブル ー チ 
ン を 呼び 出し て いる 場合 , リタ ー ン 先 の < 行 番号 > に は , その サブ ルー チン の 呼び 出し 側 と 同 
じ ス タッ クレ ベル の プロ グラ ム 行 を 指定 し な けれ ば な り ま せん .。 これ を 無視 する と 。 スタ ッ ク 
領域 が 異常 消費 され , プロ グラ ム は 正しく 動作 し ませ ん . と くに 必要 が な い 限 り , 使用 し な い 
よ ② 臣 し て ぐだ さい め 。 
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RETURN, RIGHT$, RND 


注意 : RETURN を 単独 で 使う こと は で きま せん 。 プロ グラ ム の 実行 中 , GOSUB な し で 
RETURN に 出合 うと , ^RETURN without GOSUB” エラ ー が 起こ り ま す . 


参照 : GOSUB, サン プル プロ グラ ム 7 


RIGHT$ 導 


文字 列 の 右側 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 抜き 出し ます . 


RIGHT$ (< 文字 列 >, < 式 >) 
PRINT RIGHT$("ABCDabcd", N*4) 


く 文字 列 > の 右側 (最後 ) か らく < 式 > で 指定 し た 桁 数 の 文字 列 を 抜き 出し ます . < 式 > の 値 は 0 か 
ら 255 の 範囲 に な けれ ば な り ま せん . 

< 式 > の 値 が 0 な ら ば , RIGHT$ の 値 は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) と な り ま す . < 式 > が < 文 
字 列 > の 文字 数 より 大 きけ れ ば , RIGHT$ の 値 は < 文字 列 %〉 と まっ た く 同 じ に な り ま す . 


参照 : LEFT$,、MID$, サン プル プロ グラ ム 25 


乱数 を 得 ます . 
RND 〔(< 数 式 >) 〕 
文 例 R=RND 
R=RND( 一 3) 


0 以上 1 未満 の 乱数 を 得 ます . 得 ら れる 乱数 は , RUN お よび CLEAR が 実行 され る ご と に い 
つも 同系 列 と な り ま す . た だ し , RANDOMIZE を 使用 すれ ば , この 系 列 を 変え る こと が 可能 で 


し 、 


RND 関数 の 機能 は , 指定 する < 数 式 > の 値 に よっ て 次 の よう に 異な り ま す . 


負 の 数 : 乱数 系 列 を 初期 化す る . 
0 : 1 つ 前 に 発生 し た 乱数 の 値 を と る (繰り 返す ). 
正 の 数 : 次 の 乱数 を 発生 する . 


な お , (< 数 式 >) を 省略 し て (カッ コ も 含む )、 た ん に “RND” と し た 場合 は 。 正 の 数 を 指定 し 
た の と 同じ 機能 に な り ま す . 


参照 : RANDOMIZE, サン プル プロ グラ ム 32 
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ROLL, RUN 


ROLL 


グラ フィ ッ ク 画 面 を 上 下 あ る い は 左右 に スク ロー ル さ せま す . 
ROLL (< 上 下方 向 ド ッ ト 数 >〕 〔, < 左右 方 向 ドッ ト 数 >〕 〔, 


N | 〕 
| 
ROLL 一 16, 32,Y 

ROLL , 4 


く 上 下方 向 ド ッ ト 数 > に は , 画面 の 縦 方 向 の ドッ ト の 数 を 指定 し ます . 許さ れる 値 の 範囲 は 
640X200 ドッ ト の 画面 モー ド で は 一 199 か ら 199, 640X400 ド ッ ト の 画面 モー ド で は 399 か 
ら 399 まで の 値 で , 正 の 場合 に は 上 方 向 に , 負 の 場合 に は 下方 向 に , 指定 の ドッ ト 数 (絶対 値 ) 
だ け ス クロ ー ル し ます . 省略 し た 場合 は , 縦 方 和 の スク ロー ル は 行い ませ ん . 

< 左右 方 向 ド ッ ト 数 > に は , 画面 の 横 方 向 の ドッ ト の 数 を 指定 し ます . 許さ れる 値 の 範囲 は - 
639 か ら 639 まで の 値 で , 正 の 場合 に は 左 方 向 に , 負 の 場合 に は 右 方 向 に , 指定 の ドッ ト 数 ( 絶 
対 値 ) 以下 で 最も 大 きい 8 の 倍数 と 等 し い ド ッ ト 数 だ け , スク ロー ル し ます 。 省略 し た 場合 は , 
左右 の スク ロー ル は 行い ませ ん . 

N また は Y を 指定 する と, スクロール に より 新た に 現れ た 領域 を 決め られ た だ た 色 で クリ ア す る 
こと が で きま す . Y を 指定 する と バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で クリ ア し , N を 指定 する か 省略 し 
た と き に は , パレ ッ ト 番 号 0 で クリ ア し ます . 


注意 : PC-9801 で は < 左右 方 向 ド ッ ト 数 > お よび N, Y は 指定 する こと が で きま せん . また , く 上 
下方 向 ド ッ ト 数 > に 負 の 値 を 指定 する こと は で きま せん . ス クロ ー ル に より 新た に 現れ た 
領域 は , パレ ッ ト 番 号 0 で クリ ア さ れ ま す . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 19 


欄 半 ーー 


メモ リ に ある プロ グラ ム の 実行 を 開始 し ます . また , ディ スク か ら プ ログ ラム を 
メモ リ に ロー ド し , その プロ グラ ム を 実行 し ます . 

書 式 1) RUN (< 行 番 号 >] 
2) RUN < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, R] 

文 例 RUN *MAIN 
RUN "2 : TEST" 


RUN は , プロ グラ ム の 実行 に 先 だ ち 。 変数 を すべ て 初期 化し 。 オー プン され て いる すべ て の 
デー タフ ァイル を 閉じ ます . 


書式 1) < 行 番号 > を 指定 する と ,。 メモ リ 上 の プロ グラ ム の , その 行か ら 実 行 が 始ま り ま す . 省 
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RUN, SAVE 


略す る と , 最も 若い 行 番号 の 行か ら 実行 が 始ま り ま す . プロ グラ ム の 実行 が 終る と コマ 
ンド レベ ル に も どり ます 。 

書式 2) < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され た ディ スク 上 の プロ グラ ム を ロー ド し 。 た だ ち 
に 実行 し ます ,. し た が っ て , メモ リ 上 に プロ グラ ム が あっ た 場合 , その プロ グラ ム は 消 
去 さ れ て し まい ます の で 注意 し て くだ さい . プ ログ ラム の 実行 が 終る あと コマ ンド レベ ル 
に も どり ます 。 
R オ プシ ョ ン を つけ た 場合 に は ,。 プロ グラ ム の 実行 前 た デー タフ ァイル は 閉じ られ 
ず , オー プン され た まま で プロ グラ ム が 実行 され ます . 


参照 : CHAIN 


SAVE 


メモ リ に ある BASIC プロ グラ ム を ファ イル に セー プ し ます . 
SAVE < ファ イル ディ スク リプ タ > 〔, は @ 
P 


SAVE "2 :MYPROG", A 


< ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 され る ファ イル (ディ スク ,。 RS-232C 回 線 ) に ,。 メモ リ 上 
の プロ グラ ム を セー プ ( 書 き 出し ) し ます . 指定 し た ファ イル ディ スク リプ タ と 同じ 名 前 の ファ 
イル が 存在 し た 場合 に は , 古い 内 容 は 失わ れ , 新しい も の に 更新 され ます . 

A オ ォ オプション が 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム は アス キー 形式 で セー プ さ れ ま す . つま り , 
プロ グラ ム を LIST で 表示 し た と き と 同 じ イ メー ジ で セー プ が 行わ れ ま す . 

A オ プシ ョ ン の 指定 が な い 場 合 は , プロ グラ ム は バイ ナリ 形式 に 圧縮 され て セー ブ さ れ ま 
す . つま り , メモ リ に 格納 され て いる と き の イ メー ジ で その まま セー ブ さ れ ま す 。 

P オ プシ ョ ン が 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム は 暗号 化 さ れ た バイ ナリ 形式 で セー プ さ れ 
ます .P オ プシ ョ ン つ き で セー プ し た プロ グラ ム を メモ リ に ロー ド し て ,。 LIST や EDIT に より 
内 容 を 見 た り 。 変更 し よう と する と , \Tllegal function call' エラ ー と な り ま す . 


注意 : アス キー 形式 の セー ブ プ は , パイ ナリ 形式 より も , 多く の ファ イル スペ ー ス を 必要 と し ま 
す が ,。 コマ ンド に よっ て は プロ グラ ム が アス キー 形式 で セー プ さ れ て いる こと が 条件 と 
な る こと が あり ます . た と えば , MERGE コマ ンド は , アス キー 形式 の ファ イル を 必要 
と し ます .。 また , アス キー 形式 で セー プ さ れ た ファ イル は , デー タフ ァイル と し て 読み 
出す こと が で きま す . 
P オ プシ ョ ン に よっ て 一 度 プ ログ ラム が 暗号 化 さ れる と , これ を 解除 する 方 法 は 用 意 さ 
れ て お ら ず , 二度と 内 容 の 変更 な ど は で き な く な る の で 注意 し て くだ さい . 


参照 : LOAD, MERGE 
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SCREEN 


SCREEN | 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て 種々 の モー ド を 設定 し ます . 

SCREEN (< 画面 モー ド >〕 〔, < 画面 スイ ッ チ >〕 〔(, < アク ティ ブ ペ ー ジ >〕 〔, < デ 
ィ ス プレ イペ ー ジ >〕 

文 例 SCREEN 1。0, 0, 7 


< 画面 モー ド > は , カラ ー, 白黒 , 分 解 能 な ど , グラ フィ ッ ク 画 面 の 最も 基本 的 な モー ド を 設 
定 す る パラ メー タ で す . 


指定 値 分 解 能 ( 横 メ 縦 ) 使用 可能 ペー ジ 数 
0 カラ ー モ ー ド 640 x200 4 
1 白黒 モー ド 640x200 12(16* ) 
2 高 分 解 能 白黒 モー ド 640 メ 400 6( 8*) 
3 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 640x400 2 


ここ で ,。 *※ の つい た 数 値 は 。 16 色 モ ー ド の と き の 値 を 表し ます . 
< 画面 スイ ッ チ > は , 指定 する 値 に より , 現在 グラ フィ ッ ク 画 面 に 描か われ て いる パタ ー ン な ど 
を 一 時 的 に 消去 する も の で す . 
指定 値 
0( ま た は 1) グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 を 行う . 
2( ま た は 3) 現在 グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され て いる 図形 な ど を 一 時 的 に 消去 する . 


く 〈 く アクティブ ペー ジ > と < ディ スプ レイ ペー ジ > は グラ フィ ッ ク 命 令 で 書き 込む ペー ジ と 表示 
する ペー ジ の 選択 を 行う た め の も の で す . 

〈 く アク ティ ブ ペ ー ジ > と < ディ スプ レイ ペー ジ > に 指定 で きる 値 と その 意味 は パレ ッ ト モ ー ド 
に よっ て 異な り ま す ( パ レッ トモ ー ド に 関し て は 〔1〕 COLOR を 参照 し て くだ さい ). 


(1) 8 色 中 ・8 色 モ ー ド あるいは 4096 色 中 ・8 色 モ ー ド の 場合 
〈 く アクティブ ペ ー ジ > に は グラ フィ ッ ク 命 令 に よっ て 書き 込む ペー ジ を 指定 し ます . 画面 モー 
ド に よっ て 扱え る 画面 数 は 異な り ま す . 


く ア クティ ブ ペ ー ジ > に 指定 で きる 値 と ペー ジ 番 号 と の 対応 関係 


指定 値 画面 モー ド 書き 込ま れる ペー ジ 番 号 
0 て 3 カラ ー モ ー ド (O) 1-4 
0<11 白黒 モー ド 1) 1 て 12 
0-5 高 分 解 能 白黒 モー ド (2) 1-6 
0, 1 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド (3) 3 る 
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SCREEN 


< ディ スプ レイ ペー ジ > に は , 画面 モー ド に 対応 し た ペー ジ の うち どの ペー ジ を 表示 する か を 
指定 し ます . 


< ディ スプ レイ ペー ジ > に 指定 で きる 値 と 表示 され る ペー ジ 番 号 と の 対応 関係 


高 分 解 能 白黒 モー ド | 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド 
2 


) ) 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ペー ジ | の み 表示 ベ ページ | の み 表示 
ペー ジ 2 の み 表示 
|  " X | ペー ジ |, 2 を 合成 表示 | ペー ジ !. 2 を 合成 表示 | ”""~"~"~ x | 
| X | ページ 3 の み 表示 | ペー ジ 3 の み 表 示 
| X | ページ |, 3 を 合成 表示 | ページ |!, 3 を 合成 表示 
BE ee 
1 に 
X 
X 


カラ ー モ ー ド 
(0⑩) 


時 
え 
| 
Nd 
癌 
引 
Fe 
党 
了 
2 
| 
W 
類 
| 
中 
っ a 
1 


ペー ジ 2, 3 を 合成 表示 | ペー ジ 2, 3 を 合成 表示 
ペー ジ |, 2, 3 を 合成 表示 | ペー ジ |, 2, 3 を 合成 表示 


ベ ページ 4, 6 を 合成 表示 


本 
全 ペ ー ジ 表示 し な い 
ベ ページ 5, 6 を 合成 表示 


人 
ad 
AN 
を 9 
に 
Me 


ペー ジ 5 の み 表 示 RSE 竹本 2 だ 
ペー ジ 7, 8 を 合成 表示 | ペー ジ 4, 5 を 合成 表示 |  ~"~"~ x | 

ペー ジ 6 の み 表 示 人 

| ペー ジ 7, 9 を 合成 表示 | el 

に | 


ペー ジ 8,9 を 合成 表示 | ペー ジ 5, 6 を 合成 表示 
ペー ジ 7, 8, 9 を 合成 表示 | ペー ジ 4, 5, 6 を 合成 表示 


靖幸 林 | 
し て 析 
bn 欄 2 N。ek7 | 1 
1 
| 2z| | x | ベー ジ 7 9 を 合成 表示 | ペー ジ 4. 6 を 合成 表示 
1 
に SE 
| 24 | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い 
1 1 
0 3 
た 
| 328 | 
1 王 具 . 可 役 | 
2 っ = 
で * 間 


(3 
ニー 
| x | ペー ジ !0 の み 表 示 | 
| ぶ x | ページ!l の み 表 示 | 5 半 E 馬 "お 
| x | ペー ジ !.il を 信成 表 示 
| x |] ページ!2 の み 表 示 | 
3 
Rd 1 ] 
: 拉 TTF 


0 こ 符 “5 軸 衝 
ト 「 
ペー ジ 10, 11 を 合成 表示 X トト 0 5 記 
に 半 ら 才 col 
人 


に 琶 生計 ー 1 
本 ーー] 
ロ 
| ベー ジ 5 の み 表示 | 
| ベー ジ 4。 5 を 信成 表示 | 
| ベー ジ 6 の み 表示 | 
| ベー ジ 4。 5 6 を 合成 表示 | 
ページ |.12 を 合成 表示 |  x | 


XP 印 : 指定 不可 
(2) 4096 色 中 ・16 色 モ ー ド の 場合 

< アク ティ ブ ペ ー ジ > に は グラ フィ ッ ク 命 令 に よっ て 書き 込む ペー ジ を 指定 し ます . 画面 モー 
ド に よっ て 扱え る 画面 数 は 異な り ま す . 


< アク ティ ブ ペ ー ジ > に 指定 で きる 値 と ペー ジ 番 号 と の 対応 関係 


指定 値 画面 モー ド 書き 込ま れる ペー ジ 番 号 
Oc3 ガラ ー モ ー ド (O) 14 

0<15 白黒 モー ド 1) 1-16 

0<7 高 分 解 能 白黒 モー ド (2) 1-8 


0, 1 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド (3) 1。2 
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SCREEN 


< く デ ィ ス プレ イペ ー ジ > に は , 画面 モー ド に 対応 し た ペー ジ の うち どの ペー ジ を 表示 する か を 
指定 し ます . 


< ディ スプ レイ ペー ジ > に 指定 で きる 値 と 表示 され る ペー ジ 番 号 と の 対応 関係 


1 2 3 

| 0 | 全 ペー ジ 表 示し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペー ジ 表示 し な い | 
|  ! | ペー ジ | の み 表示 | ペー ジ 1 の み 表 示 | ペー ジ 1 の み 表 示 | ベ ページ 1 のみ 表 示 | 
| 2 | ペー ジ 2 の み 表示 | ペー ジ 2 の み 表 示 
| _ 3 |  X ページ |。 る を 條 大 表 示 | ペー ジ |。 る を 合成 表示 | " " X  。 | 
直人 
| 5 |  ※ | ペー ジ I, 3 を 合成 表示 | ページ 1. 3 を 合成 表示 |  x | 
| 6 |  ※X | ペー ジ 2, 3 を 合成 表示 | ページ 2.3 を 合成 表示 |  x | 
| 7 |  x※ | ペー ジ |,2, 3 を 合成 表示 | ペー ジ I,2.3 を 合成 表示 |  。 x | 
に GS | パ ご き ッ 1 の ま 作 本 示 。 | ズー ダサ 末 全 ゆ 拓 球 。 1 ュー 生 
に 衝 | X | ペー ジ ト # 拉 第 応 末 示 | ス JLnA 夫 合馬 | 
| IO |  x | ペー ジ る 4 を 合成 表示 | ベー ジ る 4 を 合成 表示 |  x | 
| 0 |  ※  . | ページ, る 4 を 合成 表示 | ペー ジ !, 2 4 を 信成 表示 | "… X | 
| |I2 |  ※ | ページ 3, 4 を 合成 表示 | ペー ジ 3. 4 を 合成 表示 | ”"~"~" x | 
| 13 |  X | ペー ジ |3, 4 を 合成 表示 
| 14 |  X | ペー ジ 2.3, 4 を 合成 表示 | ペー ジ 2.3, 4 を 合成 表示 | = = x | 
| 5 | X | ペー ジ |2.3.4 を 合成 表示 | ペー ジ 1.23.4 を 合成 表示 | = x | 
| 6 | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペー ジ 表 示し な い | 
上 
人 
に k。 。  。 LC 時 績 < 
生生 
1 提 人 | MSDN 3 電 本 
に 人 ド に 296 
1 替 I。 KW 。 ゃ 十 二  - 炎 | 
1 
王宮 全曲: 箇 に 
條 ーー 
度 4 細 較 穫 に 誤り EET 

人 | 

生生 

件 2:。 人 で 旧 人 

人 1 で うす 

| 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 


ペー ジ 9 の み 表示 ペー ジ 5 の み 表示 


| . 環 講 

| 電 -. 還 細 

| 王 要 、 革 

に 寺 。 」 

| 32 | 全 ペー ジ 表 示し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペー ジ 表示 し な い 
ee 義 * 」」 ジ 

| 34 | ペー ジ 4 の み 表示 | ペー ジ 10 の み 表示 | ペー ジ 6 の み 表示 | 

に 間 。] 

2 拉 に 


ん 
| 
の 
w 
政 
に 2 
商 
だ [ 
ん 
| 
N 
に 
疾 
着 
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SCREEN, SEARCH 


カラ ー モ ー ド 白黒 モー ド 高 分 解 能 白黒 モー ド 高 分 解 能 カラ テー モード 
盾 | "0 8 
| 4 | ぶ x | ページ 1 を 信成 表 示 | ペー ジ 5. 8 を 合成 表 示 | 
| 4z  ] x | ベー ジ iQ 2 を 人 表示 | ペー ジ 6.8 を 合成 表示 | 
| 43 | x | ベー ジ 3 lu 12 を 人 示 | ペー ジ 5 6。 8 を 合 上 表示 | 
| 4 | x | ページ! 2 を 人 表示 | ページ 78 を 合成 表示 | 
| 4 |] ぶ x | ベー ジ 3 Ii iz を 人 示 | ペー ジ 5 7. 8 を 人 表示 | 
| 468 | x | ページ!Q iliz を 信成 表 示 | ペー ジ 6。7.8 を 合 上 表示 | 
| 全 | xx | ベー ジ 3 Im lll2 を 合 示 | ペー ジ 5 6 7 8 を 人 胡 示 |  。。 X | 
| 48 | 人 ペー ジ 表 示し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 全 ペ ー ジ 表示 し な い | 
| 。 2 | 信和 そ 全 人 、、、 | 
環 :. 放 | ベー ジ !4 の み 表 示 |  x | 
FC9 3 
台本 
53 


に 
ペー ジ 14. 15 を 合成 表示 
| ペー ジ 13, 14. 15 を 合成 表示 | = … X メ | 
| ペー ジ !3. 16 を 合成 表示 | xX | 
ペー ジ 13, 15, 16 を 合成 表示 
| ペー ジ 14, 15, 16 を 合成 表示 | XX = | 
| ペー ジ 13.14. 15. 16 を 合成 表示 | = 。 メ = | 


この < アク ティ ブ ペ ー ジ > と < ディ スプ レイ ペー ジ > に つい て は , 8 色 モ ー ド と 16 色 モ ー ド 
で は , 指定 で きる 値 と その 意味 が 異な る こと に 注意 し て くだ さい . 

SCREEN を 実行 する と 。 そ の と き 設 定 さ れ て いた ウィ ンド ウ , ビュ ー ポ ー ト , LP( 最 終 参照 
点 ) は 初期 状態 に ちどり ます . な お , LP の 初期 状態 は ワー ルド 座標 。 ス クリ ー ン 座標 と も (0, 
0) で す 。 


参照 : 〔1) COLOR、 サン プル プロ グラ ム 20, 21 


SEARCH 間 


配列 変数 の 中 か ら 指 定 さ れ た 値 を 捜し 出し , その 要素 の 順位 を 得 ます . 
SEARCH(< 配 列 変数 名 > < 整数 表記 > 〔, < 開始 添字 >]〕 〔, < ステ ッ プ 値 >〕) 
NUM=SEARCH(A9%%, 100, 0, 3) 


< 配列 変数 名 > で 指定 され た 配列 変数 の 要素 の 中 か ら < 整数 表記 > で 指定 され た 値 を 捜し , 最 
初 に 見 つか っ た 要素 の 添字 を 得 ます . 指定 され た 値 が その 配列 変数 内 で 見 つか ら な か っ た 場合 
SEARCH の 値 は ー1 と な り ま す . 

< 配列 変数 名 > は 整数 型 の 一 次 元 配 列 で な けれ ば な り ま せん . また この 配列 変数 は SEARCH 
の 実行 に 先だって DIM に よっ て 宣言 され て いな けれ ば な り ま せん . 
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SEARCH, SET 


< 整 数 表記 > に は 捜し た い 値 を 指定 し ます . この 値 は 整数 で な けれ ば な ら ず , 実数 を 指定 し 
た 場合 は 整数 化し て か ら 実 行 し ます . 

く 開 始 添字 > に は , 配列 中 の どの 要素 か ら 捜 し 始め る か を 指定 し ます . 省略 し た 場合 に は , 配 
列 の 最初 か ら 捜し 始め ます . 

< ステ ッ プ 値 > を 指定 し た 場合 は , その 間隔 で 捜し ます . 省略 し た 場合 は 1 が 採用 され ます . 


SEARCH は ラン ダム アク セス ファ イル の イン デック ス を 捜し 出し た り , GET@, PUT@ で 
用 いる 配列 デー タ を 捜し 出し た りす る の に 使う こと が で きま す 。 


参照 : DIM, OPTION BASE 


SET esk Em ドリ | 


ファ イル 属性 の セッ ト ・ リ セッ ト を 行い ます . 


1) SET < ドラ イブ 番号 >, | "P" 
還 
2) SET < ファ イル ディ スク リプ タ 〉, | "P" 
9 
3) SET # < ファ イル 番号 > | "P" 
SET 4。 "PP 
SET "2 : NOTWRITE","P" 
SET まま"R" 


指定 し た ドラ イブ , ファ イル , ファ イル バッ ファ に 。 "P" また は "R" (属性 文字 ) に よっ て 指 
定 さ れ た 属性 を つけ ます . 

"P” は ライ ト プ ロ テク ト ( 書 き 込 み 禁 止 ) の 属性 を つけ ます . この 属性 が 指定 され る と , 
PRINT# PUT, WRITE# な どの 書き 込み 動作 が 禁止 され る と と も に , ファ イル の KILL も 
8 考 な で な り : ま す 。 

"R は リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込み 確認 ) の 属性 を つけ ます . この 属性 が 指定 され る と , 
書き 込み を 行っ た 直後 に 読み 出し を 行い 正しく 書き 込み が 行わ れ た か の 確認 が 行わ れる よう 
に な り ま す . 

これ ら 以 外 の 文字 が 属性 文字 と し て 指定 され た 場合 に は ,。 その と き , 設定 され て いる 属性 が 
解除 され ます . 


書式 1) < ドラ イブ プ 番 号 > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ドラ イブ (ディ スク 媒体 ) に 対し て 
属性 が つけ られ ます . 
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SET, SGN, SIN 


書式 2) < ファ イル ディ スク リプ タ > が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ファ イル の み に 属 性 が 
つけ られ ます . 同一 ディ スク 中 の 他 の ファ イル に は 影響 を お よ ぼ し ませ ん . 

書式 3) < ファ イル 番号 > が 指定 され た 場合 に は , その ファ イル が 開か ふれ て いる 間 だ け , 指定 さ 
れ た 属性 が 作用 し ます . 


参照 : ATTR$ 


の び の) 


GN 間 導 


符号 を 調べ ます . 
SGN(< 数 式 >) 
PRINT SGN(RESULT) 


< 数 式 > に 指定 され た 式 の 値 の 正負 に より , SGN の 値 は 次 の よう に な り ま す . 


正 の 場合 : 1 
寺 : さ も 0 
負 の 場合 : 一 1 


参照 : サン プル プロ グラ ム 9 


正弦 (サイ ン ) を 得 ます . 
SIN(< 数 式 >) 
文 例 メニ RADIUS * SIN (ANGLE ) 
PRINT SIN( 一 3.14159 プ 2) 


< 数 式 > の 値 に 対す る 正弦 値 を 得 ま す . < 数 式 > の 単位 は ラジ アン で 指定 し ます . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 , 得 ら れる 値 は 倍 精 度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す . 


参照 : ATN。COS, TAN。 サン プル プロ グラ ム 6, 30 
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SPACE$, SPC, SQR 


SPACE$ 数 


任意 の 長 さ の 空白 文字 列 を 得 ます . 
SPACE$ (< 数 式 >) 
OQTTY$= ニ NUM$ 十 SPACE$(10) RES$ 


< 数 式 > に 指定 し た 数 だ け の 空白 (スペ ー ス . キャ ラク タコ ー ド &H20) が 連なっ た 文字 列 を 得 
ます . < 数 式 > の 値 は 0 か ら 255 まで の 範囲 内 で な けれ ば な り ま せん . 


参照 : SPC。 サン プル プロ グラ ム 25 


SPC 間 


任意 の 数 だ け の 空白 を 出力 し ます . 
SPC(< 数 式 >) 
PRINT "SUPER" : SPC(10) : "BASIC" 


出力 の 対象 と な る 行 の 中 で , < 数 式 > に 指定 し た 数 だ け の 空白 (スペ ー ス ) を 出力 し ます . 

た だ し , SPC は , PRINT や LPRINT な どの 出力 文中 で の み 使用 する こと が で きる も の で 
文字 式 と し て は 使え ませ ん . 

< 数 式 > に は , 一 32768 か ら 32767 まで の 範囲 を 指定 で きま す が , 負 の 数 は すべ て 0 と みな され 
ます . また , 正 の 数 の 場合 で も , WIDTH で 決め られ て いる 現在 の 水平 表示 桁 数 以上 の 場合 は , 
< 数 式 > を その 表示 桁 数 で 割っ た 余り を 値 と し ます . 


参照 : SPACE$, TAB 


SOR 関 数 


平方 根 を 得 ます . 
SOQR (< 数 式 >) 
DISTANCE= ニ SQOR(X*X 十 Y*Y) 


< 数 式 > に 指定 し た 値 の 平方 根 ( ス クエ アル ー ト ) を 得 ま す . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 , 得 ら れる 値 は 倍 精度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す . 


参照 : サン プル プロ グラ ム 8 
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STATUS DIAL, STATUS DIAL$ 


STATUS DIAL esks-p 同数 


電話 機 に 記憶 され て いる 電話 番号 の 機能 情報 を 調べ ます . 
STATUS DIAL(〔〔 < 電話 機 番号 〉, 〕 < 短縮 番号 >) 
STATUS DIAL ば 1, 21) 


< 電 話 機 番号 > で 指定 され た 電話 機 が 記憶 し て いる < 短縮 番号 > に 対応 する , 自動 発信 後 の モ 
ー ド を 得 ま す 、 

< 電話 機 番 号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 の 番号 を 指定 し ます . < 電話 
機 番号 > が 省略 され た 場合 は , 1 が 指定 され ん た も の と みな され ます . 

< 短縮 番号 > は 1ー40 まで の 数 値 で な けれ ば な り ま せん . 得 ら れる 値 と 自動 発信 後 の モ ー ド の 
関係 は 次 の と お り で す . 


ダイ アル 後 通話 モー ド と な る 

アン サー トー ン 検 出 後 デ ー タ 通信 モー ド と な る 
接続 後 デ ー タ 通信 モー ド と な る 

ダイ アル 後 デ ー タ 通信 モー ド と な る 


9 NO らら 


各 値 の 意味 の 詳細 に つい て は , CMD DIAL を 参照 し て くだ さい . < 短縮 番号 > に 対応 する 電 
話 番号 が 記憶 され て いな い 場 合 に は , 一 1 が 得 ら れ ま す . 


注意 : この 関数 は オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド で の み 使 用 可能 で す . PC-9863N, PC-9865 モデ 
ム ボ ー ド で は , この 関数 を 使用 する こと は で きま せん . 


STATUS DIAL や esks-p 教 


電話 機 に 記憶 され て いる 電話 番号 を 調べ ます . 
STATUS DIALS(〔〔 放 < 電話 機 番 号 >, 〕 < 短縮 番号 >) 
STATUS DIAL$(# 1, 21) 


< 電話 機 番号 > で 指定 され て いる 電話 機 に 記憶 きれ て いる < 短縮 番号 > に 対応 する , 電話 番号 
を 得 ます . 

< 電話 機 番号 > に は 。 CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 の 番号 を 指定 し ます . < 電話 
機 番号 > が 省略 され た 場合 は , 1 が 指定 され た も の と みな され ます . 

< 短縮 番号 > は 1-40 の 数 値 で な けれ ば な り ま せん . < 短縮 番号 > に 対応 する 電話 番号 が 記憶 
され て いな い 場 合 に は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) が 得 ら れ ま す . 
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STATUS DIAL$, STATUS ERROR, STATUS LINE 


注意 : この 関数 は オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド で の み 使 用 可能 で す . PC-9863N, PC-9865 モデ ム 
ボー ド で は , この 関数 を 使用 する こと は で きま せん 。 


STATUS ERROR esxs-p 同数 了 P 


モデ ム か ら の デー タ 受 信 時 に お ける 通信 エラ ー の 有無 を 調べ ます . 
STATUS ERROR[(〔 級 < 電話 機 番号 >) 
STATUS ERROR(#1) 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 機 が モデ ム か ら デ ー タ を 受信 し た と き , エラ ー が 発生 し た か 否 
か を 調べ ます . 

< 電話 機 番号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 の 番号 を 指定 し ます . < 電話 
機 番 号 >〉 が 省略 され た 場合 は , 1 が 指定 され た も の と みな され ます . 

エラ ー の 状態 は 0 一 7 の 数 字 で 得 ら ます . 得 られ る 数 値 と エラ ー の 状態 の 対応 は 次 の と お り で 
す . 


フレ ー ミ ング エラ ー 二 オー バー ラン エラ ー 


0 エタ ラー な し 

1 2 パテ ディ エダ ター 

2 オー バー ラジ シ エラー 

に ! ウッー パー ジジ エキ ラー 上 パティ エラ ー 
4 フレ ー ミ ング エラ ー 

5 フレ ー ミ ング エラ ー キ パリ ティ エラ ー 
6 

7 


フレ ー ミ ング エラ ー 二 オー バー ラン エラ ー 二 パリ ティ エラ ー 
注意 : この 関数 は デー タ 通 信 モ ー ド で の み 使 用 可能 で す . 


参照 : STATUS LINE, STATUS MODE 


STATUS LIN FE osk-5) 関 数 || 


着信 が あっ た か どう か を 調べ ます . 
STATUS LINE[((〔 殺 < 電話 機 番 号 >) 
文 例 STATUS LINE(#1) 
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STATUS LINE, STATUS MODE, STATUS PLAY 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 に 着信 が あっ た か どう か を 調べ ます . 

< 電話 機 番号 > に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 の 番号 を 指定 し ます . < 電話 
機 番号 > が 省略 され た 場合 は , 1 が 指定 され た も の と みな され ます . 

着信 が あっ た 場合 に は 一 1 ( 真 ) が , 着信 が な い 場 合 に は 0 ( 偽 ) が 得 ら れ ま す . 


注意 : この 関数 を 実行 する と , 着信 が あっ た と いう 事象 を クリ アレ し て し まい ます の で 。 着信 割 
り 込み を 使用 する プロ グラ ム で この 関数 を 使用 する と 正しく 動作 し ませ ん . CMD ON 
LINE GOSUB な ど と 混在 し て 使用 し な いよ うに し て くだ さい . 


参照 : CMD ON LINE GOSUB, STATUS ERROR, STATUS MODE 


STATUS MODE eks-p 還 到 上 P 


電話 機 の 現在 の モー ド を 調べ ます . 
STATUS MODE[〔(〔 紀 < 電話 機 番号 >) 〕 
STATUS MODE(#1) 


< 電話 機 番号 > で 指定 し た 電話 機 の 現在 の モー ド を 調べ ます . 

< 電話 機 番 号 >? に は , CMD LINE OPEN で 接続 され た 電話 機 の 番号 を 指定 し ます . < 電話 
機 番号 > が 省略 され た 場合 は , 1 が 指定 され た も の と みな され ます . 

得 ら れる 数 値 と 電話 機 の モー ド の 対応 は 次 の と お り で す . 


0 初期 モー ド (電話 機 が 論理 的 に 接続 され て いな い 状 態 ) 
1 オフ ライ ンコ マン ドモ ー ド 

2 デー タ 通 信 モ ー ド 

3 通話 モー ド 


電話 機 の モー ド の 詳細 に 関し て は 「BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル ,」 を 参照 し て くだ さい 、。 


参照 : CMD LINE OPEN,。 サ ンプ ルプ ログ ラム 40 


STATUS PLAY 間 数 | 


サウ ンド バッ ファ の 未 演奏 デー タ の バイ ト 数 を 得 ます . 
STATUS PLAY(< チ ャ ン ネ ル 番 号 >) 
PRINT STATUS PLAY(O) 


STATUS PLAY, STOP, STOP ON/OFEF〆STOP 


< チャ ン ネ ル 番 号 > で 指定 され た チャ ン ネ ル の サウ ンド バッ ファ の 未 演奏 デー タ の バイ ト 数 を 
得 ま す . < チャ ン ネ ル 番 号 > と 得 ら れる 値 の 関係 は 次 の と お り で す . 


1<6 : 対応 する チャ ン ネ ル の 未 演奏 デー タバ イト 数 


0 : すべ て の チャ ン ネ ル の 未 演奏 デー タバ イト 数 の 中 で 最大 の バイ ト 数 
負 の 数 : すべ て の チャ ン ネ ル の 未 演奏 デー タバ イト 数 の 中 で 最小 の バイ ト 数 
参照 : PLAY 


STOP | 


プロ グラ ム の 実行 を 一 時 中 断 し , コマ ンド モー ド に も どり ます . 


STOP 
STOP 


STOP は プロ グラ ム の 実行 を 一 時 中 断 す る た め の も の で , プロ グラ ム の どこ に お いて も か ま 
いま せん . STOP を 実行 する と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


Break in < 行 番号 > 


ここ で , < 行 番号 〉 は 実行 の 中 断 さ れ た プロ グラ ム 行 の 行 番号 を 表し ます . 

STOP が 実行 され る と, BASIC は 常に コマ ンド レベ ル に も どり ます . また , CONT コマ ン 
ド に より プロ グラ ム の 実行 を 再開 する こと が で きま す . た だ し , INPUT, LINE INPUT, 
INPUT$ 関 数 な どの 入力 文 の 途中 で スト ッ プ し た 場合 , 継続 する こと は で きま せん . 

STOP は END と は 異な り , その と き オ ー プ ン さ れ て いた デー タフ ァイル を クロ ー ズ し ませ 
ん の で 注意 し て くだ さい . 


参照 : CONT, END 


STOP ON プ OFF/STOP 


[STOP キー お よ ょ CTRL+| Cl に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 制御 し ます . 
1) STOP ON 

2) STOP OFF 

3) STOP STOP 
文 例 STOP ON 
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STOP ON/OFF プ STOP, STR$, STRING$ 


書式 1) 割り 込み を 許可 し ます . 以 後 STOP|I キ 一 ある い は [CTRL|+| C| を 押す ご と に 割り 込み が 
発生 し , ON STOP GOSUB に よっ て 設定 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 
書式 2) 割り 込み を 禁止 し ます . 以 科 STOP| キ ーー ある い a[CTRL|+| C| を 押し て も 処理 ルー チン 
へ の 分 岐 は 起こ り ま せん STOP| キ ー あ る い は |[CTRL|+| C| は 通常 の 動作 に な り ま す )、 

書式 3) 割り 込み を 停止 し ます . 以後 STOP| キ ー あ る い ぃ は |CTRL+| C| を 押し て も 押さ れ た こと 
を 覚え て いる だ け で , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し , その 後 , STOP 
ON に よっ て 割り 込み が 許可 され る と , 前 に |STOP| キ ー あ る い は |CTRL|+| C| を 押し た 
こと と に よっ て , 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


参照 : ON STOP GOSUB 


STR$ 間 数 


数 値 を 文字 列 に 変換 し ます . 
STR$(< 数 式 >) 
LISTING$ ニ STR$(NUM) 十 NAME$ 


< 数 式 > に 指定 し た 値 を , 文字 列 に 変換 し ます . 

変換 後 の 文 字 列 の 最初 の 文字 は , < 数 式 > の 値 が 正 な ら ば 空白 (スペ ー ス ) と な り , 負 な ら ば バー” 
(マイ ナス 記号 ) と な り ま す 。 

< 数 式 > に は , 整数 型 お よび 実数 型 ( 倍 精度 , 単 精度 ) の 数 値 を 指定 する こと が で きま ます . 


注意 : STRING$ と 区 別 す る こと . 


参照 : STRING$, VAL, サン プル プロ グラ ム 24 


STRING$ 数 


任意 の 文字 を 任意 の 数 だ け 連 結 し た 文字 列 を 得 ます . 
STRING$(< 式 >。 | < 文字 式 > | ) 

ee 1 
A$=STRING$(50, " 十 ") 
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STRING$, SWAP, TAB 


< 文字 式 > に 指定 し た 文字 また は < 数 式 > に 指定 し た キャ ラク タコ ー ド に 該当 する 文字 を , 
< 式 > に 指定 し た 数 だ け 連 結 し た 文字 列 を 得 ます . 

< 文字 式 > の 場合 に は 最初 の 1 文字 の み が 用 いら れ ま す . < 数 式 > の 場合 は , 値 が 0 か ら 255 の 
範囲 山 で な く て は な り ま せん . 


参照 : STR$ 


SWAP | 


2 つの 変数 の 値 を 入れ 換え ます . 
SWAP < 変数 >。 < 変数 > 
SWAP A$, B$ 


どの 型 ( 整 数 型 。 単 精度 型 。 倍 精度 型 ,」 また は 文字 型 ) の 変数 で も , SWAP に よっ て その 値 を 
交換 する こと が で きま す 。 
た だ し , 2 つの 変数 の 型 が 一 致し て いな いと , ヾ Type mismatch′ エラ ー が 起こ り ま す 。 


参照 : サン プル プロ グラ ム 10 


TAB 間 導 


出力 対象 行 の 任意 の 位置 まで 空白 を 空け ます . 
TAB(< 数 式 >) 
PRINT "SUPER" : TAB(10) : "BASIC" 


出力 の 対象 と な る 行 の 行頭 か ら , < 数 式 > に 指定 し た 桁 数 分 だ け , 空白 (スペ ー ス ) を 空け ます . 

た だ し , TAB は , PRINT や LPRINT な どの 出力 文中 で の み 使 用 する こと が で きる も の で , 
文字 式 と し て は 使え ませ ん . 

< 数 式 > に は , 一 32768 か ら 32767 まで の 範囲 を 指定 で きま す が , 負 の 数 は すべ て 0 と みな され 
ます . また , 正 の 数 の 場合 で も , WIDTH で 決め られ て いる 現在 の 水平 表示 桁 数 以上 の 場合 は , 

< 数 式 > を その 表示 桁 数 で 割っ た 余り を 値 と し ます . 

TAB で は , SPC と 違い < 数 式 > で 指定 する 数 は 常に 行頭 か ら の 桁 数 つま り 位 置 を 表し ます 

か ら , 作 表 な ど に 使用 する と 便利 で す . 


参照 : SPC。 サ ンプ ルプ ログ ラム 22。 30 
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TAN, TERM 


TAN 数 


正 接 ( タ ンジ ェ ン ト ) を 得 ま す . 
TAN(< 数 式 >) 
Y ニ X*TAN(ANGLE) 


< 数 式 > の 値 に 対す る 正 接 値 を 得 ます . < 数 式 > の 単位 は ラジ アン で 指定 し ます . 
< 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 得 ら れる 値 は 倍 精度 と な り ま す が , 他 の 場合 に は 単 精 
度 と な り ま す 。 


参照 : ATN, COS, SIN 


2 粒 隊 BR ra 


シス テム を ター ミナ ルモード に し ます . 

TERM "〔COM :] (〈 パ リティ チェ ッ ク > 〔【< く データ ビッ ト 長 > 〔< ス トッ プ ビ ッ ト 長 > 
[< パラ メー タ >〉 〔<S パラ メー タ >〉 〔<DEL コー ド 受 信 処 理 > (< く リ ターン キー 送信 
処理 > (Cm コー ド 受 信 処 理 > (< 日 本 語 シ フト コー ド >〉〕〕〕)〕〕〕〕〕"〔, (< 通信 方 式 >〕 
〔, < 変数 領域 の 大 き さ >〕〕 

TERM "COM : E71XS"。F, 1000 


BASIC モー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド に 制御 を 移行 し ます . ター ミナ ルモード では, RS-232C 
回 線 を 介し て 他 の コン ピュ ー タ や 機器 と の 通信 を 行う こと が 可能 と な り ま す . また , ター ミナ 
ルモード 時 に お いて も , リモ ー ト BASIC プロ トコ ル に より , Na。-BASIC の 機能 を 利用 する こ 
と が で きま す . 詳し く は BASIC ユー ザー ズ マ ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


COM : で , RS-232C 回 線 を 使っ て 外部 機器 と 入出 力 を 行う こと を 宣言 し ます . な お , COM : 
は 省略 する こと が で きま す が , 省略 し た 場合 は , 後に 続く すべ て の パラ メー タ を 指定 し な けれ 
ば な り ま せん . 


各 パ ラメ ー タ は 。 次 の よう に 設定 し ます 。 


< パリ ティ チェ ッ ク > は 。 通信 時 に 使用 きれ る パリ ティ を 決定 し ます . 
E : 偶数 パリ ティ 
O : 奇数 パリ ティ 
N  : パリ ディ 無し 
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TERM 


< デー タビ ッ ト 長 > は , 1 文字 を 表す た め に 必要 な ビッ ト 数 で す . 
4 区 トド 
各 SAMES み ドド 


< スト ッ プ ビッ ト 長 > は , スト ッ プ ビッ ト 数 を 決定 し ます . 


生き まま 。 ルド 
約 。 5 5 革 光 ト 
ある 5 。 包み ド 


<X パラ メー タ > は , XON グ OFF に よる 通信 制御 を 行う こと を 指定 し ます . 
X : XON ン OFEF 制御 を 行う . 
N  : XON ン OFF 制御 を 行わ な い . 


<S パラ メー タ > は < デー タビ ッ ト 長 > に 7 を 指定 し た と き に , キャ ラク タコ ー ド 128 以上 の 
文字 (カナ 文字 な ど ) の 入出 力 を 可能 に する た め の パ ラメ ー タ で す . 
S : 入出 力 可能 
N : 入出 力 不 可能 


<DEL コー ド 受 信 処 理 > は , 受信 し た DEL コー ド の 処理 方 法 を 決定 する も の で す . 
B : BS コー ド に 変換 され て BS コー ド と し て 処理 され ます . 
N : NUL コ ー ド に 変換 され て NUL コー ド と し て 処理 され ます . 


< リターン キー 送信 処理 > は , 回 キー を 押し た と き に 送信 する コー ド を 決定 し ます . 
C  : CR コー ド を 送信 し ます . 
L  : CR コー ド , LE コード を この 順に 送信 し ます 。 

<CR コー ド 受 信 処 理 > は , CR コー ド を 送信 し た と き の 動 作 を 決定 し ます . 


C : CR コー ド 受 信 時 に 復帰 動作 と 改行 動作 を 行う . 
L : CR コー ド 受 信 時 に 復帰 動作 だ け を 行う . 


< 日 本 語 シ フト コー ド > は , 英 数 か な 文字 列 の な か で 日 本 語文 字 列 の 始ま り を 表示 する コー ド 
(KI コー ド ) と , 日 本 語文 字 の 終わ り を 表示 する コー ド (KO コー ド ) と を 決定 し ます . 


P : KI コ ー ド =&H1B4B(ESC・K に 相当 ), KO コー ド =&H1B48(ESC・H に 相 
当 ) が 使用 され る . 

1 : KKI コ ー ド テ &H1A70(SB・p に 相当 ), KO コー ド = 必 H1A71(SB・q に 相当 ) が 
使用 され る . 


< 通信 方 式 > は , 通信 を 半 二 重 で 行う か , 全 二 重 で 行う か を 決定 し ます . 
H : 半 二 重 通 信 モ ー ド 
F : 全 二 重 通 信 モ ー ド 

176 


TERM, TIME$ 


< 変数 領域 の 大 き さ > は , リモ ー ト BASIC プロ トコ ル を 利用 する 際 に 用 いら れる 変数 領域 の 
大 き さ を 決定 し ます . 省略 され た 場合 1024 に 設定 され ます . 


ー ミ ナル モー ド か ら BASIC に も どる と き に は ,|SHIFT| キ ー を 押し な が ら |STOP| キ ー を 押 
し ます 。 


注意 : < 変数 領域 の 大 き さ > を 除く すべ て の パラ メー タ は , 省略 され た 場合 , ユー ティ リティ 
ヾ switch. n88′" で あら か じ め 設 定 さ れ て いた RS-232C の 初期 設定 の 値 が 採用 され ます . 
また , 途中 の パラ メー タ を 省略 し て 後 の パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は , 省略 記号 と し て 
ブラ ンク (空白 ) を 指定 し な けれ ば な り ま せん . 
また , パラ メー タ に は ,。 必ず 大 文字 を 使っ て くだ さい 、。 
ター ミナ ルモード を RS-232C 第 2 回 線 お よび 第 3 回 線 で 使う こと は で きま せん . 


TIMES 間 


時 刻 を 得 ます . 
1) TIME$ 
2) TIME$ ニ "hh : mm : ss" 
文 例 PRINT TIME$ 
TIME$="23 : 15 : 00" 


TIME$ に は 常に 現在 の 時 刻 が "hh : mm : ss"( 時 : 分 : 秒 ) の 形 で 入れ られ て お り , いつ で も 
その 内 容 を 見 る こと が で きま す . 時 刻 表示 は , 24 時 制 で す . 

な お , 書式 2) を 用 いる こと に より , 時 刻 を 変更 する こと も で きま す 。 hh に は 00 一 23, mm に 
は 00 一 59, ss に は 00 一 59 の 範囲 の 整数 文字 列 を 指定 し ます . 


注意 : 時 刻 は 。 バッテリー バッ クア ッ プ に よっ て 自動 的 に 更新 され , 正しく 維持 され る よう に 
な っ て いま す 。 不 用意 に 時 刻 を 変え な いよ うに し て くだ さい . 


参照 : DATE$, サン プル プロ グラ ム 31 
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TIME$ ON グ OFF グ STOP, TRON プ TROFF 


TIME$ ON プ OFF グ STOP | 


リア ル タ イ ムタ イマ に よる 割り 込み の 許可 , 禁止 , 停止 を 制御 し ます . 
1) TIME$ ON 

2) TIME$ OFF 

3) TIME$ STOP 
TIME$ ON 


書式 1) 割り 込み を 許可 し ます . 以後 , 設定 され た 時 刻 に な る と 割り 込み が 発生 し , ON 
TIME$ GOSUB に よっ て 設定 され た 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 

書式 2) 割り 込み を 禁止 し ます . 以後 , 設定 され た 時 刻 に な っ て も 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ 
り ま せん . 

書式 3) 割り 込み を 停止 し ます .。 以後 設定 され た 時 刻 に な っ て も その こと を 覚え て いる だ け 
で , 処理 ルー チン へ の 分 岐 は 起こ り ま せん . し か し TIME$ ON に よっ て 割り 込み が 
許可 きれ る と , 先ほど の 割り 込み で 処理 ルー チン に 分 岐 し ます . 


注意 : プロ グラ ム の 終了 時 に は TIME$ OFF を 実行 し て お いて くだ さい 。 


参照 : ON TIME$ GOSUB, TIME$, サン プル プロ グラ ム 31 


TRON プ TROFF 


プロ グラ ム の 実行 状態 を 追跡 し ます . 
1) TRON 
2) TROFF 
文 例 TRON 
TROFF 


TRON を 実行 し て か ら プ ログ ラム を RUN させ る と 。, 以後 実行 し て いる プロ グラ ム の 行 番号 
が カギ カッ コ (〔〕]) つ き で テキ スト 画面 に 表示 され 続け ます . 

TRON 状態 を 中 止 す る に は ,。 TROFF を 実行 し ます . な お , NEW を 実行 し た 場合 も TRON 
状態 は 解除 され ます . 
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USR, VAL 


USR 間 数 


メモ リ 上 に 用 意 さ れ た 機械 語 関数 を 呼び 出し ます . 
USR(< 番 号 >〕 (< 引数 >) 
1 ニ USR3(J) 


呼び 出し た い 機 械 語 関数 は あら か じ め メ モリ 上 に 用 意 し て お き , また DEF USR に より , そ 
の 実行 開始 アド レス を 設定 し て お か な く て は な り ま せん . 機械 語 関数 を 用 意 す る に は , POKE 
や BLOAD を 用 いる こと が で きま す . 

< 番号 > に は , DEF USR に より 定義 され た 番号 を 0 か ら 9 まで の 値 で 指定 し ます . 省略 さ 
れ た 場合 に は 0 と 解釈 され ます . 

< 引数 > に は , BASIC か ら 機 械 語 関数 に 渡す 変数 定数 , 式 を 指定 し ます . 

USR が 実行 され る と , 直前 に 実行 され た DEF SEG で 指定 され た セグ メン トペ ベース に 。, 
DEF USR に より 定義 され た 機械 語 関数 の 実行 開始 アド レス (相対 アド レス 値 ) が 加え られ た 
番地 に 実行 が 移さ れ ま す . USR に よっ て 呼び 出さ れ た 機械 語 関数 は , 機械 語 の IRET 命令 に よ 
り BASIC に 制御 を も どす こと が で きま す . 

な お , 機械 語 プ ログ ラム を 呼び 出す 方 法 と し て は , USR の 他 に CALL が 用 意 さ きれ て いま す . 
CALL で は 複数 の 引数 を 機械 語 プ ログ ラム に 受け 渡す こと が で きま す . 


参照 : BLOAD, CALL, CLEAR,、 DEF USR, POKE 


VAL ( 


文字 列表 記 の 数 値 を 実際 の 数 値 に 変換 し ます . 
VAL (< 文字 列 >) 
A=VAL("&H20") 


< 文字 列 > に 指定 し た 文字 列表 記 の 数 値 を , 実際 の 数 値 に 変換 し ます . 

< 文字 列 > に は , 整数 表記 (8 進 形式 。 10 進 形式 , 16 進 形式 ) お よび 実数 表記 (通常 の 小数 点 形 
式 , 指数 形式 ) の いずれ も 指定 で きま す . 

< 文字 列 > の 最初 の 文字 が 十 , 一 層 , また は 数 字 で な けれ ば , VAL の 値 は 0 に な り ま す . ま 
た , < 文字 列 > 中 に 数 字 を 表す 文字 以外 の 文字 が 含ま れ て いる と , その 文字 以降 の 文字 は 無視 き 
れ ま す . た だ し , 16 進 表記 な ら ば AF も 数 字 と みな され , 8 進 表 記 な ら ば 8 お よび 9 は 数 字 
と みな され な いこ と に 注意 し て くだ さい . 

な お , 文字 列 中 の スペ ー ス は 無視 され ます . 


参照 : STR$ 
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VARPTR 


VARPTR 数 


変数 の 値 が 格納 され て いる メモ リ 番 地 , ファ イル に 割り 当て られ て いる ファ イル 
コン トロ ー ル ブロッ ク の 開始 番地 を 得 ます . 
書 式 1) VARPTR(< 変 数 名 > 〔, < 機能 >〕) 
2) VARPTR(# < ファ イル 番号 > 〔, < 機能 >〕) 
文 例 PRINT HEX$(VARPTR(A, 1)) 
PRINT HEX$(VARPTR (A) ) 
SEGM% ニ VARPTR(# 1, 1) 
ADDR% ニ VARPTR(# 1 ) 


書式 1) < 変数 名 > で 指定 し た 変数 ある い は 配列 変数 の デー タ が 格納 され て いる 領域 の メモ リ 番 
地 を 得 ます . 
< 機能 > に 0 を 指定 する と 相対 アド レス が 得 ら れ , 0 以外 の 整数 を 指定 する と セグ メン 
ト ベ ー ス が 得 ら れ ま す . 省略 し た 場合 は , 0 が 指定 され た も の と みな され ます . 


2 バイ ト 
注意 : 図 中 . 左側 が 下位 アド レス , 右側 が 上 位 ア ドレ ス を 表す . 


整数 型 : (デー タ は 下位 上 位 の 順 ) 四 | VARPTR に より 得 られ る 値 が 指し て いる 場所 
4 バイ ト (アド レス ) を 表す . 


単 精度 弄 : (デー タ は 指数 表現 され て いる ) 
イト 
倍 精 度 型 FT (デー タ は 指数 表現 され て いる ) 


玉 リ ロケ ーション コー ド 


文字 型 : &HO0 …………| VARPTR で 得 た セグ メン ト に , デー タ が 
文字 列 格 納 ア ドレ ス の オフ セッ ト &HOO 以外 …- - ク ラン トペ ー ス &H60 の セグ メン ト に 
文字 列 の 長 さ 1 
書式 2) 指定 し た く < ファ イル 番号 > に 割り 当て られ て いる ファ イル コン トロ ー ル プ ブロック の 開始 
番地 を 得 ます . 


< 機能 > に 0 を 指定 する と 相対 アド レス が 得 ら れ , 1 を 指定 する と セブ メン ト ベ ペース が 
得 ら れ ま す . 省略 し た 場合 は , 0 が 指定 され た も の と みな し ます . 

な お , ファ イル に 割り 当て られ て いる 入出 力 バ ッ フ ァ の 開始 番地 は 。 この ファ イル コ 
ント ロー ルプ ブロ ッ ク の 33 バイ ト 目 か ら の 2 バイ ト に 格納 され て いま す .。 


参照 : DEF SEG 
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VIEW 


ディ スプ レイ 画面 上 で の 表示 領域 (ビュ ー ポ ー ト ) を 指定 し ます . 
VIEW (Sx1, Sy1) 一 (Sx2, Sy2) 〔, < 領域 色 >〕 〔, < 境界 色 >〕 
VIEW (100, 30) 一 (200, 75),, 7 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 上 の (Sx1, Sy1) を 左上 の 頂点 , (Sx2, Sy2) を 右 下 の 頂 点 と する 
長方形 を 図形 表示 領域 と し て 指定 し ます . ここ で いう オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と は , ディ ス 
プレ イ 画 面 の ドッ ト と 1 対 1 に 対応 し て ,。 WINDOW, VIEW に より 変化 する こと の な い 物 理 
的 な 座標 の こと で す . 

VIEW が 実行 きれ る と, WINDOW に より 指定 され て いる ワー ルド 座標 系 上 の 領域 肉 の 図形 
は , VIEW で 指定 し た 領域 中 に 表示 され る よう に な り ま す . 

この 領域 を ビュ ー ポ ー ト (View Port) と いい ます . 
ーー ディ スプ レイ 画面 
(オリ ジ ナ ルス ク リー ン 座 標 系 ) 


(Wx1.Wy1) 
.(Sx1.Sy1) 


(Wx2.Wy2) (Sx2.Sy2) 


< 領域 色 > に パレ ッ ト 番 号 を 指定 する と 。 パ レッ ト 番 号 の 色 で ビュ ー ポ ー ト 内 を ぬり つぶ し ま 
> 

< 境界 色 > に パレ ッ ト 番 号 を 指定 する と,。 パレ ッ ト 番 号 の 色 で ビュ ー ポ ー ト の 枠 を 描き ます . 
CLS に よっ て 消去 され る 画面 の 範囲 は , この 枠 に よっ て 囲ま れ た 中 だ け で , 枠 は 消さ れる こと 
は あり ませ ん . 

VIEW は , 図形 の 表示 領域 の 指定 を 行う だ け で , 実際 の 画面 に 対す る 操作 は 行い ませ ん の で , 
VIEW に より ビュ ー ポ ー ト を 変更 する こと に よっ て 。 以前 の ビュ ー ポ ー ト 中 の 図形 が 移動 する 
よう な こと は あり ませ ん . また , VIEW は すべ て の グラ フィ ッ ク 画 面 表 示 の 対象 範囲 を 指定 さ 
れ た 領域 に 限定 し て し まい ます か ら , ビュ ー ポ ー ト の 外 に 点 や 線 な ど を 表示 する こと は で き な 
ぐ な ます 。 

VIEW の 指定 を 変え 0 る こと に より ,1 つの 図形 を 描く プロ グラ ム で も , 画 面 上 の 異な る 位置 に 
異な る 大 き さ で 図形 を 描く こと が で きま す . 

Sx1 <Sx2, Sy1 <Sy2 が 成り 立た な い 場 合 , ある い は これ ら の 座標 が ディ スプ レイ 画面 か ら 
外れ て いる 場合 に は , “TIlegal function call7 エラ ー と な り ま す . 

一 度 設定 され た ビュ ー ポ ー ト は , 次 に VIEW ある い は SCREEN が 実行 きれ る まで 変化 し ま 
せん . また ,。 VIEW は LP( 最 終 参照 点 ) を ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 に 移動 し ます . 
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VIEW, VIEW (関数 ), VOICE 


注意 : ワー ルド 座標 系 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る の は WINDOW の 実行 後 で あり ,。 VIEW 
の み 実 行 し て ウィ ンド ウ は 初期 状態 の まま で あれ ば , ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 は 。( ワ ー ル 
ド 座 標 )=( ス クリ ー ン 座標 ) となり ます . 


参照 : CLS、SCREEN, WINDOW, サン プル プロ グラ ム 20。 21 


VIEW 数 


現在 の ビュ ー ポ ー ト の 設定 位置 を 得 ま す . 
VIEW (< 機能 >) 
SX1 三 VIEW (0) 


VIEW に より 設定 され て いる 現在 の ビュ ー ポ ー ト の 設定 位置 (SGx1,、Sy1 お よび Sx2, Sy2) 
を , < 機能 > に 指定 する 値 に より 。 それ ぞ れ 個別 に 得 ます . 
< 機能 > に は 0 て 3 の 数 値 を 指定 し ます . 


ビ ピュー ポー ト の 左上 の 頂点 の X 座標 (Sx1) 
ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 の Y 座標 (Sy1) 
ビュ ー ポ ー ト の 右 下 の 頂 点 の X 座標 (Sx2) 
ビュ ー ポ ー ト の 右 下 の 頂 点 の Y 座標 (Sy2) 


CO の DO 己 の 


注意 : VIEW 関数 は ,。 ディ スプ レイ 画面 上 の ビュ ー ポ ー ト の 位置 を 得る 関数 で すか ら 。 得 られ 
る 値 は , スク リー ン 座 標 系 の 値 と な り ま す . 


参照 : MAP,、 VIEW, WINDOW, WINDOW (関数 ) 


VOICE 国 


FM 音源 の 音色 バン ク を 再 定義 し ます . 
VOICE < 音色 番号 〉, < 整数 型 配列 名 
VOICE 5, A% 


FM 音源 の 音色 を 自由 に 設定 する た め の 命令 で す . 

サウ ンド 制御 命令 で は , FM 音源 で 最大 82 種類 の 音色 を 使用 する こと が で きま す . これ ら の 
音色 は 0 一 81 の 番号 で 管理 され て お り , 初期 状態 で は 内 蔵 音色 の デー タ が 各 音 色 番号 に 割り 当 
て られ て いま す . 82 種類 の うち , 0 番 の デフ ォ ル ト 音 色 以 外 は すべ て , 再 定義 むす る こと に よっ 
て 自分 の 好み の 音色 を 割り 当て る こと が で きま す . 
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VOICE 


音色 の 再 定義 は , 音色 番号 の 音色 パラ メー タ (音色 の デー タ ) を 別 の 音色 パラ メー タ に 変え 
る こと に よっ て 行い ます 。 音色 番号 と 音色 パラ メー タ を 合わ せ て 音色 バン ク と いい ます 。 


く < 音色 番号 > に は , 音色 を 再 定 義 し た い 音色 番号 (1--81) を 指定 し ます . 


く 整 数 型 配列 名 > に は , 新しく 与え る 音色 パラ メー タ を 格納 し た 整数 型 配列 変数 の 配列 変数 名 
を 指定 し ます . 配列 変数 に は あら か じ め 音 色 パ ラメ ー タ を 指定 し て お か な けれ ば な り ま せん . 
配列 変数 の 各 要 素 と 音色 パラ メー タ と は , 次 の よう に 対応 し て いま す (配列 名 は , 仮に 
VOICE 1% と し ます ). 
こと こ で, OP は 各 オ ペレ ー タ の 番号 を 表し , 1 一 4 を 指定 し ます . 


VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 
VOICE1% 


(0, 0) 
(0, 1) 
(0, 2) 
(0, 3) 
(0, 4) 
(0, 5) 
(0, 6) 
(0, 7) 
(0, 8) 
(0, 9) 
(OP, 0) 
(OP, 1) 
KOP。 :2) 
(OP, 3) 
(OP, 4) 
(OP, 5) 
(OP, 6) 
(OP, 7) 
(OP, 8) 
(OP, 9) 


フィ ー ド バ パック プア ル ゴ リ ズム 
ペー クタ SA グ 

LEFO 流 形 

LFO SYNC ディ レイ 

LFO 速 さ 

LFO ピッ チ 変 調 深 さ ( 微 調整 ) 
LFO 振幅 変調 深き ( 微 調 整 ) 
LFO ピッ チ 変 調 深き ( 粗 調整 ) 
未 使用 

未 使用 

アタ ッ ク 系 数 

ディ ケイ 系 数 
サス ティ ン 系 数 
リリ ー ス 系 数 
サス ティ ン レ ベル 

出力 レベ ル 


キー ボー ドレ イト スケ ー リ ング 深き 


マル チ プ ル 
デ チ ュー ン レ イト 
LFO 振幅 変調 深 さ 


再 定義 され た 音色 は PLAY ALLOC, CLEAR, VOICE INIT が 実行 きれ る まで 有効 で 


の 


注意 : この 命令 や VOICE COPY で 使用 する 配列 は , 5X10 の 大 き さ を も ち , OPTION 


BASE が 0 の も の で な く て は な り ま せん .。 し た が っ て , プロ グラ ム の 初め に , 


OPTION BASE 0 
DIM VOICE19%(4,9) 
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VOICE, VOICE COPY, VOICE INIT 


の よう に 宣言 し て お きま す . 

VOICE で 配列 を 使用 し た 後 は ERASE を 実行 し な いで くだ さい .ERASE を 行う と サウ 
ンド 制御 命令 の 動作 は 保証 さき され な く な り ま す .ERASE を 行う 場合 は ,PLAY ALLOC, 
VOICE INIT な ど を 実行 し て か ら に し て くだ さい . 


参照 : PLAY,。PLAY ALLOC, VOICE COPY, VOICE INIT 


VOICE COPY | 


FM 音源 の 音色 パラ メー タ を 配列 に コピ ー し ます . 
VOICE COPY < 音色 番号 >, < 整数 型 配列 名 > 
VOICE COPY 4, PARA% 


< 音色 番号 > で 指定 され た FM 音源 の 音色 番号 の 音色 パラ メー タ を , < 整数 型 配列 名 > に コピ 
ー し ます . 

< 音色 番号 > は 0-81 の 値 で 指定 し ます . < 整数 型 配列 > の 内 容 は VOICE と 同じ 構成 に な っ て 
いま す 。 


参照 : VOICE, VOICE INIT 


VOICE INIT | 


FM 音源 の 音色 番号 と 音色 パラ メー タ を 初期 化し ます . 
VOICE INIT 
VOICE INIT 


FM 音源 の 音色 バン ク (音色 番号 と 音色 パラ メー タ ) を すべ て 初期 化し ます . 
VOICE で 使用 し た 音色 パラ メー タ 格 納 用 の 整数 配列 変数 は , この 命令 の 実行 に より, 通常 の 
配列 変数 と な り ま す (ERASE を 行っ て も , 別 の 用 途 に 使用 し て も か まい ませ ん )。 


注意 : この 命令 を 実行 し て も , SSG 音源 は 初期 化 さ れ ま せん . 


参照 : VOICE, VOICE COPY 
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VOICE LFO S 


VOICE LFO 


各 チ ャ ン ネ ル の 出力 に LFO 効果 を 与え ます . 

VOICE LFO < チャ ン ネ ル 番 号 > 〔, < 波形 >] 〔, <SYNC ディ レイ タイ ム >〕 〔, < 束 
さ >〕 〔,。 < ピッ チ 変 調 深 さ ( 微 )>] 〔, < 振幅 変調 深 さ >) 〔, ピッ チ 変 調 深 さ ( 粗 )>〕 
VOICE LFO 2, 3, 10, 1500, 一 15, 0, 7 


く < チャ ン ネ ル 番 号 > で 指定 され た チャ ン ネ ル の 音 に ビブ ラート ,。 トレ モロ な どの LFO 効果 を 


本 ます 。 


< 波形 > は 0 て 5 の 範囲 で 。LFO の 変調 波形 を 次 の 中 か ら 選 び ま す . 


CO いい ビビ OO 


ノコ ギリ 波 


・ 知 形 波 
・ 三 劉 波 
・ サン プル 色 ホ ー ル ド 


(一 定 周期 で ラン ダム に 変化 ) 


・ ノコ ギリ 濾 ワ ン シ ョ ッ ト 
・ 三角 波 ワ ン シ ョ ッ ト 


レイ ルン 0 : ノコ ギリ 波 

| | | | 3 : サン プル & ホー ルド 
(一 定 周期 で ラン ダム に 変化 ) 

トーー 4 : ノコ ギリ 波 ワ ン シ ョ ッ ト 

ドー 一 


5 : 三 角 波 ワン ショ ッ ト 
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VOICE LFO 


<SYNC ディ レイ タイ ム > は 0255 の 値 で , 音 が 出 て か ら LFO 効果 が 現れ る まで の 時 間 を 設 
定 し ます . 0 の 場合 は , 音 の 出る タイ ミン グ と 関係 な く , 非同期 に LFO 効果 を 付加 し ます . 1 
て 255 の 場合 は , 音 が 出 て か ら <SYNC ディ レイ タイ ム > で 指定 し た 時 間 だ け 経 過 し た 後に 同 
期し て LFO 効果 を 付加 し ます . 


(a) SYNC ディ レイ タイ ム = ニ 0 の と き 


(b) SYNC ディ レイ タイ ム = 1 の と き 


発音 


LFO 


この タイ ミン グ か ら LFO を か ける 
(c) SYNC ディ レイ タイ ム > 1 の と き 


LFO 


指定 時 間 LFO は か か ら な い 


< 速 さ > は 0 一 16383 の 値 で 。 LFO 波形 の 速度 を 設定 し ます . 

< く ピ ッ チ 変調 深 さ ( 微 )> は 一 127~127 の 値 で 。 ビ ブラ ー ト 効果 の か か る 深 さ を 設定 し ます . 値 
が 負 の と き は LFO 波形 は 反転 し ます . 

< 振幅 変調 深き > は 一 127->127 の 値 で 。 トレ モロ 効果 の か か る 深 さ を 設定 し ます 。 値 が 負 の と 
き は LFO の 波形 は 反転 し ます . 

< く ピッチ 変調 深 さ ( 粗 )> は 0-15 の 値 で 、 ビブ ラー ト 効 果 の か か る 深 さ を お お ま か に 設定 し ま 
の 


注意 : < 波形 > に 4。 5 の ワン ショ ッ ト 波 形 を 選ん だ 場合 は 。 必ず <SYNC ディ レイ タイ ム > を 
1 以上 の 値 に し て くだ さい . そう し な いと , 出力 され る 音程 や 音量 が 不定 と な り ま す .。 
な お , < 振幅 変調 深き >? の パラ メー タ は FM 音源 に の み 有 効 で す . 


参照 : PLAY 
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VOICE REG, WAIT 


VOICE REG 国 


シン セ サ イ ザ LSI の レジ スタ に 値 を 設定 し ます . 
VOICE REG < レジ スタ 番号 >, < 式 > 
VOICE REG &H28, 240 


< く レ ジス タタ 番号 >〉 に は H00 一 巡 HB2 (0 一 178) の 値 で 書き 込む べき シン セ サ イ ザ LSI の 内 
部 レジ スタ 番号 を 指定 し ます . 

< 式 > に は 0 一 255 の 範囲 の 値 を 指定 し ます . 

この 命令 は MML (ミュ ー ジ ッ ク マ クロ ラン ゲー ジ ) の Yr,。d コマ ンド と 同じ 機能 を も っ て 
いま す . 


注意 : シン セ サ イ ザ LSI の 内 部 に は 。 サウ ンド 制御 命令 の 制御 に 直接 関係 する も の も あり ます 
の で ,。 この 命令 で レジ スタ を 直接 変更 する と き に は 注意 し て くだ さい . 特に レジ スタ 番 
号 &H21 一 &H27, &H2D- て &H2F の 各 レ ジス タ へ の 書き 込み は 行わ な いで くだ さい . 


参照 : PLAY 


WAIT 


コン ピュ ー タ の 入力 ポー ト を モニ タ す る 間 , プロ グラ ム の 実行 を 停止 し ます . 
WAIT < ポー ト 番 号 >, < 式 1> 〔, < 式 2>〕 
WAIT 1, &H22, &HFF 


WAIT は , 指定 し た 入力 ポー ト の ビッ ト パ タ ー ン が 指定 し た 状態 に な る まで プロ グラ ム の 実 
行 を 停止 し ます . 

< ポー ト 番 号 > は 入力 ポー ト の 番号 で , 0 一 32767(&H0--&H7FFF) の 範囲 内 で 指定 し ます . 

WAIT は ,. まず ポー ト か ら 読 み 込ん だ デー タ と < 式 2> と の XOR を と り , 次 に その 結果 と < 式 
1> の AND を と り ま す . も し その 結果 が 0( 偽 ) な ら , BASIC は も う 一 度 ポ ー ト の 状態 を 読み 込 
み , 同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 も し 結果 が 0 で な い ( 真 ) な ら ば , プロ グラ ム の 実行 は 次 の 文 に 
移り ます . < 式 2> を 省略 し た 場合 は 0 と みな され ます . 


注意 : WAIT の 実行 に より , プロ グラ ム の 実行 が 無限 シル ー プ に 入っ て し まう 場合 が あり ます . 
その 場合 に は コン ピュ ー タ を リセ ッ ト し な けれ ば な り ま せん 。 


参照 : INP,、OUT 
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WHILE-WEND, WIDTH 


WHILE-WEND 


WHILE か ら WEND まで の 区 間 中 に ある 一 連 の 文 を , 指定 条件 が 満足 され て いる 
間 , 繰り 返し て 実行 し ます . 


WHILE < 論理 式 > 
? 
WEND 
文 例 | WHILE 」』= ニ <5 
1 
WEND 


WHILE-WEND ルー プ 中 (WHILE と WEND の 間 ) に お か れ た 文 を , < 論理 式 > が 真 で ある 
(0 で な い ) 間 , 繰り 返し て 実行 し ます . < 論理 式 > が 偽 (0) に な る と 繰り 返し は 終わ り , WEND 
に 続く 文 に 制御 が 移り ます . 

最初 か らく 論理 式 > が 偽 の 場合 は , WHILE と WEND と の 間 に お か れ た 文 は 一 度 も 実行 され 
ませ ん . 

WHILE--WEND は FOR 一 NEXT と 同じ 入れ 子 構造 に する こと が で きま す . この 場合 に 
は , それ ぞ れ の WEND は それ 以前 の 最も 近く に ある WHILE と 対応 し ます . WEND は 
WHILE と 対 に な り , ルー プ の 終わ り を 示す 働き を し ます の で 省略 する こと は で きま せん 。 


注意 : WHILE--WEND は 必ず 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . 
また , WHILE--WEND ルー プ 内 へ 外部 か ら GOTO な ど で ジ ャ ンプ し て 入っ て きた り , 
逆 に ルー プ 内 か ら 外 部 へ ヘ ジ ャ ンプ し た りす る よう な プロ グラ ム は , その 動作 が 保証 され 
な く な り ま す 。 


参照 : FOR…TO…STEP-NEXT, サン プロ グラ ム 11 


WIDTH 


各種 入出 力 機 器 や ファ イル に 対し て 1 行 の 長 さ な ど を 指定 し ます . 
1) WIDTH < 桁 数 > 〔, < 行 数 >) 

2) WIDTH < ファ イル ディ スク リプ タ >, < サイ ズ > 

3) WIDTH # < ファ イル 番号 >, < サイ ズ > 
文 例 WIDTH 80, 25 

WIDTH "LPT1 : "。80 

WIDTH #1, 100 


WIDTH, WIDTH LPRINT 


書式 1) テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 量 を 指定 し ます . 1 行 あ た り 40 文字 , また は 80 文字 の 
< 桁 数 > を 設定 し ます .。 また < 行 数 > は 20 行か 25 行か の どちら か で す 。< 行 数 > を 省略 
し た 場合 に は , その と き の 行 数 の まま で 変化 し ませ ん . 


書式 2) < ファ イル ディ スク リプ タ > で 指定 し た デパ イス ファ イル に 対し て , 1 行 の 長 さ を 指定 
し ます .。 ここ で 指定 可能 な デパ イス ファ イル は , RS-232C 回 線 フ ァイル と プリ ンタ で 
す . < サイ ズ > の 値 は 0 か ら 255 まで 許さ れ て いま す . 0 が 256 と 解釈 され る 以外 は , 指 
定 し た 値 が 1 行 の 文字 数 と な り ま す . た と えば , この 命令 が プリ ンタ に 対し て 実行 きれ 
た と すれ ば , プリ ンタ の 1 行 に 印字 され る 文字 数 は < サイ ズ > で 指定 し た も の と な り ま 
す . この よう に プリ ンタ に 対し て 実行 し た 場合 WIDTH LPRINT と 同等 の 機能 を 得 
る こと が で きま す 。. 初期 状態 で は 255 に 設定 され て いま す . 


書式 3) < ファ イル 番号 > に 割り 当て られ て いる バッ ファ (OPEN 参照 ) に 対し て , その 大 きき さ 
を く < サイ ズ > で 指定 し ます 。 ここ で 指定 で きる デバ イス ファ イル は 。 RS-232C 回 線 フ ァ 
イル と プリ ンタ で す . < サイ ズ > は 0 か ら 255 まで 許さ れ て いま す . 0 が 256 と 解釈 され 
る 以外 は , 指定 し た 値 が 1 行 の 文字 数 と な り ま す . 以後 この ファ イル 番号 と デパ イス と 
の 入出 力 は この < サイ ズ > 単位 で 行わ れん ます 。 初期 状態 で は 255 に 設定 され て いま す . 


な お 。 RS-232C 回 線 フ ァイル に 対し て WIDTH を 実行 する と , ファ イル に 対す る デー タ の 送 
出 時 , < サイ ズ > で 指定 され た 桁 数 の 位置 ご と に 改行 (CR) コー ド を 送出 する こと に な り ま す 。 


注意 : 2 バイ ト 系 日 本 語 1 文字 は 文字 数 2 文字 (パイ ト ) と し て 数 えま す . また , 日 本 語文 字 列 の 
前 と 後に は それ ぞ れ 文字 数 で 2 文字 分 の 制御 コー ド (KI プ KO) が 挿入 きれ ます の で これ 
も 計算 に 入れ な けれ ば な り ま せん . 


参照 : WIDTH LPRINT, サン プル プロ グラ ム 33 


WIDTH LPRINT 


プリ ンタ に 出力 する 1 行 あ た り の 文字 数 を 設定 し ます . 
WIDTH LPRINT < 文字 数 > 
WIDTH LPRINT 80 


プリ ンタ に 印字 する 場合 の , 1 行 あ た り の 文字 数 を 設定 し ます . < 文字 数 > に は 0 か ら 255 ま 
で の 値 を 指定 で きま す . 0 が 256 と 解釈 され る 以外 は , 指定 し た 値 が 1 行 の 文字 数 と な り ま す . 


注意 : 2 バイ ト 系 日 本 語 1 文字 は 文字 数 2 文字 (バイ ト ) と し て 数 えま す . また , 日 本 語文 字 列 の 
前 と 後に は それ ぞ れ 文字 数 で 2 文字 分 の 制御 コー ド (KI/KO) が 挿入 きれ ます の で これ 


も 計算 に 入れ な けれ ば な り ま せん . 
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WIDTH LPRINT, WINDOW 


参照 : WIDTH 


WINDOW 


ビ ピュー ポー ト に 表示 する ワー ルド 座標 系 内 の 領域 を 指定 し ます . 
WINDOW (Wx1, Wy1) 一 (Wx2, Wy2) 
WINDOW (300, 一 50) 一 (100, 70) 


ワー ルド 座標 系 上 の (Wx1, Wy1) を 左上 の 頂点 , (Wx2, Wy2) を 右 下 の 頂点 と する 長方形 で 
囲ま れ た 領域 を 。 デ ィ ス プレ イ 画 面 上 の ビュ ー ポ ー ト (VIEW で 指定 し た 領域 ) 内 に 表示 する よ 
う 設定 し ます . 

この よう に し て 指定 され た 領域 は ウィ ンド ウ と 呼ば れ , ウィ ンド ウ か ら 外 れ た と ころ に 描か 
れる 図形 は 表示 され な く な り ま す . ウィ ンド ウ の 大 き さ を 変え る と , 対象 領域 の 大 き さ が 変わ 
り ま すか ら , 同じ グラ フィ ックス 命令 で 描か れる 図形 で も , ビュ ー ポ ー ト 内 で は 異な っ た 大 き 
さき で 表示 され る こと に な り ま す . 

ワー ルド 座標 系 


ディ スプ レイ 画面 
(オリ ジ ナ ルス ク リー ン 座 標 系 ) 


(Wx1.Wy1) 


(Wx2.Wy2) 


WINDOW も , VIEW と 同じ ょ うに 領域 の 指定 を 行う だ け で 実際 の 画面 に 対す る 操作 は 行い 
ませ ん の で , WINDOW に よっ て ウィ ンド ウ の 設定 を 変更 する だ け で ,。 ビ ュー ポー ト 中 に 表示 
され る 図形 が 変化 する よう な こと は あり ませ ん . また ,。 図 形 が 何 も 描か れ な い 領域 を ウィ ンド 
ウ と し て 設定 する と , ディ スプ レイ 画面 上 の ビュ ー ポ ー ト に は 何 も 描 か われ な いこ と に な り ま す 
の で 。 注意 し て くだ さい . 

Wx1 く Wx2, Wy1 く Wy2 が 成り 立た な い 場合 , ある い は これ ら の 座標 が ワー ルド 座標 系 か ら 
外れ て いる 場合 に は Tllegal function call7 エ ラー と な り ま す . WINDOW で 指定 する 座標 
は , ワー ルド 座標 で すか ら , 負 の 値 や 実数 値 も と こる こと が で きま す . 

一 度 設定 され た ウィ ンド ウ は , 次 に WINDOW ある い は SCREEN が 実行 され る まで 変化 し 
ませ ん . また WINDOW は LP( 最 終 参照 点 ) を ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 に 移動 し ます . 


注意 : ワー ルド 座標 系 が ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る の は WINDOW の 実行 後 で あり 。 VIEW 
の み 実 行 し て ウィ ンド ウ は 初期 状態 の まま で あれ ば , ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 は 。( ワ ー ル 
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WINDOW, WINDOW (関数 ), WRITE 


ド 座標 ) =( ス クリ ー ン 座標 ) と な り ま す . 


参照 : VIEW 


WINDOW 還 雪 


現在 の ウィ ンド ウ の 設定 位置 を 得 ます . 


WINDOW(< 機 能 >) 
文 例 | WY1=WINDOW(1) 


WINDOW に より 設定 され て いる 現在 の ウィ ンド ウ の 位置 (Wx1, Wy1 お よび Wx2,Wy2) 
を , < 機能 > に 指定 する 値 に より , それ ぞ れ 個別 に 得 ます . 
< 機能 > に は 0 一 3 の 数 値 を 指定 し ます . 


ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 の X 座標 (Wx1) 
ウィ ンド ウ の 左上 の 頂点 の Y 座標 (Wy1) 
ウィ ンド ウ の 右 下 の 頂点 の X 座標 (Wx2) 
ウィ ンド ウ の 右 下 の 頂点 の X 座標 (Wy2) 


oO DO 己 の 


注意 : WINDOW 関数 で 得 ら れる 値 は 。 ワー ルド 座標 系 の 値 と な り ま す . 


参照 : MAP, VIEW, VIEW (関数 ), WINDOW 


WRITE 


画面 に デー タ を 出力 し ます . 
WRITE < 式 > 〔| , ト 夫 sq 


WRITE LISTNUM, GOODS$, COST 


< 式 > に 指定 され た 数 値 式 ある い は 文字 式 の 値 を , 画面 に 出力 し ます . 

< 式 > は コン マ (,) ある い は セミ コロ ン (: ) に より 区 切り ます . PRINT と 違い 。 コ ンマ と セミ 
コロ ン と の 機能 上 の 区 別 は あり ませ ん . 

WRITE は , ほぼ, PRINT と 同じ よう に 式 の 値 を 出力 し ます が , 不要 な 空白 桁 は 詰め それ 
ぞ れ の 式 の 値 の 間 は 必ず コン マ で 区 切り ます . また , 文字 列 は ダブ ルク ォ ー テ ーション (”) で 
囲ん で 出力 し ます . 
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WRITE, WRITE# 


WRITE は , 各 式 の 値 を 出力 し た の ち , 改行 を 行い ます . 


参照 : PRINT。 WRITE # れ サン プル プロ グラ ム 12 


WRITEr | 


ファ イル に デー タ を 書き 出し ます . 
WRITE # < ファ イル 番号 >, < 式 〉 〔 


3 | < 式 > …] 


WRITE #1, LISTNUM, GOODS$, COST 


出力 モー ド で オー プン し た ファ イル (シー ケン シャ ルフ ァイル 。 スク リー ン フ ァイル 。 プリ ン 
タタ な ど ) や , RS-232C 回 線 フ ァイル に , < 式 > に より 指定 し た 文字 列 , 数 値 な どの デー タ を 書き 
出し ます . 

< ファ イル 番号 >? に は , OPEN に よっ て , その ファ イル を オー プン し た と き に 使っ た 番号 を 指 
定 し ます . 

< 式 > を 複数 指定 する 場合 は , コン マ (,) ある い は セミ コロ ン ( : ) に より 区 切り ます . PRINT 
# と 違い 。 コ ンマ と セミ コロ ン と の 機能 上 の 区 別 は あり ませ ん . 

WRITE # は ,。 ほぼ, PRINT# と 同じ よう に 式 の 値 を 出力 し ます が , 不要 な 空白 桁 は 詰め ,。 そ 
れ ぞ れ の 式 の 値 の 間 は 必ず コン マ で 区 切り ます (コン マ そ の も の を デー タ と し て 出力 し ます ). 
また 。 文字 列 は ダブ プル クォーテーション (" ) で 囲ん で 出力 し ます . 

WRITE# は , 各 式 の 値 を 出力 し た の ち , 改行 コー ド (CHR$(13) ) を 書き 出し ます . 

WRITE# は 。 区 切り 記号 と し て コン マ を 必ず 出力 し , 不要 な 空白 の 出力 は 行わ な いた め , 
PRINT # に 比べ ファ イル の 使用 領域 を 節約 する こと が で きま す . 


注意 : 出力 対象 ファ イル が "SCRN : ” の 場合 日 本 語 デ ー タ を 出力 する こと は で きま せん . 


参照 : PRINT# WRITE 
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弟 4 章 
サン ブル ブロ グラ ム 


第 4 宇 


この 章 の 見 方 


サン プル プロ グラ ム 


この 章 に は , Nss。-BASIC(86) の 各種 命令 ・ 関 数 を 使用 し た サン プル プロ グラ ム が 掲載 され て 


いま す 。 


それ ぞ れ の プロ グラ ム は , 相互 に 関連 の ある 命令 ・ 関 数 を 使っ て 構成 し て あり ます . また , ポ 
イン ト と な る 各 命 令 ・ 関 数 に は , 右側 に 解説 が つけ て あり ます 。. 
な お 。 各 プ ログ ラム の 番号 は ,「 第 3 章 命令 フ ァ レ ンス 」 中 の 各 命 令 の ^ 参 照 ” 部 分 に 示 


され た サン プル プロ グラ ム 番 号 と 対応 し て いま す . 


以下 に ,。 本 章 中 に 掲載 され て いる サン プル プロ グラ ム の 番号 ・ 標 題 と , 各 プ ログ ラム 中 で 使用 


され て いる 主 な 命令 の , 一 覧 を 示し ます . 


1 . プロ グラ ム の 連結 (その 1) 
CHAIN, COMMON, OPEN, FIELD, 
PUT 


2 . プロ グラ ム の 連結 (その 2) 
CHAIN, COMMON, FIELD, GET 


3 . DATA 行 の 読み 込み 
READ, DATA, RESTORE 


4 . 変数 の 型 宣言 
DEFINT, DEFSNG, DEFDBL 


5 . 配列 変数 の 宣言 と OPTION BASE 
DIM, OPTION BASE, ERASE 


6 . FORNEXT ルー プ 
FOR…TO…STEP--NEXT, SIN, COS, 
PSET 


7 . サブ ルー チン の 呼び 出し と リタ ー ン 
GOSUB, RETURN 


8 . 条件 分 岐 
IF…THEN-ELSE, ABS, SQR 


9 . 式 の 値 に よる 分 岐 
ON…GOTO, SGN 


10. 変数 の 値 の 入れ 換え 
SWAP, LOCATE, POS, CSRLIN 


11. WHILEーWEND ルー プ 
WHILE-WEND 


12. PRINT と WRITE 
PRINT, WRITE 


13. デー タ の 編集 出力 
PRINT USING 


14. 円 の 描画 
CIRCLE, READ, DATA 


15. パレ ッ ト (8 色 中 ・8 色 モ ー ド ) 
(1JCOLOR, LINE, 〔2JCOLOR 
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16. パレ ッ ト (4096 色 中 ・16 色 モ ー ド ) 
[1JCOLOR, LINE, 〔2JCOLOR 


17. DRAW 
POINT, DRAW, PSET, PRESET, 
LINE, PAINT 


18. グラ フィ ッ ク パ ター ン の 読み 込み と 表示 
GET@, PUT@, LINE, CIRCLE 


19. グラ フィ ッ ク 画 面 の スク ロー ル 
PUT@, ROLL 


20. ビュ ー ポ ー ト の 設定 
SCREEN, WINDOW, VIEW, LINE 


21. ウィ ンド ウ の 設定 
SCREEN, WINDOW, VIEW, CIRCLE 


22. エラ ー 処 理 ル ー チ ン 
ON ERROR GOTO, ERROR, ERR, 
RESUME 


23. 文字 と キャ ラク タコ ー ド の 変換 
ASC, MID$, CHR$ 


24. 8 進 変換 と 16 進 変換 
OCT$, HEX$, STR$ 


25. 文字 列 の 抜き 出し 
LEFT$, RIGHT$, MID$, LEN, SPACE$ 


26. 数 値 デ ー タ の 文字 型 化 
MKI$, MKS$, MKD$, OPEN, CLOSE, 
FIELD, LSET, PUT 


27. 文字 型 化 数 値 デ ー タ の 数 値 化 
CVI, CVS, CVD, OPEN, CLOSE, 
FIELD, GET 
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28. シー ケン シャ ルフ ァイル 
OPEN, CLOSE, PRINT # INPUT # 
EOF 


29. ラン ダム ファ イル 
OPEN, FIELD, CLOSE, LOF, GET, 
LSET, PUT, INPUT$, INKEY$ 


30. キー 割り 込み ルー チン 
ON KEY GOSUB, KEY(n) ON, 
RETURN, SIN, COS 


31. タイ マー 割り 込み ルー チン 
TIME$, TIME$ ON, 
ON TIME$ GOSUB, RETURN, BEEP 


32. 乱数 の 発生 
RANDOMIZE, RND 


33. テキ スト 画面 の モー ド 設 定 と 文字 に 対す 
る 色 ・ 機 能 の 設定 
CONSOLE, WIDTH, LOCATE, 
COLOR @, GOSUB, RETURN 


34. 利用 者 定義 文字 の 登録 
KPLOAD, KNJS 


35. 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 の 変換 と 抜き 出 
し 
AKCNV$S, KACNV$, KMID$ 


36. 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 と 漢字 コー ド の 
相互 変換 
JIS$, KNJ$, KMID$ 


37. 特定 タイ プ の 文字 列 の 抜き 出し 
KEXT$ 


この 章 の 見 方 


38. 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 の 長 さ 
を リプ 
KLEN, KTYPE 


39. 利用 者 定義 関数 
DEF FN 


40. 電話 制御 機能 (拡張 機能 ) 
CMD ERROR ON, CMD LINE ON, 
CMD LINE OPEN, CMD MODE CUT, 
CMD ON ERROR GOSUB, 
CMD ON LINE GOSUB, 
CMD RECEIVE、 STATUS MODE 


41. サウ ンド 機能 (拡張 機能 ) 
ON PLAY GOSUB, PLAY, 
PLAY ALLOC, PLAY ON 
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1 . プロ グラ ム の 連結 (その 1 ) 


199 DIM IDENT(2 の の ) 

119 COMMON IDENT() ,COUNT 一 一 ーーーーーーーー- 引き 渡す 変数 を 宣言 . 

129 OPEN "DATA" AS ##1- 一 一 ーーーーーーーー \DATA” ファ イル を ラン ダム モー ド で オー プン . 
139 FIELD #1.4 AS IS$,2 の AS NS,5 の AS AS 一 - 会 員 番号 , 氏名 , 住所 の 各 フ ィ ー ル ド 変 数 を 定義 . 
14g INPUT "会 員 番号 (1-999)":」 

159 IF |= の の THEN GOTO *※PRINTOUT 

169 IF |=>1 の の THEN STOP 

17g INPUT "氏名 ":NAME1S 

189 INPUT "住所 ":ADRS 


19g LSET |$S=MKSS$(1 ) 

2 の LSET NerNAMEIS = トー 一 各 デ ー タ を 各 フ ィ ー ル ド 変 数 に セッ ト . 

21 LSET AS=ADRS 

22 の PUT 1/| ーーーーーーーーーー 会 員 番 号 と 同 番 の レコ ー ド に デー タ を 書き 出す . 
23g COUNT=COUNT+ 1 

24g IDENT(COUNT) =| 一 ーーーーーーーーー 書き 出さ れ た 会 員 番号 (ヒコ ー ド 番号 ) を 憶え て お く . 


25g PRINT:GOTO 14 の 
26 *※PRINTOUT 


279 CHAIN "CHAIN.S ウ 2" 一 ーーーーーーーーー *CHAIN . S02* に 実行 を 移す . 
28 の END *DATA” ファ イル は オー プン し た まま . 
2 . プロ グラ ム の 連結 (その 2 ) 


19 の 9 COMMON IDENT() , COUNT 一 - 引き 渡さ れる 変数 を 宣言 . 

119 PRINT:PRINT 

129 FIELD #1.4 AS |$,2 AS NS,5 の AS AS 一 一 “DATA” ファ イル は OPEN 状態 の ま ま CHAIN 
139 IF COUNT= THEN PRINT "END" :END され る の で , 新た に OPEN し な く て よい . 

149 GET #1/1DENT(COUNT) ーーー 実際 に 書き 出さ れ て いる レコ ー ド の み を 読み 込む . 
159 PRINT "会 員 番号 :":CVS(ls) 

169 PRINT "氏名 :":NS 

179 PRINT "住所 :":AS 

189 COUNT=COUNT- 1 

199 PRINT:GOTO 13g 


3 . DATA 行 の 読み 込み 


1 READ A,B,C 

119 RESTORE ーーーーーーーーーー 最初 の DATA 行 (190 行 ) か ら 読み 出す よう に 指定 . 
12g の READ DE,F 

13 ウ RESTORE STRDATA 
14 READ AS,B$,C$ 
15g PRINT A,B,C 

169 PRINT DE/F 

17 PRINT AS,BS,CS 
18g END 

19g DATA 1,2,3 

2 の 9 DATA 4.5,6 一 ーーーーーー この プロ グラ ム で は , 結局 この DATA 行 は 読み 出さ れ な い . 
21 STRDATA 

22 の の DATA AA,BB,CC 


*STRDATA 行 (210 行 ) 以降 の DATA 行 (220 行 ) か ら 読 み 出す よう に 指定 . 


4 . 変数 の 型 宣言 


19g DEFINT J-M JーM で 始ま る 変数 を 整数 型 と し て 定義 . 

119 DEFSNG AzB 一 ーーーーーーーー A。 B で 始ま る 変数 を 単 精度 実数 型 と し て 定義 . 

129 DEFDBL D 一 一 ーーーーーーーー D で 始ま る 変数 を 倍 精度 実数 型 と し て 定義 . 

13 の 9 Jl=1.23:K=65.643 ーーーーー J1, K に は 整数 に 変換 され た 値 が 代入 され る . 

14g ABC=1.23:BBB=65.634 

15 D=3.1415926549 の の の の 3 

16 D%=3 .1415926549 の の の 3# 一 ーーーーー D% は , 整数 型 宣言 文字 (%) が 付加 され て いる た め , 
179 PRINT "Jl="iJ1//"K=":K 120 行 の 宣言 に か か わら ず , 整数 型 と し て 扱わ れる . 
18g PRINT "ABC=":ABC,,"BBB=":BBB 

199 PRINT "D=":D/"D%=" :D% 

2 の 9 END 
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5 . 配列 変数 の 宣言 と OPTION BASE 


1 の OPTION BASE 1 - 一 一 ーーーーーーーーー 添字 の 最小 値 を | と する . 

119 DIM KEISAN(9.9) 一 一 ーー 一 一 一 一 - 要素 数 9X9 の 2 次 元 配列 変数 KEISAN() を 宣言 . 
12g FOR |=1 TO 9:FOR J=1 TO 9 

139 KEISAN(I/J)=|※J 

14g NEXT J,| 

15g FOR |=1 TO 9:FOR J=1 TO 9 

169 PRINT USING " 半 后 半 "KEISAN(J/1) : 

17g NEXT J:PRINT 


189 NEXT | 

19g PRINT:PRINT 

2 の ERASE KEISAN 一 ーーーーーーーーーー KEISAN() を 消去 . 

219 DIM KEISAN(9,9) 一 ーー 一 ーーーーー KEISAN() を 新た に 宣言 . 


22 の FOR |=1 TO 9:FOR J=1 TO 9 

239 KEISAN(I/J)=|+J 

249 NEXT J,| 

259 FOR |=1 TO 9:FOR J=1 TO 9 

269 PRINT USING " 失 半 半 #":KEISAN(J,1): 
279 NEXT J:PRINT 

289 NEXT Il 

29 END 


6 . FOR て NEXT ルー プ 


1 の 9 SCREEN の :CLS 3 

119 FOR P=1 TO 7:C= の g 
129 FOR R=1 の TO 2 の gg STEP 2 の 
1 3 の FOR |I= TO 3.14 STEP . の 5 


1 4 Y=SIN(I) 氷 COS(I) 

1 5 の X=SIN(I)*※SIN(I) 

1 6 の Y=Y※R+ 1 の の ーー 椿 円 を プロ ッ ト す る . 

17g X=X*R※2 .5+19-C 椿 円 の 大 き さ を 変え る . パレ ッ ト 番 号 を 変え る . 
1 8 PSET (XY) /P 


19 の NEXT | 
2 の C=C+1 の 
219 NEXT R,P 
22 の の END 


ー 一 描き 始め る 位置 を 変え る . 


7 . サブ ルー チン の 呼び 出し と リタ ー ン 


19g *※START 

11g INPUT " 克 辺 :":TEIHEN 

129 INPUT " 高 さ :":TAKASA 

139 GOSUB *※MENSEK | 

14g PRINT "面積 は ":MENSEKI 

15g PRINT 

169 GOTO *※START 

17 MENSEK | 一 一 ーー 三角 形 の 面積 を 計算 する サブ ルー チン . 
189 MENSEKI=TEIHEN*※TAKASA/2 


199 RETURN サブルーチン の 最後 は RETURN で 終わ る . 


8 . 条件 分 岐 

199 INPUT A 

11 FLG= の 

129 IF A<@ THEN A=ABS(A) :FLG= 1 -- 一 ーー 入力 され た 値 が 負 な ら ば FLG に 1 を 代入 . 
139 PRINT SQR(A) : 一 ーーーーーーーーーー 平方 根 の 計算 . 

149 IF FLG THEN PRINT "ji" ELSE PRINT 一 一 入力 値 が 負 の と き に は , 平方 根 の 結果 に 
159 END ~ 1 (複素 表示 ) を 付加 する . 
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9 . 式 の 値 に よる 分 岐 


1 氷 ENTRY 

119 INPUT "N=":N 

129 SG=SGN(N) +1 一 一 一 ーーーーーーー 入力 値 に 対す る SGN 関 数 の 値 一 ! 0. 十 | を , 0, 1, 2 に 変換 . 
13g ON SG GOTO ※ZERO, 氷 PLUS 一 ーーーーーーー- 入力 値 の 負 , 0, 正 に 従っ て , *※MINUS, 


149 *※MINUS:PRINT "MINUS!" :GOTO ※ENTRY * ネ ZERO, *PLUS に 飛ぶ . 
15 ※ZERO:PRINT "ZERO!" :GOTO ※ENTRY 
16g ※PLUS:PRINT "PLUSI" EGOTO ※ENTRY 


10. 変数 の 値 の 入れ 換え 


1 の DIM A(1) ,B(1 の ) 

11g CLS 

12g FOR |=1 TO 1 の 

13g  A(I)=I※2:B(I)=|I※3:GOSUB ※PRINTAB 
14g NEXT |:LOCATE の ,Y+3 

159 FOR |=1 TO 1 の 

169 SWAP AI),B(I) :GOSUB PRINTAB 
17 NEXT |:LOCATE の ,Y+2 

18 END 

199 *※PRINTAB 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーー A() と B() を それ ぞ れ 表示 する サブ ルー チン . 
2 の の X=POS( の ) :Y=CSRLIN 

219 LOCATE X,Y:PRINT USING " 后 半 #":A(IO): 

22g LOCATE X,Y+1:PRINT USING " 半 拓 ":B(I) : 

23 LOCATE X+5,Y 

249 RETURN 


AO と B() の 各 要 素 を すべ て 交換 . 


11. WHILEーWEND ルー プ 


1 の |=1 

11 WHILE |<=2 の 
12g PRINT _ USING " 革 手 ーー": 
13g  J=1 


1 4 の WHILE J<=Il 

159 PRINT USING " 揚 半 ":J: 
16 ゴ =J+ 1 

17g WEND 


189 PRINT:l=l+1 
19g WEND 


I! が 20 以 下 の う ち は !20 行 て 190 行 を 繰り 返す . 


一 J が | 以下 の うち は 1!50 行 て 170 行 を 繰り 返す . 


12. PRINT と WRITE 


1 A%=123 

119 Bl=9.87654E+31 
129 C#=3.14159265359# 
13g D$="N88-BASIC" 
149 PRINT A%:B!,C 半 :DS$ 
15g WRITE A%:B!,C##:DS$ 
169 END 


- 一 PRINT と WRITE で は 出力 結果 が 異な る . 
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13. 


1 の 
11 の 
12 の 
1 3 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 凶 
18 の 
19 の 
2 の 
21 の 
22 の 
23 の 
24 の 


14. 


1 の 
11g 
12 の 
13 の 
1 4 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の の 


15. 


1 の 
11 の 
12 の 
13 の 
1 4 の 
159 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の の 
21 の 
22 の 
23 
24 
25g 
26 の 
27 の 
28 の 
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ー* 
デー タ の 編集 出力 

PRINT USING " 1": "NEC COMPUTER" 

PRINT USING "& &" : "NEC COMPUTER" 


PRINT USING "本 半 提 寺 #":123.456 

PRINT USING " 装 提 拉 半 . 后 ":123.456 
PRINT USING "+ 韻 寺 .":123.456 
PRINT USING "本 提 半 装 寺 "ーー123.456 
PRINT USING "ポポ 米 提 装 寺 .":123.456 
PRINT USING "\\ 村 持寺 . 半 ":123.456 
PRINT USING " 六 \ 半 井 .":123.456 
PRINT USING " 半 提 半井 仁 /. 后 "1234.56 
PRINT USING "本 拉 提 装 寺 /. 韻 ^^AA":1234.56 
PRINT USING "\\ 村 半 寺 .--" 123.456 
PRINT USING "本 半井 夫人 ":123456! 

PRINT USING "NEC @ COMPUTER" : "PERSONAL" 
END 


書式 制御 文字 列 の 典型 的 な 使い 方 . 


円 の 描画 


SCREEN の :CLS 3 
FOR R=1 TO 1 の STEP 5 


CIRCLE(15 の 1 の) ,R,(R MOD 7)+1 ァ ,,,R/1 の の ーーーーーーー 半径 , パレ ッ ト 番 号 , 比率 を 変え 
NEXT R な が ら 椿 円 を 描く . 
ST = . の の の 1 


DATA 25,5,4g,13,17 

FOR |=1 TO 5 

READ DAT :EN=ST+DAT/10 の の 3 . 1 4※2 DATA 行 (150 行 ) の 百分率 デー タ を 円 の 角度 に 変換 . 
CIRCLE(459, 1 の の) , 1 の 1,-ST,-EN パレ ッ ト 番 号 , 開始 角度 , 終了 角度 を 変え な が ら 
FEN 扇形 を 描き , 円 グラ フ を 作る . 


パレ ッ ト (8 色 中 ・8 色 モ ー ド ) 


GOUOR ん > 人 0:CLS 3ーーーーーー デ ーーーー デ 8 攻 中 *8 色 モー ド 。 

FOR |=1 TO 7 

GO&ORsi6I279 ニ ーーーーーーーー ニ ーー テーーーー) ま べそ で の パパ レッ ド を 特に 令 定 , 
NEXT | 


FOR |=1 TO 7 

LINE (の, 12 の ) -STEP(639,1) | ,BF 

NEXT | 

FOR |=1 TO 7 

FOR J=1 TO 7 
COLOR=(J, |) 一 一 ーーーーー 各 パ レッ ト 番 号 の 帯 に 。 1--7 の カラ ー コ ー ド を 順に 設定 し て いく . 
GOSUB WAITSUB 

NEXT J 

NEXT | 

oOEOR ニ ーー デーーーーーーーーーー 人 の 9 プット を 和 初 0E: 

END 

※WAITSUB 一 ーーーーーーーー 遅延 用 サブ ルー チン . 

FOR K= の TO 1 の 

NEXT K 

RETURN 


パレ ッ ト 番 号 ご と に | 本 ずつ , 計 7 本 の 帯 を 描く . 
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16. パレ ッ ト (4096 色 中 ・16 色 モ ー ド ) 


199 SCREEN 3 の :COLOR ,,,,2:CLS 3 一 ーー 高 分 解 能 カラ ー モ ー ド , 4096 色 中 ・I6 色 モー ド . 
119 FOR 1=1 TO 15 

12g COLOR=(|I,&HFFF) 一 ーー 一 ーーーーーーーー すべ て の パレ ッ ト を 折 に 設定 . 

13g NEXT | 

14g FOR |=1 TO 15 

15g LINE( の |※2 の ) -STEP(639,19) ,|,BF 一 一 一 パレ ッ ト 番 号 ご と に | 本 ずつ , 計 I5 本 の 帯 を 描く . 
16 NEXT | 


17g FOR |=1 TO 15 

18g FOR J=1 TO 15 

19 の g COLOR=(J,16*※1^2) 一 一 ーーーーーー 各 パ レッ ト 番 号 の 帯 に . カラ ー コ ー ド を 順に 設定 し て いく . 
2 の GOSUB WAITSUB 

219 NEXT J 

229 NEXT | 

人 23 大 で GLOR -ーーーーーーーーー 次 パレ ツ 下 を 初期 化 、 
249 END 

25 の ※WAITSUB --ーーーーーーー 遅延 用 サブ ルー チン . 
26 FOR K= の TO 1 の 

27 NEXT K 

28 RETURN 


17. DRAW 


1 の SCREEN 9 の ,1:CLS 3 
119 POINT(32 の , 10 の の ) 
12 り AS="C4U6 の R69D6gL6g" 
13g DRAW AS 

14g DRAW "BE45A2S . 5X=A$: " 
15g DRAW "AgBE1gP" 
16 PSET (44,4) 
17g LINE -STEP(6g,6) ,7,BF 
18g PRESET (455,55) 

19g LINE -STEP(3g,3) ,/,B 
2 の の PAINT (456,56) の 
21 END 


DRAW で 図形 を 描く . 


LINE, PAINT で 同じ 図形 を 描く . 


18. グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン の 読み 込み と 表示 


19 SCREEN の の, の:CLS 3:COLOR ,,,,1 


119 XD=49 :YD=2 Ta " 8 

129 BYTE=((XD+7) \8)*※YDX3+4 9 あー ド で 4028 ド ッ ト の 2 っ パ 
ター ン を 読み 込む た め の 配 列 変 数 

139 FACT=BYTEY\2+1 に 

149 DIM G%(FACT) 6 ・ 


159 LINE( の の) -STEP(XD- 1 ,YD-1),1.B 
16 CIRCLE(XD/2-1 ,YD/2-1 ) ,YD/2,2 
17g GET( の の ) -STEP(XD- 1 ,YD-1 ) ,G% 
18 FOR X= の TO 5 の の STEP 1 

199 PUT(X。1 の の) /G%ーーーーーーーーーーーーーーー 読み 込ん だ 図形 を 6 か 所 に PUT. 
2 の NEXT 


図形 を G%() に 読み 込む . 


19. グラ フィ ッ ク 画 面 の スク ロー ル 


19 の の SCREEN 1 の :CLS 3 

11 FOR |=&H3 の の TO &H4Fg STEP &H1 の 
12g FOR J=&H2Z1 TO &H7E 

1 3 の KCODE= |+J 


14 の PUT(X,168) ,KANJI (KCODE ) , PSET 一 一 一 一 一 一 漢字 を コー ド 順 に 表示 . 

15 の X=X+ ク の 

16 IF X>623 THEN X= の :ROLL 18 一 一 一 ーー 一 一 一 I8 ドッ ト 分 ずつ スク ロー ル ア ッ プ . 
179 NEXT J 

18g NEXT | 
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サン プル プロ グラ ム 


20. ビュ ー ポ ー ト の 設定 


1 の 
11 の 
1 2 の 
13 の 
14 の 
15 の 
16 
17 の 
1 8 の 
1 9 の 
2 の 
21 の 
22 の 
23 の 


SCREEN の の:CLS 3 
WINDOW( の の ) -(639,199) 一 一 一 ーーーーーー-ー ウィ ンド ウ の 設定 。 
C=6 :GOSUB ※RECT 
VIEW(1 1)-(638.99) ,g,7 
C=5 :GOSUB *※RECT 
VIEW(214/1 ) -(428,198) ,9,7 
C=4 :GOSUB RECT 
VIEW(, の )-(639,199) :CLS 3ーーーーーーーーー- ビュ ー ポ ー ト を も と に 戻す . 
END 
*※RECT 
LINE(5, 5 の ) - (6 の 15 の ) ,C,BF 

LOCATE の の g:PRINT "どれ か キー を 押し て くだ さい ": 
A$=1NPUT$(1 ) 

RETURN 


ビ ピュー ポー ト の 設定 を 変え な が 
ら , 同一 座標 の 長方形 を 描く . 


べた 塗り の 長方形 を 描く サブ ルー チン . 


21. ウィ ンド ウ の 設定 


1 の 
11 の 
12 の 
1 3 の 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
199 
2 の の 
21 の 
22 の 
23 の 
24 
25 
26 の 
27 の 
28 の 


SCREEN の の :CLS 3 
C=1 

VIEW(2 の の , 5 の ) - (4 の の , 1 5 ) , , 7 -ーーーーーー ビュ ー ポ ー ト の 設定 . 
WINDOW(- 1 の の,- 1 の) -(1 の ,1 の の ) 
GOSUB *※CIRC 
WINDOW(-1 の の,- 1 の の) - (の) 
GOSUB ※CIRC 
WINDOW (の ) - (1 の, 1 の の) 
GOSUB *※CIRC 
WINDOW(- 5 の , - 5 の ) - (5 の , 5 の ) 


ーー ウィ ンド ウ の 設定 を 変え な が ら , 同一 座標 の 円 を 描く . 


GOSUB ※CIRC 

VIEW( の , の )-(639,199) :CLS 3ーーーーーー ビ ピュー ポー ト を も と に 戻す . 
END 

*※CIRC 円 を 描く サブ ルー チン . 
CIRCLE (の / の ) , 1 ,C 


LOCATE の の :PRINT "どれ か キー を 押し て くだ さい ": 
A$=1NPUTS$(1) 

C=C+1:CLS 2 

RETURN 


22. エラ ー 処 理 ル ー チ ン 


1 の 
11g 
12 の 
1 3 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の の 
2 1 の 
22 の 
23 の 
24 の 


PRINT "XX の Y 乗 を 求め ます " 

ON ERROR GOTO ERRORMES 一 一 ーーー 一 一 エ ラー 発生 時 の 分 岐 先 を 定義 . 
*※START 

INPUT "Xi:" EXEINPUT"Y "ziY 

IF X=@ THEN ERROR 25 の 一 一 一 ーー エ ラー 番号 250 を 独自 に 定義 . 
Z=X^Y:PRINT X:" の ":Y:" 乗 は ":Z:" で す " 

*※RETRY 

INPUT "も う 一 度 や り ま すか (Y/N)":AS:PRINT 

IF AS="Y" OR AS="y" THEN *※START 

ON ERROR GOTO の 


プロ グラ ム 終 了 時 に は 必ず 実行 し て お く . 


END 

*※ERRORMES ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- エ ラー 処理 ルー チン . 

IF ERR=25 THEN PRINT "定義 きれ ませ ん " エラ ー 番 号 250 の と き の 処 理 . 

IF ERR=6 THEN PRINT "オー パー フロ ー で す "ーー オー バー フロ ー の と き の 処 理 . 

RESUME *※RETRY エ ェ エラー 処理 ルー チン か ら の 戻り に は 
RESUME を 使う . 
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23. 


1 の 
11g 
12 の 
13 の 
1 4 の 
15 の 
169 
17g 
18g 
19 の 


24. 


1 の 
11 の 
12 の 
1 3 の 
14 の 
159 
169 
17 の 


25。 


文字 と キャ ラク タコ ー ド の 変換 


LINE INPUT " 英 数 字 を 打っ て くだ さい ":AS 

IF AS="" THEN 19 の 

B$="" 

FOR |=1 TO LEN(A$) 

D$=MID$S(AS, 11 ) :D=ASC(D$) 

IF D>=97 AND D<=122 THEN DS=CHR$(D-32) 一 一 一 葵 小文字 の み を , 英 大 文字 に 変換 . 
BS=B$+DS$ 

NEXT | 

PRINT:PRINT B$ 

END 


8 進 変 換 と 16 進 変換 


FOR I=g TO 16 

DE$=RIGHT$S(" 。 "+STRS(I) 3) 

OC$=RIGHT$S("。 "+OCTS(1) ,3) 9 の を 10 進 表記 , 8 進 表記 , 
HE$=RIGHT$(" 。 "+HEX$(1) /3) 16 進 表記 の 文字 列 に 変換 . 

PRINT "1g 進 :":DES。 

PRINT " 8 進 :":OCS, 


PRINT "16 進 :":HES 
NEXT | 


文字 列 の 抜き 出し 


1 の 
11 
12 の 
1 3 の 
1 4 
1 5 の 
16 
17 の 
1 8 の 
19 の 
2 の の 
21 の 


26 . 


1 の 
11g 
1 2 の 
13g 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 


27. 


1 
11g 
1 2 の 
1 3 
1 4 の 
15 の 
169 
17 の 
18 の 
19 の 
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INPUT" 英 数 字 を な に か 打っ て くだ さい "/AS 
PRINT 
PRINT "全体 を の つ に 分 割 し ます " 


た 
AR$S=RIGHTS(AS,/LEN(AS$S) -LEN(AS) \2) A$ を 左右 半分 ずつ に 分 割 する . 


PRINT AL$:SPACE$(3) : ARS 
PRINT 
PRINT "2 文字 ずつ に 分 け ま す " 


FOR |=1 TO LEN(AS) STEP 2 
PRINT MID$(A$S, | ,2) :SPACES$(3) : ト ^* を 2 文字 ずつ に 分 ける . 
NEXT 


END 


数 値 デ ー タ の 文字 型 化 


OPEN "RDATA" AS #1- 一 一 一 ーー 一 ーーーーーー- ラン ダム モー ド で “RDATA” を オー プン . 
FIELD #1.2 AS AS$,4 AS B$S,8 AS C$ーーーーーーー 整数 用 2 バイ ト , 単 精度 実数 用 4 バイ ト , 倍 精 
A%=987:A!l=123.456:A#t=1234567891234 度 実数 用 8 バイ ト の フィ ー ル ド 変 数 を 定義 . 


LSET ee 各 型 の 数 値 を 文字 型 デ ー タ に 変換 し, 
LSET B$=MKS$(A!) フィ ー ル ド 変 数 に セッ ト 

LSET C$=MKDS(A#) 

PUT #1 ファ イル に 書き 込む . 

PRINT を すっ 


PRINT "次 の プロ 
CLOSE : END 


ラム で 
ラム で 


文字 型 化 数 値 デ ー タ の 数 値 化 
OPEN "RDATA" AS #1 ラン ダム モー ド で ゞ RDATA” を オー プン . 
FIELD #1.2 AS AS,4 8 C$ ーーーーーーーー 整数 用 2 バイ ト , 単 精度 実数 用 4 バイ ト , 
PRINT "前 の プロ グラ 書き 込ん だ デー タ を " 倍 精度 実数 用 8 バイ ト の フィ ー ル ド 
PRINT "読み 出し ます " 変数 を 定義 . 

GET #1 一 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー ファ イル か ら 読み込む. 


A%=CV1 (AS) 
Al!=CVS 499。 ーーー テーーーーー 文字 型 デ ー タ を , 各 型 の 数 値 に 戻す . 
A 半 =CVD(CS$) 


PRINT A%:PRINT AI:PRINT A 持 
CLOSE : END 


サン プル プロ グラ ム 


28. シー ケン シャ ルフ ァイル 

1 の F$="DATA.D"+RIGHTS(DATES,2) 

119 OPEN FS FOR OUTPUT AS #1 一 一 ーーーーーー “DATA . Dxx” (xx は 日 付 ) を 出力 モー ド で オー プン . 
12g PRINT 持 1 DATE$:"/" :TIMES$ーーーーーーーーーーーーー 一 - 日 付 と 時 刻 を 書き 出す . 

13g PRINT "今日 の デー タ を 入力 し て くだ さい " 

149 PRINT:PRINT "リタ ー ン キー だ け 押 す と 終了 し ます " 

159 PRINT:INPUT "品名 ":NAS 

16g IF NA$="" THEN CLOSE :GOTO 氷 INDATA 一 ーー 一 ーーーーーーー 入力 の 終了 . ファ イル の クロ ー ズ . 
17g INPUT "価格 ":PRC 

18g INPUT "個数 ":N% 

19g PRINT #1 NAS ツレ" EPRCE" "EN%-ー 一 ーーーーーーーーー- 品名 , 価格 , 個数 の 各 デ ー タ を 書き 出す . 
2 の GOTO 14 の 

21 の INDATA 

22 TOTAL= の 

23 の OPEN F$ FOR INPUT AS 1 一 ーーーーーーーーー 一 - 同じ ファ イル を 入力 モー ド で オー プン . 
24 の INPUT #1 DA$S,TIS$ 日 付 と 時 刻 を 読み 込む . 

25g PRINT:PRINT "日 付 : "DAS/ "時刻 2 人 き 。】 

26 の PRINT 

27 の IF EOF(1) THEN *※TOTALPRN 

28 の INPUT 1 NAS,PRC,N% 一 ーーーーーーーーーーーー 一 - 品名 。 価格 , 個数 の 各 デ ー タ を 読み 込む . 
29 SUM=PRC※N% 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 計 . 

3 の PRINT NAS:TAB(19) :PRC:"":N%:"=":SUM 一 一 一 一 一 品名 , 価格 , 個数 お よび 小計 の 表示 . 
31 TOTAL=TOTAL+SUM ーー 一 合計 . 

32g GOTO 27g 

33 の TOTALPRN 

34g PRINT:PRINT "TOTAL=" :TOTAL 一 一 ーーーーーーーー 合計 の 表示 . 

359 PRINT:PRINT "今日 の アー タ を ":FS:" と し て 作成 し まし た " 

36 CLOSE :END ファ イル を クロ ー ズ , 終了 . 
29. ラン ダム ファ イル 

199 CLS:PRINT" 住 所 録 の ファ イル 名 は ?" 


11 
12 の 
1 3 の 
149 
159 
1 6 
17 の 
18g 
19 の 
2 の 
21g 
22 の 
23 の 
24 の 
25 の 
26 の 
27 の 
28 の 
29 の 
3 の の 
31 の 
32 の 
33 の 
34 の 
35 の 
36 の 
37 の 
38 の 
39 の 
4 の の 
41 の 
42 の 
4 3 の 
44 の 
45 の 
46 の 
47 の 


PRINT:LINE INPUT FS$ 

IF F$="" THEN 1 の 

OPEN F$S AS #1 一 一 一 一 一 一 一 - 指定 ファ イル 名 の ファ イル を ラン ダム モー ド で オー プン . 
FIELD #1.39 AS NAM$,2 の AS TELS,5 AS ADRS 名 前 (30 バ イト ), TEL (20 バ イ 
水 MENU ト ), 住所 (50 バ イト ) の 専用 フィ ー 


PRINT:PRINT ルド 変数 を 定義 . 
PRINT "<< メ 5 


PRINT " 検 
PRINT " 新 
終 


PRINT " :) の " 
PRINT:PRINT " 番号 で 選択 し て くだ さい ": 

Q$= INPUT$(1) :PRINT QS 

ON VAL(Q$)+1 GOTO ※EXIT,INNAME , 水 NEWENTRY 

GOTO MENU 

来 INNAME 一 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 ーーーーーーー- 検索 の ルー チン . 
IF LOF(1)<> の THEN 33g 
PRINT:PRINT F$+" に は デー タ が あり ませ ん " 
PRINT:PRINT" 新 し くく 登録 し ます か ?r(Y/N) ": 
QS=INKEYS: IF QS="" THEN GOTO 29 の 

IF QS="N" OR QS="n" THEN GOTO MENU 

IF QS="Y" OR QS=" ッ " THEN GOTO NEWENTRY 
GOTO 29 の 
NH= 1 
PRINT:PRINT "捜す 名 前 は 2 ":PRINT:INPUT "名 前 :":HNAMS 一 一 検索 し た い 名 前 の 入力 . 
IF HNAM$="" THEN MENU 

HL =LEN(HNAMS$) 

IF NH>LOF(1) THEN PRINT:PRINT" そ の 名 前 は 登録 され て いま せん ":GOTO *※MENU 
GET #1 NH 

IF HNAM$<>LEFT$S$(NAM$S,HL) THEN NH=NH+1 :GOTO 37 の ET は 生 つ 全都 


PRINT:PRINT" 名 前 :":NAMS 6 
PRINT" T E L :":TELS | 検索 結果 の 表示 読み 込み , 名 前 を 検索 する . 
PRINT" 住所 :":ADRS$ 

PRINT:PRINT" 修 正 し ま すずか 9 〈Y/N) ": 
Q$S=INKEY$: IF Q$S="" THEN GOTO 44g 
IF QS="N" OR QS="n" THEN PRINT "N":GOTO MENU 
IF QS="Y" OR QS="y" THEN PRINT "Y":GOTO CHANGE 
GOTO 44 の 


革 障 音 [ 


1 本 
録 : 2" 
り 

を 


薄 せ へ へ Ns 


ファ イル に まつ た く デ ー タ が な い 
場合 の 例外 処理 . 


修正 の 要 , 不要 を 決め る . 
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48 
49 
5 の 
51g 
52 の 
53 の 
54 の 
55 の 
56 
57 の 
58 の 
S9 の 
6 の の 
619 
62 の 
6 3 の 
64 の 
65 の 
66 の 
67 の 
68 の 
69 の 
7 の 
71g 


30. 


1 の 
119 
1 2 の 
13 の 
1 4 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の の 
21 の 
22 の 
23 
24 の 
25 の 
26 
27 の 
28 の 
29 


31 . 


1 の 
11g 
12 の 
13 の 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の 
21 の 
22 の 
23 の 
24 の 
25 
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CHANGE 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーーーーーーーーー 修正 の ルー チン . 
PRINT:PRINT" リ ター ン キ ー だ け 押 す と その 項目 は 修正 され ませ ん " 

DNAM$="" :DTEL$="" :DADRS="" 

PRINT:INPUT" 名 前":DNAMS 


IF DNAM$<>"" THEN LSET NAM$=DNAMS$ 
INPUT" T E L ":DTELS 各 デ ー タ を 各 フ ィ ー ル ド 変 数 に セッ ト . 
IF DTEL$<>"" THEN LSET TELS=DTELS 

INPUT" 人 住所":DADRS$ 

IF DADR$S<>"" THEN LSET ADR$=DADRS 

PUT #1 NH:GOTO MENU 一 ーーーーーー 一 修正 後 の デ ー タ を 書き 出す . 

*※NEWENTRY 一 ーー 一 一 - 新規 登録 の ルー チン . 

PRINT:PRINT "新しく 登録 し ます " 


NH=LOF (1 ) +1- 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーー- ファ イル の 最終 レコ ー ド の 次 の レコ ー ド を 指定 . 
PRINT: INPUT" 名 前 :" :NNAM$ 
IF NNAM$="" THEN MENU 
INPUT" T E L :":NTELS 
INPUT" 住 所 :":NADRS 
LSET NAM$S=NNAMS$ 
LSET TEL$=NTELS 
LSET ADR$S=NADRS 


各 デ ー タ を 各 フ ィ ー ル ド 変 数 に セッ ト . 


PUT #1,NH:GOTO MENU 一 ーーーーーー デー タ を 書き 出す . 
EXIT ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 終了 の ルー チン . 
PRINT:PRINT" 終 了 " 

GEOSE22END ニ ーーーーーーーーーーー ニ ーー テー テー, ジア イリ の クウ クローズ: 坪 。 


キー 割り 込み ルー チン 


CLS 

ON KEY GOSUB *※SINSUB ,*※COSSUB , ENDSUB 
FOR |=1 TO 3 

KEY(1I) ON -- 一 ーーーーーーーー f・ 1 人 2。 人 3 の 各 キ ー の 割り 込み を 許可 . 

NEXT | 

DEG= の :Pl=3.1416:FLAG=1 

PRINT "f・1 また は f・2 を 押し て くだ さい (f・3 で 終了 )、" 

*※START ・ 

TH=DEG/ 1 8*P | 

LOCATE 1 の 

ON FLAG GOTO *SINC,*※COSC I0 度 ご と の 
*※SINC:PRINT "TH=" :DEG:TAB(12) : "SIN(TH) =":SIN(TH) : :GOTO EXIT 一 正弦 値 を 表示 . 
*※COSC:PRINT "TH=":DEG:TAB(35) : "COS(TH) =" : COS(TH) : :GOTO *※EXIT 一 - 10 度 ご と の 
*※EXIT :DEG=DEG+ 1 の 余弦 値 を 表示 . 
FOR |= の TO 1 の の の :NEXT ーー 一 ーー 表示 遅延 用 タイ マー. 

LOCATE の ,19:PRINT STRINGS(7/" 『") : 

GOTO *※START 

*※SINSUB :FLAG=1 : RETURN 一 一 ーーーーーーーーー f・| が 押さ れ た ら FLAG= ニ 1 に する 。. 

*※COSSUB :FLAG=2 : RETURN 一 ーーーーーーーーー- 人 ・2 が 押さ れ た ら FLAGー2 に する . 

*※ENDSUB : KEY OFF :END -- 一 ーーーーーーーーーー 人 f・3 が 押さ れ た ら 終 了 。 


fx f2。 人 3 が 押さ れ た と き の 分 岐 先 を 定義 . 


タイ マー 割り 込み ルー チン 


CLS :CONSOLE ,//1 :FLG=g 

PRINT "目覚 まし 時 計 " 

LOCATE の,19:PRINT "現在 の 時 刻 は ":TIMES 

LOCATE /2:INPUT "モッ ト 時 刻 は (HH:MM:SS) ":STS 


ON TIME$=STS GOSUB 2 の ーーーーーーーーーーーーーーーー- セッ ト 時刻 到来 時 の 分 岐 先 を 定義 . 
TIME$ ON クロ ッ ク 割 り 込み を 許可 . 

LOCATE 13,1 の :PRINT TIME$S: 一 ーーーーーーーーーー- 現在 時 刻 の 表示 . セッ ト 時 刻ま で は 
IF FLG=g THEN 16 の le0 行 170 行 が 繰り 返し 実行 され る . 
CLS:LOCATE 39/19:PRINT "お は よう ! 9 1" 

END 

PRINT 

COLOR 7:BEEP 1 な に か キー を 押さ な い 限 り , メッ 
PRINT "も う 起 きる 時 間 で す よ 1 ! 1": セー ジ が 表示 され , スピ ー カ は 鳴 
IF INKEY$="" THEN 22 の 一 一 一 ーーーーーーーーーーーー- りっぱ な し と な る 。. 

BEEP の :FLG=1 一 一 ーーーーーーーーーーーーー な に か キー が 押さ れる と , スピ ー カ は 
RETURN 鳴り や み , メイ ン ル ー チ ン に 戻る . 


32. 


サン プル プロ グラ ム 


乱数 の 発生 


1 の 
11g 
1 2 の 
1 3 の 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17g 
18 の 
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1 の 
11 
12 の 
1 3 の 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
1 9 の 
2 の の 
219 
22 の 
23 の 
24 
25 
267 
27 切 
28 の 
29 の 
3 の 
31 の 
32 の 
33 
34 の 


34 . 


1 の 
119 
1 2 の 
1 3 
1 4 の 
15 の 
16 の 


35 . 


1 の 
119 
1 2 の 
1 3 の 
1 4 
15 の 
16 の 
17g 


RANDOM | ZE 

DIM SUM(6) 

FOR |=1 TO 1 の 
DA=INT(RND※6+ 1 ) 
SUM(DA) =SUM(DA)+ 1 

NEXT |I 

FOR |=1 TO 6 
PRINT 12"ー"ESUM(1) の 人 % り 

NEXT | 


テキ スト 画面 の モー ド 設 定 と 文字 に 対す る 色 ・ 機 能 の 設定 


WIDTH 8g,25:CLS 
CONSOLE の ,25, ーーーーーーーーーーーーー 白黒 モー ド . 
LOCATE 9, の 
PRINT "白黒 モー ド ":PRINT 
GOSUB *※PRINTCHR 
GOSUB *※KEYSUB 
CONSOLE 25, の ,1 一 一 ーーーーーーーーー カラ ー モ ー ド . 
LOCATE の 
PRINT "カラ ー モ ー ド ":PRINT 
GOSUB *※PRINTCHR 
END 
*※PRINTCHR 
FOR 1I=g TO 31 

PRINT "-COMPUTER-": 
NEXT Il 
GOSUB *※KEYSUB 
FOR I= の TO 7 

COLOR@( 11 の 2)-(|※1+9,5) | 
NEXT | 
RETURN 
*※KEYSUB キー 入力 待ち サブ プル ー チ ン . 
LOCATE 1 の 

PRINT "どれ か キー を 押し て くだ さい "|: 

A$= 1NPUTS$(1) 

RETURN 


文字 に ファ ンク ショ ンコ ー ド を 設定 . 


利用 者 定義 文字 の 登録 


DIM CHRPTN%(17) 一 ーーーーーーーー 利用 者 定義 文字 パタ ー ン を 格納 する た め の 配 列 変数 を 確保 . 
CHRPTN% (の ) =16 : CHRPTN%(1 ) =16 
FOR |=2 TO 17:CHRPTN%(1) =2^ (1-2) -1:NEXT | パタ ー ン を 格納 する . 
KPLOAD &H762A,CHRPTN% 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーー- パタ ー ン を シス テム に 登録. 
FOR I=g TO 4 

PRINT KNJ$S("1B4B")+KNJ$S("762A")+KNJ$S("1B48") : 一 一 表示 . 

NEXT 


2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 の 変換 と 抜き 出し 


A$=" イ ロ ル ハ 漢 字 ABC" 

PRINT AS$ 

K$=AKCNV$(A$) ーーーーーーーーー- | バイト 系 英 数 カナ 文字 を 2 バイ ト 系 全角 文字 に 変換 . 
PRINT KS$ っ 2 記 記 
K1$=KMID$(K$, 1 4) +KMIDS (Kg$,7/4 一 一 < バイト 半生 
A1$=KACNV$(K1$) 一 一 ーーーーーーーーーーー 2 バイ ト 系 全角 文字 を 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 に 変換 . 
PRINT A1S$ 
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第 4 章 サン プル プロ グラ ム 


36. 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 列 と 漢字 コー ド の 相互 変換 


1 の 9 A$=JISS(KMID$(" 漢字 ",2,1)) 最初 の KI コ ー ド を スキ ッ プ し , 


* 漢 ” の JIS コ ー ド を 求め る 
119 PRINT AS 、 漢 * ー は う 
129 B$=KNJ$("1B4B")+KNJS(AS) +KNJ$(" 1B48") 一 漢 " を 表示 する た め , 前 後に KI 
13 PRINT BS KO コー ド を 付加 する . 


37. 特定 タイ プ の 文字 列 の 抜き 出し 


1 の 9 A$=" イ ロ ル 漢 字 ABC" 
11 の PRINT A$ 
129 KI$=CHRS(&H1B)+CHRS(&H4B) : KO$=CHRS(&H1B)+CHR$S(&H48) 
139 PRINT KEXT$S(AS/) ーーーーーーーーーーーー 一 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 の み を 抜き 出し て 表示 . 
14g PRINT KI$+KEXTS(AS$, 1 ) +KOS 一 一 ーーーーーーーーー- 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 抜き 出し , 前 後 
に KL デ KO コー ド を 付加 し て 表示 . 


38. 2 バイ ト 系 日 本 語文 字 を 含む 文字 列 の 長 さ と タイ プ 


1 A$="ABC 漢 字 イ ロ A" 

119 FOR |=g TO 5 

129 PRINT KLEN(A$, 1 ) : -- 一 ーー 一 一 各 タ イプ の 文字 の 合計 数 を , タイ プ 別 に 表示 . 
139 NEXT | 

149 PRINT:PRINT 

159 FOR J=1 TO KLEN(A$,9) 一 一 一 一 文字 列 中 の 各 文 字 の タイ プ を 順に 表示 . 

169 PRINT KTYPE(AS,J) : 

179 NEXT J 


39. 利用 者 定義 関数 


1 DEF FNMENSEK1(R) =3 . 14159*※R*R 一 一 一 一 円 の 面積 を 求め る 利用 者 定義 関数 の 定義 . 
119 DEF FNENSHUU(R) =3 . 14159*※2*※R 一 一 一 一 一 - 円 周 を 求め る 利用 者 定義 関数 の 定義 
12g INPUT "半径 は ":HANKEI 

139 PRINT "面積 :":FNMENSEKI (HANKE 1 ) 

149 PRINT "円 周 :":FNENSHUU(HANKE 1 ) 


15 の END 

40. 電話 制御 機能 (拡張 機能 ) 

199 CMD LINE OPEN "COM1:" AS #1 一 一 一 電話 機 を コミ ュ ニ ケー ショ ン ポ ー ト | に 論理 的 に 接続 
119 CMD ON LINE #1 GOSUB ※IL 一 ーー 着信 割り 込み レー チン の 設定 . する こと を 宣言 . 
12g CMD LINE #1 ON 着信 割り 込み の 許可 . 

13g GOTO 13g 着信 を 待機 する . 

14g ※IL 


15g CMD RECEIVE #] ,1 一 一 ーーーーーーー 着信 時 , デー タ 通 信 モ ー ド に 入る . 

169 WHILE STATUS MODE(#1)<>2:WEND 一 完全 に デー タ 通 信 モ ー ド に な る まで 待つ . 
179 OPEN "COM1 :E71N" AS ##1 一 ーー 一 一 プロ トコ ル 設 定 . 

18 CMD ON ERROR #1 GOSUB IE 通信 エラ ーー 割り込み ルー チン の 設定 . 

199 CMD ERROR #1 ON 

2 の FLN$S=" "AS="" 

21 FOR |=1 TO 3 の の:NEXT 

22 の g PRINT 1 CHR$S(&H15) : 一 一 ーー 一 一 キャ ラク タコ ー ド &HI5 を 送信 , 通信 を 開始 . 
23 の IF LOC(1)= の の THEN 23 
24 の AS=INPUTS(1 1 ) 

25 の IF AS=CHR$S(&HD) THEN 23 の 
26 IF AS=CHR$S(&HA) THEN 299 
27 FLNS=FLNS+AS 
28 GOTO 23 の 
29 の 9 IF FLN$S="" THEN 36g 

3 OPEN FLNS FOR OUTPUT AS #2 
31 の IF LOC(1)= の THEN 31 の 

32 の の AS=INPUTS(1 1) 

33 の IF AS=CHR$S(&H4) THEN 369 一 ーー 一 - キャ ラク タコ ー ド &H4 を 受信 , 通信 を 終了 . 
34g PRINT 揚 2,A$:ーーーーーーーーーーーーーーー- 受信 デー タ を ファ イル に 書き 込む . 

359 GOTO 319 


ーー 受信 し た 最初 の | 行 を FLN$ に 代入 . 


受信 ファ イル を FLN$ に 代入 され た 名 前 で オー プン . 
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369 
37 の 
38 の 
39 の 
4 
41 の 
42 の 
43 の 


41 . 


1 の 
11 の 
12 の 
1 3 の 
1 4 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の 
21 の 
22 の 
23 の 
24 の 
25 の 
26 
27 切 
28 の 
29 の 
3 の 
31 の 
32 の 
33 の 
34 の 
35 の 
36 の 
37 の 


サン プル プロ グラ ム 


CLOSE 

CMD MODE CUT #1 一 ーーーーーーー 電話 を 切る . 

CMD RECEIVE #1 9 一 ーーーーーーーー 自動 着信 を 禁止 . 

RETURN 

洲 汗 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー イド ーー 2 二 作 自生 5 が 0 ウー チン 。 
PRINT "通信 ェ エラー 発生 ":BEEP 
DMY$=1NPUT$S(LOC(1) , 1) 一 一 一 一 通信 エラ ー 情 報 の ダミ ー 読 み 取り . 
RETURN 369g エラ ー 状 態 は リセ ッ ト さ れる . 
サウ ンド 機能 (拡張 機能 ) 


CLEAR ,&H5E の 

GOSUB BEGIN :GOSUB MPLAY 

ON PLAY (3 の ) GOSUB *※MPLAYー チャ ン ネ ル 番 号 3 の サウ ンド バッ ファ 内 の 未 演奏 音楽 情報 が 0 以下 

PLAY ON に な っ た と き に *※MPLAY に 和 飛ぶ よう に 宣言 . 
X=RND*※639 : Y=RND※399 :C=(RND※19 の 9 MOD 7)+1 
CIRCLE (X,Y) ,RND*※2g ,C 140<170 行 の 間 で PLAY 割 り 込み 
PAINT (X,Y) ,(RND*※19 ウ MOD 7)+1,C を 待っ て いる . 

GOTO 14g 

REM 

*※MPLAY ーーーーーーーーー 演奏 ルー チン . 

PLAY STOP:CLS 3 


PLAY AS$,BS,BS 

PLAY BS$,AS$,B$ 演奏 . 

PLAY B$,B$,AS 

PLAY ON 

RETURN 

BEGIN 一 ーーーーーーーー 初期 人 ル ー チ ン 。 

CLS 3 

CONSOLE の ,25,.9,1 

SCREEN 3 の サウ ンド バッ ファ の 確保 及び 初期 化 . チャンネル |…3 の サウ ン 
PLAY ALLOC 255,255,255 ド バ ッ ファ に は 255 バ イト が 割り 当て られ , 他 の サウ ンド バッ フ 
INI$="MB@55@V19 の " ァ は 0 バイト と な る . 

PLAY INIS/INI$S/INI$Sーーーーーー チャ ン ネ ル I…3 の 初期 化 設定 を 行う . 
A1$="T16904L8C4CC4DE4EE4ED4CD4EC4CO3G4RO4E4 . Eo オー 演奏 デー タ 
A2$="EEFG4GG4GF4EF4GE4 .R4GE2RGE2RGER8GER8GE4 .R4" に は 
AS=A1S+A2S$ 

BS="R2R2R2R2R2R2" 

RETURN 
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A. エラ ー メ ッ セ ー ジ と その 対策 


BASIC の 実行 中 に エラ ー が 発生 する と, メッセージ が 表示 され ます . ここ で は , こう し た エ 
ラー メッ セー ジ と , その 原因 お よび 対策 に つい て 説明 し ます . 

メッ セー ジ の 右側 の 数 字 (69 な ど ) は バエ ラー コー ド ” と 呼ば れる も の で , エ ラー 発生 時 ,ERR 
(関数 ) に 格納 され ます . 

原因 : ? に は , その エラ ー が 発生 し た 際 の 原因 を 簡略 に 説明 し て あり ます . 複数 の 原因 が 考 
えら れる 場合 は , 列挙 し て あり ます . 

ヾ 対策 : ? に は, その エラ ー の 原因 を と り 除 く 方法 か 。 また は エラ ー の 発生 を 未然 に 防ぐ た め 
の 対策 が 説明 し て あり ます . 

エラ ー に つい て の 詳細 は , 第 3 章 中 の ERL プ ERR, ERROR, ON ERROR GOTO, 
RESUME な どの 項 を ご 覧 くだ さい .。 


Bad 


allocation table 69 


: ディ スク 内 部 の FAT が 壊れ て いる . 
: デー タ を 読み 取る こと が で き な い の で ,。 ディ スク を 再 フ ォ ー マ ッ ト す る .。 た だ し , 以前 


の ファ イル は すべ て 失わ れる 。. 
また は 他 の OS で フォ ー マ ッ ト さ れ た ディ スク で ある の で , BASIC の ディ スク に 換え る . 


drive number 70 


: LOAD, SAVE, KILL, OPEN な どの ファ イル 操作 命令 で ドラ イブ の 指定 が まち が っ て 


いる 。 た と えば シス テム に つなが っ て いな い ド ライ ブ を 指定 し た な ど . 


: 正しい ドラ イブ を 指定 する . 


file name 56 


: LOAD, SAVE, KILL, OPEN な どの ファ イル 操作 命令 で 。 フ ァイル 名 の 指定 が まち が っ 


て いる 。 


・ 正 し い フ ァイル 名 を 指定 する . 


file number 52 


・ 同 時 オー プン ファ イル 数 を 超え る ファ イル 番号 を 指定 し よう と し た . 
・ フ ァイル 番号 を 小さ くす る か 。 同時 オー プン ファ イル 数 を 増やす . 


telephone number 173 


: 電話 機 番号 と し て 指定 で き な い 文字 を 指定 し て いる . 
: 正しい 電話 機 番 号 を 指定 する . 
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付 録 


Bad telephone set number 172 
原因 : 1, 2, 3 以外 の 電話 機 番号 を 指定 し て いる . 
対策 : 正しい 電話 機 番 号 を 指定 する . 


Bad track / sector 71 
原因 : DSKO$, DSKI$ で , サー フェ ス 番 号 、 ト ラック 番号 。 セク タタ 番号 の 指定 が 誤っ て いる . 
対策 : 正しい サー フェ ス 番 号 。 トラ ッ ク 番 号 。 セク タ 番 号 を 指定 する . 


Can't continue 17 

原因 : STOP 命令 や CTRL 士 C な ど で 実 行 を 停止 し た 場合 、 プ ログ ラム を 書き 換え た りす る 
と , CONT に よっ て 実行 を 再開 する こと が で き な い . 

対策 : CONT を 使用 し た い 場 合 は , 実行 の 中 断 中 に プロ グラ ム を 書き 換え て は な ら な い . 実行 
中 断 の タイ ミン グ に よっ て は , プロ グラ ム を 書き 換え た り し な く と も 実行 の 再開 が で き 
な く な る こと も ある の で 注意 . 


Cant execute across mode 176 
原因 : 現在 の モー ド で は 実行 で き な い 命令 関数 を 実行 し よう と し た . 
対策 : 各 モ ー ド で 実行 可能 な 命令 関数 を 実行 する よう に プロ グラ ム の 流れ を 正す . 


Communication 1I/O error 174 
原因 : 電話 機 の 故障 , 電話 機 の 初期 設定 不良 , 接続 不良 な ど に より 電話 機 に 対す る コマ ンド レ 
ベル の 入出 力 が で き な い . 


対策 : 原因 と な る 箇所 を 確認 し て みる . 


Direct statement in file 57 

原因 : LOAD で アス キー 形式 の プロ グラ ム フ ァ イル を ロー ド す る と き に , ダイ レク トス テー ト 
メン ト ( 行 番号 の な い 行 ) が 存在 し た . 

対策 プロ グラ ム フ ァ イル の 行 番号 が 何 か の 理由 で 破壊 され て いる か , ある い は , 指定 ファ イ 
ル が プロ グラ ム フ ァ イル で は な い デ ー タ ファ イル で ある と 考え られ る の で 。 ファ イル の 


内 容 を 確認 する . 
Disk full 68 
原因 : SAVE, PRINT# れ PUT な どの ディ スク に 書き 出す 命令 を 実行 し た と き ,。 ディ スク 上 に 
空き 領域 が な か っ た . 


対策 : 不要 な ファ イル を 削除 し て , 空き 領域 を 確保 する . 
別 の ドラ イブ 上 の ディ スク を 使用 する . 
同じ ドラ イブ 上 で ディ スク を 差し 替え て 使用 する . た だ し この 方 法 は 。 ファ イル が オー 
プン 状態 の と き に は 使え な い の で 注意 . 
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付 録 


Disk |/O error 64 

原因 : ディ スク と の 入出 力 中 に エラ ー が 発生 し た . 

対策 : 入出 力 を 行 お うと し た ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いか , また は 物理 的 に 破壊 き 
れ て いる と 考え られ る の で 。 ディ スク の 再 フ ォ ー マ ッ ト を 行っ て みる . 
な お 。 1MB タイ プ の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の サー フェ ス 0 , トラ ッ ク 0 を 直接 読み 書き す 
る こと は で き な い の で 注意 . 


Disk offline 62 

原因 : LOAD, SAVE, KILL, OPEN な どの ファ イル 操作 命令 で 。 ディス ク の セッ ト さ れ て い 
な い ド ライ ブ に 対し て 入出 力 を 行 お うと し た . 

対策 ディ スク を 正しく ドラ イブ に セッ ト す る 。 


Division by Zero (0) 11 

原因 : 0 に よる 除算 , す な わ ち n ン / 0 (n は 任意 の 数 ) や 0 一 1 が 実行 され て , その 結果 得 られ 
た 値 が オー バー フロ ー を 起こ し た . 

対策 : 除 数 が 0 に な ら な いよ うに する . 


Duplicate Difinition 10 
原因 : 一 度 宣言 し た 配列 を 二 重 定義 し よう と し た . 
DIM で 宣言 し な いで 配列 を 使っ た 場合 に , その 配列 を 再 定 義 し よう と し た . 
対策 : 別 の 配列 名 を 使う か , ある い は ERASE で 古い 配列 を 消去 し た 上 で 再び 同じ 配列 名 で 定 
義 し な お す . 


Duplicate label 50 
原因 : プロ グラ ム 中 に 同じ ラベ ル 名 が 2 つ 以 上 存在 し て いる . 
対策 : ラベ ル 名 を 変更 し て 同一 名 の ラベ ル 名 が 存在 し な いよ うに する . 


Feature not available 31 
原因 : 現在 の 状態 で は 使用 で き な い 命令 を 実行 し よう と し た . 
対策 : その 命令 を 実行 する た め に 必要 な ハー ドウ ェ ア な ど を 装備 ある い は 準備 する . 


FIELD overflow 33 
原因 : FIELD で , ラ ンダ ム フ ァ イル の レコ ー ド 長 と し て 合計 256 バ イ ト 以 上 の 領域 を 指定 し た . 
対策 : フィ ー ル ド の 合計 長 は 255 バイ ト 以 内 に する . 


File already exist 65 

原因 : NAME に よっ て 新た に 付け よう と し た ファ イル 名 が すでに 存在 し て いる . 

対策 : 新しく 付け る ファ イル 名 を 変更 する か , すでに 存在 し て いる ファ イル の ファ イル 名 を 変 
更 する 。. 
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File already open 54 
原因 : すでに オー プン され て いる ファ イル に 対し て , OPEN, KILL,。 NAME な ど を 行っ た . 
対策 : CLOSE で いっ た ん ファ イル を 閉じ る 。 


File not found 53 
原因 : LOAD, SAVE, KILL, NAME な どの ファ イル 操作 命令 で 。 指定 し た ファ イ ル が 見 つ 
か ら な い 、。 


対策 : 正しい ドラ イブ 名 お よび ファ イル 名 を 指定 する 。 


File not open 60 

原因 : PRINT あ INPUT # な ど , ファ イル 番号 を 指定 し て 入出 力 を 行う 命令 で 」。 オー プン され 
て いな い フ ァイル を 参照 し よう と し た . 

対策 : 入出 力 命令 を 実行 する 前 に , OPEN で ファ イル を オー プン し て お く .。 


File write protected 61 
原因 : 次 の うち いずれ か の 書き 込み 禁止 属性 が 付け られ て いる ファ イル に 。 書き 込み を 行 お う 
27。 
・SET に よっ て ,。 フ ァイル ディ スク リプ タ , ドライブ の ディ スク , ファ イル 番号 に 付け 
られ た も の . 


・ フ ロッ ピ ィ ディ スク に 張ら れ た シー ル に よる も の . 
対策 : 書き 込み 禁止 を 解除 する . 


FOR without NEXT 26 
原因 : FOR--NEXT が 正しく 対応 し て いな い 、. 
対策 : プロ グラ ム の 流れ を た どり , FOR-NEXT を 正しく 対応 させ る 。 


lllegal direct 12 
原因 : ダイ レク トモ ー ド で 使用 で き な い 命令 を ダイ レク トモ ー ド で 使っ た . 
対策 プログラム モー ド 上 で 実行 する 。 


lllegal function call 5 
原因 : 命令 や 関数 の 使い 方 が まち が っ て いる . すなわち , 引数 が その 関数 の 許容 する 範囲 を 超 
えた り , 結果 が その 関数 の と り 得 る 範囲 を 超え を たり し て いる . た と えば , 次 の よう な 場 
合 で ある . 
・LOG 関数 で 負 や 0 の 引数 を 指定 し た . 
・SQR 関数 で 負 の 引数 を 指定 した. 
・MID$, LEFT$ RIGHT $ STRING$,。 SPACE $ , INSTR, ON…GOSUB な ・ 
ど に お いて , 不適 当 な 引数 が 用 いら れ た . 
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・ ほ か . 
対策 : 原因 が さま ざま 考え られ る の で , 各 命 令 , 関数 の 使い 方 を リフ ァ レ ンス で 確認 する . 


llegal operation 74 

原因 : スク ロー ルウ ィ ン ド ウ 内 に 表示 デー タ が いっ ぱい に 詰まっ て いる 場合 ,、 ま た は スク ロー 
ルウ ィ ン ド ウ 内 で キー 入力 し た デー タ が いっ ぱい に 詰まっ て いる 場合 に 。 スク ロー ル 開 
始 行 に 対し て イン サー トモ ー ド で キー 入力 し た . 

対策 : イン サー トモ ー ド を 抜け て か ら , キー 入力 を 行う . 


Input past end 55 
原因 : INPUT# れ GET な どの ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む 命令 で , ファ イル 中 の すべ て の 
デー タ を 読み 尽く し た あと に , さら に 入力 命令 が 実行 され た . 
対策 ファ イル 中 の デー タ の 数 と , 入力 命令 で 読み 込む 数 と を 合わ せる . 
EOF。 LOF な どの 関数 を 使っ て ,。 ファ イル の 終了 を 検出 する よう に する . 


Line buffer overflow 23 
原因 : 1 行 で 入力 で きる 文字 の 範囲 (255 バイ ト ) を 超え て 入力 が 行わ れ た . 
対策 : 1 行 の 文字 数 を 255 バイ ト 以 内 に する 。 


Line busy 175 

原因 : 電話 の 呼び 出し 相手 が 話し 中 で ある . 

対策 : 電話 を か け 直 す . プロ グラ ム で は エラ ー 処 理 を 行っ て , この エラ ー が 出 た らし ば らく 時 
間 待ち し , 改め て か け 直 す と いう アル ゴリ ズム に 使う こと が で きる 。. 


Missing operand 22 
原因 : 命令 中 で , 必要 な パラ メー タ が 指定 され て いな い . 
対策 : 書式 を 確か め , 必要 な パラ メー タ を 指定 する . 


NEXT without FOR 1 
原因 : FOR--NEXT が 正しく 対応 し て いな い . 
対策 プロ グラ ム の 流れ を た どり 。 FOR--NEXT を 正しく 対応 させ る 。 


No RESUME 19 
原因 : エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 終わ り に RESUME が な く , プロ グラ ム の 実行 が 継続 で き な い . 
対策 : RESUME, END, ON ERROR GOTO 0 の どれ か で 終ら せる よう に する . 


Out of DATA 4 

原因 : DATA 行 中 の デー タ が 足り ず , READ で 読む べき デー タ が な い . 

対策 : DATA 行 中 の デー タ の 数 と , READ で 読み 込む 数 と を 合わ せる . READ と DATA の 対 
応 と , RESTORE が 正しく 使わ れ て いる か どう か を 確認 する . 
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Out of memory 4 
原因 : 次 の よう な 理由 に より , メモ リ 容 量 が 足り な く な っ た . 
・ プ ログ ラム が 長 す ぎる . 
・ 配 列 が 大 きす ぎる . 
・FOR-NEXT。GOSUB な ど で ネ ステ ィング (入れ 子 構造 ) が 深く な りす ぎ て 。 ス タッ 
ク が いっ ぱい に な っ た . 
・ ほ か . 
対策 : プロ グラ ム , 配列 を 小さ くす る . ネス ティ ング を 浅く する 。. 
FRE を 使っ て フリ ー な メモ リ を 調べ て みて , メモ リ の 空き 容量 が 異常 に 少な い 場 合 に 
は , その プロ グラ ム を 実行 する 前 に 別 の プロ グラ ム 中 で , BASIC の プロ グラ ム 領 域 を 小 
さく 設定 し た まま に し て いる 可能 性 が ある . この よう な と き に は , CLEAR を 実行 し て , 
BASIC の 使う メモ リ を 大 きく する . また , 起動 時 に ファ イル バッ ファ の 容量 を 多く 取っ 
て いる こと も ある の で , 再起 動 し て 同時 オー プン ファ イル 数 を 必要 最小 限 に する . 


Out of octave 134 
原因 : 発生 で きる 音階 を 超え て 音 を 出 そ う と し た . た と えば ”O9C 寺 ” や ” O1Cー” を 指定 し た 
場合 な ど . 


対策 : オク ター ブ を 設定 する 命令 を 正しく 使う . 


Out of string space 14 
原因 : 文字 列 の 全体 量 が , 使用 で きる メモ リ 容 量 を 超え みえ て し まっ た . 
対策 : 文字 列 。 配列 文字 列 を 小さ くす る . 


Overflow (OV) 6 
原因 : 演算 結果 や 入力 され た 数 値 が , 許さ れる 範囲 を 超え た . 
対策 : デー タ の 型 と , と る 値 の 範囲 が 正しい か どう か を 確認 する . 


Rename across disks 73 
原因 : 異な る ドラ イブ 上 に ある ファ イル に 対し て NAME を 実行 し よう と し た 。. 
対策 : NAME で は 同じ ドラ イブ 上 の ファ イル を 指定 する . 


Request denied 727 
原因 : 電話 機 に 対し て コマ ンド を 送出 し て も 電話 機 か ら そ の コマ ンド を 否定 され た 。 
対策 : 使用 可能 な 電話 機 を 使用 する . 電話 機 を 正しく 設定 する . 電話 機 の 電源 を いっ た ん 切る 。 
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RESUME without error 
原因 : エラ ー 処 理 ル ー チ ン で な いと ころ に 。 RESUME が ある 。. 


20 


対策 : ON ERROR GOTO で 指定 され た と ころ 以外 , た と えば メイ ン ル ー チ ン 内 に 
RESUME が ある と この エラ ー が 発生 する の で , メイ ン ル ー チ ン の 終わ り に は 必ず END 


を 置く よう に する . プロ グラ ム の 流れ を 確認 する こと . 


RETURN without GOSUB 
原因 : GOSUB-RETURN が 正しく 対応 し て いな い 。 


対策 : GOSUB で 呼び 出さ れ た サブ ルー チン 以外 , た と えば メイ ン ル ー チ ン 内 に RETURN が 
ある と この エラ ー が 発生 する の で , プロ グラ ム の 流れ に 沿っ て , GOSUB と RETURN 


の 対応 を 確認 する . 
RS-232C (2nd/3rd) board not ready 
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原因 : RS-232C 拡張 ボー ド が 実装 きれ て いな い の に , 電話 機 と 標準 以外 の RS-232C 回 線 を 


CMD LINE OPEN で 接続 し よう と し た . 
対策 : RS-232C 拡張 ボー ド を 増設 する か , 標準 の RS-232 C 回 線 を 使用 する . 


Sequential 1/O only 
原因 : シー ケン シャ ルス 入出 力 以外 の 入出 力 命令 を 使用 し た . 
MERGE で バイ ナリ ファ イル を 指定 し た . 
対策 : シー ケン シャ ルス 入出 力 命令 を 使用 する よう に する . 
MERGE で ディ スク か ら 読 み 込 むせ ファ イル は , アス キー 形式 で セー プ し て お く 。 


Sound buffer not allcated 
原因 : サウ ンド バッ ファ の 確保 を し な いで 。 サ ウン ド 制 御 命令 を 使用 し た . 
対策 : PLAY ALLOC で 十分 な サウ ンド バッ ファ を 確保 する . 


Sound buffer overflow 
原因 : サウ ンド バッ ファ 領域 が 足り な い . 
対策 : PLAY ALLOC で 十分 な サウ ンド バッ ファ を 確保 する . 


String formula too complex 
原因 : 文字 式 が 複雑 すぎ る . 
対策 : 複雑 な 文字 式 は , いく つか の 式 に 分 ける . 


String too long 
原因 : 1 つの 文字 変数 内 の 文字 数 が 255 バイ ト を 超え て いる . 
対策 : 2 つの 変数 に 分 け て 処理 する . 


59 


133 


132 


16 


15 
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Subscript out of range 9 
原因 : 配列 変数 の 添字 の 値 が DIM お よび OPTION BASE で 指定 され た と き の 範 囲 を 外れ 
て いる 。 
DIM に よる 宣言 を 省略 し た 場合 に , 添字 の 値 が 10 を 超え て いる . 
対策 : 配列 変数 の 定義 に よる 添字 の 範囲 と 引用 する 配列 変数 の 範囲 を 確認 する . 


Syntax error 2 
原因 : 命令 が 書式 どおり に な っ て いな い . 

予約 語 以外 の 命令 が ある . 

READ と DATA と の 対応 で 読み 込む 変数 と デー タ と の 間 で 型 の 不一致 が 生じ た . 
対策 : 各 命 令 を 書式 どおり 正しく 記述 する . 

READ と DATA で は , 読み 込む 変数 と デー タ の 型 を 合わ せる . 


Telephone set already open 171 
原因 : すでに BASIC と 接続 し て いる 電話 機 に 対し て CMD LINE OPEN を 実行 し た 。 
対策 : CMD LINE CLOSE で いっ た ん 電話 機 を 切り 離す . 


Telephone set not open 170 

原因 : 電話 機 と BASIC が 論理 的 に 接続 きれ て いな い . 

対策 : 初期 モー ド 以 外 で 実行 され る 電話 制御 命令 を 実行 する 前 に は , CMD LINE OP 
EN を 実行 し て お く . 


Type mismatch 13 
原因 : 式 の 左辺 。 右辺 , 関数 の 引数 な ど に お いて , 変数 の 型 が 一 致し て いな い . 
対策 : 関数 に 与え る デー タ の 型 を 確認 する . 


Undefined label 32 
原因 : 定義 され て いな い ラ ベル 名 を 参照 し た . 
対策 : ラベ ル 名 を 正しく 定義 する . 


Undefined Iine number 8 
原因 : GOTO, GOSUB, IF…THEN-ELSE な ど で , 存在 し な らい 行 番号 を 飛び 先 に 指定 し た . 
対策 : 行 番号 を 確認 する . 
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Undefined user function 18 

原因 : 定義 され て いな い 利 用 者 定義 関数 また は 機械 語 関数 を 引用 し た . 

対策 : 利用 者 定義 関数 は , 引用 する 前 に DEF FN で 定義 する . 機械 語 関数 は , DEF USR で 
実行 開始 アド レス を 定義 し て お く . 


Unprintable error 21。24, 25, 28, 他 

原因 : メッ セー ジ の 定義 きれ て いな い エ ラー. 

対策 : ERROR < 整数 表記 > を 実行 し て この エラ ー が 生ずる 場合 , その < 整数 表記 > 番 の エラ ー 
を 利用 者 独自 の エラ ー 処 理 に 利用 する こと が で きる . 


WEND without WHILE 30 
原因 : WHILE-WEND が 正しく 対応 し て いな い . 
対策 : プロ グラ ム の 流れ を た どり , WHILE--WEND を 正しく 対応 させる. 


WHILE without WEND 29 
原因 : WHILE--WEND が 正しく 対応 し て いな い . 
対策 : プロ グラ ム の 流れ を た どり , WHILE-WEND を 正しく 対応 させ る . 


シス テム 予約 51 
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B. コン トロ ー ル コー ド 表 


mm 
ここ oo らら nn QO am お O_ DD ピロ 


CO OO DO DO DO DD ロビ ピロ ピロ 
ーー の 〇 0 000 な 68 ビ 〇 OO00mm の いい 


キャ ラク タ | 対応 する ae 


CTRL 十 A 
CTRL 十 B 
CTRL 十 C 
CTRL 填 D 
CTRL 十 E 
CTRL+F 
CTRL 十 G 
CTRL 十 H 
CTRL 十 | 
CTRL 十 J 
CTRL 十 K 
CTRL 十 L 
CTRL 士 M 
CTRL 十 0 
CTRL+R 
CTRL 十 S 
CTRL 十 U 
CTRL 十 X 


[HELP| キー と 同じ 

カー ソル を 1 つ 前 の ワー ドム 移動 
[STOP | キー と 同じ 

1 ワー ド 削 除 

カー ソル 位置 か ら 行末 まで を 消去 
カー ソル を 1 つ 先 の ワー ドム 移動 
スピ ー カ を 鳴ら す 
[BS| キー と 同じ 
[TAB| キー と 同じ 


テキ スト 画面 の クリ ア 
り ダ ー ン キー と 同じ 


イン サー トモ ー ド に 入る / 出 る 
表示 (スク ロー ル ) の 一 時 停止 
1 行 消去 

カー ソル を 1 行 の 最後 へ 移動 
カー ソル を 右 へ 移動 

カー ソル を 左 へ 移動 

カー ソル を 上 へ 移動 
カー ソル を 下 ム 移動 


行 の 連結 (イン サー トモ ー ド で は 行 の 分 割 ) 
カー ソル を ホー ム ポ ジ シ ョ ンス へ 移動 


画面 へ の 表示 の 無効 ご 有 効 の 切り 換え 


プロ グラ ム 中 の 機能 


スピ ー カ を 鳴ら す 
パッ クス ペー ス 
水平 タプ 

ライ ン フ ィ ー ド 
ホー ム ポ ジ シ ョ ン 
テキ スト 画面 の クリ ア 
キャ リッ ジリ ター ン 


カー ソル を 右 へ 移動 
カー ソル を 左 へ 移動 
カー ソル を 上 へ 移動 
カー ソル を 下 へ 移動 


備考 プロ グラ ム 中 の 機能 は , 対応 する コー ド が 画面 に 出力 され る 際 ( プ ログ ラム の 実行 中 ) に 働き ます . 
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C. キャ ラク タコ ー ド 表 


上 位 4 ビ ッ ト 一 


ロ 
〇 
| 
に 
の 
0O 
に 
〇 
『) 
に 
yy) 
Q 
ト 
〇 


F 刀 さ J ト イー 
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D. 誘導 関数 


関数 と し て 用 意 し て いな い 三 角 関 数 の うち いく つか は , 用 意 さ れ た 関数 を 使っ て 作り 出す 
こと が で きま す 。 以下 の 数 式 を 参考 に し て くだ さい (誤差 の 範囲 に 注意 が 必要 で す ). 


アー クサ イン ARCSIN(X) ニ ATN(X/SOR( 一 X*X 十 1)) 
ARCCOS(X) ニーATN(X/SOR( 一 X*X 二 1)) 十 1.5708 
アー クセ カン ト ARCSEC(X) =ATN(SOR(X*X-1))+(SGN(X) 1) * 1.5708 


アー クコ ヨ セ カ ント ARCCSC(X) =ATN(1/SOR(X*X-1)) (SGN(X) -1) * 1.5708 


ハイ パー ポリ ッ ク ・ サ イン SINH(X) 三 (EXP(X) 一 EXP( 一 X) ) /2 
ハイ パー ポリ ッ ク ・ コ サイ ン COSH(X) =(EXP (X) 十 EXP( 一 X) ) /2 
TANH(X) ニーEXP( 一 X) /(EXP(X) 十 EXP( 一 X) ) * 2 十 1 


ハイ パー ポリ ッ ク ・ セ カン ト SECH(X) 2/(EXP (X) 十 EXP( 一 X) ) 


ハイ パー ボリ ッ ク ・ コ セカ ント CSCH(X) = ニ 2/(EXP(X) 一 EXP( 一 X) ) 
COTH(X) 三 EXP( 一 X) /(EXP(X) 一 EXP( 一 X) ) * 2 十 1 
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E. 予約 語 一 臣 


これ ら の 予約 語 を , 変数 名 や ラベ ル 名 と し て 使用 する こと は で きま せん . た だ し , 予約 請 を 
含む 文字 列 ( 例 : ABSN) は , 使用 し て も か まい ませ ん . 


ABS 
AKCNV$ 
ALLOC 
AND 
ASC 
ATN 
ATTR$ 
AUTO 
BEEP 
BLOAD 
BSAVE 
CALL 
CDBL 
CHILD 
CHRS$ 
CINT 
CIRCLE 
CLEAR 
CLOSE 
CLS 
CMD 
COLOR 
COM 
COMMON 
CONSOLE 


CONT EOF 
COPY EQV 
COS ERASE 
CSNG ERL 
CSRLIN ERR 
CVD ERROR 
CVI EXP 
CVS FIELD 
DATA FILES 
DATE$ FIX 
DEF FN 
DEFDBL FOR 
DEFINT FRE 
DEFSNG GET 
DEFSTR GOSUB 
DELETE GOTO 
DELIM GO TO 
DIM HELP 
DRAW HEX$ 
DSKF IEEE 
DSKI$ IF 
DSKO$ IFC 
EDIT IMP 
ELSE | INKEY$ 
END INP 


INPUT 
INPUT$ 
INSTR 
INT 
IRESET 
ISET 
JIS$ 
KACNV$ 
KANIJI 
KEXT$ 
KEY 
KILL 
KINPUT 
KINSTR 
KLEN 
KMID$ 
KNJ$ 
KPLOAD 
KTYPE 
LEFTS 
LEN 
LET 
LFILES 
LINE 
LIST 
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LLIST 
LOAD 
LOC 
LOCATE 
LOF 
LOG 
LPOS 
LPRINT 
LSET 
MAIL 
IMAP 
MERGE 
MID$ 
MKD$ 
MKIS 
MKS$ 
MOD 
MON 
MOTOR 
NAME 
NEXT 
NEW 
NOT 
OCT$ 
OFF 
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ON 
OPEN 
OPTION 
OR 

OUT 
PAINT 
PEEK 
PEN 
PLAY 
POINT 
POKE 
POLL 
POS 
PPOLL 
PPR 
PRESET 
PRINT 
PSET 
Mi 
RANDOMIZE 
RBYTE 
READ 
REM 
REN 
RENUM 


RESTORE 
RESUME 
RETURN 
RIGHT$ 
RND 
ROLL 
RSET 
RUN 
SAVE 
SCREEN 
SEARCH 
SEG 

SET 
SGN 

SIN 
SPACE$ 
SPC 

SQR 

SRQ 
STATUS 
STEP 
STOP 
STRS$ 
STRINGS 
SWAP 


TAB 
TAN 
THEN 
TIME$ 
TIMEOUT 
TO 
TROFF 
TRON 
USING 
USR 
VAL 
VARPTR 
VIEW 
VOICE 
WAIT 
WBYTE 
WEND 
WHILE 
WIDTH 
WINDOW 
WRITE 
XOR 


A 

ABS FPPPPPPPTEPCCEKCCLLCCUCDOULEECSCLDOCCLLMSGLLMLMCLLLL 40 
AKCNVS oi 40 
AN iii 24 
ASC OKCEECCCECCLCLCCUCDCLCCLCCLELCLLLLLLULUMMMuDLLLLUL 40 
WM 了 で いい 41 
AT ii 41 
AUTO iri 42 
B 

BE 42 
BLOAD 42 
BS AV 43 
C 

CA 44 
GDB 44 
0) 3 いい 全て 45 
CHRririririririririi 46 
CINT OCPLEPPCLEELCEKKECLDCCECEECCLLLCUUULULUMLLIS 46 
GRCLE eee 47 
6 9 48 
CEOSE rh 財 baeeoe 49 
Ce 49 
CMD _ BREAK oieeoeoeoerernrrlrrre 50 
CMD CHANGE _ DUPLEX …… の ii の 51 
CMD DA 51 
CMD ERROR ON/OFF グ STOP の … 53 
CMD LINE CLOSE … で (li iii… oz 54 
CMD LINE. JON グ OFE プ STOP ……f で eo 54 
CMD LINE OPEN PTPPCPPEECYECPUYEEEKYYSE 55 
CMD MODE CUT …… ド ET 56 
CMD ON ERROR GOSUB PCOCCCCETPCECE 56 
CMD ON LINE GOSUB …… ぐ (ii 57 


引 


CMD RECEIVE OU IOmremeemnnnrr 58 
CMD STORE_ DIAL 0 _iieeeemn… 58 
COLOR ee 59,62 
COLORG rororeoeoeoemememhihihii 63 
COMMON hh 64 
COM ON ノ /OEFF グ の STOP … oreoriieiernrir 65 
CONSOLE ooo 66 
CONT ii 66 
COPY…ーー ド ドー 67 
CO 68 
CSNG ee 68 
CSRLIN…oeeeee 69 
CV ii 69 
CV 69 
Vi 69 
D 

DA ii 70 
DATE iii 70 
DEE EN ori 71 
DEE SEO imihihihihihihihiii 72 
DEE USR ire 73 
DEEDBL oi 72 
DEEIN Te 72 
DEFSNGO tee 72 
DEESTR ie 72 
DELETE hh 73 
Di 74 
DSK モー ドド oe いい 
DR ii 75 
DSKE ee 79 
DS ii 80 
DSKOS eee 80 
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1 5) 旨い F ペ ン 81 
NE 82 
本 0 ooayerezideeeessssssapessicsRAe を cssseczsd 82 
了 人 Wsreeasoesssstoeea35S3cpseses 24 
問 本 対 朗 wehwuadzssssseses ssissstewrvrszsz3sS2Gses2 82 
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Srisssz Sesbz seas 83 
5 で tearsc<tstzia2 pea 83 
1 うか 外 2 押さ GOOOCCCPOKKAYOT に ツー ンス キー キー 84 
F 

| 9 0】 問 本 CO3OOCYOOPCOC て キー 84 
0 較 人 識 C2CCOCO つ PP つつ アア たつ イイ 85 
1 DTZTCOCTTYPYC で TO て いっ 86 
RCORSSHOSTEPSRNBX 和 oe 86 
1 0 に OO 87 
に 】 7 0 計 GCC た YY 87 
G 

し OO 88 
GOD MR 0 議 POOPPG2YPOCKT2EECCLKO ス COCCO 89 
(の 6 に 1 8 5 役 RGOCECOO LPCOT マー 90 
0 ytvemesstseecSNSpaszcssasseeeszsoseasaee 吉 353 90 
00 PC icfGxoeyzeSpriaiste る 9822862q2c3G 90 
H 

中 電 RON ジグ ORP ジ STOP ーー 91 
710 EC の 92 
I 

00 0 際 こ DEC し 92 
enOB 拉 IENー っ 提 上 人 oookoesresss あ oz 92 
主 24 
KDD 93 
の PP つた 93 
NE の っ コイ 94 
Us 95 
00NE 9 全く 95 
NPD WAIT ne cosss Se 96 
IN 96 
Ns 97 


J 

に GO 97 
K 

AGNYWVS| 生 モ ム meeeeeseeseyeosscssose 97 
119 5 生生 98 
1 0 98 
1 ON 人 議 の に 99 
KEY ON グン OFRP の STOP に で eeeeeertsvsesssst 99 
eeedservtsaarsdaenesssssastgsssssaasiyso 100 
必 NPU ersaesaeoseseresgsnsszgesdss る esdesoss 100 
NSH mhrssszenredikeo3SiioeykgseeirK29325deSece3 101 
殿 促 且 N で 22mkofszterirssscassssszS な esp323yses48388 8 101 
KMIDS… い oe 102 
NT で hooshessessseese 102 
護 PDOMAMTDeeseseeeaeo 103 
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L 

1 09 01 0 ECC 104 
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EN NIIPUUI essesyssuaezsesvenssse2dRe es 107 
BINIE: す NPUOTE WWAPT' で wiszcuwvssssereassess 108 
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LTST 109 
昌和 ・knaeysnosarqszcfer3szsssdsssen2232288Sesazeas 109 
1 9 訂 DOOGLLUUTCC ま た だ は た PT 109 
1 6 の OCS は DCLFPOP つ CYP て TYP 110 
1 VO、 の た は BEOGKK2OOHFP た いと 110 
10 ) 本 CC や 5 揚 1 
LO 111 
前 6 に 人 OTCO エ ちや 112 
EPR means 112 
虹 明 RNN OSN 0 を は aaasreessks 0 は cscea 112 
1 まこ 1 0 時 朗 NCP た FL てい キテ は 113 
M 

MAP に es Skate es 113 
II ON 1 D 電 CEKKEHPPC ウ DKKY XAFS で PP て 114 


MD ii 115 
MKDS rhirihimihihii 116 
MK ii 116 
MS ii rss 116 
MOD ii 22 
MO 117 
N 

NAME 117 
NE ii 117 
NEW ON Trioereoremeemmm 118 
NO 23 
0 

OCT ii 118 
ON COM GOSUB … (oooeeereeerrr 119 
ON ERROR GOTO ぐ で eee 120 
ON…GOSUB em 121 
ON…GOTO UI 121 
ON HELP GOSUB … ぐ (oi ee 121 
ON KEY GOSUBU… ぐ oooeoorerrrr 122 
ON PEN GOSUBU…__iiiieeeoerrrrrn 123 
ON PLAY GOSUB で (に eeeererrrrt 124 
ON STOP GOSUB で …(__iieirrrrrr 125 
ON TIME$ GOSUB … ooioeiemrmrrrr 125 
OPEN ii 126 
OPTION BASE riIirirrreeeeerrererrrr 129 
Oi 24 
OU iri 129 
Oi 23.218 
P 

PA ii 130 
PEEE ormrhiririririririi 132 
PEN …… ド Tr 133 
PEN ON ノ OFF ノ STOP …… oroereernrnn 134 
0 7 も '2 全 ECS 134 
PLAY ALLOC … IO 142 
PLAY ON ノ OFE グ STOPU … で ooeremnmn 143 
POTNT ドド … ド ooo 144,145 
POKE … ド rrrre 145 
POS ii 146 


PRESET oe 146 
PRINT… ド ee 147 
PRINT き ee 148 
PRINT USING … で つ reeeerrrerrnrrtr 150 
PRINT# USING で に ooo 152 
PS ii 152 
PU ii 153 
PU 154 
R 

RANDOMIZE re 155 
READ ii 156 
KONY ESECEEECCEEUOEEEUEEOEEECOECECEEECTETET 156 
RENUM 157 
RESTORE で ET 157 
RESUME ro 158 
RETURN oe 158 
RIGHTS re 159 
RND mh 159 
ROTEL 中 160 
ROOM モード 3 
RS ii 113 
RUN ee 160 
S 

SV iii 161 
SCREEN ドド oe 162 
SEARCOH… ド ro 165 
SE ii 166 
SG ii 167 
Si 167 
SP ACE$ POPECCETCULCCLCCEECPCCCCCCCCUDULULLLLULELLELM 168 
SPEC 168 
SO 168 
STATUS DIAL ……… ド hero 169 
STATUS DIALS ooo 169 
STATUS ERROR の eeeomrtm 170 
SARS EENE で い や esse 170 
STATUS MODE 上 teoeeoeeerrnrnirn 171 
STA 生 OS PLAY… の ee 171 
STOE mir 172 
STOP ON ググ OEFEF グ STOP… の 0… ぐ erroroerernniri 172 


合間 Rmeezcoarasscssareeevseesoossasscsseeeiseeeo 173 


STRINGS oe 173 
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RT 192 
X 
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天 ラ ー メ セージ ツジ で で の mee sosesees 32,213 
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演算 の 優先 順位 CCOCPPLCEPCYPPCCPPYPEEKYPPEPPPEPPCFEEF 27 
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さ 
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指 雪 eS 21 
数 弄 雪 で oe 15 
扶 従 湯 定 数 one 14 
整数 型 定 雪 < ター 14 
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